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「結婚することになったみたい」

　妖精弓手エルフが長耳を大きく揺らし、まるで他人事ひとごとのようにそう言った。

　窓辺から差し込む陽光が、じりじりと茹うだるような暑気を孕はらんだ昼下がり。

　夏である。

　誰だれも彼も、冒険になど出たくないと思うような日和ひよりだ。

　食い扶持ぶちを稼ぐためでなくば、誰が好き好んでこの炎天下に出て行くものか。

　しかし酒場にいるのもなかなかに厳しい。

　一応は冒険者でございと体裁ていさいを取り繕い、武装した者らが何十人か。

　人いきれでむせ返るようで、これと無慈悲な陽光のどちらがましかは、悩ましい所である。

　気だるい陽気は頼んだ飲み物を生温なまぬるくさせるし、節約のためちびちび舐なめるしかない。

　誰も彼も動くのが億劫おっくうで仕方がない──と、そんな時。

「はーい、失礼失礼。郵便配達に来ましたよーっと！」

　額ひたいに汗を滲にじませた冒険者が、荷物を小脇こわきに抱えてギルドに飛び込んで来たのだ。

　何も珍しいことではない。急ぎの郵便配達は、冒険者定番の仕事だ。

　受付で受付嬢からのサインをもらった冒険者が、慌ただしく待合室を駆けまわる。

　配られる手紙も人それぞれだ。

「げッ　差し押さえって……マジかよ、勘弁してくれよ……！」

「借金してまで装備買うからでしょ、バカ」

「ほほう。妹に子が生まれたそうだ。次の冒険が終わったら会いに行かねば」

「うわ、よせ、お前。だいたいそういうこと言った奴から死ぬんだぞ!?」

「……お、都の方から名指しで依頼か。こりゃ良いや。悪くねえ」

「じゃ、冒険デート……ね。遠出。久々、かも」

　借金の督促とくそく、故郷からの便たより、緊急の依頼、エトセトラ。

　多様な報しらせが行き交う中、皆が妖精弓手の言葉を聞き流したのは、暑気中あたりと思ったからか。

　妖精弓手が受け取ったのは、文字通りの葉書だ。

　草葉に流麗な筆致ひっちで書かれた森人エルフ語をもう一度読み返して、うんと彼女は頷うなずく。

「結婚することになったみたい」

　妖精弓手が長耳を大きく揺らし、まるで他人事のようにそう言った。

「────」

　顔を見合わせ、耳に入った言葉の意味を解するまでの、一瞬の沈黙。

　にわかに投じられた爆弾に、ざわりと冒険者ギルドの酒場は騒がしくなった。

「ぶ」と鉱人道士ドワーフが酒を噴いてむせ返り、蜥蜴僧侶リザードマンが「ほう」と興味深く舌を出す。

「はい？」と受付嬢が聞き返し、その隣にいる監督官が「おお」と目を輝かせる。

「なんだと!?」と女騎士が立ち上がり、重戦士が「おい」と諦あきらめ顔で袖そでを引く。

　新米戦士に見習聖女はそっぽを向いているが、聞き耳を立てているのは明らか。

　女神官が「わ、わ」と手を口元に寄せて頰ほおを赤らめ目を輝かせる、その中で。

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーが、いつもと同じような調子で淡々と言った。

「誰とだ」

「従兄いとこと」

　応じる妖精弓手も平然としたもので、ひらひらと笑って手を振っている。

「びっくりよねー。まさかこんな事になるなんて。すっごい堅物だったのに」

「ふむ」とゴブリンスレイヤーが頷いた。「それで──……」

「おめでとうございます！」

　わっと感極かんきわまったか、顔満面に花咲くような笑みを浮かべ、女神官が卓に身を乗り出した。

　両手を合わせてにこにことする仕草には、心からの祝福が滲み出ている。

「えっと、森人の方も、結婚式とかあげられるのですか？　もし良かったら──」
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「もちろん！　なにしろ長の氏族だもん。派手にするから、是非来て！」

「ったく……」

　きゃいきゃいと娘二人が賑にぎやかに手をとりあってはしゃぐのを、鉱人道士が横目で見やる。

　彼はようやく噴いた酒を拭ぬぐい、髭ひげを絞り、改あらためてもう一杯を注そそいで呷あおったところだった。

「わしゃ、あれが氏族の長の娘だっつーんで、早晩そうばん森人は滅びるんじゃねえかと思うわ」

「はっはっはっはっは」

　それを聞いた蜥蜴僧侶が、さても愉快愉快と尾で床を叩たたいて相槌あいづちを打った。

「なに、年寄りは常から若人わこうどを見てそう思うものでありますよ」

「わしのが年下だったと思うんだがの」

　さて、二〇〇〇歳で結婚というのが森人の中で早いのか遅いのか。

　判別がつかず唸うなる鉱人道士を他所よそに、蜥蜴僧侶が名残なごり惜しげにチーズを齧かじった。

「しかし、とすると、野伏殿とはこれにておさらばですかな。やあ、寂さびしくなりまするな」

「？　なんで私がお別れすることになるわけ？」

「ふむ。しかし、何かと忙せわしゅうなるのでは？」

「お産や子育てするにしたって、たぶん二百か三百年先でしょ」

　十年二十年で子作りなんてはしたない。妖精弓手は唇くちびるを尖とがらせてそう言う。

　己おのれの思いもよらぬ時の巡りに、蜥蜴僧侶がしみじみと漏もらした。

「いやはや、森人が刻む時とは雄大でありますなぁ」

「だって、ほとんど不死イモータルだもの。蜥蜴人リザードマンは違うの？」

「王子こそ一卵のみと決められとりますが、産み増やし生きて殺し死ぬるが規範でしてな」

「円環サークルって大事よね」

　くるり、くるくる。妖精弓手がぴんと細長い人差し指を立てて、宙空に輪を描く。

　この辺り、自然を是とする森人と蜥蜴人は相通じるものがあるのだろう。

　戦いくさを好む好まない、不死イモータルか定命モータルかという差はあれど、生死は巡り行くもの。


「はぁー……」



　どうにもピンと来ず、女神官は思わず声を漏らした。

　魂魄こんぱくは天上に座す神々の御下みもとへと至り、様々な安息を得るもの。

　盤上へ再び配置される事も時にはあるとしても、自然の循環とは似て非なるものだ。

「でも」と、女神官はそんな疑問を口にするように小首を傾かしげた。

「結婚された後も出歩いたり、危険な事をするなんて、旦那様が許してくださるのですか？」

「やぁね。従兄殿が許すわけないでしょ」

　妖精弓手がひらひらと笑ってその手を振った。

「一目でわかるほどベタぼれだもん。真面目まじめで頭固いのにね。……いや、頭固いからかな」

「え、っと……？」

　どうにも会話が嚙かみ合あっていない。女神官は唇に人差し指をあてがい「ううん」と唸る。

　──違和感というか、誤解というか。何かこう──ずれている、ような……？

「それで」

　ふとゴブリンスレイヤーが先程切られた会話を繫つなぎ、妖精弓手が目を瞬またたかせた。

「誰が結婚するのだ」

「え、ねえ様」

「それを先に言わぬか、この金床かなとこ娘むすめが！」

「ひゃんっ!?」

　きょとんとした妖精弓手は、次の瞬間に長耳を逆立てて飛び上がった。

　思い切り尻しりを引っ叩いた鉱人道士を、彼女は尻を押さえて涙目でにらみつける。

「ちょっと、何するのよ!?」

「金床なんだから叩かれるくらい我慢しろい！」

「ひっどい！」

　上森人ハイエルフの娘がその威厳も何もかなぐり捨てて、目を三角に吊つり上げた。

「これだから鉱人ドワーフって嫌よ！　この……ビア樽だる！」

「前から言うとろうが。こいつぁ恰幅かっぷくが良いというのだ！」

　喧々囂々けんけんごうごう。あっという間に始まるいつも通りのやりとりに、女神官ももう慣れたもの。

　彼女は両手で杯を持つと、すっかり温くなったレモン水をチビリと軽く舐めた。

「でも、そうなるとお邪魔するわけですから……お土産みやげとか用意しないといけませんね」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーはこっくりと頷いた。

　彼は腕を組んでしばし黙り込むと、低く唸り、そしてひどく難しそうな声を漏らした。

「俺おれは……」

「ダメです」

　女神官がぴしゃりと笑顔で言い放った。

　言葉を呑のみ込こんだゴブリンスレイヤーへ、ぴっと指を突きつける。

「せっかくのお祝いごとに招かれたのですから、行かないのはダメです」

「それは」とゴブリンスレイヤーは言葉を途切れさせた。「そうかもしれんが」

「ゴブリン退治は他の人に回してもらうよう、受付さんに頼みましょう」

「む」

　さながら《聖壁プロテクション》の如ごとくであった。

　彼女が不本意ながら得意とする奇跡さながら、にこにことした笑みは攻撃の尽ことごとくを封じる。

　一声唸って黙りこんでしまったゴブリンスレイヤーに、蜥蜴僧侶は目をぐるりと回した。

　──受付殿と、牧場の娘御、二人の薫陶くんとうの賜物たまものでありましょうな。

「ふふふ。では拙僧と術師殿も、何ぞ土産物でも見繕うておきますかな」

　蜥蜴僧侶は重々しい手つきで勿体もったいぶりながら、奇妙な仕草で合掌をした。

「しかし神官殿も、まあ随分としたたかになられたようで」

「そりゃあもう！」

　えっへんと、女神官はその薄い胸を力いっぱいに反そらして見せた。

「ゴブリンスレイヤーさんに鍛えられましたからね！」
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　さて。

　ギルドの職員たるもの、いついかなる時でも平静であれ──とは、よく聞く言葉だ。

　なにしろ冒険に挑む冒険者らへ、第一に情報を伝達するのは彼ら彼女らである。

　そして窮地に追い込まれた依頼人に、最初に応対するのも彼ら彼女らである。

　これが慌てて取り乱し、あるいはやる気もなくだらけていては、お話にもならない。

　制服には皺しわ一つなく、シャツやブラウスには糊のりをきかせ、化粧も薄くそれとなく。

　寝癖欠伸あくびはもってのほか。仮にも役人である以上、各自が国家代表たる責任を持つべし。

「……とはいえ、暑いものは暑いんですけどね」

　あはははと笑いつつ、受付嬢はゴブリンスレイヤーたちへ冷たい紅茶を注いでくれた。

　区分けされた受付に並ぶグラスは一つ、二つ、三つ、四つ。

　妖精弓手、女神官らに挟まれるようにして引っ張って来られたゴブリンスレイヤー。

　最後に自分の前へグラスを並べた受付嬢は頰に手を当て、ほう、と蕩とろけたように息を吐はく。

「それにしても、結婚式ですか。良いですねえ……」

「ホントにね」

　妖精弓手がうんうんと物知り顔で大真面目に頷く。

「ねえ様が嫁とつぎ遅れにならなくてホント良かったわ」

「おいくつなんですか？」

「ええっと……」妖精弓手は指折り数え、ふるりと首を振った。「八千と少しかしら」

　その『少し』もおよそ三桁けたなのだろうなと見当をつけ、受付嬢は苦笑した。

「森人の皆さんのお話を聞いていると、歳としを気にするのが馬鹿馬鹿ばかばかしくなりますね」

　そして溜息ためいき。まったく、自分で自分の墓穴を掘っていては世話がない。

　女神官が「えと」とか「その」とか曖昧あいまいに口を開くが、彼女はまだ十六になったばかり。

　年上の相手にどう声をかけて良いものか、こればかりは聖職者といえど難題である。

　それに少なくとも彼女の目から見て、受付嬢が年齢を気にするような姿には思えない。

「……お綺麗きれい、ですし。そんなに気になさらなくても……？」

「ふふっ。ありがとうございます」

　結局出てきた当たり障りのない気遣いに、受付嬢はにこりと微笑ほほえみ返す。

　ひらりと妖精弓手が気楽な調子で手を振って見せつつ、グラスの紅茶を一口こくり。

「そうそう。竜やゾウとネズミで歳を比べたって意味ないでしょ。そういうものよ」

「ゾウ」

　不意にゴブリンスレイヤーが、兜かぶとを揺らして傾かたむけた。

「とは」

「……知らないの？」

　妖精弓手がふふんと得意げに長耳を振るう。

　彼女は大きく両手を広げ、空中に得体の知れぬ生き物の輪郭線りんかくせんを描き出した。

「柱の脚、綱つなの尾、扇おうぎの耳、壁の胴、槍やりの牙きば、玉座の背、蔦つたの鼻を持つ巨獣きょじゅうよ」

「……獣じゅう？」

「あ、色は灰色ね」

「さっぱりわからん」

　ふうむと唸ったゴブリンスレイヤーが、がぶりがぶりと紅茶を呷る。

　受付嬢は何とも嬉うれしそうな表情でそれを眺め、ふふ、と笑い声を漏らした。

「機会があればモンスターマニュアルの『エレファント』を見せてあげますね。それで……」

　つい、と。受付嬢の視線が流れるように動く。手元の書類をぱらりとめくり、確認。

「ゴブリン退治の依頼を振り分けて……という事でしたか」

「はい。ゴブリンスレイヤーさん、連れて行きたいので」

　女神官は平然としたものだ。にっこりとした花咲くような笑みも揺るがない。

「俺とて、別に行きたくないわけではない」

　ゴブリンスレイヤーは飲み干したグラスを、がたりと音を立てて卓に置いた。

「だが、ゴブリンを放っておく気はないだけだ」

「はい、はい、そうですね……」

　相変わらずの淡々とした、断定的な口調。受付嬢はそっと頰を緩ゆるめた。

　偏屈と取る者もいる。頼もしいと思う者もいる。言うまでもなく、彼女は後者だ。

「特に春先から夏にかけてのゴブリンは手強てごわい。苛立いらだっているからかもしれんが」

「そもそも手強くない季節ってあるのかしら？」

「……ふむ」

　妖精弓手の突っ込みに、腕を組んで唸るゴブリンスレイヤー。

　その二人を愉快げに横目で見やりながら、受付嬢は「とはいえ」と呟つぶやいた。

「夏はそこまで多くないのですよね、ゴブリン退治」

「そうなんですか？」

　きょとんとした様子の女神官に、受付嬢は「ええ」と頷いてみせる。

　──依頼は、ですけれど。

　受付嬢はしかしそれ以上女神官へ説明せず、ぱらぱらと意味もなく書類をめくった。

　誰かの末路を語るというのは、結婚式の誘いを持ってきてくれたのに、失礼だろう。

　夏──それはつまり、ゴブリンにとって秋ではないということ。

　まだ田畑には青々とした麦穂が茂り、当然、まだ収穫はされていない。

　いくら小鬼どもが食料を欲しくとも、村々を襲って得られるものは少ないのだ。

　よって狙ねらわれるのは旅人であったり、放牧や遊牧を行う家畜飼いやら薬草師であったり。

　対して、ゴブリンどもの状態はどうか。

　春はともかく夏ともなれば雨も増え、忌々いまいましい日差ひざしは強く、穴蔵暮らしには辛つらい。

　ゴブリンどもが居住環境を気にするとも思えないが、彼らは常に何かへ怒っている。

　怒る理由が増えれば、当然──凶暴性を増していく。

　夏、街道なり広野でゴブリンに襲われた旅人の末路は悲惨であろう。

　小鬼どもに食べ物をとっておく知恵はないだろうが、それにしたってすぐ悪くなる。

　ひたすら弄もてあそんで暇をつぶしたら、後先も考えずとにかく食べるだけ食べてしまうだろう。

　男であれ、女であれ、最後には骨も残るまい。

　──それさえも、よくあること、ではあるのですけれど。

　事実、旅人が消息を絶つことは夏に限った話ではなく、珍しくもない。

　なにせ飢えているのはゴブリンや祈らぬ者ノンプレイヤーに限らないのだから。

　山賊、盗賊、野盗となった傭兵ようへい集団──エトセトラ。

　つまるところ、この四方世界には危険が多い。

　これをして王や国の治世に批判の声をあげる者もいるが、それは歴史を知らないからだ。

　有史以来、未いまだかつて、いっさいの危険が存在しない時代は到来していない。

　そしていつだって、資源リソースは有限だ。

　受付嬢が知る限り、今の王はよくやっている……と思う。

　無駄に戦を起こすこともなく、魔神の残党を相手取って国を守っている。

　──一応は平和、ですものね。

　戦乱と戦乱の狭間はざまであろうとはいえ、だ。

　しかし、繰り返しになるが、資源リソースは有限で、危険は絶えない。

　旅人が行方ゆくえ知れずになったからというだけで、ギルドに依頼が来ることも稀まれだ。

　そもそも消息が途絶えたということが知られなければ、話が始まらない。

　知られたところで依頼人がいなければ、冒険者ギルドは動けない。

　それは残念ながら、冒険者ギルドの欠点でもある。

　故ゆえに冒険者が動くのは旅人の縁者から依頼が来た時か……。

　──あるいは冒険者がお人好ひとよしか、ですね。

「だがゴブリンが現れることに変わりはあるまい」

　そういった受付嬢の内心を一切いっさい気にした風なく、ゴブリンスレイヤーは言う。

「でも」

　それをばっさりと、素直に疑問を口にする体ていで女神官が切り捨てた。

「一人で全部できるわけでも、しなきゃいけないわけでもないですよね？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーが黙りこむ。

　彼が困り切った時の癖くせなのは、何年も様子を見ていれば受付嬢にもわかるというもの。

　──実際、ある意味でわかりやすい人なんですよね。

　思わずくすりと笑い声が漏れて、ゴブリンスレイヤーの鉄兜が彼女の方を向いた。

　何でもないですよ、と軽く手を振って誤魔化ごまかして、一息。

「実際、私どもとしてもゴブリンスレイヤーさんお一人に全部お任せとはいきませんしね」

「まあ、そういうわけですから」

　こほん、と。女神官が可愛かわいらしく咳払せきばらいをした。

「お願いできますか？」

「ええ、構いませんよ。放っておくと、この人、お休みも取らないんですから」

「あんたも同じだよね？」

　不意にぴしゃりと背後から頭を叩かれ、受付嬢が「あいたっ」と声をあげた。

　いつの間にか隣席の同僚──書類挟みを手にした監督官が、彼女の背後に立っていた。

　監督官は「はぁ」とこれ見よがしに溜息を吐つき、今度は書類挟みで軽く自分の肩を叩く。

「きちんと休暇取ったの、どれぐらい前だっけ？」

「し、しっかりお休みは頂いてますし……？」

　受付嬢は頭をおさえ、上目遣うわめづかいに見上げながら力なく反論する。

　そんな彼女へ、監督官はもう一度、呆あきれた風に溜息を吐いた。

「じゃあ結婚式にも出るんだよね。この子、あんたを誘いに来たんでしょ？」

　途端、受付嬢に物も言わせぬ素早さで、妖精弓手がずいと身を乗り出した。

「もちろん！」妖精弓手は力強く頷き、何のてらいもなく断言した。「友達だもの！」

　喜色満面といった妖精弓手に、受付嬢は何とも言えぬ曖昧な表情で頰を搔かいた。

　指先でくるり、くるくる、三つ編みの房を弄ぶ。あまり行儀は良くないとわかってはいる。

「う、ううん、お気持ちはありがたいのですが……」

　──いや、でも、ここで行かないって言ってしまうと。

　妖精弓手はもちろん、女神官やゴブリンスレイヤーに申し訳がないのではないか。

　ちらりと横目で見た彼の鉄兜、その奥の表情は相変わらず窺うかがい知れないけれど。

「だから、休みとりなってば」

「あうっ」

　またしても書類挟みの一撃である。

　痛みに受付嬢がうぐぐと唸るのを尻目しりめに、監督官は職員としての微笑を顔に貼はり付けた。

「で、えーっと、ゴブリンスレイヤーさん？」

「何だ」

「あ」と受付嬢が声をあげるのも構わず、監督官は彼女の手元から書類を取り上げる。

　ぱらりとめくれば案の定、直近で持ち込まれたゴブリン退治の依頼が何枚か。

「とりあえず溜たまってる仕事を片付ければ良いのは、二人とも同じなわけで……」

　監督官はそれを一纏ひとまとめにくるくると丸め、巻物のようにゴブリンスレイヤーへ差し出した。

「この子が安心して休めるよう、二、三件ばかしゴブリンの巣穴潰つぶしてくれないかな？」

「無論だ」

　是非もなし。迷いなく決断的な手つきで彼はその依頼書を受け取った。

　無言で広げ、記述を検あらためる。報酬などには目もくれない。重要なのは情報。小鬼の戦力だ。

「良いか？」

　ややあって彼が低い声で問うと、妖精弓手が思い切り顔をしかめ、長耳をしなりと垂らした。

「……鉱人たちはどうか知らないけど。これで私が行かないって言えるわけないわよね」

「俺は別に構わんが」

「あのですね、ゴブリンスレイヤーさん」

　女神官が、その形の良い眉まゆをひそめてゴブリンスレイヤーへと向き直った。

　前から何度も言っていますけれど、と。白く細い人差し指をピンと立てる。

「選択肢がないのは相談とは言いませんからね？」





§






「いっぎ、ゃあああぁあああぁあッ!?」

　黄昏たそがれの血色に染まった礼拝堂に、首を締められた鶏とりのように悲惨な女の悲鳴が木霊こだまする。

　いくら寄ってたかってといったところで、一人の娘に群がれる小鬼の数には限りがある。

　小鬼の体軀たいくが小さくとも、両手と口に髪も合わせて一度に五、六匹程度が限度であろう。

　しかし今、祭壇に縛り上げられた娘に集まる小鬼の数は、軽く十を超えていた。

　貞操を奪われるばかりか、残酷な欲望を一身に叩きつけられる娘は、哀れという他ない。

　もみくちゃにされ濁った悲鳴を礼拝堂に響かせる女は、襤褸ぼろになった旅装を纏まとっていた。

　ゴブリンどもの隙間すきまから僅わずかに見える手足は日に焼け、相応に鍛えられている。

　彼女は旅人であった。

　この修道院──知識神を祀まつる、小さな文庫ふみくらに宿泊していた旅人だ。

　今となっては旅の目的も、この文庫に宿を借りた理由も、もはや知りようがあるまい。

　知識の宝庫であったはずの文庫は、もはや見る影もない。

　様々な事情から生家を離れて堂に篭こもった乙女おとめたちが蓄えた知識は、既に蹂躙じゅうりんされた。

　貴重な知識を記しるした書画の類たぐいは小鬼に破かれ、汚され、適当に焚たき付つけにされている。

　空からになった書庫には、今や思いもよらぬ辱はずかしめで精神を砕かれた修道女たちが転がされた。

　今までその様を見せられたというのに暴あばれる旅人は、ゴブリンにとって活いきの良い獲物だ。

　修道女を守ろうとしたのか自分が逃げようとしたのか──ゴブリンは後者と決めつけた。

　だがその名誉のために述べるなら、旅人は自らの身を省みず、剣を振り回して勇敢に戦った。

　囲まれ引き倒され、袋叩きにあい、腕をへし折られるまでの間ではあったけれど。

　今は数日がかりで、殺された数匹分の応報をはたしている最中。

　最後まで取っておいたのは、修道女の末路を見た彼女が怯おびえる様を眺め、楽しむためだ。

　ゴブリンどもは旅人の娘が逃げ出すことなど思いも寄らない──……否いな。

　逃げられるわけがないと、高を括くくっていた。

　ゴブリンとは往々にして、根拠がないにもかかわらず自信過剰である。

　己のやる事が決して失敗するわけがないと、そう確信しているのだ。

　もし万が一にでもしくじることがあれば────……。

「ＧＯＯＲＲＩＲＲＲＯＧ!!」


「ひぎっ！　あぎゃ、が、っ、や、ぁめぇへぇ……ッ!?」



　それはこのように、馬鹿ばかな奴やつらが邪魔をしてきたからに決まっている。

　ゴブリンどもにとって、この小さな文庫に集っていた人々は、皆馬鹿だと思えた。

　わけのわからない面白おもしろくもないものをため込んで、食べ物はほんの僅か。

　只人ヒュームというのは意味不明なことをするものだと、小鬼どもはげたげたと笑う。

　彼らには、この文庫に込められた意味などわかるはずもないだろう。

　知識や智恵は俗世から生まれるものなれど、俗世に染まってはいけない。

　街道から僅かに離れた森の中、ひっそりとこの文庫が建てられたのは、その信仰ゆえだ。

　なにも小さな文庫だからとて、怪物や野盗に対する備えがなかったわけではない。

　石造りの防壁はあったし、旅の冒険者やら傭兵やらが逗留とうりゅうすることもある。

　だが長らく風雨に晒さらされた防壁の一部が崩れるということは、ある。

　そして滞在者が一人しかいないということも、ある。

　だからゴブリンに狙われたのか？

　何故ゴブリンに襲われたのか？

　問うたところで、未来永劫みらいえいごう、知識神が答えに導いてくれることはあるまい。

　ゴブリンとは天災の如く、どこからともなく現れるものだ。

　それがたまたま、この時、この場所だったというだけで。

「おっごぁああぁああぁッ!?」

　今や饗宴の場と化した文庫──知識神の礼拝堂の片隅。

　供された娘の悲鳴を耳で楽しみながら、一匹のゴブリンが礼拝堂の隅で頰杖ほおづえをついていた。

　さんざ玩具にした後は、取っておいて孕み袋にするか、それともさっさと飯にするか。

　十中八九、あの娘は飯だろうな。ゴブリンはそう思う。

　他の孕み袋に食わせる餌えさもいるし、何より殺せないのではつまらないし、スカッとしない。

「ぎぃああぁああぁぁあああぁぁっ!?」

　甲高く濁った絶叫。気の早い誰かが、折れた腕へ鉈なたを振り下ろすか何かしたらしい。

「ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＲＯＯＲＢ!!」

「ＧＯＯＲＲＯＢ！」

　その誰かが小突かれ、弁解し、身み悶もだえる女の無様な姿を嘲あざける声が礼拝堂に木霊する。

　これはいけない。

　死んだ女だって幾らでも遊ぶ方法はあるが、生きてるうちのお楽しみは今だけだ。

　ゴブリンは舌なめずりをし、その頭蓋ずがいに詰まった小さな頭で真剣に考える。

　何とか上手うまい具合に横入りして順番を誤魔化し、生きてるうち相伴しょうばんに預からなければ。

　娘はもちろん後回しにされた同胞の都合など、小鬼にとっては知ったことがないのだろう。

　連帯感はある。仲間意識もある。けれど彼らが優先するのは、いつだって自分のことだ。

　いかに自分が得をし、楽をし、正しい立場にあって、悪い──気に入らない奴を殺すか。

　仲間が殺されたというお題目を掲かかげ、殺すまでを楽しめれば、もう文句はないのである。

「ＧＲＯＯＲＯＢ！」

「ＧＲＯ！　ＧＯＯＲＢ!!」

　そのゴブリンは適当な一匹に目を留めると食ってかかり、喚わめき散らした。

　俺は見張りをしたのだからお前らも見張りをするべきだ。

　見張りをしない奴が楽しむのはズルい。お前は汚い奴だ。

　そのゴブリンは都合の良い思考回路で説教をし、迂闊うかつな奴の肩を摑つかんで押おし退のける。


「ぃぎ、あ、ぎいぃっ!?　やぁ、も、し、ぬ……ぅ……ッ」



「ＧＲＯＢ！　ＧＯＯＲＯＢＢ！」

　同胞と哀れな娘の抗議を無視した小鬼が、彼女をどれだけ残酷に弄んだかは語るまい。

　重要なのは、故に彼らは気づけなかった、という点だ。

「ＧＲＲＲＲＲ……」

　暗がりより、除のけ者にされて不平を漏らすゴブリンへと、伸びる腕があった。

　異常なほどに音を伴わないその腕は、蛇の如く小鬼の首に絡からみつき、引き倒す。

「────Ｂ……!?」

　そしてゴブリンが何事か喚くよりも前に、その喉笛のどぶえをナイフでもって切り裂いた。

　がぼがぼと血泡を噴いて溺おぼれる小鬼の口を押さえ、息絶えるまで数秒。

　小鬼の死骸しがいを長椅子ながいすの後ろへ無造作に転がし、その腕の主あるじは影の奥へと向けて手を振った。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜、中途半端ちゅうとはんぱな長剣を腰に帯び、腕に小振りな円盾を括った男。

　ゴブリンスレイヤーである。

　彼に呼ばわれ、続いて蜥蜴僧侶が尾をのたくらせて歩み寄る。

　その後には妖精弓手、女神官、そして鉱人道士が続く。一様に足音はおろか衣擦きぬずれもない。

　理由はといえば、ただ一つ。錫杖しゃくじょうを両手でしっかと握り、目を瞑つむって祈りを捧ささげる少女。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、遍あまねくものを受け入れられる、静謐せいひつをお与えください》」

　女神官の《沈黙サイレント》によってもたらされた、奇跡の静寂だった。

　これまでに幾匹かのゴブリンを相手取った彼女の聖衣は、赤黒く汚れている。

　しかし女神官はそれを気にした風もなく、そのつど跪ひざまずいて祈りを捧げ続ける。

　その信心があればこそ、冒険者たちは静謐によって守られているのだが──……。

　対して妖精弓手は、「うえええ」と今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　匂袋においぶくろを使っていたとしても、小鬼の排泄物と肝きもの汁とは、彼女の鋭敏な感覚を責め苛さいなむ。

　なにせ跳ね散るそれが衣服を汚すことばかりは防げないし、臭いだって染しみ付くものだ。

　──どうして神さまってやつは音しか消してくれないのかしら。

　臭いとか汚れも消してくれれば良いものを。

　妖精弓手は涙目で恨みがましく、礼拝堂に祀られた神像を見やる。

　星々の動きを眺め、書物に書き留める智慧者の偶像。

　無論、妖精弓手のわがままな質問への答えは返ってこない。

　──あなたの代わりに信者を救ってあげるんだから、ちょっとは恩恵が欲しいわよね。

　なんて、不遜ふそんかしら。ひくりと長耳を震わせ、妖精弓手はイチイの大弓へ矢をゆるく番つがえた。

　冒険者の一党パーティは難なく礼拝堂への侵入を果たした。

　敵の数はゴブリンが二十と少し。お楽しみの最中。ここを逃す手はない。

　ゴブリンスレイヤーたちは頷き合い、手早く合図を出す。

「────」

「────」

　まず先手を取ったのは鉱人道士である。

　鉱人道士は腰の火酒を口に含むや否や、勢い良く酒精を吐き出した。

　飛沫しぶきはたちまち霧散し、もやとなり、揺らめきながらも礼拝堂を覆おおい始める。

「《呑めや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》」

《酩酊ドランク》した小鬼がぐらりと傾いた途端、ゴブリンスレイヤーは飛び出した。

　長椅子を飛び越えて真まっ直すぐに石床の上を駆けつつ、腰の剣を抜き撃ちにする。

　音もなく宙を貫いた剣は、《沈黙サイレント》の奇跡の外に抜けた途端ひょうと風を切った。

　いかに馬鹿と言われる小鬼どもでも、流石さすがにその異常に気づいたのだろう。

「ＧＯＯＲＯＢ！　ＧＯＲＯＯＯＢ!!」

「ＧＲＲＯＲＢ!!」

　幾匹かが指さし声をあげるが、もう手遅れだ。

　腰を振っていたゴブリンは、自身の後頭から口内へ突き立ったものの正体に気づけたろうか。

　完膚かんぷなきまでに延髄を破壊された小鬼は泡を吹き、ぐるりと汚らしい金色の瞳ひとみが白目を剝むく。

「ＧＯＯＲＯＯＲＯＯＯＢ!?」

「ひとつ」

　飛び込み様ざま、円盾でもって手近な一匹を打ち据すえたゴブリンスレイヤー。

　彼はよろめく小鬼の腰から半月刀を引き抜き踏み込み、その小鬼の喉のどを突いて殺した。

「ふたつ」

　返り血に盾をかざして凌しのぎつつ刀を抜くと、娘へ覆い被かぶさるように小鬼が崩れ落ちる。

「……生きてはいるな」

　ゴブリンスレイヤーは死体の下、血に汚れびくびくと痙攣けいれんする娘へ一瞥いちべつをくれた。

　小鬼の手口は予想がつく。捕虜となった彼女を盾にされては、面倒以外の何物でもなかった。

　しかし身悶えるその動きは、痛みと出血によるショックからだろう。

　まだ生きている。だがそう長くはない。いつも通り、時間はない。

　ゴブリンスレイヤーは油断なく、闖入者ちんにゅうしゃへと敵意を剝き出すゴブリンどもを睨にらみつけた。

「急げ！」

「では、参りますぞ……！」

「は、はい！」

　すかさず蜥蜴僧侶がひょいと女神官を担かつぎ上げ、石床に蹴爪けづめを食い込ませ、走った。

　只人ヒュームにはありえざる前傾姿勢だが、長く揺れる尾で均衡を保つ。

「ＧＯＲＯＯＯＢ！　ＧＲＯＢＢ！」

「ＧＧＯＯＯＲＢ！」

　無論ゴブリンどもとてこれを見逃すわけがない。

　くらくらとフラつき朦朧もうろうとした意識でも、女子供と見れば容赦はしまい。

　ましてや駆ける蜥蜴人は両手に女神官を抱えて手一杯──。

「イイィイアアァアアァッ!!」

「ＧＯＯＲＯＢ!?」

　されど両手が塞ふさがっていようが、強靭きょうじんな爪つめと牙と尾があれば何の問題があろう。

　竜とはそも、武具を使わぬものなればこそ。

「ＧＲＯＯＢ!?」

「ＧＯＢＯＲＢ!?」

　竜ドラゴンには手を出すなという格言を、小鬼どもは知らなかったに違いない。

　尾と蹴爪とがそれぞれにゴブリンを強したたかに打ち据え、文字通り蹴散けちらした。

　これで致命の一撃とはならぬものの、女神官を祭壇まで送り届けるには事足りる。

「拙僧は前衛で宜よろしいな」

「頼む」

　短い会話を交わしつつ、ゴブリンスレイヤーは小鬼の頭蓋に打ち込んだ半月刀を手放した。

「ＧＲＯＢＢＢ……!?」

　そして崩れ落ちるゴブリンの手から粗雑な棍棒こんぼうを奪い取る。手荒に扱うには十分だ。

「では神官殿。こちらはお任せいたす」

「はい、お願いします！」

　軽々と女神官を下ろした蜥蜴僧侶は、尾で小鬼を牽制けんせいしつつ、奇怪な手つきで合掌をする。

「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬きり裂き、空飛び、狩りを為なせ》！」

　掌中の牙が見る間に研磨され《竜牙刀シャープクロー》に転じ、蜥蜴僧侶は吠ほえた。


「イィイイィイィィィヤアアァァッ！！！！」




「ＧＯＯＲＢＧＧ！？！？」



　彼は僧侶とはいえ武僧、神官戦士の類だ。種族が種族なら聖騎士として名を馳はせたろう。

　鋭く早く的確に急所へ武器を繰り出すゴブリンスレイヤーとは対照的に、縦横じゅうおう無尽むじんの大暴れ。

　修道女たちの血と小鬼どもの汚濁で汚れた礼拝堂に、薄汚い小鬼どもの血風が吹き荒れる。

「……よしっ！」

　一方の女神官もまた両手で錫杖を握って健気けなげに頷くと、自身の戦場へと向き直った。

　ひゅうひゅうと掠かすれた吐息で喘あえぐ娘の傍そばに、血や汚濁を気にもとめずに跪く。

　あまりにも惨むごたらしい惨状だ。胃いの腑ふからこみ上げるものを、感情ごと飲み下した。

　──何度見ても、慣れません……けれど。

　慣れてはいけないと、強くそう思う。そしてその度たびに、彼女の信仰は鍛えられる。

「《いと慈悲深き地母神よ、どうかこの者の傷に、御手をお触れください》……！」

　そして女神官は縋すがるように錫杖を握り、天上へおわす地母神へ心からの祈りを捧ぐ。

　どうかこの人の傷を癒いやしてください。命を繫ぎ留めてください。お救いください。

　久しく嘆願する機会のなかった《小癒ヒール》の奇跡。

　そして心優しき地母神は、愛しい信徒の祈りに確かに応こたえた。

　淡い光がふつふつと泡立つように生まれて娘の傷口へと飛び、出血を抑え始めたのだ。

　もちろん、喪うしなわれた体力が返ってくるわけではない。

　心と体の傷は、神の御業みわざをもってしても簡単に癒えるものではない。

　だが、すぐに死ぬこともない。

「ゴブリンスレイヤーさん、こっちはもう大丈夫です……！」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーはすかさず腰の雑囊ざつのうから、卵を一つ摑み取り、小鬼へ叩きつけた。

「ＧＯＯＲＯＯＲＯＢ!?」


「ＧＯＯＯＲＯＢＯＲＯＯＢ！？！？」



　不気味な煙が吹き出して、途端に湧わき上がる悲鳴。

　今まで好き放題女を痛めつけていたゴブリン数匹が、涙を流して悶絶もんぜつし、のたうち回る。

　砕けた卵の殻に詰まっていたのは、ゴブリンスレイヤー手製の催涙剤さいるいざいだ。

　人質の娘、その傷口に誤爆する可能性を思えば使えなかったが、もはや後顧こうこの憂うれいはない。

「八──九！」

　棍棒を投じ、奪った剣の錆さびた刃は一合毎に割れて砕ける。

　ゴブリンスレイヤーは意にも介さず、使い潰す心算で、一ひと薙なぎに小鬼の喉を切り裂いた。

　ぴゅうと笛の音に似た響きと共に血を噴き出して、ゴブリンが重なりあって斃たおれる。

「ＧＢＢＢ……！」

「ＧＯＲＢＧ！　ＧＧＯＯＢＢＧ！」

　瞬く間に味方が半壊し、ゴブリンどもは恐れおののいた。

　だがしかし、せっかくの獲物を放り出して逃げるのは口惜しい。

　それにあの小娘や森人の娘も組み伏せ蹂躙してやればどうなるかと、欲望も抱く。

　しかし前に出張るこの只人の戦士と蜥蜴人の僧侶を越えることは難しい。

　では──……。

「ＧＲＯＯＢ！」

「ＧＯＲＢ！」

　瞬間、数匹のゴブリンが武器を手放し、脇目わきめもふらずに走りだした。

　体勢を立て直すつもりか、あるいは逃げるのか──否。

「盾を取りに行くぞ！」

　ゴブリンスレイヤーは素早く状況を見て取って指示を飛ばす。

　戦線から離れて走りだした数匹のゴブリンどもが向かうのは、石床にある落とし蓋ぶた。

　地下の倉庫から孕み袋にせんと囚とらえた女たちを引きずり出し、肉盾にする心算なのだろう。

「ったく、悪趣味。そうは行かないわ──よ、と……！」

　だがその膝ひざに、次の瞬間、矢が生はえる。

　妖精弓手が、長椅子の影から容赦なく木芽の矢でもって射抜いたのだ。

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＯＯＲＢ!?」

「ＧＯＯＲＯＢ!?」

　間断なく三射。悲鳴を上げながら崩れ落ちるゴブリンが同時に三匹。

　最初に頭を射つのは容易たやすいが、いつだって致命的失敗ファンブルの目はあるもの。

　ここは確実に動きを止めることを優先すべきで、それからじっくり狙った方が良い。

　たっぷり瞬き一つ分ほどの時間をかけて照準を絞り、妖精弓手は小鬼の眼窩がんかを矢で貫いた。

「オルクボルグ！　こっちは気にしなくて良いからね！」

「どうれ、ほんなら階段はわしが確保しとこうかの」

　呪文じゅもん遣いとしての役目は既に果たした。となれば後は肉体労働。

　のっそりとした身の動きに反して軽快に、鉱人道士は階段へと走りだした。

　いつのまにやら腰から手斧ておのを引き抜き、しっかと構えている辺りはさすがに玄人くろうとである。

「ＧＯＯＲＯＯＢ！」

「ＧＲＲＲＲＯＲＢ！」

　もはやゴブリンどもの進退はここに窮きわまった。

　彼らは細かな防壁の割れ目から中に侵入したつもりが、今や逆に包囲されていた

　新人冒険者たちの多くがそうであるように、小鬼どもも思いもよらぬものなのだ。

　我らは殺す側で、殺される側ではない。それが絶対で、よもや逆の立場になるなどとは。

　ゴブリンスレイヤーは、その事をよく知っていた。かつての自分がそうであったから。

「十四……十五！」

「キィエエェエエェッ!!」

　ゴブリンスレイヤーが棍棒で小鬼の頭蓋を割り、手槍を奪い、以もって喉を突いて殺す。

　蜥蜴僧侶が爪、爪、牙、尾を躊躇ちゅうちょなく縦横無尽に振り回し、小鬼を血風へと変えて行く。

　元より銀等級の冒険者が四名、鋼鉄等級の冒険者が一名。

　そして何よりこちらにはゴブリンスレイヤーがいるのだ。

　ただ礼拝堂を占拠しただけのゴブリン二十余匹程度、負ける道理などあるわけはなし。

　彼にとっての問題は、常にいかに素早く、確実に鏖殺おうさつし、人質を助けるか、であった。
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「二十と三、か」

　戦いは、さして刻ときを経へずして終わった。

　日が沈み、暗闇くらやみに沈んだ文庫。点々と燭台しょくだいに灯ともった火だけが光源らしい光源である。

　それを頼りに、ゴブリンスレイヤーは淡々と作業を続けていた。

　小鬼どもの死骸を一つずつ武器で突いて生死を確認し、礼拝堂の隅に積み重ねる。

　血と腐臭、汚物の臭いが渦巻うずまき、赤黒く染まったそこに、かつての聖域の姿はない。

　ゴブリンどもの狙いがどうであれ、この領域は完全に冒瀆ぼうとくされたと見て良いだろう。

　文庫に務めていた修道女は二十名と少し。

　生き残った修道女は十名か、そこら。

　差分となる十人の姿は、鍋に残る肉と骨を除き、もうどこにも見当たらなかった。

　今、地下倉庫に降りていった蜥蜴僧侶が、ひとりずつ担いで礼拝堂へと連れて来ている。

「どれ、気を確かに。夜が明けたら、もそっと落ち着ける場所へ行けますからな」

「……すみません。本当に……」

「なに奉じる神とて違えども、猿とて元は蜥蜴。とならば、我らは同胞でありましょう」

「…ふふ。蜥蜴人の、かたは……おかしなことをおっしゃるのね……」

　汚れと憔悴しょうすいは隠し切れようもないが、毛布に包まった彼女らは、微かすかに笑っていた。

　しかし一様に足首に包帯が巻かれているのを見れば、立って歩けないのは明白だ。

　女神官は一瞬唇をかみしめた。錆びた刃で腱けんを断たれる痛みを、彼女はまだ知らない。

「……もう大丈夫ですからね。すぐ、街まで帰れますから……」


「ぁ……が、と……ぅ……」



「しゃべらないでください。今はきちんと休まないと、ダメですよ」

　甲斐甲斐かいがいしく長椅子の間を動きまわり、女神官は横たわった旅人や、修道女を手当する。

　今後どうなるかを、あえて口にする者はいない。

　──多いほうだ。

　ゴブリンスレイヤーはそう考える。

　正気を保ち、自裁じさいもせず、嬲なぶり殺しにもされなかった者がそれだけいたのだ。

　──この文庫は幸運だった、と言って良い。

　決死の思いで剣を振るっただろう旅人のおかげで、一人の修道女が難を逃れていた。

　彼女は他の神殿へ使いへ赴おもむいており、たまさか戻ってきたところ、この事態に遭遇したのだ。

　街道を取って返し、冒険者ギルドへ訴えて依頼を出し、冒険者たちが赴くまで……数日。

　だからこそ、ゴブリンスレイヤーたちは間に合った。

　旅人が身を挺ていして稼いだ僅かな時が、その数日をもたらしたのだ。

　もしも仮に旅人が神殿を見捨てて逃げていたら、武器を振るわず早々に諦めていたら。

　修道女は逃れることもできず、事態が発覚するのはより致命的になってからだったろう。

「……二十三匹か」

　彼は自分でも信じていないような口振りでそう呟き、血のついた手槍を放り捨てた。

　手槍は礼拝堂の片隅に放置された、残飯の入った鍋の傍に、音を立てて転がる。

　かわって彼はゴブリンの死体から手頃てごろな剣を略奪し、鞘さやに叩き込んで腰に佩はいた。

　そうしてからやっと、ゴブリンスレイヤーは長椅子にどっかと腰を下ろす。

「人質や書物だのがなければ、火をかけるのが早かったんだがな」

　ゴブリンスレイヤーは、深々と息を吐いた。

「……もう。そんな事を言って」

　ぱたぱたと微かな足音を伴って歩み寄る女神官へ、彼は鉄兜を動かさず視線を向けた。

　一通りの手当が終わったのだろう。血に汚れた頰を緩め、彼女は健気にも微笑んでいる。

　奇跡を二回行使して疲労もしているだろうに、それを表に出さないよう努めている。

「それに、また怒られちゃいますよ？　火をつけるのは禁止！　って」

　あまつさえ女神官は耳の横に人差し指を出して、ぴこぴこと揺らしてみせていた。

　おどけている──無理をして、かもしれない。

　ゴブリンスレイヤーにはわからない。

　兜の隙間、蠟燭ろうそくの微かな陰影では、微妙な表情が読み取れなかった。

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーはそれだけを言って、兜の中で目を閉じる。

　もちろん長々と休息を取るつもりなどない。

　呼吸を整ととのえ、意識を一瞬緩め、また張り直すためだ。

　なにしろまだ小鬼はいるのだ。ここにいなくとも、どこかに。油断できる場所などない。

「……だが、手間取った」

「そりゃあ……」

　女神官が言葉を選ぶように宙へ目線を彷徨さまよわせた。

「……そういう事も、あると、思います」

「……そうか」

「神様だって、何でもできるわけじゃないですもの」

　そう言って、彼女はちょこんと遠慮がちに、ゴブリンスレイヤーの隣に腰を下ろした。

　革鎧がなければ、間近にこの少女の体温を感じる事もできただろう。

　鉄兜を通して微かに聞こえる呼吸の音に、ゴブリンスレイヤーは微かに目を開く。

「あの旅人の娘は、どうだ」

「やっと眠られて……すぐにどうこうは。ただ、血が足りていませんから」

「ならば、明日だな」

　ゴブリンスレイヤーの短い言葉の意図を、女神官はすぐに汲くみ取った。

　動くのは明日。それはつまり、ここで夜を明かすという事でもあった。

　救助した女たちを歩かせるわけにもいくまい。馬車か荷車が必要だった。

　これだけの人数を連れて夜に移動するのは危険だ。特に無策では、尚なおの事。

「だから、お前は少し休んでおけ」

「……はい」

　こっくりと頷いた女神官が、そっと目をつむった。

　彼女もまさか眠れるわけがないだろうが、眼を閉じているだけで休息にはなる。

　僅かにもたれるように肩にかかった重さを、ゴブリンスレイヤーは拒こばまなかった。

「しかし……」

　のそり、と。蜥蜴僧侶が足音を潜ひそめて、そっと二人の元へと這はい寄ってくる。

　彼は慎重な仕草で周囲を見回し、低い声で囁ささやいた。

「……ここのところ小鬼ども、ちくと小賢こざかしい感がありまするな」

「そう思うか」

「拙僧の勘働きが正しければ」

　と、彼は戦達者な蜥蜴人特有の、戦への興奮に満ちた調子で早口に言った。

「先だっての小鬼聖騎士以降、という印象を覚えております」

「同感だ」

　ゴブリンスレイヤーは頷く。

「奴らも知惠をつけてきた……か？」

　学習させないために鏖殺を繰り返してきたつもりだったが。

　──あるいは、今までの相手は末端に過ぎなかったということか？

　否。ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

　親玉を潰せば全て終わるなどと、そんなわかりやすい事があってたまるものか。

　そんな事はもう、十年も昔に理解していたではないか。

「もっとこちらも手を考えねばならんな……」

「ったく、小鬼ばらときたら、モノの価値っつぅのをわかっとらんわ」

　と、そこに鉱人道士がのそのそと、荷物を抱えて歩み寄ってきた。

　埃ほこりっぽい空気を纏っているのは、彼が倉庫だのを漁ってきたからであろう。

　もちろん彼らは無頼ぶらいの輩やからではない。略奪ではなく、安否確認のためだ。

　とはいえ蜥蜴僧侶が興味深く、その眼球をぐるりと回した。

「無事な書物はありましたかな？」

「奴らがゴミだと思うとらんかったものだけだな」

　がた、ごとと長椅子に重ねられたのは石版──いや、粘土板か。

　紙の書よりかさばるとはいえ、神代かみよ、古代より伝わる記述は未だ健在であったらしい。

「小鬼ばらには、そこらの石畳と区別がつかんのやもしれませぬな」

　爪先つまさきを伸ばした蜥蜴僧侶は、傷をつけぬよう慎重な手つきでその表面をなぞる。

　随分と古式の文献であるらしく、蜥蜴僧侶にも文字は読み取れぬ風であった。

　非幾何学的にのたうち回った文字の数々は、目眩めまいを起こすような紋様にも思える。

「ま、読めぬ以上は拙僧とて大差なしか。なんにせよ、無事なものがあったならば重畳ちょうじょうかと」

「後はきちんと調べてみんとわからんが……まあ、今後だの」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「外はどうだ？」

「耳長娘が一回りしとる。夜目が利きくし、あの跳ねっ返り、野伏レンジャーとしちゃ上等だかんの」

　他に小鬼がいれば見つかるだろ。そう言って、鉱人道士が酒の瓶びんを差し出してきた。

　ゴブリンスレイヤーはそれを受け取り、がぶりと一口、兜の隙間から遠慮なく呷る。

　カッと喉を焼く酒精の熱は、疲労で濁った意識への気付けとなる。

「……お前たちも術を使った分、休んでおけよ」

「お前さんもな。……つーたかて、そうもいかんか。前衛が足りとらんな、わしら」

　言いつつ、鉱人道士も遠慮なくがぶりと一口呷って、次は蜥蜴僧侶へ瓶が回される。

「ほほう」と彼は旨うまそうに目を細め、盛大に酒を呷った。

　顎あごを滴したたる雫しずくを舌で舐め取り、げふ、と一息。

「チーズが欲しゅうなりますな」

「戻ってからだの」鉱人道士は蜥蜴僧侶の肩を叩いた。「帰り道もこら気が抜けんわい」

「ひとまず、今夜は大丈夫だと思うけどね」

　涼やかな声が扉の隙間から飛び込んできた。

　ぎぃ、と。軋きしむ音を伴って扉が開き、するりと礼拝堂へ夜道を行く猫のような影が滑りこむ。

　ぶるりと身を震わせた彼女──妖精弓手は、長耳をひくひくと軽く揺らした。

「あたりを一回りしてきたけど、ここから出て行った小鬼の足跡はないもの」

「確かか」とゴブリンスレイヤーが低い声で問うと、彼女は「確かよ」と鋭く返した。

　妖精弓手は顔をしかめ、頰についた乾いた血をぱりぱりと指先で引ひっ搔いた。

「だから帰り道、ほかの奴らに目をつけられなければ、ゴブリンはこれで終わり」

「そうか」

　短く頷くと、ゴブリンスレイヤーは礼拝堂の隅に積んだ死体の山へと目を向けた。

　二十数匹のゴブリン。自分たちが片付け、殺した、小鬼ども。

　そして次に、長椅子を寝台代わりに眠っている傷ついた女たち。

　──終わりだと？


「…………そうか」



　もう一度低く呟き、ゴブリンスレイヤーは微かに身動きをした。

　そして自分に寄りかかっている女神官の細い肩を、そっと揺する。

「起きろ。戻ってきたぞ」

「……ぅ。ぁ。は、はいっ」

　びくりと身を震わせ、彼女は跳ねるように立ち上がった。

　慌ててふるふると首を振り、目尻めじりをこすり、まどろみかけていた意識をハッキリさせる。

「それじゃ、綺麗にしますね。皆さんも、その……」

　汚れていますし、という言葉は言葉にならず、彼女の中に飲み込まれる。

　錫杖を手にとって長椅子の上で眠る女たちの間に歩み出る彼女に、妖精弓手が付き従った。

　中央に出た女神官はその場にすっと跪くと、両手で縋るように錫杖を手繰たぐる。祈りの姿勢だ。

「《慈悲深き地母神よ、どうかその御手で、我らの穢けがれをお清めください》」

　敬虔けいけんな信徒の祈りに応え、天上より伸びた見えざる手が、娘たちの肌に触れた。

　絹か羽箒はぼうきでするりと身体を撫なでられるような、くすぐったさを伴う心地よさ。

　するとどうしたことか、見る間に彼女ら全員の汚れが大気中へと溶けていくではないか。

　汚濁も、血の痕あとも、服にこびり付いた赤黒い染みも何もかもが。

　心なしか女たちの頰からも強張こわばりが解け、ほっと安らかなものへと変化する。

「んーっ」と、猫のように目を細め、妖精弓手が大きく伸びをした。

「良いわね、これ。水浴びでもしたみたいな感じ。新しく授さずかった奇跡だっけ？」

　さっきの文句は神様に謝らないとね。妖精弓手はくすくすと笑う。

　その意味を解さないまでも、女神官は「はい」と、どこか嬉しそうに頷いた。

「鋼鉄等級に昇級したことを神官長に伝えましたら、儀式を行ってくださって……」

「でも、結構シブいところつくわね。もっとこう、派手なのとかあったでしょ？」

「……必要にせまられたもので」

　女神官は妖精弓手から目を逸そらして呟き、妖精弓手が「ああ」と納得して顔をしかめた。

　祈り手に授けられる奇跡は神が選ぶものとされているが、願えばそれが届く事はままある。

《浄化ピュアリファイ》の奇跡である。

　神なる御業によりて汚れを取り払う、言ってしまえばただそれだけの術法。

　わざわざ祈禱きとう一回分を割いてまで温存するべき術か──……。

　とはいえ衣服や身体を冒険の最中、一日一度清められるのは乙女心に喜ばしい。

　それに汚れた水や瘴気しょうきなどもある程度は浄化できるのだから、修めていて損はない。

　もちろん、損得だけで神々から授かった奇跡を量るのは冒瀆以外の何物でもないが。


「…………」



　女神官はそっと薄い胸を押さえ、深呼吸を一度。目を瞬かせ、唇を嚙みしめる。

　慣れてしまったな、と。

　結婚の話で浮かれ騒いだ後、この小鬼による所業を見て、惨たらしい娘たちの姿を見て。

　心は僅かにざわめくものの、強がりとはいえ軽口の一つ二つを口にできる。

　一年前には、考えられなかったことだ。

「良い奇跡だ」

　その彼女の肩に重く無骨な手が、ぽん、と乗せられた。

　はっとして顔を上げて見てみれば、薄汚れた鉄兜。その言葉の一つに、胸が高鳴る。

「使い出がある」

　そして女神官はなんとも言えぬ表情で、情けなくしんなりと眉を垂らした。
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　赤々とした夕陽ゆうひが広野の最果てへと沈んでいく。

　夏の夕暮れ。西風が暑気を払うように吹いて、牧草の海にさざ波を起こして抜けていく。

　風にすくわれた髪を軽く押さえながら、牛飼娘は頰を撫でる感触に心地よさげに目を閉じた。

「よーし、みんな帰るよー」

　そう呼ばわると、辺りで思い思いに草を食はんでいた牛たちが鳴き声と共に頭をあげる。

　のそのそと歩き出した牛たちは、群れを成してそのまま牛舎まで戻っていくだろう。

　本来、牛というのはそういう習性の生き物なのだ。

　だから牛飼娘が何かしら介入する必要はないのだけれど、彼女の仕事がないわけではない。

　牛の数を数えて、全頭ちゃんと牛舎まで戻ってくるかを確かめるのは大事なことだ。

　いくら毎日毎朝彼が柵を点検してくれてるとはいえ、何かの問題が起きないとは限らない。

　狐きつねだの狼おおかみだのは当然として、牛がはぐれる事だってないではない。

　それに牛舎に帰ったら帰ったで、今度はこちらから食事を与えなくてはならないし。

　何より牛馬は大事な大事な財産なのだ。どれだけ目をかけても足りないことはない。

「……うん、みんなちゃんといるね」

　指折り数えて牛の頭数を確認し、牛飼娘は「よし」と元気よく頷いた。

　幼馴染おさななじみの彼が冒険に出てから、今日で二日になる。

　彼は冒険者なのだから、当然そういう日だってある。

　帰って来ない日。待っているだけの日。

　いつか、ずっと待ち続けなければならない日だって来るかもしれない。

　彼は冒険者なのだから、当然そういう日だって……。

　──なんて、考えちゃうと気が滅入めいるし、きりがないもんね。

「だからお仕事って大事、大事、と──……」

　また、風が吹いた。

　ひゅるりと音を立てて抜ける夏風は、様々な匂においも運んできてくれる。

　青く茂った草の香り。遠く、街の方から漂う夕餉ゆうげの香り。牛たちの臭い。

「ん……」

　そして、錆びた鉄のような臭い。

　ここ数年ですっかり慣れ親しんでしまった臭いでもある。

　牛舎へと向かう牛たちの後で足を止めた牛飼娘は、くるりと振り返る。

　遠く、街道をこちらに向かって、ずかずかと無造作な足取りで歩いてくる黒い影。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、中途半端な長剣を腰に帯び、腕に小振りな円盾を括った姿。

　牛飼娘は目を細めた。そして、いつものように笑みを浮かべる。

「おかえり。お疲れ様？」

「ああ」彼は頷いた。「ただいま」

　牛飼娘は、とととっと小走りになって彼の元へと駆け寄った。

　息を軽く吸って、吐く。彼の動きに違和感はない。自然と頰が緩んだ。

「怪我けがしてないね。良かった、良かった」

「ああ」

　こっくりと頷き、歩き出す彼の歩調は先より緩んでいる。牛飼娘は隣に並んで歩き出し、

「……む」

　と、僅かに顔をしかめた。

　彼の臭いが届くなら、自分の汗臭さも届いているのでは？

　少し気になって袖の臭いを嗅かいでみる。自分ではわからない。

　──まあ、今更といえば今更だけどさ。

「……ね、そういえば冒険者の人って、汚れはどうするの？」

「着替えられるときは着替える。身体を拭ふく。呪文だの奇跡を使う者もいる」

「ふぅん」

「体臭で小鬼に気づかれる時もある。風上に位置するのは愚策だ」

　なるほどー。頷いた牛飼娘は、ひょいっと彼を挟んで反対側へと位置を変える。

「なんだ？」と問うてくる彼に「気にしないで」とひらひら手を振ってみせた。

「晩ごはんは、どうするの？　食べてきちゃった？」

「いや」

「じゃ、うちでだね。シチューで良い？」

「ああ」

　そうして兜を縦に揺らす仕草。低い声も、普段より僅かに軽い気がする。

　ただそれだけで、牛飼娘としては準備した甲斐があったと思えてしまうのだから──……。

　──あたしって、お手軽だなぁ。

　なんて思うも、まあ、悪い気分ではないからどうしようもない。これで良いのだ。

「でも、ちょっと疲れてるよね、きみ」

「……」

　返事はなかった。困ると黙りこむ癖は、相変わらずだ。

　牛飼娘はくすりと笑って僅かに身を屈かがめ、下から覗のぞき込むように兜を見やる。

　鉄兜の向こう、どんな表情かは見えないけれど、だいたいの察しはつくものだ。

「大変だった？」

「……楽な仕事などない」

「そだね」

　夏の夕陽に、二人の影が長く伸びる。

　牛たちは牛舎へ戻った。後は帰るだけ。

　二人でこうして歩いて家路を辿たどるのは、小さい頃ころから数えて何度目くらいだろう。

　昔はさほど変わらなかった気もするのに、影の長さは今、彼の方が少し長い。

「そういえば」

「んー？」

　牛飼娘は影の方を見ながら、声だけで返事をした。

　ほんの少し歩みを変えて、彼と自分の影が重なるように苦心する。

　特に意味はない。ただ、子供の頃によくやったな、と。ふと思い出した。

「結婚式があるらしい」

「結婚式……？」

　それは、と。牛飼娘は思わず彼の方へと振り向いた。

　口にしても、どうにもあまり馴染なじみのない言葉で、まるで異国の言葉のように思えた。

　結婚式。結婚。誰かと一緒になること。生涯を共にすること。

「結婚式、ね……。誘われたの？」

　ぽつりと呟いた言葉に、彼は「ああ」と短く返した。

「俺の」と彼は一度言葉を区切った。「一党パーティに、森人がいるだろう」

「ああ」牛飼娘は、目を細める。明るく元気な野伏の娘。「あの子」

「あれの、姉と従兄だ」

「そっか」

「お前も誘ってくれと、言われた」

「……良いの？」

「是非は俺が決めることじゃあるまい」

　むぅ、と。牛飼娘は唸った。

　牧場のこと。仕事のこと。数日空あけても良いものだろうか。

　夏は忙しい。秋もだ。春も。冬も。一年いつだって雨風天気に作物家畜が心配だ。

　だけれど──ああ、だけれど、だ。

　──森人の結婚式！

　それは何とも言えず、胸の奥底をくすぐるような響きだった。

　幼い頃、夢のなかでしか見ることは叶かなわないものだった。

　妖精ようせいたちが舞い踊り、綺麗な着物に聞いたこともない音楽、美しい花嫁と花婿はなむこ。

　それはおとぎ話で聞かされて、決してそれ以上にはならないはずのものだ。

　それに今はない故郷からも、今暮らすこの牧場からも、長く離れた事はない。

　どこかに行ってみたいと思ったのは、ひどく久しぶりだった。

「良いの、かな」

　それがまるで悪いことであるかのように、牛飼娘はぽつりと呟いた。

「伯父おじさんには、俺から話してみよう」

「……うん」

　思わず漏れた頼りなげな声に対する、ぶっきらぼうな優しさだったのだろうか。

　たぶんそうだ、と。牛飼娘は決めつけた。きっとそうだ。その方が嬉しい。

　重なった影を、彼女はほんの少しだけずらした。

　赤い草原に黒く伸びた輪郭の、手と手だけが上手く交わるように。

「……結婚、かぁ」

　家が近い。


　二人で歩くには短い距離。思いを交わすには足りる距離。言葉を交わすには──…………。



「そういう事を、考えたりは？」

「……」

　彼は一瞬、口を閉ざした。困った時の、いつもの癖だ。

「難しいな」

　そっか。そう呟きながら、牛飼娘はくるりと踵きびすを返した。

　背中で手を組んで後ろ向きに歩きつつ、彼を見上げて「じゃあさ」と唇を動かし、囁いた。

「小さい頃。おっきくなったらあたしと結婚しようって約束してたら、どう？」

「……」

　鉄兜越しに、牛飼娘は微かな溜息を聞いた。

「そんな約束をした覚えはないぞ」

「ありゃ、バレちゃったか」

　あははは、と牛飼娘は笑った。笑って、またくるりと背を向け、歩き出す。

　影が離れる。手が離れる。今更。そう、今更といえば、今更なのだ。

　──しておけば良かったのにね。

　何故だかひどく夕焼け空が目に染みて、彼女は幾度か目を瞬かせた。
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「はっ……はぁっ、はっ、はっ、は……ぁっ！」



　彼女は息せききって、緑の地獄の中を転げるようにひた走っていた。

　素足は密林の得体のしれぬ草葉や枝、石で傷つき、短衣から伸びる四肢も血に濡ぬれている。

　日差ひざしこそ木々で遮さえぎられているものの、薄暗い世界はひどく蒸むし暑く、汗がひどい。

　走るうちに喉のどが乾いてひりつくが、まともに飲める水などどこにあるかもわからない。

　食べ物も同じだ。実も蟲むしも草も、どれを食べても大丈夫なのかがわからない。

　いや、それを言えば、そもそも、自分はどちらに向けて走っているのかすらわからない。

　太陽が見えないから方角もわからない。北ではない、とは思うが自信はない。

　密林の中、獣の声、鳥の声、木々の擦こすれる音、何もかもが渾然こんぜん一体いったいとなって彼女を包む。

　気配とか何とか、そんな不明瞭なものはもとより彼女にはわからなかったが──……。

　──こんなことなら自分も野伏レンジャーの訓練を受ければ良かった。

「ぃっ、ぅ……」

　髪が肌に貼はり付くのは気持ち悪く、思わず額ひたいの汗を手で拭ぬぐい、傷口に染しみて彼女は後悔した。

　──どうしてこうなったのだろう。

　考えたところで答えは出ない。問いかけられる相手はもういない。はぐれてしまったから。

　浅はかだったからと言って嘲あざけるのは簡単だろう。

　運が悪かっただけと言うのもはたして慰なぐさめになるかどうか。

　事実として彼女とその仲間たちは冒険に挑み、失敗し、壊走した。それだけだった。

「……せめて、武器があれば……っ」

　筏いかだを転覆てんぷくさせられて、川辺で気づいた時にはもう手遅れだ。装備を失い、仲間もいない。

　それでも彼女が諦あきらめずに走ったのは、彼女が冒険者だったからだ。

　冒険者は諦めないものだ。

　状況に文句を言うのは冒険者の権利だが、状況に挑まぬ者は冒険者ではない。

　それに何より、状況は絶望的ではあっても、決定的ではない。

　仲間の安否はわからない。なら、合流できる目はあるという事だ。

　──姉さんなら、大丈夫なはず。……姉さんなら。

　彼女は行動を共にしていた姉のことを思い描き、頰ほおを緩ゆるめた。

　最後に見たのは筏の上、傾かたむいた筏から転げ落ちる自分に手を差し伸べる姿。

　一党パーティの中で采配さいはいを振るい、皆からの信の厚い彼女は巫術士ドルイドだった。

　自然を友としているのだから、きっと大丈夫。

　そう自分に言い聞かせながら、彼女は懸命に密林の中を走り続けた。

　──そうだ、川に沿って動こう。

　追手の事を考えれば危険かもしれないが、木々の中を逃げ回るよりは良い。

　そう、彼女は逃げていたのだ。生きるため、必死で。

　だからこそ、奴らもそれをわかっていたに違いない。

「────ひっ!?」

　水流の音を頼りに木々をかき分け、再び川へ出た彼女は思わず押し殺した悲鳴を上げた。

　彼女が直面したのは、異様な姿をしたオブジェだった。

　百舌鳥モズの早はや贄にえ。あるいは、子供がいたずらした蛙かえる。糸の絡からまってしまった操あやつり人形。

　それは人だった。

　尻しりから杭くいを打ち込んで口まで貫いた、おぞましい処刑に晒さらされた死体だった。

　それがいくつもいくつも、黒い影絵の人形芝居のように、滑稽こっけいな格好で連なっていた。

「な、ぁ……うぇっ、ええ……っ」

　現実味のない光景。だが彼女の胃は反射的に痙攣けいれんし、内容物を逆流させる。

　口の中に広がる苦み。そういえば最後に食べたのは焼き魚だった。串にさして、炙あぶる。

「ぉ、え……っ」

　たまらずうずくまった彼女が、それが失策だったと気づいた時には、もう手遅れだ。

　既に周囲には奴らの気配が蠢うごめいている。

　気配を消していたわけではない。奴らに、そんな上等な事ができるわけがない。

　ただ彼女がそれに気づかなかっただけだ。

「ひ、……や、ぁ……あ、ああ……っ!?」

　慌てて動こうとした時には、既に小さな影が無数に彼女へと飛びかかってきていた。

　のし掛かられ組み伏され、ばしゃりと跳ねた泥が口の中に飛び込む。

　──溺おぼれる……!?

　それは反射的な動きで、彼女は必死になって手足をばたつかせ、振り回し、蹴けりつける。

　無論、多勢に無勢ぶぜいでは儚はかない抵抗だ。結末はわかり切っている。

「ひっ!?」

　罵声ばせいと共に足が摑つかまれ、ぐいと股またを開かれる感覚に、彼女はひきつった声をあげた。

　これ見よがしに乱雑に尖とがらされた木の枝が突きつけられ、血の気が引くのが自分でもわかる。

「ゃ、や……やだ、やだやだ、やだぁっ！　そんなの、あんな、死に方、やあ……っ!?」

　──どうしてこうなったの？

　彼女にはわからない。

　彼女たちが間抜けだったからと言って嘲るのは簡単だろう。

　運が悪かっただけと言うのもはたして慰めになるかどうか。

　いずれにせよ、ついぞ彼女は目の前のそれが自分の姉だと知ることはなかった。

　自分の仲間たちであるとも、思いもよらなかった。

　彼女にわかったのは、自分がどうやって殺されるのかという、それだけであった。
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　馬車を降りた途端、夏の暑気とともに耳鳴りするほどの喧騒けんそうが一党パーティを迎え入れた。

　石畳を闊歩かっぽする人の往来。雑談。街を流れる水路のせせらぎ。風の音。

　圧倒されるほどの活気は、牛飼娘に祭りか何かかと一瞬錯覚させるほどだ。

「う、わあ……」

「大丈夫ですか？」

　思わずよろめいた彼女を、そっと柔らかな手が支えてくれる。

「え、ええ、まあ」と頷うなずいて答える先には、ここ一年ですっかり仲良くなった友人の姿。

　今日も今日とてきちっと身だしなみを整ととのえた、冒険者ギルドの受付嬢だ。

　白い清楚せいそな夏用の着物は、彼女が役人、つまりは貴族の娘であることを思い出させる。

　普段の制服姿と違ってはいても、いや、だからこそ、その印象が映えるのだろう。

「あんまり人が多かったものだから、クラクラきちゃって……」

「都はもっと人が多いですから、これぐらいはまだ序の口ですよ」

「よく息が詰まらないねぇ……」

　あたしは無理そう。牛飼娘のぼやきにクスクス笑いながら、受付嬢は慣れた調子で降車する。

　なるほど。確かに風になびく三つ編みを押さえての佇たたずまいは、何とも都会風である。

　──あたしとは違うなぁ。

　牛飼娘がそっと溜息ためいきを吐ついてしまうのも致し方あるまい。つくづく自分は田舎いなか者ものだ。

　多少は普段と装よそおいを変えてはみたものの、受付嬢ほどの変化はない。

　かといって母のドレスをまた着るのも恥ずかしく──結局、こんな格好である。

　ともあれ、そうして落ち込んでばかりもいられない。

　牛飼娘はとことこと馬車の後ろに回って荷台に取り付く。荷物を降ろさなければならない。

　と──……。

「俺おれがやろう」

　ぬ、と。横合いから無骨な革の篭手こてが伸びて、ぶっきらぼうな言葉と共に木箱を摑つかんだ。

　見れば薄汚れた鉄兜てつかぶとの冒険者、ゴブリンスレイヤーである。

「少し休め」

「へーきだって」と、牛飼娘は幼馴染おさななじみにひらひらと手を振った。

「馬に跨またがったり、荷馬車乗ったり、慣れてるもん。あたしこう見えても体力あるし！」

「だとしても、この積荷は、こちらの仕事だ」

　ふむん。牛飼娘は呟つぶやいた。なるほど、自分の仕事は大事だ。
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「じゃ、自分の荷物だけ自分で降ろすね」

「ああ」

　こっくり頷いた彼の仕草に何故だか浮かんだ笑みを隠さず、牛飼娘は鞄かばんを引ひっ摑んだ。

　ゴブリンスレイヤーが仕事をしている姿を、初めて見る。それもゴブリン退治以外のだ。

　牧場の手伝いを頼んだ時と何が変わるわけでもないけれど、妙に新鮮であった。

　邪魔にならないよう駅の隅に行って佇むと、隣に並んだ受付嬢がにこにこと微笑ほほえんでいる。

　六年の付き合いでわかったことのひとつ。この笑顔は、貼はり付けたものではないはずだ。

「受付さんも、あんまりお仕事の様子って見たことないんだ？」

「普段はずっとギルドで事務作業ですからね」

「そっか。……そだね」

「ああ、一度だけありますけど……」

　心臓が止まっちゃうかと思いました。そう語る彼女に、牛飼娘は「ふぅん」と唇くちびるを尖とがらせた。

　そうしている間にも、作業は着々と進んでいく。

「やぁれ、やれ。一年ぶりだっつーのに、変化がないつーか、大事ないっつーか」

　ゴブリンスレイヤーが木箱を荷台から引っ張りだすと、それを鉱人道士ドワーフが軽々受け取る。

　背丈せたけの低さに反比例するかの如ごとく、往々にして鉱人ドワーフは屈強で逞たくましい。

　鉱人道士とて例外ではない。彼は次々と荷を積み上げて、息ひとつ乱さない。

「おまけに女三人姦かしましいたぁ言うが、四人もおるとこっちの肩身が狭いわいな」

「はっはっはっはっはっ。華やかで良いではございませぬか」

　その積荷を、運搬用にと用意してある荷車へ積み替えるのは蜥蜴僧侶リザードマンの仕事だ。

　種族差を抜きにしても神官戦士──武僧として培つちかわれた筋骨きんこつ隆々りゅうりゅうの体軀たいくである。

　ゴブリンスレイヤーが荷を降ろすよりも早い速度で、彼は荷車へと木箱を積んでしまった。

「それに女性のきめ細やかさは馬鹿ばかにできませぬでな。なぁ、神官殿」

「別にそんな、大したことは……」

「なんの、梱包は要かなめも要。粘土板が割れ砕けてしまってはコトですからな」

　てれてれと頰ほおを搔かく女神官は、さらに褒ほめられ、恥じらうように顔を伏せてしまう。

「大したことではないですから……。藁わらやおが屑くずを、一緒に詰めただけですし」

　積荷と言うのは先日、あの文庫ふみくらより回収した粘土板であった。

　救助された修道女らが言うには遺跡で発掘された何やらで、文面も未いまだ解読できていない。

　となれば、何の備えもない辺境の街に置いておくわけにもいかない。

　予言の類たぐいであったり、古代の秘法が記しるされていたり、隠された歴史の真実であったり……。

　得体の知れぬ古文書が災厄さいやくを招くことは、この時勢、多々あることだ。

　水の街にある法の神殿に預ければ安全だという流れになるのは、自然であろう。

「ふふん、しっかり働いてよね、鉱人」

　ひらりと馬車から軽々飛び降りた妖精弓手エルフが、にまにまと目を細めて鉱人道士の肩を叩たたく。

「私はこれからねえ様のお土産みやげ買いに行くんだから」

「へぇへぇ。ったく、祝事いわいごとでなけりゃあ、その尻しりっペタもっかい引っ叩いてやんのに」

「ちょっと……！」

　さっと薄い尻を庇かばって飛とび退のき「ううーっ」と鉱人道士を睨にらみつける妖精弓手。

　彼女がこうしてじゃれていられるのも、ひとえに水の街が安全であるからに他ほかならない。

　去年は、違った。

　女神官は懐なつかしさとも、恐怖とも違う感情から、ふと目を細めた。

　あの夏、この地を人知れず襲った小鬼禍との戦いは、未だ記憶に生々しく残っている。

　ゴブリンとの戦いでは、あわやというところで全員が死にかけたのだから。

「……」

　わけても生死の端境はざかいに落ちたゴブリンスレイヤーは、ゆっくり視線を巡らせた。

「……ゴブリンの気配は、ないな」

　だから、自分たちがやったことの成果をこの目で見られるのは、悪い気持ちではない。

　一年ぶり──そう、もう一年にもなる。

　一年を経へて再び訪れた水の街は、何もかも変わらず、安寧あんねいのうちに廻まわり続けていたようだ。

　旅人や行商人が行き交い、至高しこう神しんに仕つかえる神官たちが足早に走り、子供が親と共に歩く。

　自由騎士やら魔術師が、さて運送中の用心棒はいらないかと各々おのおのの武勲ぶくんを吹聴ふいちょうする。

　馬借ばしゃくや商人が早口に取引のやりとりをし、しゃなりしゃなりと気取った婦人が道を行く。

　ゴブリンはいない。

　ゴブリンスレイヤーにとって、それだけで十分なことだ。

　そしてゴブリンがいない以上、ここに自分のやるべき事はない。

　──なのに、俺はここにいる。

　その事を、彼はどう受け取れば良いのか、少し思案する。

　ゴブリン退治以外の依頼など、興味があったとしても見る暇などなかった。

　ましてやこうして荷運びの依頼なぞ、受けたことなどあろうわけもない。

　水の街を通る川を上流に南へ行けば、徒歩かちより早く森人エルフの森へ出られる。

　それなら行き掛けの駄賃代わりにとかこつけて、ついでに運搬の依頼を請け負ったのだった。

　ギルドの依頼ということであれば、水の街との往来にはギルドの馬車が使える。

　報酬を手に入れれば、旅行の予算も賄まかなえる。

　そして「ゴブリンどもが狙ねらっていた可能性のある」粘土版をしっかり守ることができる──。

　ゴブリンスレイヤーにとって、なるほど、全てが納得のゆくものであった。

「では皆さん、私はこちらのギルドの方にご挨拶あいさつと、依頼達成の報告をしてきますね」

　その全すべては、タイミングを見計らい、さっと笑顔を貼り付けた受付嬢の采配さいはいである。

　こうした段取りをするのならば、役人ほどに適切な職業は他にいるまい。

　ただ依頼の場所まで向かい、探索し、怪物を倒して帰還する予定ならまだしも、だ。

「後は荷運び、宿、船の手配、それとお土産ですね。新婦さんの好みは……」

「森人のことは森人に聞くのが一番だの。のう、耳長娘」

「そりゃあね」と、妖精弓手は鉱人道士へ、自信たっぷりに頷いて見せた。

　ふるりと長耳を優雅に揺らして、

「それに、私も久々の里帰りだからさ。森の氏族におみやげ必要なのよね」

「あ、じゃ、じゃあ、あたしも……」

　おずおずと、脇わきで話を聞いていた牛飼娘が豊かな胸の傍そばに手を挙げた。

「いやほら、滅多めったにこんな場所来れないからさぁ。買い物とかしたいなぁ、って」

　その言葉は珍しくどこか頼りなげで、視線がちらほらと落ち着かなく目線が彷徨さまよう。

　妖精弓手はぱちくりと目を瞬またたかせると、

「まっかせて！」

　どん、と、その薄い胸を叩いて請け負った。

「私こう見えても、前にこの街いた事あるから、ちょっと案内したげる！」

「ほいなら、宿の手配だ、船の手配だの済ませたら、わしらもそっち混ざっかの」

　その自信満々な様子を胡乱うろんげに眺め、鉱人道士が自慢の白髭しろひげをしごいてみせた。

「金床かなとこ娘むすめ一人だと、浮かれて何をしでかすかわからん」

「なにおう！」と目を吊つり上あげて食って掛かる妖精弓手に、喜々として言い返す鉱人道士。

　喧々囂々けんけんごうごう、丁々ちょうちょう発止はっし。水の街の賑にぎやかさにも負けぬいつものやりとりである。

　往来の人々が珍しげに眺めるのを見て、ぐるりと蜥蜴僧侶が愉快そうに目を回して見せた。

「ま、拙僧らは荷物持ちのようなものと思えば宜よろしかろう。力はありますでな」

「すみません、いつも何かお世話になってしまって……」

　恐縮して頭を下げる牛飼娘に、蜥蜴人リザードマンの僧侶は「なんの、なんの」と合掌を返す。

「常つね日頃ひごろより旨うまいチーズを馳走ちそうになっておる礼のようなもの。お気になさるな」

「ふふ、それじゃあ私も手続きが終わったらご一緒させてもらいましょうか」

　いつのまに背後に回ったのか、牛飼娘の肩に受付嬢の手が添えられる。

　三つ編みからふわりと微かすかに香るのは、香水か何かの甘い匂においだ。

　下品にならないよう、ほのかに、ほんの少しだけ漂うそれは、牛飼娘には縁遠いもの。

　──良いな。

　一瞬ちょっと思ってしまったのが、表情に滲にじんでしまったらしい。

「お洒落しゃれ、したいですものね。女の子なら」

　間近、悪戯いたずらっぽく微笑んだ受付嬢の表情に、牛飼娘は観念して両手を挙げた。

「たははは……。うん、お願いします」

　はい、はい。笑顔で頷いた受付嬢の視線が、ついと流れるように動く。

　次なる標的とされたのは、言うまでもない。

　何かを言いたげに、でも言い出せずにもじもじと居心地悪げにしている女神官であった。

「あなたもいかがですか？　お祭りの時の衣装とか、可愛かわいかったですよ」

「えうっ!?」

　わたわたと「わたしは、そんな」とか「似合いませんし」と女神官は慌てて手を振る。

　しかし逃れようとした先には既に牛飼娘が回り込んでいる。

　彼女は豊かな胸元むなもとに抱え込むようにして、女神官を抱き締めた。

「ダメ、ダメ。あたしだって似合うかどうかわかんないんだし。それは理由にできないよ？」

「う、うう……。お、お手柔らかに……お願いしますね？」

　ふるふると震えながらの懇願こんがんは小動物めいていて、牛飼娘は妹のような彼女に頷きかける。

　といってもまあ、彼女もお洒落だ流行だには疎うといから、受付嬢任せになるのだが──……。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは、そうしてじゃれあう娘たちの方を、黙って見やっていた。

　牛飼娘は、もともとの性格もあるのだろうが、すっかりと馴染なじんでいる。

　明るく、笑って、くるくると動きまわり、楽しげな様子で。

　彼は息を吐はいた。ふ、と力の抜けたような吐息だった。

「……土産だの、服だのは、よくわからん」

　そうぽつりと言って、ゴブリンスレイヤーは荷車の横棒を持ち上げる。

「おや」とそれに気づいた蜥蜴僧侶が、ぱたりと尾を揺らした。

「荷運びですかや。諸々他を済ませてからでも良いのでは？」

「万が一、ゴブリンどもがこの粘土板とやらを狙っていたのだとすれば」

　それは彼にしては珍しく、どこか言い訳めいた響きの言葉だった。

「早く運んだほうが良いだろう」

「……宜しいので？」

「良いとも」彼は鉄兜を揺らした。「宜しいに決まっている」

「ふぅむ……」

　蜥蜴僧侶は思案げに、しゅう、と息を吐いた。

　しかしややもすると彼は長首を緩ゆるく横に振って「ならば」と顎あごを開いた。

「宿の場所が決まったら、神殿に誰だれぞ人をやるとしましょう」

「頼む」

　そう言って、ゴブリンスレイヤーは荷車を引いて歩き出した。

　軋きしむ車輪の音に女神官が気づいた時には彼の背は遠く、彼方かなたにぽつんと見えるだけであった。
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　運河を流れる水の音を耳に聞きながらひたすらに荷車を引いていく。

　往来を行き交う人々の視線が、みすぼらしい冒険者へと向けられ、すぐに通り過ぎた。

　あまりといえばあまりな格好だが、駆け出しの中でも底辺の部類と思われたのだろう。

　なにせ迷宮を探索するが如き完全武装の冒険者が、えっちらおっちら荷車を引いているのだ。

　川と船、古いにしえの都邑とゆうを利用した美麗な街に似つかわしくない姿に、忍び笑いも漏もれ聞こえる。

　ゴブリンスレイヤーには関係のないことだった。

　記憶に叩き込こんだ道順を辿たどって歩くことしばし。

　彼は川沿いに建つ、白亜はくあの円柱で構成された壮麗な神殿へと辿り着いた。

　正面玄関からは聖衣を身に纏まとった神官らが法学書を抱えて忙せわしなく出入りしている。

　それに混ざって深刻な顔をした人々が、訴訟のためにと神妙な面持おももちで神殿を訪れていた。

　天頂を過ぎて傾きつつある日差ひざしが透けて、象徴たる天秤てんびん剣けんがきらきらと輝いて見える。

　この世の法、正義、秩序、光を尊とうとぶ、至高神の大神殿。

　辺境で──ここより安全な場所は、おそらくあるまい。

　しかしゴブリンスレイヤーは油断なく周囲を見回し、ずかずかと荷車ごと中へ入っていく。

　待合室で自らの審判を待ちわびる人々に奇異の視線を向けられつつ、さらに奥へ。

「すいません、お待ちください！」

　と、流石さすがにそれは見み咎とがめられたか、ぱたぱたとサンダル履ばきの若い神官が駆け寄ってくる。

「む」と足を止めたゴブリンスレイヤーは、彼が口の中で何事か祈っていることに気づいた。

《看破センス・ライ》だのの類だろうと見当をつける。昨今物騒だ。

　ゴブリンスレイヤーは、ぎ、と荷台を軋ませながら荷車を止めた。

「依頼の遂行すいこうにきた」

「は？」

「依頼だ」

　彼はもう一度繰り返し、首元から鎖で繫つないだ認識票を引っ張りだす。

　きらりと窓辺の光りを受けて輝く、銀の認識票。第三位の証あかし。

「ゴブリンスレイヤーが来たと言えばわかるだろう」

　残念ながら、すぐにはわからなかった。

「少々お待ちください」と若い神官は大慌てで奥へ戻り、彼は放置されてしまったのだ。

　ゴブリンスレイヤーは腕を組み、言われた通りに彼の帰還を待った。

　あの慌てぶりは、日頃からよく目まの当あたりにしている気がする。

　──若い神官とは往々にして似たようなものなのだろうか。

　やがて彼が年かさの女性を伴って戻ってきたので、ゴブリンスレイヤーは三度繰り返す。

「依頼の遂行に来た。書物の運送だ」

「はい、はい、承うけたまわっておりますとも」

　人好きのする笑顔で、彼女は大きく何度も頷いて見せた。

「大司教様アークビショップがお待ちです。どうかこちらへ」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは荷車の横棒を摑み、ぐいと持ち上げて歩き出した。

　神官が「おまたせしました」と頭を下げるのを、軽く首を横に振って通り過ぎる。

　前を行く女──侍祭アコライトは腰をくねらせ、歩く都度、下品にならぬ程度に尻が揺れていた。

　実に典雅な動きであった。

　至高神は法を司つかさどる。しかし公正な裁きを下すべきは言葉持つ者、人の子らであると説く。

　とすれば、裁判でより良き印象をあたえるための身振り手振りなのだろうか。

　鍛錬たんれんの賜物たまものであると思えば、ゴブリンスレイヤーはそれ以上の感想を持たなかった。

「それにしても、裏口に回ってくださればお待たせもしませんでしたのに」

　言外に「神殿長の個人的な友人でもある」と伝えてくれたのだろう。

「それは知らなかったな」

　それを咎める風でもなく事実を確認するような口振りで、ゴブリンスレイヤーは続けた。

「手間を取らせた」

「いえいえ。大丈夫です。大司教様も、きっとお喜びになりますよ」

　そうしてニコニコと笑っている彼女へ、ゴブリンスレイヤーは僅わずかに鉄兜を傾かしげる。

「……前にも会った覚えがあるな」

「はい。先だっては大司教様が大変お世話になりました」

「ゴブリンを退治しただけだ」

　剣つるぎの乙女おとめの側仕そばづかえ、侍女のような役割を担になっていた女性だ。頭の中で認識が嚙かみあう。

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と低い声で唸うなった。

「彼女は、眠れているか」

「ええ。それはもう、すやすやと」

　侍祭はそう言って、まるで我が子の事でもあるかのように目を細めて微笑んだ。

「ここ一年は、まるで幼子みたいに……。よほど安堵あんどなさったのでしょうね」

　内緒にしてくださいね、きっと拗すねてしまいますから。

　侍祭の言葉に、彼はこっくり頷いた。

「そうか」そしてもう一度、今度は嚙みしめるように呟く。「ならば、良い」

　審判の行われる法廷や、書庫の並ぶ廊下を進んで、さらに奥へ。

　白亜の円柱が立ち並ぶ、静寂に満たされた空間の、一番奥へ。

　かつてと同じ道程を辿っていった先は、やはりかつてと同じ場所であった。

　幾本もの円柱が立ち並び、隙間すきまからは蜂蜜はちみつを注そそいだような陽光が見える。

　最奥には太陽の如き至高神の像、それが掲かかげられた祭壇が一つ。

　そして完璧かんぺきな姿勢で天秤剣に縋すがり、祈りを捧ささげる美しい女──……。

「……ああ」

　抑えきれぬ悦よろこびの滲んだ声を漏らして、

「来て、くださったのですね……？」

　しゃなり、と微かな衣擦きぬずれの音を伴い、豊満な美体を薄布一枚で隠した女が立ち上がった。

　美貌びぼうを際立きわだたせる眼帯越しに視線が動き、艶つやめいた唇から、ほぅ、と吐息が零こぼれて落ちる。

　淫靡いんび、あるいは魔性──しかし彼女の纏う雰囲気は、紛まぎれもなく清涼な聖女のそれだ。

「大事はなさそうだな」

「はい。……おかげ様で」

　大司教──剣の乙女は、あどけない娘のように、薄紅に染まった頰を緩めた。

　つい、と舞うような仕草で手を振れば、侍祭が頭を下げて音もなく退出していく。

　鉄兜に表情を隠してそれを見やるゴブリンスレイヤーへ、剣の乙女は熱っぽい表情を向ける。

「あの娘のことでも、ご苦労をおかけいたしました……」

「大したことではない」とゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「俺のつとめだ」

　前の冬、貴族の令嬢を救うために雪山で繰り広げた小鬼との戦いは、記憶に新しい。

　気丈に振る舞っていたあの娘のその後を、ゴブリンスレイヤーは知らない。

　女神官や妖精弓手とは文通をしているようだが、彼女たちに聞こうとは思えなかった。

「……立ち直ったとは言えませんわ。傷は重く、深く、痛むものですから」

　それを察してか、剣の乙女は柔らかな口調で──僅かに唇を尖らせてそう呟いた。

「けれど、彼女は立ち上がりました。懸命に、踏ん張って、力の限り」

「そうか」

「……わたくしの事は、いかがです？」

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と低く唸った。

「道中で聞いている」

　そしてことさらに音を立てて、荷車の横棒を手放して留め置いた。

「古文書の類を運んできた」

「ええ。お話は伺うかがっておりますわ」

　直接聞かれなかったのが不満だったのか、剣の乙女はそっと唇を尖らせた。

　しかし、まあ、彼が自分のことを気にしてくれているのは変わりあるまい。

　するすると白亜石の床を滑るように彼女は動き、危なげなく荷車の傍へとやってくる。

　細く白い手が伸びて、荷台に積まれた木箱の表面を指先で撫なでた。

「開けてくださるかしら？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは腰の剣を抜くと、その切っ先を隙間に押し込み、こじ開けた。

　およそ普通の冒険者ならば、こんな愛剣が痛みかねない事などするわけもない。

　だが彼はゴブリンスレイヤーだ。

　それを知る剣の乙女にも、驚いたような節は見受けられない。

　バキバキと悲鳴にも似た音を立てて開かれた木箱の中には、おが屑に埋まった粘土版。

　剣の乙女はその表面に刻まれた複雑な楔くさび文字に、まるで愛撫するかのように手を這はわせた。

「古い……。とても古い、文字ですわね。魔術にまつわる言葉……かしら」

　それは驚嘆すべき行為ではあったが、彼女の事跡じせきを知れば驚くには値しなかろう。

　法を司る至高神の大司教ともなれば、鑑定の奇跡を授さずかっていないわけがない。

「ゴブリンについての記録はあるのか」

「さあ……」と、剣の乙女は物憂げに小首を傾げた。金色の髪が、音もなく流れ落ちる。

「そこまでは、何とも言えませんわ。もっと詳しく、読んでみないことには……」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「なら興味はない。それは預けるぞ」

「はい、確かにお預かりいたしました」

　剣の乙女はその豊かな胸元に手を置いて、深々と一礼をした。

　かつて冒険者であったという彼女でも、大司教が一介の冒険者へする振る舞いではない。

　ゆるやかに頭をあげた彼女は、その粘土版が贈り物であるかのように見えざる目を向ける。

「あとで書庫の方へ運び込んでおきますわね」

「……お前がか？」

「だって、任されたからには責任を果たさねばなりませんもの」

　ゴブリンスレイヤーが何事か言うよりも早く「ね」と彼女は足を踏み出した。

　舞踏のようにするりとした動きで、彼の無骨な革鎧かわよろいのすぐ間際まぎわまで身を擦り寄せる。

　微かに甘く鼻をくすぐるのは、彼女が焚たきしめている香の匂いだろうか。

「またすぐに戻られるのですか？」

「いや」

　剣の乙女は、ぎゅっと天秤剣を握りしめた。

「すぐに南へ発たつ」

「……そう、でしたか」

　天秤剣を握る手から、力が抜けた。僅かに尖った唇が「いけずなひと」と囁ささやく。

「ゴブリンでは、ないようですけれど？」

「仲間の……」ゴブリンスレイヤーは言った。「仲間の、誘いだ。断りきれん」
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「人のよい……」

　咎め立てるのとも違う、けれど微かに棘とげのある声。

　だが、とゴブリンスレイヤーは言った。

「ゴブリンはいつどこに現れるか知れたものではない」

「そうですわね」

　くつり、と。鈴が転がるような笑い声を残して、剣の乙女は身を退しりぞけた。

　特に乱れた様子もないのに衣服をただし、天秤剣の杖つえを握り直し、こほんと咳払せきばらい。

「川を上るのでしたら、お気をつけて」

「ゴブリンか？」

「船が沈んだという報しらせが、いくつか入っておりますから」

　剣の乙女はゴブリンスレイヤーの問いには答えず、ただ一言、微かな声で告げた。

　──どうかご武運を。

　指先で切られた聖印を受けてゴブリンスレイヤーは頷き、ずかずかと歩き出した。

　振り返ることはなかった。

　彼女も、それを望んではいないだろうから。





§






「わたし、その、言われるがまま買ってしまいましたが……本当に着るんでしょうか……？」

「驚きよね、只人ヒュームって面白おもしろいこと考えるんだもん。ちょっと格好良いかもとか思っちゃった」

「都でも最先端の流行ですね。手足や肌を出すようになったの、ここ最近の事ですし」

「……あたしはちょっとこれ小さすぎるような気がするんだけどなぁ」

　水みず飛沫しぶきがあがり、きゃあきゃあと娘四人の黄色い声が川辺を華やかに彩いろどる。

　翌日、冒険者五人と女性二人の姿は筏いかだ上じょうにあった。

　白い帆を張った筏は、穏やかな風に押されてゆるゆると上流へ進んでいく。

　森人たちの棲すまう集落と水の街との間で、特に交易などがあるわけではない。

　彼らは誇り高く、貨幣などに興味もなく、人の作るものは必要とさえしないからだ。

　互いの要求を満たせない以上、商売は成り立たない。

　上流へと向かう船の目当ては、川辺に並ぶ開拓村とのやりとりだ。

　それ故ゆえさらに南方、人の手の入らぬ森人の森まで向かう船は少ない。

　無論、例外はないではないが──……。

「だからつーて、筏で行くはめになるたぁ思わなんだな」

「借りられたなら、それで十分だ」

　いくつかある集落を通り過ぎ、日も天頂に差し掛かろうという頃。

　地図に載っている最後の村の川辺で、農民からパンを買った鉱人道士が愚痴ぐちを零す。

　彼が皆に回すバタ付きのパンを受け取りながら、ゴブリンスレイヤーが淡々と言い返した。

「文句はあるまい」

「かみきり丸は、存外不平不満が少ねぇよな」

「そうか？」

「そうともよ。……ほれ、鱗うろこの」

「これはこれは、かたじけない」

　長竿を巧みに繰り、筏を操あやつるは蜥蜴僧侶である。

　蜥蜴僧侶は閘門ロックの中へ筏を上手うまい具合に止めて、しゅうと息を吐いた。

　運河と自然の河川、その高低差と水位を調整するための機構が閘門である。

　上流から下流へ向かうならば、閘門の中の水を下流へと徐々に流して高さを下げる。

　逆に上流へ向かうならば下流への流れを堰せき止めて閘門に水をため、水かさを上げる。

　いずれにせよ船や筏で往来するにも、多少なりの待ち時間がある。昼餉ひるげには申し分ない。

　受け取ったパンを大きな顎でむしゃりと食べると、蜥蜴僧侶はぐるりと目を回した。

「ううむ。しかしどうにも、舌に馴染むとあの牧場のものが恋しゅうなりますなぁ」

「ははははは、鱗のも舌が肥えたの！　え、おい、かみきり丸よ。お前さんはどうかね」

「食えれば良い」と呟いたゴブリンスレイヤーは、ちらりと目線を動かした。

　その先では牛飼娘が、他の娘たちと膝ひざを交えて座り、パンを千切ちぎって口元へ運んでいる。

　兜越しに向けた目と、彼女がちらりとこちらを見る視線が一瞬交わった。

「……と、までは言わないがな」

　そう付け加え、ゴブリンスレイヤーは手元へと目線を落とした。

　彼はがりがりとナイフで木を削り、整え、何かを拵こしらえている。

　それは奇妙な溝の彫り込まれた短い棒と、先端を鋭く尖らせた長柄の棒の二種類であった。

　溝のある器具を一つ作り終えると、ゴブリンスレイヤーは長柄の先端に刃を当てた。

　ついでにと不精をして、片手で受け取ったパンを兜の隙間からねじ込んで齧かじると、

「こら、行儀悪い」

　ぴしゃりと即座に牛飼娘からの叱責しっせきが飛んでくる。

「ちゃんと食べてからにしないとダメじゃない」

「すまん」

　ゴブリンスレイヤーはそちらへ一瞥いちべつをくれ、パンをもそもそと兜の中へ押し込んだ。

　そしてまた手元へ目を落として作業に没頭しはじめる。

　牛飼娘が「まったくもう」とボヤき、鉱人道士がニヤニヤ笑いで彼の手元を覗のぞき込んだ。

「こらあ、槍やりかの？」

　そう言って、興味深げに一本を拾い上げる。

　特に何の変哲へんてつもない、ただの木槍だ。先端に穂先すらない、手製の簡易武器。

「俺の腕では矢を水の中に通せん。投擲とうてき武器にしても、筏上では礫つぶては拾えん」

　ゴブリンスレイヤーはひょいと取り上げた槍の穂先を日に透かし、具合を確かめる。

　そしてまだ足りぬと見たか、再びガリガリとナイフで先端を削り始めた。

「備えておく必要がある」ゴブリンスレイヤーは言葉を切った。「いつも以上に」

「ああ、あの話か。わしも聞いたぞ」

　鉱人道士が渋い顔をして槍を放り、どっかと胡坐あぐらをかいた。

　腰の瓶びんから栓を抜き、懐ふところより取り出した杯に火酒を注いでゴブリンスレイヤーへ差し出す。

　ふわりと漂う酒精の香りを払うように彼が手を振ると、鉱人道士はぐいと酒を一息に呷あおった。

「船が沈んだ。……事故じゃねえと？」

「そう思っていたほうが良い。何事もな」

　上流へと向かう船の例外。

　それは冒険者か、あるいは森人と友誼ゆうぎを結んだ少数の商人、狩人かりうど、薬師の類だ。

　遺跡や洞窟どうくつ目当ての探索行か、森人から目溢めこぼしをもらって獣や希少な薬草を採取するか。

　筏で川を上った彼らがついぞ帰って来なかった──それ自体は、まあ、起こりうる事だ。

　船が沈んだということがわかったのも、漂着物を森の森人が好意で届けたからに過ぎない。

　口さがないものは「森人が船を沈めたのだ」などと、根拠なく囁くこともあるというが。

「ゴブリンかもしれん」

　ゴブリンスレイヤーは一切いっさいの迷いなくそう言って、妖精弓手の方をちらりと見た。

　彼女はさして上等でないバタ付きパンを目を細めて頰張ほおばり、長耳をしきりに上下させていた。

「んーっ、やっぱり初めての場所で食べるごはんって良いわね」

　はふ、と頰を押さえて息を吐く妖精弓手のリスめいた仕草に、女神官はくすりと笑った。

「そうですね。わたしも神殿住まいでしたから。気持ちはわかりますよ」

「ほら、前にここを通った時は岸を徒歩だったからさ。船旅って初めてなの」

　筏だけどね。くるりと妖精弓手が人差し指を伸ばして宙に円を描く。

「ああ」と女神官は小さく千切ってパンを口に運び、行儀よく嚙んで、こくりと飲んだ。

「ここが、あの堤つつみですか」

「そうそう、ここがあの堤なのよ」

　二人で温泉に浸つかって星空を見上げたのは、もう半年以上も前のことだ。

「おや、何のお話ですか？」

　と、受付嬢が興味深げに小首を傾げて身を乗り出してきた。

　女神官と妖精弓手は、ふうむと芝居がかった仕草で顔を見合わせる。

「何の話でしょうか？」

「何の話かしらねー？」

　二人だけの秘密──というにはささやかだが、勿体もったいぶるだけの価値ある思い出だ。

　ひくひくと楽しげに震える妖精弓手の長耳を、むむ、と受付嬢は半眼になって見やる。

「これは次の面談時に厳しく問とい質たださないといけませんね」

「ちょっとそれ職権乱用じゃないの？」

「悲しいですねえ、いつも誠実に対応しているのに冒険者さんに隠し事をされるなんて！」

　妖精弓手の反論も何のその、海千山千の冒険者と渡り合う受付嬢の表情は崩れない。

　千と千で二千なのだから妖精弓手も互角なはずが、ぐぬぬと唸って攻め手に悩む。

「ああ、でも、あたしも聞きたいな」

　それを見越したわけでもないだろうが、にこにこと牛飼娘が両手を打った。

「街の外の話──いろいろ、たくさん！」

「ああ、それなら……私がオルクボルグと会う前なんだけどね」

　牛飼娘の提案を皮切りに、冒険談に花が咲く。

　姦しく騒ぐ彼女らの姿を、ゴブリンスレイヤーは視界の隅に入れる。

　妖精弓手が長耳を揺らし身振りも大きく話を語り、牛飼娘はにこにこと笑顔で聞いている。

　受付嬢は冒険者ギルドの裏話や何かを内緒ですよと囁いて、女神官が目を丸くしていた。

　ゴブリンスレイヤーは十数本と拵えた木槍を一纏ひとまとめにし、木の細工物を腰帯にねじ込んだ。

「閘門が開いたら交代しよう」

「承知、承知」

　蜥蜴僧侶が尾で打って返事をし、揺れる筏にきゃいきゃいと女性陣が声をあげてはしゃぐ。

　やがて閘門が開くと、筏は水と共に渓谷けいこくの間へと流れ込んでいった。

「う、わあ……」

　はたして、どれほどの歳月がこの大地を削っていったのだろう。

　この川こそがまさに時の爪痕つめあとだ。

　巨大な一枚岩のようにも思える谷は、幾重にも紋様の連なった積層となっている。

　神代かみよの頃より存在したこの山を、同じだけの時をかけて川の水が掘り抜いたのだ。

　太陽の光さえ遮さえぎって影を落とす巨岩の合間、せせらぎの音が反響し、風が吹き抜ける。

　なるほど、森人の里を幽世かくりよ、影の国などと呼ぶのも──わからなくもない。

　ここはもはや、定命モータルの領域ではないのだ。

「すっごぉい……！」

　巨大な岩と岩の間を縫うようにして走る筏の上、牛飼娘が声をあげたのも無理はない。

　四方世界には彼女の想像など及およびもしないものが、多々あるのだ。

「この先が、私の故郷！」

　白波に揺れる筏の上、危なげなくすっくと立った妖精弓手が、これでもかと薄い胸を張る。

「ふふん、どうよ！　鉱人だって、こんなの作れないでしょ！」

「こら神の御業みわざだかんの。わしらがノミと鎚つちとを振るって刻みつける、その至上の目標よ」

　鉱人道士が顎あご髭ひげをしごきながら、むすりと言った。

「けど森人が作ったもんでもないわな」

「むきぃ！」

　ぴんと長耳を逆立てて、いつもの如く妖精弓手が鉱人道士へと食って掛かる。

　周囲も慣れたもので、むしろ二人のやりとりより景観に目を奪われているらしい。


　女神官が「ほぇー……」などと気の抜けた声を漏らしながら、目をぱちくり瞬かせた。



「すごいですねぇ……」

「私もギルドの資料では見ていましたけど、いや、実際見ると、驚きですね」

　こっくり頷く受付嬢の横で、牛飼娘が「あたしも」と頷いた。

「ホント、びっくりしちゃった。ねえ──」

　──君はどう思う？

　そう問おうとした言葉は、牛飼娘の唇から溢あふれることはなかった。

　振り返った先、筏の後方に佇む彼は、真まっ直すぐに渓谷の彼方を見据みすえている。

「どう見る？」

　長竿を手繰たぐって筏を動かしながら、ゴブリンスレイヤーが低く言った。

　蜥蜴僧侶が奇妙な手つきで合掌して思案しつつ、油断なく両眼を上下左右へと動かす。

「ふむ。上か下か」

「ああ」

「海ならともあれ、川にクラーケンだのはおりますまいよ」

「クラーケン」ゴブリンスレイヤーは呟いた。「とは」

　蜥蜴僧侶がぐるりと目を回した。

「ま、十中八九は上かと」

「わかった」

　それは、彼女が見たことのない彼の姿だった。

　いつもと変わらないように見えて、何かが違う。

　牛飼娘は動悸どうきを抑えるように、豊かな胸の前で手を握る。

「……ぁ」

　こくりと唾つばを飲んで、もう一度。彼女が何かを言おうと口を開いたその時。

「待って！」

　妖精弓手の凛りんと涼やかな声が響いた。彼女は既に弓に矢を緩く番つがえている。

　途端冒険者たちは視線を交わし合い、即座に動き始めた。

　女神官がしっかと両手で錫杖しゃくじょうを構え、鉱人道士は触媒の鞄に手をいれる。

　蜥蜴僧侶は竜牙を掌中に握りこみ、ゴブリンスレイヤーは長竿を手に腰を落とした。

「帆を落とした方が良いかもしれんの。ちくと手伝ってくれい」

「あ、はい、ただいま……！」

　鉱人道士や目を細めて太陽を睨みつつ帆に手をかければ、さっと女神官が駆け寄った。

　ゴブリンスレイヤーは慎重に竿さおを操りながら、二人の娘らへ目を向ける。

「伏せろ。頭に毛布をかぶれ」

「あ、う、うん、わかった……！」

　鋭い声に、牛飼娘は慌てて頷いた。荷物をひっくり返して毛布を引っ張りだす。

「こちらに……急いで！」

　受付嬢もまた緊張の面持ちで自分の毛布を取り出していた。

　二人で毛布に包まって身を縮めると、微かな震えが伝わってきた。

　いや、震えているのは自分もだろうか。

　わからない。わからないまま、彼女たちはぎゅっと手と手を握り合った。

　その上に覆おおいかぶさるように、蜥蜴僧侶が仁王におう立つ。

「……やはり崖上ですかな」

「たぶん。何か来る──……なにか、数……多い！」

　きりきりと弦を引き絞りながら、妖精弓手が忙しなく長耳を上下に動かし音を探る。

　次の瞬間、狼おおかみの遠吠えと共に渓谷の上から岩の雨が降り落ちて来た。
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「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》！」

　真っ先に錫杖に縋って祈禱きとうを行ったのは女神官であった。

　敬虔けいけんな信徒を守らぬ地母神などであるわけもなく、不可視の力場が瞬く間に筏を覆う。

　そこに降りかかる岩や棒きれが鈍い音を立てて弾はじけ、次々水飛沫を上げて水面に落ちた。

「こ、この程度なら、このまま……？」

　額ひたいに汗滲ませながら女神官が呟いた途端、ひょうと飛んできた矢が心胆を寒からしめた。

　崖の上、そこにいるのは明らかに知性を保った何者かだ。

　稜線りょうせんぎりぎりを駆け抜ける黒い影。

　妖精弓手は片膝をついて姿勢を保ち、弓を引き絞りながら目を凝らす。

　獣の咆哮ほうこう。呻うめき。足音。蹄ひづめではない。長耳を忙しなく上下させて音を探る。

　見た覚えがある。聞き覚えがある。かつて対峙たいじしたことがある。これは──……。

「ゴブリン……!?」

　小鬼の乗り手ゴブリンライダーども。

　垣間見かいまみえた醜悪な顔に、妖精弓手が思わず声をあげる。鉱人道士が怒鳴り返した。

「お前さんの故郷じゃあないんかいな！」

「知らないわよ！」

「やはりゴブリンか」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と呟き、長竿を蜥蜴僧侶へと放った。

「操舵そうだを頼む」

「承知！」

　蜥蜴人の膂力りょりょくであれば多少なり無茶な舟ふね漕こぎもできようし、何より彼に遠距離攻撃はない。

　蜥蜴僧侶が受け取った竿で川底を突き、ぐいと筏を前へ押し進める。筏がぎいぎい軋んだ。


「この……ッ！」



　揺れ動く筏上で、しかし妖精弓手は優美な姿勢で弦を引き絞り、ほぼ垂直に矢を放つ。

　神なる守りを擦り抜けて天頂に至った矢は、失った速度を落下で補いつつ崖上へと消えた。

「ＧＯＲＲＢ!?」

　途端、濁った悲鳴と共に一匹の小鬼が落馬──落狼して、転げ落ちる。

　斜面に二度ぶつかって弾はずんだその骸むくろは、筏を大きく揺らしながら甲板へと叩きつけられる。

「ひっ!?」


「きゃ……ッ!?」



　受付嬢と牛飼娘が、毛布の内で押し殺した悲鳴をあげた。

　物言わぬ小鬼の骸は矢が突き立ったばかりか頭蓋ずがいが砕け、赤黒い血を滴したたらせている。

　いくら日頃から冒険談に馴染んでいるからといって、残酷な死を実際に目にすれば……。

「どうした」

　ゴブリンスレイヤーは矢を引き抜き、無慈悲に小鬼の死体を川へと蹴けり落とした。

　どぶんと音が立って、ゴブリンの死骸しがいが水中へと没する。

　それを目で追いながら、牛飼娘はやや上擦うわずった声で言った。片手は受付嬢の手を握ったまま。

「だ、だいじょうぶ……！」

「なら、良い」

　ゴブリンスレイヤーはちらりと牛飼娘らの方を見た後、抜いた矢を妖精弓手へ放る。

「仕留めきれるかわからん。鏃やじりを緩めておけ」

「……あれすっごい陰険だと思うのよね」

　妖精弓手がげんなりと言いながら、受け取った矢の木芽鏃をぐいぐいと捻ひねる。

　鉄でなくとも鏃が体内に残れば傷口から腐り、巣穴に病が蔓延まんえんする。

　ゴブリンスレイヤーの工夫だが、妖精弓手としてはあまり好ましいものではない。

「……よ、っと！」

　またしても弦が弾ひかれ、矢が崖上へと次々飛んで行く。矢は三本、悲鳴は二回。落下なし。

　舌打つ妖精弓手の横でゴブリンスレイヤーは木槍を取り、木の細工に石突いしづきをあてがった。

　それを見た蜥蜴僧侶が、長竿を操りながら「ほう」と声を漏らした。

「しかし投槍器とうそうきとは、また懐かしゅうものをお使いになられる」

「知ってるのか」

「拙僧らの故郷では、戦奴せんどらが良く使つこうておりましたよ」

　肉弾戦を至上とする蜥蜴人は投射武器さえ好まない。何より投擲は、只人の技能である。

　圃人レーアの石打はちょっとしたものだが、そもそも圃人は戦いを嫌うもの。

　一党パーティの中では鉱人道士も投石紐スリングを扱うが、彼の主兵装は魔術の類に手斧ておのであろう。

「届くんか!?」と声をあげた鉱人道士に、ゴブリンスレイヤーは「問題ない」と一言。

「となら……！」

　鉱人道士が触媒の詰まった鞄から、何か液体で満たされた小瓶こびんを引っ張りだした。

　栓を抜いて、とろりとした水蜜の如き薬液を川へと流し入れ、むんと意識を念じれば、

「《宴うたげの時間ぞ水精ウンディーネ、気ままに歌いて舞い踊れ》！」

　見る間に水飛沫が美しい乙女の姿を形取り、川の流れが逆流しだしたではないか。

　否いな、川ではない。

　筏の浮かぶ部分の水だけが反転した──《使役コントロール・スピリット》だ。

「相性あいしょうが悪いかんの」鉱人道士が水面を睨んで叫んだ。「あんまし速度は出せねえぞ！」

「十分だ」

　言うなり、ゴブリンスレイヤーの手から槍が飛んだ。

　細工に引っ掛けた槍は腕が振り抜かれると共に、尋常でない速度で天へ昇った。

　そしてけたたましい悲鳴があがる──小鬼ではない。乗騎たる狼のものだ。

「これでは運任せだな」

　忌々いまいましげに吐き捨てながらゴブリンスレイヤーは次の槍を細工にあてがう。

「ゴブリンどもの数もわからん。殺しきれんぞ」

「一応、手はありますがな」

　牛飼娘と受付嬢を庇うように立ったまま、竿を繰る蜥蜴僧侶が目を細めた。

「小鬼殺し殿、目的は鏖殺おうさつでなく脱出で宜しいか？」

「宜しいわけがあるものか。だが……」

　ゴブリンスレイヤーは次の槍を投槍器にあてがい、ひょうと腕を振って崖上へと投じる。

　槍は見る間に崖上へと消え、ぎゃっ！　という悲鳴があがった。

「ＧＯＯＲＡＲＢ……!?」

　狼の背からずり落ちるようにして崩れたゴブリンが、そのまま崖から落下する。

　藻搔もがきながら川面に叩きつけられた小鬼の死骸は、派手な水飛沫を伴って没していった。

「切り抜けた後の話だ」

　これで二。ゴブリンスレイヤーは次の槍を手に取る。

「防御はどうだ？」

「まだ、なん……とか！」

　女神官が声を振り絞り、懸命に筏上で踏ん張りながら錫杖を掲げる。

　現状、一党パーティの防御を一身に背負っているのがこの小柄で華奢きゃしゃな少女だった。

　不可視の力場は神のもたらした奇跡であるが、それを支えるのは彼女の祈りだ。

　次々と降ふり注ぐ攻撃は間断なく数も多く、しだいに息も上がり、膝も崩折くずおれる。

　天上へと直接嘆願を行う魂削るような祈禱を、日に三度できるだけ彼女は優秀だった。


「っ、は……ッ！」



　とはいえ、限界は訪れる。

　思わず吐息が漏れた一瞬、とうとう聖なる護まもりが薄れた。

　しかし彼女はひゅうと掠かすれた呼吸を精一杯整え、錫杖を手に、細い脚に力を込めた。

「もう一度重ねます……！　少し、時間を！」

「頼む」

　障壁を貫いて飛び込んできた礫を、ゴブリンスレイヤーは盾をかざして防ぐ。

　枝、石、岩、そこに混ざるのは矢だ。

　筏の上へがつがつと音を立ててぶつかる雑多な攻撃に、筏がぐらりと傾いた。

「む……！」

　咄嗟とっさに蜥蜴僧侶が長竿をしならせて筏を逆へ傾けるが、波の如く水流が筏へ降りかかる。

「わぁ、ぷッ!?」


「あ、やや……ッ！」



　毛布の上からざぶりと波を被ってしまった牛飼娘と受付嬢が悲鳴をあげた。

　危うく放り出されそうになったところを、互いにしがみついて懸命に堪たえる。

　一瞥をくれるゴブリンスレイヤーへ手を振って無事を報せ、受付嬢は目を瞬かせた。

　筏の上には、いつの間にか瓦礫──木片や何かが、かなりの数転がっている。

　ゴブリンどもが投げ入れたものか？　いや、そうではない。

　見れば辺り一面の水面には、いつのまにやら大量の木端だの残骸ざんがいだのが浮かんでいた。

　中には無傷の樽たるさえもが、ぷかぷかと漂っている。

「ぬ、む……！」

　蜥蜴僧侶が豪快に竿をついて筏の軌道を変えると、樽とぶつかって筏が大きく揺れた。

　またしても波が降りかかって冒険者たちを容赦なく濡ぬらし、筏を水に浸ひたしていく。

「……あ」

　と、その時、受付嬢はそれを見た。

　彼女の目の前に、ころりと白い──人の頭骨が転がったのだ。

　震える指で手に取ろうとした途端、すぐに水に呑のまれて去って行く。

　呆然ぼうぜんと見送ったその先には、縄で括くくられ川に浮かべられた、いくつもの瓦礫の塊。

「まずい、かもです」受付嬢は喉のどを震わせた。「筏を沈めるつもりですよ……！」

　渓谷にゴブリンどものけたたましい哄笑こうしょうが、幾重にも反響してわぁんと響いた。

「ＧＲＲＲＯＢ！　ＧＯＯＲＲＢ！」

「ＧＲＯＢＲ!!　ＧＯＯＯＲＲＲＢ!!」

　ゴブリンどもとしては何も直接冒険者どもを皆殺しにする必要はない。

　石塊でもって転覆てんぷくさせ、沈め、その瓦礫を以もって岩礁とし、船を座礁させる。

　筏を転覆させてしまえば、それで事足りるのだ。

　溺おぼれ死ぬ奴らを指差して笑い、生き長らえたものは上から攻めて弄もてあそんで殺す。

　川を遡さかのぼったきり戻らなかった幾隻の船の末路は、もはや明白であった。

「ああ、もう、うるさいし、邪魔……！」

　妖精弓手が苛立いらだたしげにその長い足を振り、飛沫をあげて瓦礫を蹴り飛ばすが、効果は薄い。

　石も瓦礫も、小鬼どもはただただ上から投げつければ良いだけなのだ。

　鉱人道士が苛立たしげに叫びながら、手元に複雑な印を結ぶ。

「水精ウンディーネに筏上から引き上げさせっから、お前さんは弓でも射っとれ！」

「弓でもってなによ、弓でもって！」

　ざんぶと美しき水精ウンディーネが筏上で舞いを踏んだ。

　艶やかな動きに伴い、散乱していた重石おもしの類が一ひと攫さらいに押し流されていく。

　もはや全員頭から足先までずぶ濡れだが、筏はどうにか安定した。

　だが、それは気休めに過ぎない。

　浮かべられた障害は多く、水面下に瓦礫が積もり、ともすれば筏は容易たやすく転覆するだろう。

「……閘門ロックで学んだか」

　ゴブリンスレイヤーは呟き、三本目になる槍を崖上へと投じた。

　結果を確かめようともしない。悲鳴があがらなかったからだ。

　ゴブリンどもは上手い具合に崖の縁ふちから身を隠し、狼で並走を続けながら攻撃を続ける。

　そびえ立つ渓谷の合間、そこを流れる川、天井てんじょうがないだけで、これは──……。

「むざむざと巣穴に踏み込んだようなものだな」

　ゴブリンスレイヤーは低く呻くと、盾に突き立った矢を木槍で叩き折った。

「いと、慈悲深き地母神よ……！」

　その全てを、女神官は目の当たりにしていた。

　祈禱による消耗だけではない理由で、膝がかたかたと震え、揺れる。

　息が詰まる。喉の奥から言葉を発するだけで舌がもつれる。

　頭がくらくらとして、視界が霞む。

　指が上手く動かず、錫杖を取り落とさないよう気をつけるので精一杯。

　──どうすれば──……？

《聖壁プロテクション》を嘆願し、皆を守れば良いのだろうか。そればかり。それしかできないのか。

　自分に何ができる？　どうすればこの場を切り抜けられる？

　かちかちと歯が鳴った。必死になって食いしばる。蘇よみがえる記憶の数々。目を瞑つむって振り払う。

「──あ」

　その時、天啓の如く脳裏のうりに光るものがあった。

　女神官は瞼まぶたを開けた。震える唇が、何かに導かれるように祝詞のりとを紡つむぐ。錫杖を、掲げて。

「《慈悲深き地母神よ、どうかその御手で、我らの穢けがれをお清めください》!!」

　神は偉大であった。

　天上より差し伸べられた地母神の御手が、川の水を攫い、清めていく。

　光が触れた端から水が透き通り、濁りが失せ、忌まわしいあぶくが消え失せていく。

　そればかりではない。川に漂う汚物がかき消され、清められたのだ。

「……わお」

　妖精弓手が長耳を震わせ、目をぱちくりと瞬かせた。

　まごうことなき《浄化ピュアリファイ》の奇跡を目の当たりにしたのだから。

「あなたって、時々凄いことするわね」

「わたしでなくて地母神様が……。少し、厳しいですけど」

　女神官は天上への直接嘆願による頭痛を堪こらえるように呻いた。

「今のうちに、お願い……します！」

「ＧＲＲ!?」

「ＧＯＯＲＢ!?」

　この事態には流石のゴブリンどもも色めきだつ。

　なにしろ自分たちが準備した罠わなの類が、理解できぬ行動によって消し去られてしまったのだ。

　口々に喚わめく声が渓谷に響き、ゴブリンどもの混乱を如実に伝えてくる。

　その隙すきを逃すゴブリンスレイヤーではない。

　思わず身を乗り出したゴブリンが、顎から後頭までを真下から木槍で貫かれる。

　そして血を吹き出しながら川面に落下し──地母神の手によってその死体が浄化された。

「奴らはいずれ巣穴を突き止めて殺しきる」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「任せた」

「承知！」

　長竿を突いて勢い良く水精ウンディーネの流れへ筏を乗せながら、蜥蜴僧侶はその顎を開く。

　息を吸い込み、肺腑はいふに力を溜ためていく。流転るてんする万物の中に君臨した恐るべき竜の力を。

「《偉大なりし暴君竜バォロンよ、白亜の園に君臨せし、その威光を借り受ける》!!」

《竜吼ドラゴンロアー》が、渓谷に轟とどろき渡った。

　ゴブリンどもはともかくも、竜の咆哮に怯おびえぬ動物はおらぬものだ。

「ＧＯＯＲＢＧＲＯＢ!?」

「ＧＲＯＲＢ!!」

　怯えた狼のきゃんきゃんという悲鳴に入り混じり、ゴブリンどもの声が上がる。

　いくら小鬼騎手といえど、小鬼は小鬼。卓越した乗り手とはいかぬもの。

　必死で乗騎を宥なだめようとする努力は実を結ばず、狼どもは文字通り尻尾しっぽを巻いて走りだした。

　逃げ去る狼に振り落とされ、あるいはしがみつき、小鬼どもは這々ほうほうの体ていで退散していく。

　冒険者たちはしばし息を潜ひそめ、油断なく崖上へと気を配った。

　川のせせらぎに逆らうよう、長竿を繰って慎重に筏を進めていく。

　やがて一刻過ぎ、二刻過ぎ、渓谷を吹き抜ける風も緩くなる。

　流れの先には鬱蒼うっそうと暗く盛り上がる、幾千幾万年を経た古樹が腕を広げている。

　女神官が錫杖に縋りながら、地母神へと鎮魂の祈りを捧げる。

　渓谷を抜ければ、そこはもはや森人の領域であった。
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　ぱちぱちと散った火花が、宙に弧を残して踊りながら天へ昇っていく。

　火蜥蜴サラマンダの尾を受け止める空は、もう随分と赤い。

　小鬼どもを追い払い、渓谷を抜けてから僅かばかり後。

　とうに天頂を通り過ぎた日差しは、木々の彼方、西の最果てへと沈みつつある。

　冒険者らは、そんな樹海の入口、妖精弓手の指し示した川原へと筏を止めた。

　里まではまだ少しかかるという。それなら強行軍より、ひとまずの野営をすべきだった。

「……さっそく着ることになるとは、思いもよりませんでした」

「むしろあれだけ濡れちゃうなら、先に着ておけば良かったかもねー」

「ふふふ。こういう機会でもないと着れないですから。……あ、着方わかります？」

「うん、へーき、へーき。わかんないのはほら、着る意味だけだから。こうでしょ？」

　木の幹みきに綱を通して毛布を引っ掛けたその奥で、娘たちはきゃいきゃいと声をあげている。

　なにせ四人である。姦しさも増すというもの。

　ややあって毛布が内から剝はぎ取られれば、現れるのは思い思いの水着を纏った娘たちだ。

「……水浴びするのに服着るっていうのが理解できないのよね。脱いだらダメなの？」

　妖精弓手がなんとも居心地悪げに、珍しく恥じらうような仕草を見せて髪の毛を手でいじる。

　それに「なんの」と真っ先に声をあげたのは、蜥蜴僧侶だった。

　彼は作業の手を止めぐるりと目玉を回すと、ひどく勿体ぶった様子で顎を開く。

「鱗のない肌の良さはわかりませぬが、そういった装いも悪くはないかと思いまするぞ」

「そう？」

　なら良いかな。妖精弓手も納得したのか、うんと小さく頷いた。

　鉱人道士も普段通りの軽口を叩きかけたが、何を思ったかふんと鼻を鳴らして口を閉じる。

　何も故郷へ帰る途中の遊びの場で、無意味に気分を悪くさせる必要もないだろう。

「……ま、今更長耳どもの外見についてどーこー言うまでもねえやな」

「ですよね。ちょっと羨うらやましいくらいですし……」

　そんな風に頰に手を当て息を吐くのは受付嬢で、彼女に恥じらうような仕草はない。

　無論、おおっぴらに肌を晒さらすのを良しとしない教育を受ける階級の出だ。

　羞恥心しゅうちしんがないと言えば噓うそだが、しかしそれはそれ。日頃の努力も怠おこたってはいない。

　見られて恥ずかしいところはない──というのは、その背後に隠れる女神官とは大違いだ。

「あ、あううう……」

　顔を真まっ赤かにして縮こまっている彼女にしてみれば、自分の幼く貧相な体は恥ずべきもの。

　以前に収穫祭の演舞で纏った衣装と大差はないが、誰かと並ぶとより辛つらいものがある。

　なにしろ彼女が密ひそかに──そのつもりだ──憧あこがれている魔女などとは、比べるべくもない。

　いつかああなれば良いのにな、という気持ちは、目標への遠さから現れる思いだ。

「へーきへーき」と女神官の肩を叩き、牛飼娘はころころと笑った。

　彼女にしてみれば妹のようなものだし、そんな華奢な体つきは可愛らしいものだとも思う。

　なにせ日頃から体を動かしているものだから、ちょっと自分は肉が多いような気がするのだ。

　くい、と腰を捻ってみたりしつつ、牛飼娘は何とも言えぬ表情で小首を傾げた。

「どう……かな？」

「どうと聞かれても、俺にはよくわからん」

　槍に使った木の棒を四本地面に四角く突き立てながら、ゴブリンスレイヤーは言った。

　鉄兜を女性陣の方に向けているあたり、一瞥もくれないという不躾ぶしつけな態度ではない。

　しかしその感想が気に召すかどうかとなると、また別の問題だが──……。

「似合っているようには、思うが」

　まったく、と。牛飼娘は溜息を吐く。

　彼が兜の下でちらりとこちらを見た後、すぐ目を逸そらしたのは、なんとなくわかる。

　仕方ないな、と頰が緩んだ。

「君はもう少しこう、女の子の気持ちっていうのを学ぶべきじゃないかな」

「そうか」

「まあ、ゴブリンスレイヤーさんはこのままで良いと思いますけどね」

　その横で、くすくすと受付嬢が目を細めて笑う。

　少しは気を向けてくれても良いのにと思う反面、彼らしい態度に心が踊るものもある。

　──似合ってると思う、ですもんね。

　素っ気ない言葉は、彼の場合、どんな美辞びじ麗句れいくよりも雄弁だ。

「……というより、あんまり見られるとその、恥ずかしいですし？」

　だからこれで良いのだ。小さな身体をさらに縮こめて女神官は目線を逸らす。

　頰が赤いのは何も夕陽ゆうひのせいばかりではあるまい。

　そんな彼女の背を押すようにして、ずいと妖精弓手が身を乗り出した。

「じゃ、川で魚でも獲ってくれば良いのね？」

「ああ」

「私は食べないんだけど」言いつつ彼女はちらと周囲を見回した。「仕方ないわね」

　ぷりぷりと、けれど長耳を楽しそうに振って、妖精弓手は小走りに水飛沫を蹴散けちらした。

　娘たちが川原できゃあきゃあと声をあげ、はしゃぐのを蜥蜴僧侶は横目で見て、大おお真面目まじめに頷く。

「どれ、葉についてはこんな塩梅あんばいでよろしかろうな」

　抱え込んでいた大量の幅広の葉をがさがさと揺らし、彼は舌で鼻先をちろりと舐なめた。

「手早く積んでしまいましょうや。すぐ夜になりますぞ」

「わかった」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って立ち上がった。

「なら、上の横木を先に通してしまおう」

　作業としては単純なものだ。

　四角に立てた木の棒へ、上下四辺に八本の横木を通してしっかりと固定。

　次いで下段へは棒を横倒しに敷き詰めて床とし、上段には葉を重ねて屋根とする。

　何のことはない、高床式の簡易避難所だった。

　毒虫毒蛇冠水を思えば、天幕があれど密林で地面にそのまま寝るほど愚かなことはない。

　これを男女別に二つ組み上げる。平素五人ならともかく、今回は男女が三と四だ。

「しっかしよ」

　川原での作業を他所よそに、水辺ではしゃいで声をあげる娘たちを眺めて鉱人道士が言った。

　背丈が足りぬ彼の役目は火の番だ。

　いくら火の扱いにかけて右に出るもののいない鉱人といえど、精霊の守り相手では分が悪い。

　そこで早々に焚たき火びを熾おこすことを諦あきらめた鉱人道士が懐より取り出したのが、平たい石だ。

「《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》」

　それを両手に包んでムンと念じると、《着火ティンダー》された火石の完成である。

　あちあちと手玉に取りつつ赤々と熱された火石を石で囲えば、焚き火代わりには十分だ。

　そうして作った焚き火が、こうして一党パーティを照らしている。

　今は上に吊るした衣服を乾かしているが、じきに魚がとって代わるに違いない。

「……娘っ子どもを遊ばせんのは、ちくと不用心じゃねえかの」

「用心なら俺がすれば良い」

　ゴブリンスレイヤーが床となる横木を並べ終わり、もう一組に取り掛かりながら言った。

「それに、気を抜かせてやりたい」

　ぐいぐいと棒を地面に突き立てながら、僅かに鉄兜を牛飼娘と受付嬢の方へ向ける。

　女神官を引っ張って魚捕りに興じる妖精弓手の方へも兜を向ける。低く唸った。

「故郷だろうからな。奴の」

「ふふ。先は余裕などありませんでしたからな。いやはや未熟未熟、技量が足らぬ」

　牙をむき出して笑った蜥蜴僧侶は、横木が通されると早速そこへ葉を積み重ねた。

「しかしなかなかどうして、小鬼殺し殿は、良母竜マイアサウラのような御仁だ」

「……なんだ？」

「貴殿は見かけによらず気を使える人物だ、という意味でありまする」

「そんな上等なものか」

　ゴブリンスレイヤーは息を吐いた。

「そんな上等なものかよ、俺が」

「まことの銀ミスリルとて、己おのれがそんな値打ちだとは思わんものじゃて」

　鉱人道士は言いつつ、ちょいちょいと棒きれでもって火石の上を軽く突く。

　踊る火蜥蜴サラマンダが大口を上げて木をかじり、じゅう、とさらに熱を吹き上げる。

「それに見てみぃ、あの耳長娘を」

　熱を纏わせた木の枝で示された川面。

　そこでは泳ぐ魚を捕らえるべく、両手で掬すくわんとする妖精弓手の姿があった。

　しくじった彼女がばしゃりと盛大に跳ね散らした水を浴び、女神官がきゃあきゃあ騒ぐ。

　牛飼娘がそれを見てけらけら笑うと、えいとばかり、受付嬢が水をかける。

　上手くいかない魚捕りに飽きたか投げたか、妖精弓手が女神官も巻き込んで……。

「あいつ自分が上の森人ハイエルフなんぞとは思っとりゃせんぞ？」

　髭面ひげづらの奥に笑みを隠し、鉱人道士は呵々かかと声を漏らした。

「なんにせよ、ここはもう既に森人の領域」

　どっかと火石の傍に胡座あぐらを搔いて腰を据えた蜥蜴僧侶が、鱗の生はえた両手を擦り合わせた。

　寝床ができれば後は釣果を待つばかり。肉と魚は彼の好むところでもある。

「小鬼ばらも、容易に手は出せぬと思いますがな」

「そう思うか」

　ゴブリンスレイヤーもまた蜥蜴僧侶にならい、その場に腰を下ろした。

　手を叩いて、埃ほこりを落とす。彼は低い声で呻いた。

「俺もそう思っていた」

「……そうかい」

　鉱人道士はじろりと半眼になって肩を竦すくめると、腰の瓶を取り上げた。

　栓を抜き、とくとくと酒精を懐から取り出した杯へと注ぎ、ぐいと差し出す。

「ま、とりあえず呑め。酔よい潰つぶれん程度にな」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは酒杯と鉱人道士を見比べた。

　そして川遊びに興じる娘たちの方を見た。

　牛飼娘が視線に気づき、手を上げて大きく振っているのを見た。

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「ああ」

　ほどなく「捕れたー！」と声があがり、一行は夕食にありつく事ができた。

　自分だけ仲間外れが嫌なのか、妖精弓手が協力して獲ってきた魚は七匹。

　鉱人道士は小鼻を鳴らすと、文句も言わずに七匹を串に刺して火にかけた。

　女性陣も含めて七人が車座になって待つ中で、魚はじりじりと焼かれていく。

　最初は恥じらいもあった娘たちだが、水遊びするうち慣れたのか、毛布一枚羽織はおるのみ。

　火石からずらして干した衣服はまだ乾いていないし、替えの着替えは里につくまで節約だ。

　身体を拭ふきつつ、髪の水気を取りつつ、今か今かと食事の仕上がるのを待ちわびる。

「ま、気分だわいな」

　そして触媒の詰まった鞄から取り出したるは、何種類からの小壺こつぼ。

　蓋ふたをあけて鼻をひくつかせて匂い確かめ、一摘ひとつまみずつ順繰りに振りかけていく。

　やがて、ぱちりぱちりと蕩とろけた脂あぶらが滴って弾はじけるようになると、

「頃合ころあいいだの」

　そう言って鉱人道士は、ひょいひょいと手早く一人一本ずつ魚を配った。

　ただ串で焼いただけなのに香ばしい匂いが漂うのは、香辛料のおかげだろう。

　渡された焼き魚に顔を近づけひくひくと嗅かいでいた妖精弓手が、じろりと鉱人道士を睨む。

「……私は食べれないんだけど」

「景気付けだわいな。持っとれ。余すようなら誰か食うじゃろ」

「むう……」

　長耳を垂らして魚の白い目を見ていた妖精弓手が、やがてそれをひょいと女神官に放った。

「わ、わ、わ！　に、二本も食べられませんよ？」

　焼きたての魚に女神官がわたわた慌てるのを見て、妖精弓手は猫のように目を細める。

「良いじゃない。明日にはご馳走だし、少し慣らしておいたら？　私は干し杏あんずでいいや」

「……それなら尚なおの事、お腹なかを空すかせておきたいんですけど」

　恨めしげに睨んだところで妖精弓手はどこ吹く風だ。

　ふぅふぅと魚に息を吹きかけて、女神官は小さな口でもって魚を食べ始める。

　一口かじればほのかに苦味のある脂がじわっと滲み、塩気と合わさって一気に広がっていく。

「ん」と僅かに頰を緩めた女神官は、にこにこして小首を傾げた。「もう、近いのですか？」

　そうよ、と妖精弓手が頷いて、荷物から引っ張りだした干し杏をひょいと口へ放り込む。

「たぶん里と森のギリギリ境目くらい？　向こうから見つけてもらえるかもね」

「お嫁さんが、お姉さんなんだよね」

　あむ、と。遠慮なく魚にかじりつきながら、牛飼娘が「良いなぁ」と頰を押さえた。

「森人のお嫁さんって綺麗きれいだろうなぁ……」

「そりゃあもう！」

　ふふん。妖精弓手は我がことのように薄い胸を張り、両手を広げた。

「あね様は綺麗よ！　なんたって、上の森人ハイエルフなんだもの！」

「お前さんもだろがい」

　むしゃむしゃと魚を頭から貪むさぼる鉱人道士のツッコミも、今の彼女は気にした風がない。

「ふふふ。蜥蜴人を歓迎してくださると良いのですがな」

　一口に焼き魚を顎で食らいついて丸呑まるのみにした蜥蜴僧侶が、げふ、と息を吐いた。

　彼は自分の荷物からチーズの塊を取り出すと爪つめで適当に切り取り、串に刺して火にかける。

　とろりと蕩けるまで、蜥蜴僧侶は鱗の生えた手をごしごしと擦り合わせる。

　受付嬢は「チーズお好きですね」と眺めつつ、行儀よく少しずつ焼き魚を口へ運んだ。

「でも、先の戦いくさで協調体制を取っていたそうですから。私の聞く限りは……？」

「政まつりごとには疎くて参りまする」

「詳しくっても良いことないですよ。面倒なことばかり多くって」

　考えなきゃいけない事が多くって。曖昧あいまいに笑う受付嬢にも、相応の苦労はあるのだろう。

　言われてみればお互い──冒険者と職員、互いに日頃の仕事を知らないのだ。

　冒険の危険も、書類仕事の苛酷さも、両方を知る機会はそうそうない。

「良い経験できてますよね、この旅行は。ちょっと怖かったですけど」

「里についたら、ちゃんと文句言っとくから」

　ごめんね。妖精弓手がすまなさそうに長耳を垂らす。

「きちんと警備しとけー！　ってね」

「私も、お姉様にきちんと挨拶しませんとね。いつもお世話になっております、って」

　受付嬢にそう言われて、妖精弓手は照れたように頰をかいた。

「ねえ様は良いんだけど、あに様がね……」

「兄もいるのか」

　もそもそと魚を兜の隙間から食べていたゴブリンスレイヤーが低く問う。

　従兄いとこよ。妖精弓手は短く答え、人差し指でくるりと宙に円を描いた。

「えっと、只人だとなんていうのかしら。婿殿むこどの？」

「結婚相手か」

「そうそれ」

　こっくりと彼女は頷き干し杏をもう一つ口に放り込むと、天を見上げた。

　木々の隙間から見える空は既に黒くろ羅紗らしゃに覆われ、僅かな穴から煌々こうこうと星の光が透けている。

　森人はあれを雨の入口と言うのだと、妖精弓手は歌うように呟いた。

「あに様はね。昔っからねえ様のこと大好きなくせに、そりゃあもう威張っててねー」

「ほ。気位ばかし高いのは典型的な森人だの」

「そうなのよ」

　妖精弓手は鉱人道士に深刻そうに同意した。

「ほんと森人森人エルフしてるの」

「でも、ご結婚されたということは……」

　ん、と顎先に人差し指をあてがって考えこんだ女神官が、ああ、と合点がいって頰を緩めた。

「お姉さん、わかったんですね？」

「ていうか、バレバレ。ねえ様もあに様のどこが良かったんだか。面倒くさいのにね？」

　くすくすと鈴の転がるように笑いながら妖精弓手は膝を抱え込んだ。

「森人は求愛するときに歌ったりもするんだけどね？」

　とっておきの秘密を解き明かすように声を潜め、彼女はにやにやと意地悪く言った。

「自分の武勲詩ぶち上げようとしたから、引っ叩いて添削てんさくしてやったの」

「ほほう」蜥蜴僧侶が愉快げに目を回した。「野伏殿が？」

「ねえ様にぶん投げたわ」

　一同の間に笑いが広がった。

　婚礼の場では言えるわけもないからと、昔話を妖精弓手は次々に繰り広げる。

　ねえ様に贈り物をするからと引っ張り回され、鹿を仕留めようとして失敗したこと。

　あに様が風邪かぜをこじらせた時、ねえ様が心配するあまり眠れず逆に感染うつってしまったこと。

　ねえ様が珍しく焼き菓子を拵えるのに失敗したのに、あに様は平然と全部食べたこと。

　薬草や果物や何かのことは全部ねえ様に教えてもらったこと。

　弓矢の扱いや野を馳はせる術はあに様がつきっきりで指導してくれたこと。

　里を出ると言った時、ねえ様は反対したけど、あに様は応援してくれたこと──……。

　彼女は二〇〇〇年を森で過ごしたのだ。

　変化なく起伏なく、巡り廻る日々の中で積み重ねてきた思い出の数々。

　時果つるまで終わることのない物語の合間、ゴブリンスレイヤーはぽつりと言った。

「故郷か」

「そうよ」

「良いものだな」

「そりゃあね」

　妖精弓手は猫のようににんまりと目を細めた。

「心の在るところだもん」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。牛飼娘がそれを見て、微かに目を瞬かせた。

「その近くにゴブリンがいるわけだ」

　彼の声には、間違いなく怒気が滲み出ていた。
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　奇妙といえば、奇妙だった。

　日はまだ昇りかけたばかりで、地平の彼方かなたから白い光を覗のぞかせたばかり。

　覆おおい茂る木々の隙間すきまから見える空はまだ暗く、青い。

　夜明けの薄光が差し込む中、ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうを弄いじった。

　背後の簡易寝所からは、虫除むしよけの布越しに低い唸うなり、ごろごろとしたいびきが聞こえてくる。

　蜥蜴僧侶リザードマンと鉱人道士ドワーフだ。まだ二人とも眠っている。

　鉱人道士は朝食まで起きないとしても、蜥蜴僧侶の目覚めは夜明けと共に在る。

　女性陣は──女神官は、もう目覚めて寝所の中で祈りを捧ささげている頃ころだろう。

　決まった時間に起きる受付嬢は、仕事の都合で朝食前だという。牛飼娘はもうそろそろだ。

　妖精弓手エルフはといえば、こちらが起こすまで寝ている──だから彼女は見張りも早番だ。

　呪文じゅもん使いを寝かせないのは馬鹿ばかげている。そんな一党パーティは、早々に全滅を免まぬがれまい。

　必然、見張りは妖精弓手と、ゴブリンスレイヤーが交代で引き受けている。

　遅番をやる事は、ゴブリンスレイヤーにとっても願ったり叶かなったりであった。

　深夜から明け方にかけてなど眠る気さえ起きない。

　夕方から夜半を誰だれかに任せて休めるのは、この一年で得た、ささやかな──……。

「贅沢ぜいたく、か」

　ゴブリンスレイヤーは、香草の葉を兜かぶとの隙間からねじ込み、奥歯で嚙かみしめた。

　苦味が喉のど奥おくから脳に染しみ入いり、意識の覚醒かくせいを促す。もう一度、硬い葉を強く嚙む。

　そう、奇妙といえば奇妙であった。

　ゴブリンスレイヤーは、自分の剣を抱え直した。いつでも抜けるように。

　──ゴブリンが昼日中から、群れを成して襲ってくる？

　それも武装した冒険者を──いくら有利な状況で、奇襲だからといって。

　ありえるのか？

　それに何より、あの狼群ウルフパックだ。

　ゴブリンだけならまだしも、あれだけの乗騎。それを維持するだけのリソース。

　──奴やつらは、それを持っている。

　食料。住居。装備。娯楽──娯楽。

　そのために船を襲っていたのか？

　森人エルフの里のすぐ傍そばで。何のためにそれだけのものを。

　何のために？　何を企たくらんでいる？

　ゴブリンスレイヤーはもう一度まぬが、二度、三度と葉を幾度も嚙み潰つぶす。

　思考が脈絡なく次々と浮かんでは、泡の如ごとく弾はじけて消えていった。

　その時。

「起きろ！　貴様ら、ここをどこと心得ているか！」

　ひょうと吹き抜けた風と共に、その典雅な誰何すいかの声が響き渡った。

　弾かれたようにゴブリンスレイヤーは剣を握りしめて飛び起きる。

　が、その目前に突きつけられていたのは、黒曜石こくようせきの刃。

　ゴブリンスレイヤーはひどく面倒くさそうな調子で、石器の大刀の持ち主を見上げた。

　高床の上に仁王におう立だって虫除けの覆いを引き剝はがし、果ての陽光を背負ったその者は──……。

「森人か」

「その通りだ。ここは我らの領域ぞ」

　居丈高いたけだかにそう言うのは、若く美しい──森人は皆そうだ──森人の戦士であった。

　革の鎧よろいを身に纏まとい、手には大弓、腰には木芽鏃やじりの矢を入れた矢筒。

　そして何よりも額ひたいを守る兜。まことの銀ミスリルで作られた、輝ける兜の森人である。

　輝ける兜の森人はゴブリンスレイヤーをしげしげと眺め、訝いぶかしげに顔をしかめた。

「……そんな剣でまともに戦えるのか？」

「ゴブリンならな」

　ゴブリンスレイヤーは平然と答えた。

　森人の鋭い視線が中途半端ちゅうとはんぱな剣から小振りな円盾、薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜へと動く。

「なんだ、蛮族の戦士か？　それに鉱人ドワーフ……」

「……と、蜥蜴人リザードマンに御座いまする」

　のそりと身を起こした蜥蜴僧侶が、奇怪な手つきで合唱をしてみせた。

　その傍かたわらには、たった今叩き起こされた鉱人道士が、不機嫌丸出しで座り込んでいる。

　森人によって寝込みを襲われるなぞ、鉱人にとっては憤死ものの恥辱である。

　輝ける兜の森人はその三人を順繰りに見回し、正体に大凡おおよその見当をつけたらしかった。

「冒険者の類たぐいか……」

「その類だ」

「……ああ。昨日ゴブリンどもと戦っていたのは貴様らだな」

　ゴブリンスレイヤーは、その薄汚れた兜をこっくりと縦に振ってみせた。

　輝ける兜の森人は「そうか」と目を鋭く細め、石刀を握り直した。

「貴様らが追い散らした残党どもは、我々が仕留めてやったぞ」

　輝ける兜の森人の言葉に、ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　巣穴に病を蔓延まんえんさせようという企たくらみは潰ついえた。しかし逃した小鬼は死んだ。良しとすべきか。

　そのふてぶてしい態度に、輝ける兜の森人の語気が強まった。

「……貴様らには聞きたいことがある」

「なんだ」

「小鬼どもに刺さっていた矢は我が同胞のものだ」

　そう言って、輝ける兜の森人は片手でその矢を放った。

　木芽鏃の矢──だったものだ。

　小鬼の血で赤黒く汚れたそれはしかし、鏃が緩ゆるく、外れかけていた。

「しかしあの娘が、このように無様な矢を射つわけがない」

「……」

「あの娘に何をしたか答えよ。事と次第によっては──」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙り、蜥蜴僧侶と鉱人道士は顔を見合わせ肩を竦すくめる。

「恋文代わりに武勲ぶくん詩しぶっかまそうとした奴か」

「それを想おもい人に手直しされた御仁のようですな」

「……なッ!?」

　輝ける兜の森人はあからさまに鼻白む。

　刀を握る手には力が入り、ともすればすぐにでも振り上げんとする勢いである。

　高貴な森人の白皙はくせきが、見る間に朱色に染まってわなわなと震えた。

「お、お前、いや貴様ら、どこで、それを……！」

「あの娘なら」

　ゴブリンスレイヤーは、珍しく溜息ためいき混じりに言った。

「あちらに転がっているだろう」

「む……！」

　次の瞬間、弾かれるようにして輝ける兜の森人は跳躍した。

「星風ほしかぜの娘よ、いるか！」

　数間すうけんを軽々と跳び越えてもう一つの避難所に着いた彼は、躊躇ちゅうちょなく虫除けを引き剝がし、

「はい？」

「えっ？」

「……ぁ」

　そして、顔をひきつらせた。

　そこにいたのは、三人の娘たちであった。

　外の騒々しさに目覚め、何事かと大慌てで身繕いを整ととのえていた彼女たち。

　三種六つの瞳ひとみが、輝ける兜の森人を認めて大きく見開かれる。

　無論冒険の最中だ。わざわざ寝間着に着替えて眠るような愚は犯さない。

　さりとて自分たちの寝起き姿を見知らぬ他人に見られて平気かというわけでもない。

　加えてもう一つ。

　床の端に丸くなって転がっていた毛布の塊が、もぞもぞと蠢うごめいた。

「……なぁによぅ。まだ朝になったばっかじゃないの……」

　くあ、と欠伸あくびをしつつ猫のように伸びをして、のそのそ毛布から這はい出だす妖精弓手。

　彼女はくしくしと両眼を擦こすり、ボサボサの頭を搔かいて、胡乱うろんげな様子で一同を見回す。

「あれ、あに様？　なんだ、迎えに来てくれたんだ」

「……」

　女神官が泣きそうな顔をし、牛飼娘が顔をひきつらせ、受付嬢が笑みを浮かべる。

　輝ける兜の森人は唾つばを飲んだ。

　そして釣り上げられたかの如く、響き渡った女たちの甲高い叫び声から飛とび退のいた。

「……護衛ご苦労」

　地に降り立った輝ける兜の森人は、咳払せきばらいをひとつ。

「よく義妹を送り届けてくれた。駄賃を用意させよう。卿きょうらの帰路に幸いあれ」

「私の仲間よ、あに様」

　避難所から顔を出した妖精弓手にじろりと睨にらまれ、輝ける兜の森人は優雅に肩を竦める。

「……だぁから森人っつーんは、どうにも……」

　虫が好かないという言葉を飲み込むだけの分別は、鉱人道士にもあったようだ。
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「すまんな、旅立ったばかりなのに呼び戻すことになってしまって」

「そう？　でもほら、何年かぶりじゃないの。久しぶりね、あに様」

「……お前は随分と只人ヒューム臭くなったものだ」

　うきうきと長い足を振って森の中を往く妖精弓手の横で、輝ける兜の森人は顔をしかめた。

　奔放な義妹の態度もだろうが、その原因は後ろから睨まれながらの案内がためだろう。

　女性陣三人からの刺々とげとげしい視線を受ける彼に、蜥蜴僧侶は「心中お察しする」と舌を出す。

「拙僧の故郷もなかなかでありましたが、森人の住まいもまた凄すさまじいですな」

「神代かみよの頃から育ち続けているのだ。定命モータルの者では、たとえ入ったとて帰ることも敵かなわぬよ」

　得意気に言うのももっともであろう。そこはまさに、緑の迷宮とでも言うべき様相であった。

　複雑に絡からみ合あった蔦つた、往く手を遮さえぎる巨樹、獣さえ通らぬだろう道なき道。足を取る繁み。

　冒険者ならともかくも、今回同行している受付嬢と牛飼娘には厳しい行程だ。

　にもかかわらず容易に奥へ進めているのは、ひとえに件くだんの森人の気遣いに他ほかならない。

　睨みこそすれ、彼女らが文句を言わないのはそれもあった。

「しかし」と輝ける兜の森人が、疑わしげな目で背後を振り返る。

「まさか音に聞こえしオルクボルグが、貴様のような人物とは思わなかったぞ」

「俺おれもどう思われているかは知らん」

　淡々と言い返すゴブリンスレイヤーに、輝ける兜の森人は「ふん」と鼻を鳴らした。

「その物言い、あまり宜よろしくはないぞ」

「それより、あのゴブリンは何だ」

「別にゴブリン程度、珍しくもない」

　些末さまつ事ごとだと、輝ける兜の森人は言った。時には増えることもある。減ることもある。

「ここ最近は暑いからな。暑いとあの手の生き物は多く湧わくだろう？」

「最近」

「十年くらいだろう。この間、魔神がどうのこうのと騒いでいた頃から、あんなものだ」

　ゴブリンスレイヤーは「そうか」と短く呟つぶやいた。「この間か」と。

「軍の背後に砦とりでが築かれるほどの大事でもなくば、ゴブリンに騒ぐこともあるまい」

「格好つけないで、結婚式でそれどころじゃないって言えば良いのに」

　年下の従妹いとこの言葉に「子供が口を挟むな」と彼はピシャリと言い返す。

　妖精弓手は「子供じゃないのに」と唇くちびるを尖とがらせるも機嫌が良いのは揺れる長耳で一目いちもく瞭然りょうぜん。

　一党パーティの後方からついていく女神官は、気休め程度に声を潜ひそめて囁ささやいた。

「……やっぱり、森人のみなさんもゴブリンは気にしていらっしゃらないのでしょうか？」

　受付嬢は一瞬「あなたもですか」と軽く目を瞑つむった。

「それが最初に気になるあたり、ちょっと影響を自覚した方が良いかもしれませんよ」

「いやあ、えへへ……」

　てれてれと頰ほおを搔いて笑って誤魔化ごまかす女神官に、受付嬢は「まったく」と呟いた。

「実際、森人さんの冒険者でも特に森から出たばかりだと、あんな感じの人が多いですね」

　危機感がないわけではない、尺度の問題なのだと、受付嬢は語る。

　ゴブリンが只人の子供程度の知惠と力しかない、最弱の怪物であることは純然たる事実。

　しかして森人にとっては、より恐ろしく強大な存在の方が脅威なのだろう。

「なにしろ、実際に目まの当あたりにしてる方々から話を聞いていらっしゃいますからね」

「……？　何を？」

「神々の戦いを」

　あ、と女神官は声をあげかけ、慌てて口元を押さえた。森人の古老なら、ありえなくもない。

　全すべては骰子サイコロが振られるよりも前の物語だ。伝えられる神話ですら曖昧あいまいな部分。

「魔神、竜、邪神、魔王、次元の彼方からくるものだとか何かとか、多いですから」

　それに比べれば森人にとってひっきりなしに湧いて出る小鬼なぞ、害虫害獣の類なのだろう。

　たまさか運の悪い者が死ぬ。短い命を定められた者どもの死の早い遅いは、所詮しょせん誤差だ。

　それよりも十年、百年、千年に一度訪れるだろう、大いなる滅びこそが恐ろしい──……。

「ゴブリンは、どうしたって大したことがないですから」

「……そっか」

　ぽつりと漏もれた牛飼娘の呟きに、受付嬢は「ええ」と応じた。

　女神官もまた、何とも言えぬ様子で物憂げに目を伏せる。

　大したことがない──ゴブリンが現れることなど、特筆すべきことではない。

「そうだよね」

　何でもないことのように言った彼女は、ついと視線を動かして彼を見やる。

　一党パーティの前衛として間に幾人かを挟んだ向こうにいる彼。

　傍に並んで何か言いたいなと、僅わずかな逡巡しゅんじゅん。

「むしろ私には、婚礼よりも気がかりな事があってな」

　その一瞬の間に、輝ける兜の森人が次の言葉を紡つむいでいた。

「あ、『よりも』って言った。あとでねえ様に言ってやろーっと」

　茶々を入れるなと鉱人道士に睨まれた妖精弓手が、ひらひらと手を振ってそれを受け流す。

「『川を堰せき止めるもの』が最近、里の傍まで来ているようでな」

「なんだ、それは」

「密林の奥に潜む古きものだ。手を出すなと戒いましめられている」

　輝ける兜の森人はゴブリンスレイヤーへ言った。

「ほほう」と蜥蜴僧侶が声を漏らす。「どの程度に古くから生きているのですかな」

「何ともいえないが……私が幼い頃には、既にそう呼ばれていたな」

「とならば三畳か、石灰か、白亜はくあか……」

　蜥蜴僧侶は何事かひとしきりブツブツと呟いた後、重々しく頷うなずいた。

「ふうむ、興味深い」

「いずれにせよ我々とは棲すむ領域を別にしている。滅多めったに出てくることはないのだが……」

「実際、私も見たことないのよね。いるいるって言われてるけど」

　ふむん。長耳を揺らして考えこんだ妖精弓手が、ひょいっと従兄いとこの前へ回り込む。

「ホントにいるの？」

「俺も足跡は幾度も見ている。爺様は若い頃に本物を見たそうだがな」

「いつの頃よそれ」

　などと、妖精弓手がけらけらと笑ったその時だった。

　不意にざぁ、と風が吹き抜けた。

　青い風だ。爽さわやかな、夏の風。葉の香りと草の匂においに満ちた風だ。

　木々を抜けてどこまでも吹いていくその風の、源みなもと。

　密林の中にぽっかりと開いたそれは、地下から天へ広がる大空洞──いや。

　はたしてそれは森の形をした街なのか、あるいは街の形をした森と呼ぶべきなのか。

　どこまで高く深いのかわからぬ吹き抜けに、大きく張り出した樹の洞うろが転じた家々。

　それを繫つなぐは枝葉と蔦とが絡み合って作られた空中通路群。

　宙を舞うように路みち行くのは、洗練された衣装を纏った美しき森人たち。

　樹木の表皮に浮かび上がった微細な紋様が全てを彩いろどり、葉擦れの音は壮麗な楽曲となる。

　幾重幾重いくえいくえにも積層され、天地を貫くこの街は、まさしく摩天楼スカイスクレイパーだ。

「……わ、ぁ……」

　牛飼娘が目を輝かせ、瞬またたかせ、声を漏らした。

　生まれて初めて見る光景──生きている間に、見られるとも思えなかった光景だ。

　冒険者になりたいと、幼馴染おさななじみが語っていた時に思い描いた光景だ。

　一歩、二歩と前へ進む。彼の隣に並ぶと、その先は螺旋らせん状に街の外周を走る回廊だった。

　思わず前に出て身を乗り出そうとしてしまうのを、彼が「危ないぞ」と押し留とどめた。

「落ちる」

「あ、うん。でも、ほらだって、すごいよ、これ……！」

　ゴブリンスレイヤーは牛飼娘の腕を摑つかんだまま、短く「ああ」と答えただけだった。

　む、と牛飼娘は不満気に頰を膨ふくらませるが、しかしそれどころではない。

　この絶景を目に焼き付けんと、彼女は彼に支えられたまま森人の里を一望する。

「こらぁ、なかなかやりおる」

「ですなぁ。拙僧らの郷里も、密林の中でしたが、趣おもむきがまた随分と違う」

　忌々いまいましげに──負け惜しみで──髭ひげをしごいた鉱人が、ちらと輝ける兜の森人を見上げた。

「……手は加えとらんのだろ？」

「無論、精霊があつらえてくれるのだよ、鉱人よ」

「かぁーっ、ずっこいなぁ。手前でやらんか、手前で」

　一党パーティの反応は、恐らく予想通りだったのだろう。

　ふふんと妖精弓手は薄い胸を反そらし、両手で錫杖しゃくじょうを握りしめている女神官を軽く肘ひじで突いた。

「ね、すごいでしょ？」

「はい、とっても！」

　悪戯いたずらっぽく片目を瞑った妖精弓手に、頰を上気させて女神官が頷いた。

「こんな素敵なところがあったんですね、世界に」

「ふふふふ。そりゃあね。そりゃあね……！」

　薄い胸を精一杯に張って誇らしげにする妖精弓手へ、受付嬢がくすくすと笑う。

「都もまあ、すごいものでしたけれど──……」

　只人の都も壮麗だが、やはり築き上げるまでにかかった時間が違うのだろう。

　人の手によるものではない。自然が築き上げたものは、正に神の御業みわざだ。

　妖精弓手はとととっと小鳥のような小走りでもって最前列へと躍おどり出た。

　唇をひらけば、紡がれるのは歌うような旋律の森人の言葉。
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「良き昼と長き夜、一つの陽ひと双ふたつの月にかけて、星風の娘より我が同胞はらからへ！」

　両手を広げてくるりと振り返る。括くくった髪が箒星ほうきぼしのように尾を引いた。

「ようこそ、私の故郷へ！」

　咲き誇るような笑顔であった。
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　枝が丁寧に編まれたように絡まった回廊を抜けた先、巨大な欅けやきの洞うろが一行の客室であった。

　簾すだれの如く垂れた蔦の扉を抜けると、そこは大きな居間だ。

　毛足の長い苔こけの絨毯じゅうたんが敷かれ、木の節が盛り上がったと思わしき机と椅子いすが並ぶ。

　窓には薄く透明に近い葉が収まり、午後の日差ひざしを柔らかくも暖かく透かしている。

　あちこちにある蔦の簾の向こうはきっと寝室に違いあるまい。

　唯一、人の手による装飾は、天露の糸で織り上げられた森人の飾り布タペストリのみ。

　繊細かつ流麗な絵柄で、神代から続く物語の数々がいきいきと描かれている。

　只人たちが伝える伝説ではなく、森人のそれは実際に目にしてきた歴史なのだろう。

　暖炉の類がないのは当然としても、木自体のぬくもりと風とが不快な思いをさせない。

　そしてさらに心地よいことに、ふわりと部屋一面に心地よい木の香りが漂っている。

　牛飼娘はそれを胸いっぱいに深く吸い込んでから、はぁ、と吐はき出して深呼吸。

「すごいなあ、これ！　お話でしか聞いたことないや」

　無骨な牛革のブーツで踏み入るのが、なんだかとても申し訳がない。

　足音を忍ばせるような足取りで、そっと一歩、二歩。

　そして近づいた先の椅子には、キノコの傘がクッションのように生はえている。

　本当にお伽話とぎばなしみたいだと頰を緩め、牛飼娘は静かに腰を沈めてみた。

　柔らかい感触が包み込むように彼女の尻しりを受け止め、埋める。思わず息が漏れる。

「うん、これ……良いなぁ」

「えっと、じゃあ、わ、わたしも……！」

　ドギマギと錫杖を両手に握ったまま、女神官もまたちょこんと椅子へ腰を下ろしてみる。

　キノコのクッションは軽い彼女の体軀たいくを、弾力をもって支えてくれた。

　うわー、うわー、と幼い少女のように感嘆の声をあげる様に、受付嬢はくすりと微笑ほほえむ。

　いつも最年少なりに気を張っている少女だ。はしゃげる時は、はしゃいだ方が良い。

「私も森人の冒険者さんとはお付き合いがありますけれど、お招き頂くのは初めてですね」

　受付嬢はしげしげと興味きょうみ津々しんしんな様子で部屋を見回し、そっと壁掛けの織物に手を這わせた。

　半森人ハーフエルフの英雄が仲間たちと共に竜の槍やりを巡って戦っている。戦記の一場面であろうか。

「これは……どうやって作るんですか？　これもやはり精霊によるものでしょうか？」

「作るのではないが、その推察が外れているわけでもない」

　輝ける兜の森人は、才知あふれる只人の娘へ慇懃いんぎんに応じた。

「すべからくは森が好意で形を変え、力を貸してくれているのだよ」

「頑健な屋敷ならば鉱人、心地よき家ならば圃人レーア、砦は蜥蜴人に任せよとは言いまするが」

　興味深げに苔の絨毯を踏みしめながら、蜥蜴僧侶が尾を揺らした。

　長く重たい尾を引きずって歩いても跡が残らぬことに、安堵あんどしたような溜息を吐つく。

「いやはや、なかなかどうして。森人の住居も趣深きものですなぁ」

「竜の子にそう言って頂けるとあれば、ありがたい事だ」

　そう言って輝ける兜の森人は優美な動作で一礼をして見せた。

　猛々たけだけしくあれど古きを尊とうとび、自然の輪を巡らせる蜥蜴人への敬意からであろう。

「祭事のため急ぎで用立てたもの故ゆえ、いささかお見苦しいところもあると思うが……」

　と言った彼の小腹を、妖精弓手が容赦なく肘で小突き、半眼になって睨んだ。

「あに様、それちょっと厭味いやみっぽい」

「む……」

「急拵きゅうごしらえったって、どうせ数ヶ月がかりでしょーが」

　ふんすと鼻を鳴らし、妖精弓手はひょいひょいと苔を越えて椅子に飛びつく。

　窓際まどぎわの一番良い席を「ここ私の！」と主張するように、弾はずむキノコへ腰を据すえる。

　今にも足を投げ出さんばかりの不躾ぶしつけさに、彼女の従兄は「はしたない」と顔をしかめた。

「あれが見たら、またこっぴどく説教されるぞ？」

「聞いた？　あに様ったら、もうねえ様のこと『あれ』だなんて、妻扱いしてるわよ」

　けらけらと鈴の転がるような声をあげて笑う妖精弓手は、そんなものはどこ吹く風だ。

「で、この後はどうするの？」

「うむ。長旅で疲れていようから、沐浴もくよくと昼餉ひるげの支度したくをしてある」

　頭痛を堪こらえるように眉間みけんを揉もんで、輝ける兜の森人は森人としての矜持きょうじを保ち続けた。

　この奔放な義妹に振り回されるのは慣れているのだろう。

　僅か数年前まで二〇〇〇年を共にしていたのだから当然の事だ。

「どうなさるね？」

「俺は荷解きをする」

　ゴブリンスレイヤーは即答した。

「ゴブリンが来るかもしれん」

　仲間たちの反応については特筆すべきまでもあるまい。

　輝ける兜の森人は思わず目を剝むき、妖精弓手は処置なしと額を押さえて天を振り仰あおいだ。

「……じゃあ、私も残るわ。ねえ様が来るかもしれないし」

　ひらりと諦あきらめたように笑って手を振る妖精弓手は慣れたもので、他の者も一様に頷いた。

「となら、わしらは娘っ子どもが水浴びしとる間に飯を入れとこうかの」

「それが良かろうでしょうな」

「え、宜しいんですか？」

　受付嬢が目を瞬かせた。

　思うに冒険者の世話を焼く事はあっても、冒険者に気遣われる機会が少ないのだろう。

　彼女はどぎまぎと不慣れな様子で曖昧な表情を浮かべ、遠慮がちに小首を傾かしげた。

「その、お先に頂いてしまっても……」

「先に頂くのは拙僧らも同じこと。なに、女人にょにんが先に身繕いをすべきでありましょうや」

「では、すみませんけれど、先に汗と埃ほこりを落とさせてもらっちゃいますね」

　申し訳なさそうにしつつ頷くあたり、受付嬢もひとまずその流れで異存はないらしい。

　キノコの椅子から降りた女神官が、ちょこちょことゴブリンスレイヤーへ小走りに駆け寄る。

「なんだ」と鉄兜を巡らせた彼の鉄兜へ、白い指先がぴんと突きつけられた。

「ゴブリンスレイヤーさんも、ちゃんと食べたり、お風呂ふろ入ったり、してくださいね？」

「ああ」

　それはひどく面倒くさそうな返事であったが、女神官は満足いったらしい。

　よし、と薄い胸を張って力強く頷く様を、牛飼娘は仕方ないなあと笑って眺めた。

「ああ、女の子の荷物。特に着替えとかは勝手に触ったりしちゃダメだからね」

　しかし釘くぎを刺すことは忘れない。

　彼は言われれば気をつけるけれど、言われなければホントに朴念仁ぼくねんじんなのだ。

「……どれだ」

　応じる声の調子が少し困っているのを聞き取って、牛飼娘はうん、と頷いた。

「どうせ今からお風呂の着替え取り出すから、袋を覚えること」

「わかった」

「ただし、袋の中身は見ちゃダメだからね」

「……その辺りは、俺以外がやった方が良いかもしれんな」

　えー？　なんて長耳揺らして聞き耳を立てていた妖精弓手は、にまにまと笑って応こたえない。

　オルクボルグに任せた方が「面白おもしろい」ことを、彼女は十二分に知っているのだ。

「……二〇〇〇年変わらぬ性格が、僅か数年で変わるわけもないか」

　輝ける兜の森人は深々と溜息を吐くと、その背を低いところから力強く叩たたく者がいた。

　振り返れば、鉱人道士の髭面ひげづらが「気持ちは察する」と言わんばかりの表情を浮かべている。

「さ、案内せい、花婿はなむこ殿よ。娘っ子どもも早々に洗うてやるに越したことはなかろうし」

　鉱人道士は励ますようにもう一度森人の背を叩き、胴間どうま声ごえで呵々かかと笑った。

「ましてや森人と違うて、わしらは細かいこと気にして生きれる余裕もないのでな」
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「で、我ら森人が肉を摂とらぬ理由か」

「おうよ。でなくばなんだって葉物と果物ばっか食わされなならんのか」

「帳尻の問題だ、地の底棲まう同胞よ」

「すると、数勘定ですかや、森に棲まう獣の。……おお、この甘蕉バナナは旨うまし」

「ではこちらの飲料もどうかな、鱗うろこ持つ僧侶殿。西米タピオカを使っているのですが」

「ほほう、芋木キャッサバの根。拙僧らも蒸ふかして喰くいますが、焼き菓子の正体見たりか」

「さて。獣一頭が大人になるまで数年、対して果物は一つの木から一年で多く、絶えずだ」

「なっほどの。……まあ、食い物の残りを気にせんでええのは、気楽だわいな」

「それに我らが獣に食われる事はなく、森から離れるわけにもいかない」

「日々の糧かてとして獣を狩り続ければ、円環が崩れると。ははぁ、然しかり、然り」

「故に葉を、草を、果を、実を頂戴ちょうだいする。理解して頂けたな、鉱人よ」

「だからつーてなぁ」

　げんなりとした調子で、鉱人道士は行儀悪くキノコの食卓へ頰杖ほおづえをついた。

　大樹の根が張り出した空間を利用した大だい伽藍がらんこそが、森人の食堂であった。

　灯り代わりに夜光虫を封じた花の蕾つぼみがいくつも吊つるされ、卓上には料理が優雅に並ぶ。

　葡萄ぶどうに甘蕉、西米、色とりどりの香草や野菜を使ったサラダ、葡萄酒と西米の飲み物。

　風情ふぜいある広間の雰囲気と料理の質、量、鉱人道士としても文句のつけようはない。

　ない、が……。

「いくらなんでも虫喰うこたぁねえんじゃねえかなぁ……」

「増えるのが早く、数も多い。何より旨いのだぞ？」

　目前の大皿には、殻を剝かれて茹ゆでられた、巨大な甲虫が盛られている。

　足を千切ちぎって果物の汁ソースに浸ひたしかじれば、ぷりぷりと口の中で身が弾けて踊る。

　なるほど、確かに旨い。それは鉱人道士も認めるところだ。

　鉱人にとって食は財貨宝石装飾品などに次いで尊ばれるほどに重要なものだ。

　鉱人なればこそ、旨いものは旨いと、これを否定ひていすることだけは白髭しろひげにかけてありえない。

　しかし──だがしかし、だ。

「こら、虫だろう？」

「拙僧は旨く頂けますがなぁ」

「ええい、これだから密林ジャングル育ちは……！」

　バリバリと殻ごと齧かじる勢いで舌鼓したつづみを打つ蜥蜴僧侶へ、鉱人道士は睨むように目を向けた。

　せめて虫の原型を保っていないか、もそっと塩気が利きいていれば良いのだ。

　これぞ虫なりと食材を見せつけられ、かつ素材の良さを活いかした薄口の味わい。

　自分が食べているものが虫だとまざまざ思い知らされれば、鉱人の食欲とて失せる。

「あー、もー、良いわい。こうなったらわしゃ、この焼き菓子もらうかんの」

「お、喰わぬのですか？　しからば、どれ、拙僧が御足を一本頂戴して……」

「バカモン。鉱人はどんな食いもんだって手前の皿から分けるこたぁないわい」

　伸ばされた鱗の手をぴしゃりと叩き、鉱人道士はバリバリと焼き菓子を口へ放り込む。

　しっとりとした中に確かな甘みがあるこの焼き菓子は、森人秘伝の料理であるという。

　蜂蜜はちみつでも練り込んであるのか、実に滋養があるし、食べても食べても飽きぬのだ。

　髭に滓かすを散らばかしながら菓子を齧っていた鉱人が、はたと気づいたように手を止めた。

「まさかと思うが、この焼き菓子にも虫が入ってるなんてこたぁ……」

「ご想像にお任せする」

　輝ける兜の森人の言葉に、鉱人道士は形容しがたい表情を浮かべた。

　齧りかけた焼き菓子をじっと眺め、ままよと口の中に放り、音を立てて飲み下す。

　その様を眺める蜥蜴僧侶は、舌で鼻先を舐なめると重々しく顎あごを開いた。

「しかし、城中──でよろしいのかな、森人の場合も」

「戦いくさに備えたものではないが、長の座す所という意味では間違っていないとも」

「長にもご挨拶あいさつをしたいところですな」

　蜥蜴僧侶の言葉に、輝ける兜の森人は僅かにニヤッと唇の端を吊つり上げた。

「もうお目通りは叶っている。いや、この森を訪れた者全て、長の前にいるようなものだ」


「…………ああ」



　蜥蜴僧侶は目を細め、首をもたげた。大樹の底である天井てんじょうは遠く、夜光虫の光が煌きらめく。

　ざわりと木々の葉が風に揺れ動く音がした。樹の幹みきを水が流れ行く音も。

　森人は自ら望むか殺されぬ限り、命尽きるという事がない。


　では死を自ら望んだとしたらどうなるのか──…………。



「なるほど」

　全ては森の中に。自然の中に。円環の中に。入り混じり溶けて一つとなりて巡るのだ。

　ここは長が座す場。こここそが、長なのだ。

　蜥蜴僧侶は瞠目どうもくし、敬意を込めて奇怪な手つきで合掌をした。

　形は違えど、輪の中に戻ることは蜥蜴人にとって理想の死の一つである。

「偉大なりし森の長の末端に触れさせて頂いた事に、心よりの感謝をば」

「受け入れよう」

　森人は、なんのこっちゃと頰杖を突いている鉱人の方を、ちらりと見た。

「理解して頂ける御仁が森の外にいるとは、望外の喜びよ。それで、いかがした？」

「いやさ。城中、ざっと見た限り皆様お忙しいようでありますが」

　その通りであった。

　広間は婚礼に備え色取り取りの織物で飾られ、蜘蛛くも糸を通した竪琴なども据えられている。

　しかし給仕のために控える幾名かの侍女を残せば、楽師はおろか、他の者がいる気配もない。

「やはりご婚礼の準備で？」

「だけではない」

　輝ける兜の森人は、言葉を繫ぐように西米の白汁が注そそがれた杯に口をつけた。

　鹿の角を磨き上げて作られた杯は、ただそれだけにもかかわらず芸術品のようである。

「どうにも森がここ最近、ざわめいていてな。皆、物見に出ている」

「『川を堰き止めるもの』、でしたか」

「森人でも森の中でわからんことがあんのかね」

　にやにやと意趣返しに意地悪く笑う鉱人へ、

「では鉱人よ、逆に問うぞ」

　輝ける兜の森人は優美な笑みを崩すことなく言った。

「貴殿は地の奥底に眠るもの遍あまねくを知っているのか？」

「……なるほど」と鉱人道士は低く呻うめいた。「してやられたわ」

「ふふふ、小鬼殺し殿であらば、すわ小鬼の仕業しわざかと言うところでしょうやな」

　愉快愉快と喉を鳴らし、蜥蜴僧侶はむしりと甲虫の足をもいで口へ運んだ。

　チーズがあれば文句はないのだがと零こぼす彼に、森人は「そこだ」と言った。

　蜥蜴僧侶が重々しく頷いた。

「うむ、チーズとは牛だの羊だのの乳をだな、こう、発酵というて──……」

「そうではない。……彼がその、件のオルクボルグ、小鬼殺しなのか？　辺境最優の？」

「然り、然り」

「とても、そうは見えん」

　輝ける兜の森人の言葉に、蜥蜴僧侶はぐるりと目を回して見せた。

「見た目がみすぼらしいのもそうでしょうが、どの辺りがですかな？」

「うちの従妹が懐なついているらしいところが、だ」

　歳としの離れた妹を心配する兄同様の仕草で、輝ける兜の森人は苦く笑った。

「誰に似た……いや、誤魔化す必要もないか。私に似て、偏屈な性質でな」

「おう、それだ、え、おい、花婿殿よ」

　鉱人道士が息を吹き返したように、ぐいと角杯を呷あおって言った。

　弱い葡萄酒の酒精でも酒は酒。鉱人を奮い立たせる役には立とうものだ。

「あの跳ねっ返りの耳長娘はホントもうどうにかならんのか」

「娘らしい事も教えたのだ。織物、楽器、歌、他にも色々とな」

「あれでか」


「…………二〇〇〇年かけたんだがなぁ」



「ああ……」

　それであれか、と。三人は顔を見合わせて息を吐いた。

「だがまあ……悪い娘ではないのだ」

「知っておるよ」

　ことさらぶっきらぼうに言って、鉱人道士は荒々しく手を伸ばし、甲虫の足を引き千切った。

　塩はないのか塩はとぶつくさ言いながらも嚙み付つき、汁を飛ばしながら肉を貪むさぼる。

　げふ、と遠慮なくゲップを吐いて、角杯から酒をがぶりと呷り、もう一息。

「ありゃあ、跳ねっ返りで、気に入らんし、ちっとは歳相応に落ち着けと思うが」

　蜥蜴僧侶が目を細めた。それを鉱人道士は気に入らない様子で「ふん」と鼻を鳴らす。

「あいつが足を引っ張らん限りは、面倒を見ちゃるよ。花婿殿や」
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　ど、ど、ど、と。音を立てて水が流れ落ち、白い飛沫しぶきを上げた。

　滝か？　滝ではある。

　しかし地上を流れるものではない。陽の光を浴びるものではない。

　大樹根を通して天へと至る、それは地の底の川であり、滝であった。

　伽藍の間の奥より階段を降りた先は、またしても伽藍であった。

　幾千幾万年の星霜を経へて水に削られ、形を整えられてきた、石の洞。

　石灰岩が水流によって、見事なまでの鍾乳洞へとその姿を変えたものだ。

　密林さながらに石筍せきじゅんがそびえ立ち、あるいは天より枝葉の如く垂れ下がる。

　石造りの森。そこへ川が流れ、滝が落ち、深く暗い湖を作り上げていた。

　その湖が、ぼう、と薄く淡く、金緑エメラルドの輝きを纏っている。

　自おのずから光を放っているのかといえば、そうではない。

　苔だ。

　湖の底に敷き詰められるかのようにして生えた苔が、輝いていた。


「お、おおぉー…………」



　言葉もないとはこの事だ。

　常世の国が如き光景に、牛飼娘はその思いも口にできずぶるりと身を震わせた。

　タオルで隠した日に焼けた裸体に、湿気の混じった地下の冷気がひやりと絡みつく。

　ちらりと背後を窺うかがえば、脱いだ衣服を預かる森人の侍女がするりと退去するところ。

　牛飼娘は不安げに、傍らに立つ受付嬢へと目を向けた。

「こ、これ、入っちゃって良いのかなぁ……」

「沐浴の場所という事ですし、大丈夫だと思いますけれど」

　こちらは流石さすがに場慣れしているのか、磨いた美貌びぼうを晒さらすことに躊躇ためらいはないらしい。

　ちらりと周囲を見回して水に爪先つまさきを触れると、湧き水特有の冷たさが突き刺さる。

　んっと思わず声が漏れた受付嬢に女神官はくすりと微笑み、

「神殿で沐浴に使うお水よりは、温かいですね」

　するりと細い足から水に入り、どこか心地よさげに彼女は目を閉じる。

「ううん、こういうの、聖職者さんは得意ですよね」

　ちょっと恨めしげにぼやきつつ、受付嬢もじょじょに湖へと身を浸す。

　置いてきぼりにされては困ると、牛飼娘も覚悟を決め、えいやとばかりに前へ出た。

「う、わ……わ……っ」

　足裏には柔らかい苔の感触。滑るかと思いきや、逆にしっかりと足を支えてくれる。

　なるほど確かに最初は冷たく感じる水も、すぐに馴染なじんで、むしろ心地よさがある。

　これなら大丈夫そうだ。

　そう思って肩まで水に浸つかると、とぷりと全身が受け止められ、たゆたった。

「……ふぁ」

　思わず気の抜けた声が漏れて、牛飼娘は赤面した。

　ちらと二人を見回すと、彼女らも似たような様子。ほっと一安心。

「確かに、井戸水とかよりは温かいかもね。なんでだろ」

「地の底には炎の川が流れているとかいう話は、昔聞いたことがありますけど」

　そのせいでしょうか。女神官は小首を傾げた。妖精弓手か鉱人道士ならば詳しかろうに。

「すごいよねえ、冒険者さんって。……いつも、こういう所に来るわけでしょう？」

「いつもいつも、というわけでは」

　牛飼娘の言葉に、女神官は曖昧に笑った。

　洞窟どうくつ、遺跡、遺跡、遺跡、洞窟、洞窟、遺跡、洞窟……。

　思い返してみれば、記憶にある冒険の場は大半が洞窟と遺跡だ。

　そして訪れた遺跡の尽ことごとくは燃やされ、あるいは爆破ばくはされ、毒気を流し込まれ……。

「……うん、いつもいつもではないですね、うん」

　もう少しゴブリンスレイヤーさんには自重じちょうしてもらおうと、彼女は薄い胸の奥で誓う。

「実際、秘境秘宝の類を求めて冒険者になる人も少なくないですよ」

　二人のやりとりを横目に、まとめた髪を水に濡ぬらさないよう受付嬢は軽く押さえた。

「無宿むしゅく流浪るろうの遺跡いせき漁あさりと、一応なりとて冒険者している人とじゃ、信用が違いますし」

「ああ、わかるわかる、わかりますそれ」

　短い髪から僅かに雫しずくを飛ばしながら、牛飼娘が力強く頷いた。

「たまに食料が欲しいって人が牧場に来るんですけど、ただの旅人さんって怖くて」

　宿を請われてもとてもとてもと、牛飼娘はひらひら手を振ってみせた。
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「白磁はくじの人もちょっと怖いですけどね。ああ、旅の神官さんとかならまだ良いんだけど」

「わたしも、もう鋼鉄ですから」

　女神官の言葉に滲にじむ微かすかな自負に、受付嬢は笑みを深めた。

　まだ幼さの残る──それでも十六だ──少女は薄い胸元むなもとに手を当てている。

　まるでそこに、鋼鉄の認識票が揺れているかのように。

　彼女が昇級審査に合格して、第八位に至ったのはつい先日のことだった。

「冒険者……冒険者、かあ。子供の頃は、そんなことよく考えてたなぁ……」

　同じく女神官を見つめていた牛飼娘が、ぽつりと言った。

「やっぱり、憧あこがれます？」

　受付嬢が小首を傾げる。ぽつりと石筍から滴したたった水が、水面に新たな波紋を作った。

「いや、ほら、あたしは……えっと、その、冒険者じゃなくって」

「ああ」

　照れたように手を振って水面を波立たせる牛飼娘に、察した様子で受付嬢は頷いた。

「お姫様？」

「言わないでよ」

「それとも、お嫁さんとか」

「言わせないで」

　それっきり、牛飼娘は赤くなった頰を隠すように鼻下までを水に浸かってしまう。

　ぷくぷくとあぶくを立てながら黙りこむ彼女の仕草は、やはり年頃としごろの娘らしいものだ。

　しばし、地下洞を流れる大河の、どうどうという音のみが木霊こだまし響く。

　思えば──誰だってそうなのだ。

　男の子が勇者だ騎士だ竜退治だ冒険者だと憧れる一方、女の子だって夢見るものだ。

　お姫様や巫女みこ、素敵な花嫁、妖精郷、いつか誰かが自分を迎えに来てくれるのではないか。

　結局、憧れは憧れ、夢は夢に過ぎないが──……。

「……でも」

　ぽつり。水滴のような女神官の呟きが、波紋のように広がった。

「良いですよね、お嫁さんって」
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「店を広げるぞ」

　ひとしきり荷を解いて各自の部屋に運び入れたゴブリンスレイヤーは、息も吐かずにそう言った。

「え」と思わず声をあげたのは妖精弓手である。

　彼女は色とりどりの布を散らばした中に座り込んでおり、きょとんとした様子だった。

　逆三角形だったり大きな器型だったりする布切れを「おお」等と言って眺めていたのだ。

「ごめん、まだ片付いてないんだけど」

「俺は触るなと言われてるからな」

　悪びれた様子のない妖精弓手に対し、ゴブリンスレイヤーの応えは冷たい。

　律儀にも彼は、女性陣の衣服下着類には手もつけず、見ようともしなかった。

　そのかわりゴブリンスレイヤーはいつも通り、黙々と他の荷物を解き、運び入れる。

　最初は全部押し付けて椅子上でごろごろしていた妖精弓手も、何か思う所があったのだろう。

　手伝うわ！　と宣言して──結果がこの有様ありさまだ。

「皆が戻ってくる前に、片付けろ」

「……はぁい。わかったわよう」

　ことさらにこちらを見もしないゴブリンスレイヤーの態度へ、妖精弓手は唇を尖らせた。

　流石に自分が散らかしたのはわかっているので、渋々ながらも素直に下着を畳んでいく。

「それにしても大きいわよね、これ。頭入っちゃうんじゃないの？」

「見せるな。広げるな」

「手は動かしてますー」

　などと言いつつ、妖精弓手は軽々とした動きで立ち上がった。

「どうした」

「それはそれとして飲み物は欲しいかなーって」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーの相槌あいづちを同意と受け取った彼女は、そのまま台所へ向かう。

　ふむん、と鼻を鳴らして適当に棚──これも木の洞だ──を漁りながら、

「ね、オルクボルグ」

　ひょいっと長耳を揺らして背後へ向けて、妖精弓手は問うた。

「あなたにもお茶淹いれたげよっか。試しに」

「貰もらえるなら貰おう」

　ゴブリンスレイヤーは不穏な一言にも動じた風がない。

　ふむん、と不満気に鼻を鳴らした妖精弓手は、そそくさとお茶を淹れる準備を始めた。

　まず適当に選んだ香草や薬草の類を、ざくざくと大雑把おおざっぱに黒曜石の小刀で切り刻む。

　それをざっと目分量でドングリを繰り抜いた杯に入れ、続けて上から水を注ぐ。

　水差しはまことの銀ミスリルで作られた、いつまでも冷たさを保つ特別製のものだ。

　鉄を下僕とし真銀を友とするのは鉱人だが、森人とて冶金やきんの技を持たぬわけではない。

　土塊つちくれから見出されるものどももまた、自然の一種だ。

　輝ける兜の森人の言葉を借りれば「彼らが自ずから形を変えてくれる」のだろう。

　実際、茶を水出しにするのは時間のかかるものだが、この地においてはその限りではない。

　術師ならずとも森人が軽くお願いすれば、ただそれだけで万物は変異するものだ。

　妖精弓手が指を立ててくるりと宙に円を描くと、既に杯の中の水には色がついている。

　彼女はそれを、床に座って自分の荷物を広げだしたゴブリンスレイヤーに差し出した。

「味は保証しないけど」

「ああ」

　受け取った彼は、そのままがぶりと兜の隙間から茶を呷る。

「毒でないなら構わん」

「褒ほめてないでしょ」

「言葉通りだ」ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。「褒めたつもりもない」

　妖精弓手は「ふん」と鼻を鳴らしつつ、足をぶらぶらさせて椅子に腰を下ろした。

　ぼふりと茸のクッションが形を変えるのも構わず、お茶を啜すする。

「あら美味おいしい」

　ぱちくりと目を瞬かせ、妖精弓手はにんまり、猫のような笑みを浮かべた。

「で、オルクボルグは何をやっているわけ？」

　見ればゴブリンスレイヤーは、床にどっかと座り込んで革細工に取り掛かっている様子。

　取り出した牛革の紐ひもを三本束たばね、綱を作っているらしかった。

　複雑に指を動かして撚より合わせていく様を、妖精弓手は椅子を降り、肩越しに覗きこむ。

　彼女がちょこちょこと落ち着きなく忙せわしなく動き廻まわるのは、いつもの事だ。

「小鬼英雄ゴブリンチャンピオンを覚えているか」

「……ああ」

　気にした風もないゴブリンスレイヤーの言葉に、妖精弓手は思い切り顔をしかめた。

　思い出したくもない相手であった。

　あの折、水の街の地下で繰り広げた戦いと手痛い敗北は、嫌な記憶の一つだ。

「一年前の奴でしょ。忘れるわけないわよ。少なくとも二百年くらいは」

「ああいった手合や、小鬼の騎兵に遭遇した時に備えた、工夫だ」

「ふぅん……」

　ゴブリンスレイヤーはぐいぐいと機械的な手つきで綱を引っ張った。

　三本の革紐で組んであるからか、そう簡単には千切れそうな気配はない。

「でも工夫って言う割には紐だけなのね」

「片側にだけ重石おもしをつける」

　しかし、その綱は異様に長かった。完成すれば何十フィートあるだろうか。

　冒険者にとって綱や鈎縄かぎなわの類は必需品だが、これだけの量は不要だろう。

　……まあ革紐を黙々と編みこんで行く姿は、到底冒険者とは言えそうにないのだが。

「……こんなかさばるもの、よく作ろうなんて思うわね」

「売っていないからな」

「そういう事じゃなくって」

　溜息混じりに吐いた皮肉にも真面目まじめな答えが返って、妖精弓手はもう一度溜息を吐く。

「私だったら、よっと」

　妖精弓手はゴブリンスレイヤーの手元から革紐をかっさらった。

　ついで鉱人道士の荷物から、投石紐スリング用の玉石を一つ二つと拝借。

　手早くその玉石を紐の両端に結びつけて見せた。

「こんな感じかな！」

「……なんだ、それは」

　妖精弓手は答えの代わりに紐の真ん中を指に絡め、人差し指をひゅるんと振ってみせた。

　すると端に結ばれた小石が反動で大きく弧を描き、中空で衝突してかちりと音を立てた。

「ほら、こうするとカチカチ音が鳴るでしょ」

「鳴ってどうなる」

「楽しい！」

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜を巡らせつつ、革綱の端に重石をキツく縛り付けた。

　結び目から僅かに手を滑らせて綱を握り、ぐるりと重石を回して具合を確かめる。

　得心がいったのか、彼は重石にぐるぐると巻きつけるようにして綱をまとめにかかった。

「いくつか拵えておくか。似たようなものを聞いたことがある」

「やたっ。じゃあ一個頂戴、一個！」

「今作った奴で良かろう」

「それとは別に！」

「構わんがな」

　などと、妖精弓手自身が大はしゃぎしていたからだろうか。

　それとも久方ぶりに戻ってきた故郷で気が緩んでいたのやもしれない。

　普段の彼女ならば考えられない事態が起こった。

　こほん、と。

　その咳払いの主あるじが部屋の戸口に立つまで、彼女はまったく気づかなかったのだ。

「……なんですか、この有様は」

　苛立いらだたしげな声さえも歌うようなその人物は、言うまでもなく笹葉の如き耳を持っている。

　星を散らした銀河のような髪、両目は金色──女人だ。それもひと目で高貴とわかる類の。

　銀糸のドレスを纏った白く細い肢体は、しなやかに高い。

　しかし衣服を内側から押し上げる胸元は、豊穣ほうじょうの象徴であるかの如くである。

　絵にも描けぬというのは技量ではなく、想像が思い至らぬからであろう。

　髪を花冠で彩った森の姫、そのたおやかな表情に、妖精弓手は飛び上がった。

「わ、わ、わ、わ、わっ!?　ね、ねえ様っ!?　なんで!?」

「なんでも何も、あなたがお祝いに来てくださったというから、挨拶に……」

「いやあ、はは……こ、これはほら、その、違くて……」

「このような淫みだらがましい下着まで、こんなに持ち込んで……」

　あ、ねえ様下着知ってるんだと、そんな呟きを聞き逃すような森人ではない。

「それが何か？」という問いに、妖精弓手の喉から「ひぇっ」と声が漏れた。

「え、えと、それ、友達のよ？」

「なら尚なおの事悪いではありませんか。他人様ひとさまの荷物を漁あさるなど」

「えー……」

　だいたいあなたは、と口火が切られてから、叙事詩の如き言葉が紡がれていく。

　肌が荒れている。髪も乱れている。ちゃんと節制しているのか。手入れをしているのか。

　だいたい冒険者などというのは危ないのに、あなたはそそっかしいのだから大丈夫か。

　変な依頼は避けているのか聞けば依頼を請けたのが間違いだったなんて言うではないか。

　只人というのはこと陰謀にかけては四方世界でも悪魔デーモンさえ敵わぬというのだから。

　きちんと人の話を聞いて考えを巡らせてから行動するべきだと何度も言ったでしょう。

　やがて妹へのお説教さえも優美に行った花冠の森姫は、ゆるやかに姿勢を正した。
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「大変失礼致しました」

「……」

　ゴブリンスレイヤーはすぐには何も言わなかった。

　彼は花冠の森姫へと鉄兜を向け、押し黙り、やがて低く「いや」と首を横に振った。

　妖精弓手がしぶしぶと下着の片付けを再開したのを見て、花冠の森姫も息を吐く。

「それで……あなたが」

　花冠の森姫は、すっと目を細めた。頰を緩め、笑みを深める。

「オルクボルグ、ですね」

「その娘からは、そう呼ばれている」

　ああ、やはり。彼女は両手をぽんと打ち合わせた。

「お歌で聞くよりも、やはり佇たたずまいが違うものですのね」

「歌は歌だ」ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「俺は俺だ」

「まあ……」

　くすり。鈴の音が転がるような笑い声。妖精弓手のそれと、よく似ていた。

「妹がいつもお世話になっております。ご迷惑をお掛けしておりませんか？」

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と唸って、鉄兜の下で目線を動かした。

　妖精弓手の長耳がしんなりと垂れ下がっている。

「いや」と、彼はゆっくり首を横に振った。

「いつも、助かっている」

　妖精弓手の長耳がピンと勢い良く立った。

「他に腕利うでききの野伏レンジャーや狩人かりうど、斥候スカウトがいたらもう、遠慮せず妹は放り出してくださいましね」

「技量だけの問題では──……」

　そう言いかけたゴブリンスレイヤーの動きが、はたと止まった。

「ん？」と妖精弓手が小首を傾げる。彼のこんな反応は珍しい。

「どしたの、オルクボルグ？」

「ああ、いや」

　んんん？　とさらに唸った妖精弓手が彼の鉄兜が向く方を見やる。

　そこには、一人の侍女──無論、森人だ──が跪ひざまずいて控えていた。

　半身をまるで影の中に隠すようにして、髪も片側だけを長く伸ばしている。

「ああ、彼女は……」

　花冠の森姫が、何とも言えぬ様子で言葉を濁した。

「知っている」

　淡々とした言葉に、びくりと森人の侍女が肩を震わせる。

　ゴブリンスレイヤーは立ち上がるとズカズカと彼女の方へと歩き出した。

「あ、ちょっと、オルクボルグ？」

　妖精弓手の静止にも聞く耳持たぬ様子で、彼は侍女の前まで辿たどり着いた。

　そして躊躇なくその場に膝ひざを突いて、目線を合わせる。

「殺したぞ」

　侍女が、揺れる瞳で彼を見た。ゴブリンスレイヤーは頷きかけ、もう一度告げた。

「奴らは、皆殺しにした」

　それを聞いて、侍女の左目からほろりと涙が一筋零れ落ちた。

　髪が揺れて、隠されていた右頰が露あらわになる。葡萄のような腫はれの名残なごりは、もうない。

　彼女は、かつて冒険者であったのだ。
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「そう。やっぱり、彼女を助けたのは彼だったのね」

　穏やかな風がそよぎ、妖精弓手の髪を撫なでていく。森の風。故郷の風だ。

　その空気を小さな胸一杯に吸い込みながら、妖精弓手は姉に応えた。

「別にオルクボルグだけじゃないわよ」

「ええ、知っていますとも」

　客間にあった扉のひとつは、そこからバルコニーへと続いていた。

　大きく張り出した枝葉に、蔦が支えるように絡みついて足場を作っている。

　その森人ならではの様式もさることながら、特筆すべきはその景色景観であった。

　巨大な吹き抜けのような樹海の空白地帯に存在する、この森人の里。

　その全てを一望できる──その全てに渦うずを巻く風を感じられる場所。

　妖精弓手は森人の姫なればこそ、こんな客間があることを、今まで知らなかった。

　ゴブリンスレイヤーへ任せた侍女が泣き止やむまでの間、待つには一番良い空間だ。

　花冠の森姫は風に運ばれる髪を押さえながら、ゆっくりと妖精弓手を振り向いた。

「あなたが助けてくれた。あなたと仲間たちが」

「少しは、良い所見せないといけないからね」

　ワガママを言って森の外へ出してもらったのだ。

　ふふんと鼻を鳴らす妹を、花冠の森人は目を細めて見やる。

　彼女はそっと木蔦の手すりへ肘を乗せ、もたれかかるようにして体重を預けた。

「なら……もう良いのではなくて？」

「なにが？」

「冒険者クチュカハタリ」

　妖精弓手の長耳が、ひくりと僅かに震えた。

「危険な事を代行して、お金も少ししか貰えないのでしょう？」

「そりゃ、まあ……」

　言い訳のしようもない。

　いくら冒険者の身分が只人の王たちによって保証されたところで、やくざな商売だ。

　武具を手に穴蔵に潜もぐり込み、血と泥にまみれながら、怪物を殺して財宝を奪うハック・アンド・スラッシュ。

　隣り合わせの死と青春。

　妖精弓手が故郷を飛び出してからの間、身を浸してきた日々。

「それに蜥蜴人はまだしも、鉱人と寝食を共にするのも、あまりよろしくないと思うわ」

　──あなたは仮にも森人の長の娘でしょう？

　言外に滲まされた言葉に、妖精弓手は顔をしかめた。

　いうなれば森人の姫が、只人の使いっ走りとしてやくざな仕事をしている。

　それも鉱人と肩を並べて……ときた。

　妖精弓手にも姉の言わんとすることはわからないでもない。

　ここで感情的になって喚わめき出さない程度の分別は、二〇〇〇年のうちに備わっていた。

「あらぬ噂うわさが──……」

「ないない、それはない」

　とはいえ、続く言葉には思わず笑ってしまったが。

　森人と鉱人の恋愛譚は古い歌にもなくはないが、自分に関して言えば的外れも良い所だ。

　けたけたと笑って手を振る妹へ、花冠の森姫は物憂げに息を吐いた。

「……それに、彼のことです」

「オルクボルグ？」

「ええ」

　花冠の森姫は頷き、視線を彼方へと向けた。

　里の外はどこまでも広がるように見える密林。神代の頃から続く森。樹々。

　風が吹く度たびに葉がざわめき、鳥が羽ばたいて飛んで行く。

　薄桃色をした紅鶴フラミンゴの群れ。密林に夕の帳とばりが落ちようとしている。

「歌に謳うたわれるような英雄の類と思っていましたが」

　妖精弓手が、風に撫でられる唇を僅かに緩めた。




　小鬼殺しの鋭き致命の一撃クリティカルヒットが　小鬼王の首を宙に討うつ

　おお、見るが良い　青に燃ゆるその刃

　まことの銀にて鍛えられ　決して主あるじを裏切らぬ

　かくて小鬼王の野望も終ついには潰ついえ

　救われし美姫びきは　勇者の腕に身を寄せる

　しかれど　彼こそは小鬼殺し

　彷徨ほうこうを誓いし身　傍に侍さぶらう事は許されぬ

　伸ばす姫の手は空を摑み　勇者は振り返ることなく立ち出づる




　ひゅるりという風の音を伴奏に、妖精弓手が詩吟しぎんを呟く。

　勇壮な武勲詩。ただ一人にて小鬼と戦う、辺境の勇士。

　小鬼殺し──ゴブリンスレイヤー。

　猛々しいはずの歌も、風に乗るとひどく物寂ものさびしい音色ねいろに変わってしまう。

　花冠の森姫は、言の葉を追い払うように長耳を振った。

「……とても、そうは見えません」

「そりゃ、歌は歌だもの」

　妖精弓手はくるり、ぴんと立てた白く細い人差し指で宙に円を描く。

　歌は歌、彼は彼だ。

「それにしたって、まことの銀の剣は盛り過ぎよね」

　くすくすと笑う妹の姿に、花冠の森姫は瞳を伏せた。

　もしこの場に男がいたならば、ひれ伏してその憂うれいを取り去ろうとするだろう。

　上森人ハイエルフの姫君ともなれば、一挙手一投足に至るまで美を表さずにはいられないものだ。

「何故、あのような男と一緒にいるのです？」

「何故って、ねえ様、そりゃあ──」

　──なんでだろ？

　ふむん。言われてはたと考える妖精弓手は、行儀も悪く、ひょいと手すりに腰を下ろす。

　長い足を表へ振って、ぶらぶらと揺らす姿に、彼女の姉は目を剝いた。

　だが妖精弓手は気にしない。二〇〇〇年ばかしこうだったのだ。今更何を。

　──でも、なんでだろ、ホント。

　最初は、まあ、ゴブリン退治に必要な人手だからというだけで声をかけた。

　見たことのないタイプの只人だから興味を持って──……。

「ゴブリン退治ばっかりだったから、冒険させてやんなきゃって思ったのよね」

　うん、そのはずだ。それでゴブリン退治を手伝ったり、冒険に引っ張って行ったり。

　指折り数えれば冒険に行った回数も十を超え、なんだかんだで一年以上の付き合いだ。

「見てると放っておけない……飽きない？　からかな。それだけ」

「……だからゴブリン退治を続けているというの？」

「たまによ、たまに」

　ぶらぶらと足を振っていた妖精弓手が、不意にぐらりと体勢を崩した。

　逆上がりに虚空こくうを蹴けり、蝙蝠こうもりのように逆しまに手すりに摑まり、姉を見やる。

　その顔には猫のようににんまりとした笑みが浮かんでいた。

「その分、冒険の前衛もやってもらってるんだから」

「どうなるか……」

　花冠の森人は声を震わせ、ちらりと客間の方へと目を向けた。

「……わかっているのでしょう？」

　妖精弓手は曖昧な笑みを崩さなかった。崩さず、何も言わなかった。

　生けることが苦しみとなった森人の絶望など、言うまでもない事だからだ。

「なら……」

「一生は一生よ、ねえ様」

　妖精弓手はくるりと蜻蛉とんぼを切って降り立った。

　ぱっぱと両手の埃を払い、括った髪を風になびかせ、うん、と小さく頷いた。

「森人も、只人もね。鉱人や蜥蜴人だってそう。みんな同じ。でしょう？」

「あなた、もしや……」

　と、花冠の森姫が何かを言いかけた、その時であった。

　地の底から響くような、けたたましい叫び声が轟とどろいた。

　雷鳴にも似たその叫びと共に、樹海の一部より紅鶴が大慌てで宙へと飛び立っていく。

　そして樹々がメキメキと悲鳴をあげてへし折られる音が続き、土煙が巻き起こる。

「ねえ様、伏せてッ！」

「ひゃっ!?」

　妖精弓手は素早く姉を庇かばう位置についた。背に手を回すが大弓は部屋の中だ。

　舌打ちをした彼女だが、瞬間的に長耳が震え、唇の端がにぃっと吊り上がった。

　サッと振り上げたその右手に、次の瞬間、ばしりとイチイの大弓が飛び込んでくる。

「何があった」

「ちょっと、人の武器を投げないでよね」

　振り返るまでもない。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、中途半端な長剣を帯び、左手に小振りな円盾を括った男。

　完全武装のゴブリンスレイヤーが、いつも通りに平然と部屋から飛び出していた。

「ゴブリンか？」

「わかんない」

　続けて放られた矢筒をさっと腰に巻いて留め、妖精弓手はひくひくと長耳を震わせた。

「向こうの方ね……ねえ様をお願い」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは腰の雑囊から投石紐を抜いて弾を巻いた。

　片膝を突き、花冠の森姫の頭上へと小盾を掲かかげる。

「そのまま部屋まで這っていけ」

「わ、私に床を這いずれと……!?」

「ゴブリンならば弓を射かけてくる可能性もある」

　絶句した姉を横目に忍び笑い、妖精弓手はバルコニーの手摺てすり上じょうへさっと飛び乗る。

　危なげなく姿勢を整え、さらに跳躍。大樹の幹を駆け上がり、大振りな枝の端へ。

　小枝一本、葉の一枚も落とさぬのは、流石に森人の軽業である。

「……ん……んんッ!?」

　そして彼女は目を見開いた。ありえざるものを認めたからだ。

　それは巨大な獣であった。

　柱の如き脚で大地を踏みにじり、綱の如き尾が風切り音を唸らせる。

　背に生えた扇おうぎの如き板を動かし、壁の如き胴は分厚い皮で覆われている。

　槍の如き角が大木を薙なぎ払はらい、玉座の如き背は軽く五十フィート約十五メートルはあろう。

　蔦の如き首を巡らせて、その巨獣は鋭い牙きばの生え揃そろった顎を開いた。

「ＭＯＯＯＫＫＥＥＥＥＥＬＬＬ!!」

「なるほど」

　ビリビリと大気が震える中バルコニーから彼方の巨獣を睨み、ゴブリンスレイヤーは言った。

「あれが、ゾウか」

「違う！」

　妖精弓手は悲鳴のように怒鳴り返した。

　とはいえ彼女も、それを見たのは生まれて初めてであった。

　だがこの密林に棲まう森人ならば誰もがそれを知っていた。

「エメラ・ントゥカ水獣殺し、ムビエル・ムビエル・ムビエル板を背負う者、ングマ・モネネ蛇の大神！」

　すなわち──……。

「モケーレ・ムベンベ川を堰き止めるもの……!!」
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　ゴブリンスレイヤーらが欅けやきの中を駆け下りるのと、仲間が根から駆け上がるのはほぼ同時。

　森人エルフの城前で合流した一党パーティは、彼方かなたより響く樹木のなぎ倒される音に、思わず足を止めた。

「どうなっとるんだ!?」

「何とかという怪物の類たぐいが暴あばれている」

　喚わめき散らす鉱人道士ドワーフに説明にもならぬ説明を投げ、ゴブリンスレイヤーは首を巡らせた。

「二人はどうした」

「あ、はい。一度お部屋に戻って頂いて、そこで待っていてもらおうかと」

　応じたのは、ほのかにしっとりと髪と肌を湿らせた女神官である。

　沐浴もくよくの場から大慌てで来たのだろう。

　頰ほおは上気し、呼吸と動悸どうきを押さえるように胸元むなもとへ手をやっていた。

「あそこならたぶん、安全ですし」

「行き違ったか」

　──まあ良い。

　ゴブリンスレイヤーは即座にそう結論付ける。

　森人の城中ほど安全な場所はあるまい。絶対に安全な場所などないにしても。

　目に見えないのは難点だが、難点は山程ある。これ以上は気にするだけ無駄だ。


「ＭＢＥＥＥＥＥＥＥＮＥＥ！！！！」



　怪物のけたたましい雄叫おたけびは変わらず轟とどろくわりに、森人の気合が聞こえない。

　背に矢筒を負った森人の戦士──猟師──は枝葉を伝って跳んでいるにもかかわらず、だ。

「攻めあぐねているようですな」

　いっそ呑気のんきにも見える調子で、蜥蜴僧侶リザードマンが顎あごを撫なでつつ呟つぶやいた。

「森人は戦いくさの上手下手こそ聞きませぬが、さりとて経験なき者でもありますまいに」

　神代かみよの頃ころより戦の続くのがこの四方世界である。

　いくら森人が安寧あんねいと平安に満ちた円環を望むとしても、戦からは逃れられぬ。

　混沌こんとんの勢力を前にして弓を執ったことのない森人は、往々にして少ないものだ。

「あれは川を堰せき止めるものよ？　射殺しゃさつして川が氾濫はんらんなんて洒落しゃれにならないじゃない」

　答えは妖精弓手エルフが知っていた。

　彼女もまた矢を取って弓に緩ゆるく番つがえ身構えながらも、動きかねているらしかった。

　ひくり、ひくりと長耳が周囲の物音を聞き取って小刻みに揺れ動く。

「レルニアン・ヒュドラ……って只人ヒュームは言うのよね」

「……？」

　女神官がきょとりとした様子で首を傾かしげた。

「ヒュドラって、首が多いはずじゃ……もっと、こう、何本も」

「あれでまだ若いのよ」

　私が子供だった頃よりも前からいるのに。妖精弓手は険しい顔つきで呟いた。

「少なくとも、尊とうとい生き物であることには変わりないし。どっちにしろ無理だってば」

　そもそも勝てるかどうかもわからないし。妖精弓手の言葉に、女神官が深刻そうに頷うなずく。

「つまり、なんとかして動きを抑えて森へ返さないといけないわけですね」

　それは何ともまた困難で、過酷かこくであるように思えたが……。

　しかし彼女は、両手でぎゅっと錫杖しゃくじょうを握りしめ、決意を固めた表情で言った。

「がんばりましょう！」

　誰だれかが笑った。ふっと気の抜けたような、楽になった笑い声だった。

　蜥蜴僧侶が遠目に巨大な怪獣の姿を認めて、ことさら愉快そうに言った。

「恐るべき竜の末裔まつえいを喰くらう機会に恵まれるとは思わなんだ。善よき哉かな！」

「……食べないでよ」

　妖精弓手が半信半疑と言った様子で睨にらみつけると、蜥蜴僧侶は大おお真面目まじめな風に顎を開く。

「野伏殿、すぐに彼奴きゃつばらの首を駆け上って眼まなこに矢をば突き立てましょうぞ！」

「だから殺しちゃダメなんだってば！」

「足でも腱けんでも射抜いちまや良かろうじゃねえか」と鉱人道士。

「……生き物って矢傷じゃなくて、射られたって事実に驚いて死ぬ事があるのよね」

「あいつの心臓はノミよかデカかろうよ」

「だが」

　ゴブリンスレイヤーが、徐々に近づいてくる怪獣の方角を見据みすえ、低い声で言った。

「どちらにせよ駆け上って矢を撃つ必要はあるな」

　薙なぎ倒たおされた樹木の彼方から、ついにその異様が姿を現す。

　大木の如ごとき四足で地を踏みしめ、その巨大な尾と首とで樹々を薙ぎ倒す灰色の巨獣。

　竜ドラゴンに似て竜にあらず。蜥蜴に似て蜥蜴にあらず！

　虹とともに現れるとされる半神半獣を目まの当あたりにし、蜥蜴僧侶が感嘆したのも無理はない。

「おお、腕龍ブラキオンか雷竜ブロントスか、亜拉摩アラモもかくや……！」

　感極かんきわまり父祖たる恐るべき竜への祈りを呟くと、彼はけたたましい怪鳥音をあげる。

「よもやかような地で目にすること叶かなうとは思わなんだ……！」

「見ろ。あの背だ」とゴブリンスレイヤーが静かな声で視線を誘導する。

「む……！」と呻うめいたのは、はたして一党パーティのうちの誰であったろうか。

　モケーレ・ムベンベの背丈せたけ、なんとおよそ五十フィート約十五メートルはあろうか。

　その背にはヒレの如く板が連なり、巨獣が暴れる度たびにがちゃがちゃと音を立てて揺れる。

　しかしそれだけではない。

　背板の狭間はざまに、ゆらゆらと頼りなく揺れる黒い影があった。

　その壁は何かにしがみつき、懸命に両腕を振り回して何事かを喚いているらしかった。

「あれ……鞍くら？」

　妖精弓手が目を瞬またたかせ、ついでありえないものを見るように見開いた。

「──ゴブリンッ!?」

　その通りであった。

　モケーレ・ムベンベの背びれにしがみつき、汚らしい唾つばを飛ばして喚くゴブリン。

　妖精弓手には覚えがあった。

　かつての牧場で、そして昨日の川で、自分たちに襲いかかった醜悪な存在。

「小鬼の乗り手ゴブリンライダー……」

　信じられないものを今初めて見たと、女神官が声を震わせた。

　灰色はいいろ狼おおかみの類なら、まだわかる。馬やロバでも、驚きはしても怯おびえはすまい。

　だが、しかし、ああ。

「小鬼の……竜騎兵ドラグーン……でしょうか」

「手綱たづなを執っているようには見えん」

　ゴブリンスレイヤーは、ただ淡々と事実を述べるような調子であった。

　蜥蜴僧侶が「然しかり、然り」とその言葉に同意する。

「だが乗馬のできん奴やつとて、馬に拍車をかけるくらいはできる……というわけですな」

「どう見る？」

「乗り手はいささかも脅威ではありますまい。とはいえ……」

　顎に手をあて目をぐるりと回し、蜥蜴僧侶は思慮深くもモケーレ・ムベンベを観察する。

「将を射んとすならば馬。しからば、馬を射んとすならば将からが定石じょうせきかと」

「備えておくものだ」

　ゴブリンスレイヤーはちらりと頭上、客間としてあてがわれた部屋のバルコニーを見た。

「いずれにせよあのゴブリンは殺す。生かしておく理由がない」

「じゃ、私がやる！」

　と、真っ先に手を上げたのは妖精弓手だ。

　彼女は声の調子とは裏腹、鋭い目線でモケーレ・ムベンベ、その背に跨またがる小鬼を睨む。

「正直、ムカついてたのよね。ゴブリン。昨日もだし今日もだし、ここは私の家だもの！」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　頷いて、妖精弓手の肩を軽く叩たたいた。森人の長耳がひくりと揺れる。

「あの、何とかという奴はこちらで押さえる。手伝え」

「ほいきた」

「無論、無論」

　叩かれたまま硬直している妖精弓手を他所よそに、蜥蜴僧侶と鉱人道士はいつもの調子だ。

　事こういった場面でのゴブリンスレイヤーの判断……いや。

　彼が「何かやらかす」のは、これまで一年の付き合いでよく理解している面々である。

　この奇妙で偏屈、変わり者の冒険者が頭目を任されているのは、相応の理由があるのだ。

「あの、わたしは……」

「傷の手当の準備だ」

　おずおずと問いかけてくる女神官へも、ゴブリンスレイヤーの指示はよどみない。

「殺しては拙まずいというなら、怪我けがも拙かろう」

　それで方針は決まった。

　妖精弓手は弓を構えて奇襲の機会を窺うかがい、鉱人道士が触媒の詰まった鞄かばんへ手を入れる。

　蜥蜴僧侶が牙きばを摑つかみとって祈禱きとうに備え、女神官が錫杖に縋すがって地母神ちぼしんへと祈りを捧ささぐ。

　ゴブリンスレイヤーも己おのれが装備に手をかけんと──……。

「おい、お前たち、何をしている！」

　そこへ、鋭い声が矢のように飛び込んできた。

　屋外おくがいに出ていた女子供を避難させて回っていたのだろう。

　里を一回りしてきた輝ける兜かぶとの森人は、緊張と興奮とで汗を滲にじませていた。

「ああ、にい様。へーき、へーき」

　しかし妖精弓手は、緊張感なくにへらと笑って見せた。

「こういうの、私たち慣れてるもの」

「しかし……！」

「俺おれの」とゴブリンスレイヤーは遮さえぎって言った。「俺の仕事だ」

　低く付け加え、ゴブリンスレイヤーは剣を抜き、ぐるりと手首を回す。

　相手はゴブリンなのだ。

　ゴブリン。

　ならば答えは決まっている。

「ゴブリンを殺すのは、俺の仕事だ」
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　樹々が薙ぎ倒される。咆哮ほうこうが上がる。

　牙を振り回し、目につく者を鏖殺おうさつせんと進む獣は、背にしがみつく小鬼を気にも留めない。

　拍車をかけて狂乱させることが目的であるならば、小鬼は役目を果たしたことになる。

　しかし彼は未いまだこれが自分の乗騎と思っているのか、手綱を取って口汚く罵ののしっている。

　だが、いくらぎゃいぎゃいとゴブリンが喚いたところで、何がどうなるという事もない。

　モケーレ・ムベンベは、そのような存在ではないのだ。

「ＧＯＯ！　ＧＲＲＢ!!」

「ＭＢＥＥＥＥＭＭＭＢＥ!!」

　とはいえ、いずれにしてもその存在が森人の里にとって脅威である事に変わりはない。

　密林を抜けつつある巨獣は、着々と里までの距離を詰めてきている。

　──もしもあのまま里に乗り込んできたら！

　しかし樹々の上を駆けながら様子を窺う森人たちも、容易には手が出せない。

　せいぜい、土の、木の、それぞれの精霊に助力を請うて、進路上に防塁をこさえるばかり。

　それはモケーレ・ムベンベによって容易たやすく蹂躙じゅうりんされてしまうが、ないより遥はるかにマシだ。

　神なる獣へと弓引ける森人は、およそいない。

　いない、はずなのだが──……。

「よ、っと……！」

　ヒョウの如く俊敏な動きで駆ける奔放な妖精弓手は、その数少ない例外だ。

　彼女は枝上を駆け、蔦つたを伝い、宙を跳びながら、優美な動きで木芽鏃やじりの矢を射った。

　しかし矢はひゅんと風切って飛び、かつんとモケーレ・ムベンベの背板に当たって弾はじける。

「……む」

　思ったよりも相手の動きが素早い。

　先達の森人たちが不遜ふそんな若者へ批難の声をあげる中、妖精弓手は失敗失敗と懲こりていない。

　彼女はちろりと唇くちびるを舐なめると、地を蹴けり樹皮を蹴り瞬く間に速度をあげる。

　灰色の獣をいとも容易く追い抜いた妖精弓手は、一気に木を駆け上がり、樹皮の苔こけを摑む。

「ちょっと行儀は悪い、けど……っと！」

　彼女は片手片足で踏ん張って姿勢を保ちながら、残る手で弓を摑み、口に矢を咥くわえた。

　そのまま歯で食はむようにしてきりりと弦を引き絞り、放つ。

「ＧＯＯＲＢ!?」

　悲鳴があがった。

　木芽鏃の矢は擦り抜けるように背板の狭間を縫って、見事に小鬼騎兵の眼窩がんかを貫いていた。

　ゴブリンは右目の矢を摑みながら身悶みもだえし、巨獣の胴を転げ落ちた後に踏み潰つぶされる。

　モケーレ・ムベンベの踏みしめた足跡からは、原型を保った四肢だけが垣間見かいまみえた。

「そっち、行ったわよ！」

「うむ」

　うへえと顔をしかめながらの妖精弓手の叫びに、応じたのは蜥蜴僧侶だ。

　彼はしっかと両足で大地を踏みしめ、両腕を広げ、モケーレ・ムベンベの行く手を阻はばむ。

　密林の奥より興奮状態の巨獣が迫り来るというのに、鱗うろこ一枚、尾の一筋も動かさない。

「相手に取って不足なし。ここは一番、勝負といきまするか」

　蜥蜴人リザードマンの顎がにぃっと釣り上がり、獰猛どうもうな笑みが浮かぶ。

　勝てば誉ほまれ。よしんばここで負けて死んだとて、時は稼げよう。

　どう転んでも大事なし。ならば覚悟固めて進むのみ。

　同胞のために同じく恐るべき竜の末裔と対峙たいじするなど、これほど恵まれた蜥蜴人はいまい。

　善き哉！

　彼はすぅ、と肺腑はいふに湿った大気を吸い込みながら朗らかに死を思う。

　あまねく蜥蜴人がそうであるように、戦による死以上に尊いものはない。

　巡り廻まわる生命の螺旋らせんの只中ただなかで、竜の領域まで猛々たけだけしき魂となることこそが望みなのだから。

「イイイィイィイィィアアアアアァアアアアァアアァァッ!!」

　父祖の力を借りぬ、蜥蜴僧侶自身の《竜吼ドラゴンロアー》が息吹ブレスの如く迸ほとばしった。

　肺腑より吐はき出された熱風は、大気をビリビリと震わせながら世界へと広がっていく。

「ＭＯＯＯＯＯＢＭＭＢＥ!!」

　モケーレ・ムベンベが応ずるように雄叫びをあげた。

　巨獣は目前に立つ蜥蜴人へ挑みかかるように後足で地を踏みしめ、前足を振り被る。

　高位の生物である彼が、はたして蜥蜴僧侶の如きちっぽけなものに怯えたかはわからない。

　だがいずれにせよ、挑みかかる不遜な者への敵意を駆り立てることには成功していた。

　振り上げた前足を、さながら戦槌せんついの如く蜥蜴僧侶へ叩きつけんとし──……、

「《呑のめや歌えや酒の精スピリット。歌って踊って眠りこけ、酒呑む夢を見せとくれ》」

　ぐらりと大きく体勢を崩し、たたらを踏んだ。

　ずんという鈍い音と泥をはね散らかしながら踏みしめたのは、蜥蜴僧侶の遥か手前。

「おっと。ふむ。これはしたり」

「引き分け、引き分け。ってなとこで良かろうよ」

《酩酊ドランク》であった。

　いつの間にやら蜥蜴僧侶の傍かたわらにならんだ鉱人道士、酒さか瓶びんを片手に術を放ったのだ。

　たとえ森人の里、森人の領域といえど、酒の精は鉱人ドワーフに馴染なじみが深い。そして神とも。

「ＭＯＫＥＥＥＥＥＫＥＫＥＬＥ……」

　酒精をもろに浴びせられたモケーレ・ムベンベは、ぐらりとおぼつかない調子で首を振る。

「おうし、良いぞぉっ、かみきり丸！」

「良し」

　鉱人道士が声をあげ、後方──大樹の根本に控えていたゴブリンスレイヤーが動いた。

　彼は素早く雑囊ざつのうから卵のようなものを取り出すと、すかさずそれを投げ打ったのだ。


「ＭＯＬＬＬＬＫＥＥＥＥＥＬ！？！？！？」



　顔面に炸裂さくれつした激痛に、モケーレ・ムベンベが覚醒かくせいと共に絶叫をあげ身み悶もだえる。

　唐辛子だの蟲むしの粉末だのを混ぜ込んだ目潰めつぶしである。それを諸もろに喰らえば無理もない。

　視界を塞ふさがれ、意識は朦朧もうろうとし、訳もわからず暴れ回るモケーレ・ムベンベ。

　首を、角を、背板を、尾を振り回す様は、小型の暴風雨もさながらである。

　迂闊うかつに近づけば次の瞬間には跳ね飛ばされてしまうだろう。

「で、どうするんですか？」

　と、傍らに控えたままの女神官が、やや硬い表情と声とで問うた。

　緊張しているのだろう。上目遣うわめづかいな視線を、ゴブリンスレイヤーは気にした風もない。

「判断力は奪った」ゴブリンスレイヤーは、淡々と続けた。「ここから仕掛ける」

　そう言って、彼は頭上を振り仰あおいで片手を上げた。

「落とせ」

「えと、良いの？　大丈夫？」

　その先──大樹上のバルコニーでは、牛飼娘がおっかなびっくり顔を出している。

「構わん」

　わかった、と彼女は半信半疑ながらも頷いて、床にちらばかされたものへと手をかけた。

　随分とかさばるし、重たい。いくら農作業で鍛えていても、結構たいへんだ。

　二人いて良かった──と、彼女は目の前で手伝ってくれている、受付嬢へ目配せをする。

「じゃ、あたしこっち持つから……」

「私がこちら、ですね。じゃあ、せぇの、で行きましょう」

「ん。よし、せぇの……ッ!!」

　娘たちが二人がかりで持ち上げ、放り投げたのは、綱の塊とも言うべき代物であった。

　つい先刻までゴブリンスレイヤーが編んでいた、あの革綱の束たばだ。

　地面に落ちたそれは大きく波打って、まるで生き物か何かのようにうねった。

「ひゃっ」

　思わず女神官は飛とび退のいたが、構わずゴブリンスレイヤーは束の端を一摑みにする。

「お前はそこで控えていろ」

　大丈夫ー？　という上からの声に下がっていろと手を振り返し、彼は綱を肩に担かついだ。

　ずるりと垂れ下がった末端を、「ふうむ」と興味深い様子で蜥蜴僧侶が持ち上げる。

「して、これをば？」

「奴の」とゴブリンスレイヤーは言った。「足元に放り込む」

「放り込むだけで宜よろしいので？」

「ダメなら他の手を考える」

「道理、道理」

　二人の戦士はぴたりと距離を保ったまま俊敏に走りだした。

「うおっ」と鉱人道士が飛び退き、見下ろす妖精弓手が「へぇ」と感嘆の声を漏もらす。

　一歩、二歩、三歩。

　最後の距離を一息に詰めると、ゴブリンスレイヤーは無造作に綱を放り出した。

　無論、モケーレ・ムベンベはそれどころではない。

　半神の巨獣はその巨大な足でもって綱を踏みつける。その衝撃で綱束が踊る。

　踊った綱は足に絡からまる。絡まった綱から伸びた綱は樹々へとのたくり、また絡まる。

「ほう」

　その様を眺めた蜥蜴僧侶が、得心の言ったように顎を撫で、ぐるりと目を回した。

「良き手でありますな」

「まだわからん」

「しかし放って置いても、綱は絡まるものでありますからな」

　巨獣は閉ざされた視界、ぐらぐらと揺れ動く地面、竜の咆哮の中、懸命に足搔あがき続ける。

　しかしそうすればそうする度、跳ねまわる綱は樹々に、枝葉に、草に絡みつく。

　逃れようにも綱に結ばれた重石おもしがその動きを鈍重なものへと変え……。


「ＭＢＥＭＢＥＭＢＥＭＢＥ！？！？」



　やがて限界が訪れた。

　四肢を雁字がんじ搦がらめにされたモケーレ・ムベンベの巨体が、とうとうぐらりと傾かたむく。

　そうなれば、もはや踏みとどまることなどできない。

　傾いたら後は一直線。

　モケーレ・ムベンベは大地を揺るがせる轟音ごうおんと共に、横倒しに崩れ落ちた。

「……た、倒した……？」

「文字通りの意味でだがな」

　もうもうと土煙が立ち上り、巨獣の弱々しい鳴き声が響く。

　呆然ぼうぜんと立ち尽くす女神官へゴブリンスレイヤーが首を振ると、彼女は小さく頷いた。

　そして錫杖に縋りながら瞑目し、短く地母神の名を囁ささやき、祈る。死した小鬼のために。

「……良いか？」

「はい」こくりと、女神官は頷いた。「すぐに手当をしてきますね！」

「頼む」

「どら、わしがついてってやっかの」

　たぷんと酒瓶の中で酒精を波打たせながら、腹を叩いて鉱人道士が請け負った。

「暴れそうになったらまたぞろ《酩酊ドランク》で眠らせちゃるわい」

「すみません、お願いします！」

　ぱたぱたと駆けて行く女神官に、ドタドタと鉱人道士がついていく。

　不穏な気配を漂わせて喉のどを唸うならせるモケーレ・ムベンベであったが、

「《いと慈悲深き地母神よ、どうかこの者の傷に、御手をお触れください》……」

　と、女神官が地母神へ癒いやしを願えば、その身に負った傷が癒やされていく。

　神意はここに有り。獣というよりも神に近ちかしい存在であれば、それも理解できるのだろう。

　次第におとなしくなりつつある巨獣を横目に、ゴブリンスレイヤーはずかずかと歩を進める。

　その巨獣に踏み潰された、とても哀れと呼ぶ気になれないゴブリンの死骸しがいへ。

「……ふむ」

　血肉と臓物と骨とがぐしゃぐしゃになった骸むくろに、革鎧かわよろいの残骸ざんがいが混ざっていた。

　折れ砕けてはいるが、武器として携帯していたのは短剣の類だろうか。

　少なくとも石器ではない。鉄器……鉄の刃。調達先があると見て間違いない。

「……今の罠わな、どこで習った？」

　不意にゴブリンスレイヤーへと声が投げかけられる。

「あれは大型の獣を捕らえるのに使う古い手だ」

　ひょうと吹いた風に乗ってきたかのように、いつの間にか輝ける兜の森人の姿があった。

　森人の大弓を肩に下げ、小脇こわきには蔦を編み込んで作った縄の束を抱え込んでいる。

「足元に綱を放り込めば、自おのずから絡まって倒れる。よもや事前に準備していたとはな」

「象とやらの話は聞いていたからな」

「……何？」

　屈かがみこんだ自分の真横に立った彼へ、ゴブリンスレイヤーは目もくれずに言った。

「この奥に、他の里はあるか。森人以外の種族でも構わん」

「いや、他の里はない。街からきた薬師の類も、森の外辺で留まる。最近は少ないが……」

　輝ける兜の森人は、顎に手を当てて思案げに答えた。

「あと、たまに冒険者が秘薬の材料だ獣皮だを求めて奥へ潜るが……まあ、まず戻らん」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは頷き、手にした鉄の刃を腰帯に挟んだ。「……そうか」

「それで答えを聞いていないが」

「父が、村の猟師だった」

　ゴブリンスレイヤーは彼の方を見もせずに、首を横へ振った。

「それだけだ」

　ほどなく、沈む太陽の最後の光が地平の彼方より姿を消した。

　双ふたつの月が、薄ぼんやりとした光を密林へと投げかけつつある。
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　会議は踊った。

　元より悠久の寿命を持つ森人の会議である。長引かぬ道理のあるものか。

　年長の者を集め、車座になり、夜光虫の灯りの下で里の行末ゆくすえについて語り合う。

　神獣モケーレ・ムベンベの暴走スタンピード。それを捕らえるという不遜な行い。

　近隣に現れるゴブリンどもの群れ。ゴブリンが多くいるのは世の常ではないか。

　彼らが船を、冒険者を襲っていた事実。そもそも只人に森を荒らさせるのが良くない。

　ではゴブリンが神獣に跨っていたのはどうか。小鬼にそれほどの勇気があるだろうか。

　議題に対して反対意見がぶつけられ、こうしてはどうか、ああしてはどうかと積み上がる。

　誤解なきよう述べておく。

　森人が愚かというわけではない。

　森人は極きわめて聡明な種族であり、およそ四方世界でもその知惠は類を見ない。

　故ゆえにこそ、彼らはまず先にあらゆる可能性、意見を述べることを好むのだ。

　全員が全員、ひたすらに同じ方向へ突き進むことの愚を彼らは知っている。

　小鬼による何らかの策謀を警戒する一方、それが取るに足らぬ杞憂きゆうであったとしたら。

　ゴブリンどもにリソースを割いた分の、何らかの不都合が起こることは明白である。

　それは他の祈らぬ者ＮＰＣらによる襲撃か、はたまた只人らとの揉もめ事ごとか。

　時としてその答えは、未曾有みぞうの脅威へと辿り着くことも多い。

　只人は水面に小石を投げた波紋しか見えないが、森人はその遥か彼方を見通せる。

　十年後のことすら考えられぬ只人に対し、森人は百年、千年先へ思いを馳はせる。

　これをして森人の腰が重い、臆病おくびょうだ、愚かだと嘲あざけるのは、それこそ只人の傲慢ごうまんであろう。

　かくて頭脳を撹拌するブレインストーミング会議は続く。

　妖精弓手はそんなのごめんであったから、早々に抜け出していた。

　夜風を浴びて、くあ、と欠伸あくびをひとつ。

　大樹の枝の一つ。客間のバルコニーから飛び移り、駆けたその先。

　そよぐ葉の音を耳で楽しみ、流れる雲の先を思い、双月と星の輝きを眺める。

　仰向あおむけに寝転がって世界を楽しむ、最良の場所の一つだろう。

　──どうせあいつの結論は決まっているのだから、話し合うだけ無駄でしょ。

　森人の会議がどうであれ、だ。

　ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン。オルクボルグの行き先はわかりきっている。

　元より自分は森を飛び出した跳ねっ返りで、神獣に矢を向けた不届きな若者である。

　年寄りの会議に従わねばならない義理はない──だろう、恐らくは。たぶん。

　夜だというのにどこからか飛んできた鳥を構いながら、妖精弓手はそう考えて笑う。

　と──……。

「……あなたアタナ」

　枝ひとつ、葉の一枚さえも揺らさずに、楽器の音色ねいろにも似た声が響いた。

　特に咎とがめられたわけでもないのに、妖精弓手は慌てて、足に管をつけた鳥を放してやる。

　ぱたぱたと羽ばたいたそれは、やがてするりと会議の場である大広間の窓へと潜り込んだ。

「またこんな所に登ってエットボニノロコタンノカタム。はしたないイアナチサフ」

「あらアラ、ねえ様だって登ってるじゃないイアナユジュレットボネッタダセエン」

　ひょいっと顔をあげるように頭を後ろへ倒し、妖精弓手は猫のように目を細める。

　逆しまになった視界に映るのは、豊かな肢体を包む銀糸のドレス。

　しずしずと音もなく枝を伝い歩く姉の姿を認め、妖精弓手は身軽な動きで身体を起こした。

「良いのオニイ、会議出なくてエツカネディギアク？」

「お爺様がたにアワチセサカモ、お任せしたわイナタガマシイジョ」

　物憂げな表情をした花冠の森姫は、ゆるやかに首を横に振った。

　彼女もまた会議を抜け出してきたのは明らかである。

　長の娘、いわば森人の姫であるからとはいえ、会議で発言をするには未だ齢よわいが足りぬ。

　森人にとって年功序列は揺らがぬ真理だ。

　故にこそ、定命モータルの者を判断するのに当たって、その行動を見るのだが。

「……行くつもりイロムツキ？」

「放っておけないでしょオィセディアネコエッツオ？」

　それがはたしてゴブリンに対してか、ゴブリンスレイヤーに対してなのかはわからない。

　仮に姉が聞いたところで、彼女は曖昧あいまいに笑って答えようとはしないだろう。

　もしかすると、妖精弓手自身にも本当の所はわかっていないのかもしれない。


「…………わかっているのオヌリエッタカウ？」



　だからこそ、花冠の森姫は問うのだ。

　妹が何を思い、どうして冒険者になったのかはわからない。

　たとえ上の森人ハイエルフといえど、他人の心の中までを見通すわけにはいかないのだ。

「只人の命はヒトニオヌムーウヤ、短いのよオヨニアキジム」

　彼女自身がまるで大樹の一部であるかのように、枝上を進む歩みは揺らがない。

　さながら彼女自身が、この樹に咲いた花であるかのようにも思えてくる。

「星が瞬くようにウアミセテイク、消えてしまうイヌオユカタタマギソフ」

　そう言って花冠の森姫は、夜天に輝く星々へと手を伸ばした。

　ちかり、ちかりという煌きらめきは遠く、届かない。雨粒の落ち口。燃える風フロギストン。

　届かぬものを握らんとするような姉の仕草に、妹はくつりと笑い、自身の手も天へ伸ばす。

「わかっているのよオヨヌリエッタカウ、ねえ様アマセエン」

　妖精弓手は、くるりと白い指で宙に円を描いて見せた。

「だからね、こう思うの」

　それは歌うような共用語コモンであった。

　森人というのはどうしてこうも典雅なのであろうか。優美なのであろうか。

　いや、あるいは一族の枠に収まらず森を飛び出したこの娘だからこそなのか。

「あいつの命が、あと五十年、六十年、七十年かわからない。明日で終わるとしても」

　月下、妖精弓手はあどけなささえ垣間見えるほど幼い微笑を浮かべてみせた。

「そのぐらいだったら、付き合ってあげても良いかなって」

　それは例えるなら、一杯の酒に酔うように。

　泡沫うたかたの夢に微睡まどろむように。

　不死イモータルなる上かみの森人エルフなればこそ。

　定命モータルの人生は、眩まばゆく綺羅きら星ぼしの如き宝物に他ならない。

　手を伸ばしたとて摑めるものではない。摑んだとして、その熱さに焼かれるだろう。

「友達って、そういうものでしょ？」

「……別れは、辛つらいわよ」

　微笑ほほえむ妹へ、花冠の森姫は摑んだ星を振り払うように手を振った。

「別に」

　妖精弓手は、僅かに目線を逸そらした。

「そんな大したことじゃないわよ」

　素っ気なくそう言った彼女は、次の瞬間、危なげなく足を宙へ繰り出した。

　あっと思う暇もなくその身が空に浮く──、

「鉱人が言ってたわ」

　かとおもいきや、巧みな手つきで彼女は枝を摑みとり、大きく反動をつけて弧を描く。

　くるりと蜻蛉とんぼを切って舞い戻るのは、大好きな姉のすぐ間近。

「二日酔いの辛さも含めて酒の楽しみだ、って」

「……何を言っても、無駄なのね」

　ほぅ、と。花冠の森姫の唇から、淡い吐息が漏れた。

　彼女は月を見る夜啼鳥よなきどりのように、自分の大切な妹へと目を細める。

「あなたは昔から、そう。私がどんなに言っても、絶対に聞かない」

「あら、それはねえ様もそうでしょ？　勝手に会議を抜け出したりして」

　くすり。妖精弓手は小鳥のさえずるように、僅わずかな笑い声を漏らした。

　彼女は猫のように目を細め、にやにやと笑って上目遣いに姉を見やる。

「あんなカチカチで頑固で真面目な森人のどこが良いのか、私さっぱりだもん」

「……あなたがそれを言いますか」

　花冠の森姫はたしなめるように唇を尖とがらせ、軽く力を入れて妹の額ひたいを突いた。

　小さい頃──千年以上も昔、こうしてじゃれあい、戯たわむれたように。

　妖精弓手は「あいたっ」と大げさに痛がって見せながら、ふと思う。

　いつからだろう。姉と自分と、そう背丈が変わらなくなったのは。

　いつからだろう。姉と従兄いとこの間に、そういう想おもいがあると気づいたのは。

　いつからだろう。姉と妹ではなくて、一人の森人になりたいと思ったのは。

　そして姉は結婚する。もはや自分の姉ではなくて、妻となり、后きさきとなるのだ、この人は。

　川を流れる葉の行方ゆくえを追って旅立って、まだ何年も経たっていないはずなのに。

　千年前の思い出よりも尚なお、長い月日を離れて過ごしていたようにさえ思えてくる。

「ちゃんと無事に戻って来なさい。……待っていますから」

「……うん」

　妖精弓手は、そっと頷いた。
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「……で、これはどういう趣向だ」

　不機嫌そのものといった様子の輝ける兜の森人は、優雅な動きでどっかと腰を下ろした。

　神話の彫像の如き美貌びぼうは引きつり、夜風になびく髪を心底鬱陶うっとうしそうに払いのける。

　その動きでさえも雅みやびなのは、森人という種族生来のものなのだろう。

　彼の目前──月下のバルコニーには、酒瓶がいくつかと、揚げた芋が皿に盛られていた。

「どうって」

　そして車座になった幾名かのうち、鉱人道士が髭ひげをしごいてさも当然のように言った。

「独身最後の夜は男衆集まって酒盛りっつーのが定番じゃろが」

「婚礼の儀はまだ幾日も先だし、会議の最中なのだがな」

「森人の幾日なんざ誤差も良いとこで、お前さんがいようがいまいが会議は纏まとまらねえよ」

「まったく、鉱人というのは大雑把おおざっぱでいかん」

「これだから森人ってなぁ、こまけえ事を気にしよる」

　寿命が縮むぞ。鉱人道士の軽口に、輝ける兜の森人は鼻白んだらしかった。

　不愉快だと言わんばかりのひそめ面づらを、とりなすように蜥蜴僧侶がぐるりと目を回す。

「ま、戦の前には酒を飲むものでありましょうや。我らの壮行会と思うて頂いても宜しい」

　それとも森人にそのような風習はなかろうか。問われた輝ける兜の森人は「ある」と応じる。

「だから否いなやはない、が……行くつもりなのか？」

「無論だ」

　迷わず答えたのは、それこそ無論、ゴブリンスレイヤーであった。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、片時と武具を手放そうとしない冒険者は、しっかりと頷く。

「ゴブリンだ。皆殺しにせん道理がない」

「なら、どう攻めるつもりだ」

　輝ける兜の森人は興味深げに問いつつ、口元を湿らせるように舌で舐めた。

「ゴブリンの巣が密林にあるとして……」

「ふむ。陸路か水路だろうが」

　ゴブリンスレイヤーは腕を組んで唸った。

「どう見る」

「水路しかありますまい。野伏殿はともかく、神官殿にこの密林の暑気は堪こたえましょう」

　蜥蜴僧侶はゴブリンスレイヤーの問いに、一瞬の躊躇ちゅうちょもなく答えた。

「地の利は敵にある。下手に密林踏破よりは、川を行く方が目もありましょうや」

「問題は筏いかだだ」

　ゴブリンスレイヤーは往路を思い返して言った。

「矢盾もない。沈めてくれと言うようなものだな」

「加工するには時が足りませぬか」

「ゴブリンどもはこちらの存在を摑んでいる。奴らとて、策を練らせれば面倒な事はわかろう」

「速攻は遅策に勝る。然り、然り」

　ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶は、素早く膝ひざを交えて戦略を詰めていく。

　ふうむと唸った蜥蜴僧侶が、その長首をめぐらせて鉱人道士に向けるのもいつものこと。

「術師殿はなんぞ手管がありますかな」

「そうさのう」

　指を舐め舐め、つまみの芋を食らっていた鉱人道士が、触媒の詰まった鞄に手をやる。

　一見してガラクタのような物品の数々が呪具じゅぐであるとは、知らねば思いもよらぬだろう。

　自分の手札を確かめるように彼は鞄を引ひっ搔かき回し、ややあって深く頷いた。

「風の精に矢避やよけの守りでもしてもらうんが手一杯かの。生憎あいにく、わしゃ相性あいしょうが悪いが」

　鉄を鍛えるには地水火風の四大を使うのが当然だが、だからとて風だけとなると話は別だ。

「それぐらいだったら、私が風精シルフに頼んでみよう」

　輝ける兜の森人が請け負い、鉱人道士は「そらありがたい」と腹を叩く。

　しかし上機嫌の鉱人に対して森人は「解せん」と呟いて、ゴブリンスレイヤーを見やった。

「……正直に言うと、どうにも俺は信じられないのだ」

「何がだ」

　もはや酒盛りと腹を決めたか、新郎となる森人は酒瓶から手酌で角杯に波なみと注そそぐ。

「ここは森人の里だぞ？　その間近、この密林の中に小鬼どもが巣を作るのか？」

　実際に小鬼の乗り手を追討ついとうし、神獣モケーレ・ムベンベを暴走させられて尚。

「到底そんな無謀な事をするとは思えない」と、森人はそう呻く。

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「俺もそう思っていた」

「む……」

「ゴブリンというのは、愚かだが、間抜けではない。奴らは抜け目がない。だが……」

　ほれ、と。鉱人道士が杯に酒を注いで回してきた。

　ゴブリンスレイヤーは受け取り、がぶりと呷あおる。

「ゴブリンが森人を脅威と考えるほど、賢明だと思うか？」

　結局は、そこに尽きるのだ。

　後先を考えない──今目前にあるものをしゃぶり尽くすのみ、なのだ。

　森人に襲われれば、冒険者に襲われれば、抗あらがいもするし、逃げもしよう。

　そうでないなら連中にとっての真実はただ一つ。

『間抜けな森人どもが呑気に暮らしているから襲って奪い犯し殺そう』

　それだけだ。

　何故なら自分たちは普段から森人どもに嫌な目に合わされているのだから。

　殺して当然。

　犯して当然。

　自分たちを弱者に据え置いて、良い目を見るために全力を費ついやす事だろう。

「気づけば里の近くに巣ができる。家畜や作物、道具が盗まれる。次は人。最後は村だ」

「小鬼ばらを褒ほめる心算はまるでないにしても」

　蜥蜴僧侶が自身の荷物から、持ち込んできたチーズを旨うまそうに齧かじった。

　大顎を動かして咀嚼そしゃくし、喉を鳴らして飲み込み、葡萄ぶどう酒しゅを一息に飲み干す。

「彼奴らの行動力と欲望それ自体は目を見張るものがありますな」

「欲望を褒めるのか？」

　輝ける兜の森人が問うと「無論、無論」と蜥蜴僧侶は大きく頷いた。

　どれ、と尻尾しっぽをもたげて趺坐ふざした彼は、説法でもするように大きく両手を広げる。

「そも、欲とはなんぞや」

「鱗の、そらあれよ、旨いもん喰いたいとか、女を抱きたいとか、金が欲しいとかじゃろ」

「うむ。食も欲、友も欲、愛も欲、夢も欲。ことの善し悪しはその二の次、三の次」

　弱肉強食、盛者必衰、適者生存是非もなし。蜥蜴僧侶は、にぃと大顎を吊つり上げて笑った。

「生きるとは即すなわち欲し望むことなればこそ、生命は草葉に虫とても猛々しく生きねばな」

「……」

　輝ける兜の森人は、「ふぅむ」と感心したように吐息を漏らした。

「森人という種に欠けている事だな、それは」

「んだの。お前さんらは、腰が重うて敵かなわん。なんだ、太っとるんか。鉱人なんか？　ん？」

「定命モータルが忙せわしなさすぎるだけだ」

「そんなんだから、嫁さん娶めとるにウン百年もかかるわけだの」

「む……それを言うな」

　苦々しげに言う森人へ、蜥蜴僧侶が愉快げに舌を出して酒を注ぐ。

「さあさ、一献いっこん」

「……頂こう」

　ぐいと角杯を呷ると、森人の頰には既に朱が差している。

「そうは言うがな、お前らとて義妹の事は知っているだろう」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「一年……一年半の付き合いになる」

「その姉だぞ？」

　輝ける兜の森人は苛立いらだたしげに皿へ手を伸ばし、芋を一つ摘つまんで頰張ほおばり、顔をしかめた。

「……塩っ辛いな、これは」

「拙僧はこの塩梅あんばいが好みですがなぁ」

　気にした風もなく蜥蜴僧侶はガツガツと一摑みに芋を顎へ放り込む。

　輝ける兜の森人は先に抱いた尊敬をどう扱うか図りかねた様子で、膝に頰杖ほおづえをついた。

「妹が妹ならば姉も姉だ。俺は気苦労が絶えなかったし、どうも好かれている気もせん」

「ふ、ふふ」と蜥蜴僧侶は笑いを顎に含んだ。

「弟君であらせられる小鬼殺し殿として、何か思うところはありますかな？」

「ほう」輝ける兜の森人の顔に湧わいた親しみに笑みが浮かぶ。「姉君がおられたか」

「と、以前に聞いた覚えがありましたがな」

「……どうだろうな」

　ゴブリンスレイヤーは低く呟いて、酒をがぶりと呷った。

「俺は、姉には迷惑ばかりかけていた」

「ガキは年上に面倒迷惑かけてなんぼのもんよ」

　空からになった杯へ鉱人道士が葡萄酒をたっぷりと注いでやる。髭面ひげづらには柔らかな笑み。

「気にするこたぁない」

「そうもいかん」

　ゴブリンスレイヤーは、また一杯酒を呷り、緩く首を横に振った。

「姉はたぶん、俺がいなければ街に出ていたろう」

　その方が良かったに違いない。彼は呻いた。そしてまた杯を干した。

　鉱人道士が葡萄酒を注いでやると、ゴブリンスレイヤーはそれをがぶりと呷る。

「姉を村に閉じ込めたのは、俺だ」

「なにを馬鹿ばかなことを」

　輝ける兜の森人は、呆あきれたように鼻を鳴らした。

「一年で枯れる花の価値を問うか？　砂漠に落ちた種の意味は？　竜と鼠の命を量はかるのか？」

「なんじゃいな、それは」

「森人の格言だ」

　酒を旨そうに喰らいながらの鉱人道士に、輝ける兜の森人は神秘を教えるように言った。

「どこでどう在れどう生きどう死のうと、等しく同じだ。尊いものだ」

　ぴんと立てた人差し指で、くるりと宙空に円を描いてみせる。典雅で、優美な動きだ。

「遍あまねく総すべて、一生は一つ。たかだか場所程度で、幸せの何が変わるものか」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「……そうか」

「そうとも」

　輝ける兜の森人は、そう言って深く息を吸い込んだ。

　森に満ちた夜の気配を余すことなく胸のうちに収める。




　愛はさだめ　さだめは死

　乙女おとめを侍はべる騎士とても　いずれは死の淵ふち落ちるもの

　空竜くうりゅうを友とす王子さえ　想う娘を遺のこして果つるもの

　聖女を愛した傭兵ようへいすら　野望を夢見て討死うちじぬるなら

　巫女みこを愛する国王にも　離別の時だけは変えられぬ

　英雄譚えいゆうたんの幕引きは　人生の終わりではない故に

　生きるという冒険は　その終わりまで続くのだ

　恋も愛も　生も死も

　逃れることなど　できようものか

　されば何を恐れる　ことがあろう

　愛はさだめ　さだめは死




　おお、と鉱人道士が手を打った。蜥蜴僧侶が興味深げに目を回す。

　朗々と歌を吟ぎんじた輝ける兜の森人は、照れくさいのか、角杯の中身を呷る。

「だから俺は結婚するのだ」

「……だが、俺は姉に迷惑をかけたからな」

　ゴブリンスレイヤーは、淡々とそう言った。

「結婚もさせてやれなかった」

「なら、せめて御恩返しをせねばなりますまいなぁ」

「ああ」

　蜥蜴僧侶が肩を叩き、ゴブリンスレイヤーは頷く。

　考えるべき事は多く、そしてやるべき事はあまりにも多かった。

「そのつもりだ」
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　──まったく、こういうのは知識神の神官が向いているのですけれど。

　法の神殿、その片隅に存在する書庫で、妙齢の侍祭アコライトは憂うれい顔で息を吐はいた。

　なにせここの蔵書は一般に──それでも高級だが──出回っている書物とは訳が違う。

　過去の判例の類たぐいは可愛かわいいもので、押収して封印した禁書、魔導書、外法げほうの書がずらり。

　書架は鎖で封じられている区画も多いが、そもそも書名を見ても文字が読めないものも多い。

　だがわけても侍祭が憂鬱ゆううつ顔がおになるのは、その装丁が原因だった。

　端的に言って、重いのだ。

　革表紙の豪勢なものもあれば、重厚な鉄表紙のものもあり、装飾が施ほどこされていたり……。

　そんな重たい本を書棚から持ち出し、見台へ運び、読み終えたものを戻さねばならない。

　これはなかなかに大変な労働で、手慣れた知識神の神官に任せるべきだと切に思う。

　──……もっとも、此度こたびは仕方ありませんが。

　とはいえ、今回はその知識神の文庫ふみくらが襲われたのだ。

　心身共に打ちのめされた彼女らに、これ以上の責務を負わせるわけにはいかない。

　それに何より──……。

「申し訳ありません。お手数ばかり、おかけしてしまって……」

「いいえ、ちぃとも！　私でよろしければ、いくらでもお手伝い致しますよ」

　ちょこんと椅子いすに座っている上司へ、見えないとわかっていても侍祭は笑みを浮かべる。

　──この御方が張り切っておいでなのですから、これぐらい何ですか！

　剣つるぎの乙女おとめ、この法の神殿を担になう彼女は、この一年ほどで大きく変わられた。

　無論、良い方へだ。

　今までの彼女は超然としすぎていた。自分を人とも思っていないような節があった。

　にもかかわらず時折、まるで置いて行かれた迷子のような顔をする事を侍祭は知っていた。

　それは例えば、静かな夜に。

　傍そば役を務める侍祭は、剣の乙女が寝所を抜け出し、縋すがるように礼拝所で祈る姿を知っている。

　だが──どうしたことだろうか。

「それで、いかがでしょう？　何かわかりましたか？」

「貴女の言葉を借りるなら……」ふふ、と剣の乙女は声を漏もらした。「まだ、ちぃとも」

　今や彼女の表情は和やわらぎ、こうして楽しげに振る舞う事が増えた。

　ここ一年の間、夜に祈る姿を見かけることもなくなった。

　それがあの奇妙な冒険者のおかげだとすれば、侍祭としても彼には感謝せざるを得ない。

　──もっとも、子供のように拗すねられるのだけはどうかと思うのですけれど……。

「ん……」

　などと侍祭が苦笑している間にも、剣の乙女は判読の作業を押し進めていた。

　右手で粘土板の上を撫なで、左手が見台に置かれた書物の上をなぞっていく。

　紙とインクの質感の違いから、触れば文字は読めるのだと彼女は言う。

　それ自体も驚くべきではあったが、侍祭が感心するのは、彼女が文字を理解できることだ。

　よく「おぞましい知識を識しりたくないから」と古代の文字を学びたがらない者がいる。

　文章自体に込められた呪詛じゅそや、想像を絶する真実に触れて精神の均衡が崩れるのを厭いとうのだ。

　だがそもそも読み書き自体が貴重な技能とはいえ、仮にも探索者たるもの、それでいいのか。

　戦いを挑むのであれば、相手が何かを理解しなければならない。

　ゴブリンならまだしも、おぞましき魔術師や邪神を相手取るとなればこそ──……。

「……ああ、これは……覚えがありますわ」

　ふと剣の乙女が漏らした声に、侍祭ははっと我に返って顔をあげた。

「わかりましたか」

「ええ。ふふ、あの御方は……どうかしら。知れば役立てそうではありますけれど」

　けれども、きっとご興味はお持ちにならないでしょうね。

　そう残念そうに呟つぶやいた剣の乙女は、重たい鉄表紙を閉じると、小さく息を吐いた。

「申し訳ありませんが、紙と筆、それと鳩を用意してくださる？」

「また恋文ではないでしょうね？」

　侍祭が苦笑しながらも釘くぎを刺すと、「もう」と剣の乙女は頰ほおを膨ふくらませる。

「陛下と森人エルフの長に宛あてる手紙ですわよ。わたくしとて、公私の区別はつきます！」

　はいはいと侍祭は頷うなずきながらも抽斗ひきだしを開けて、羊皮紙ようひしとペン、それから蠟ろうと印を用意する。

　鳩は書き上げた後に連れてくるとしよう。神々よりの加護を願って。

　剣の乙女がこう言うのであれば、それは間違いなく、世界の存亡に関かかわることなのだろう。

「やはり世界の危機は未いまだ去らず、世に冒険の種は尽きまじ……という事でしょうか」

「そうですわね。手強てごわい相手。恐るべき相手。きっと世界は滅んでしまうかも」

　でも。剣の乙女はそう囁ささやいて、頰に指をあて、花がほころぶように唇くちびるを緩ゆるめた。

「あの御方が人をお救いになられるのなら、わたくしどもは世界を救いませんと」
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　ちちち、という鳥の囀さえずり。窓から差す木漏こもれ日び。深い森特有の緑の香気。

　牛飼娘の意識を眠りから覚醒かくせいさせるにはどれも十分だが、それは直接のものではない。

「ん、く、ふ、ぁあぁあ……」

　毛皮の掛布を剝はがしながら、大きく伸びをする。早朝の冷気が一糸纏まとわぬ素肌に心地よい。

　とはいえそれを堪能している暇はなさそうだ。

　彼女の目覚めを促したのは、他ほかでもない。

　がちゃり、がちゃり。あてがわれた客間の外から聞こえる、金擦かなずれの音。

「……よっし！」

　牛飼娘はぴしゃりと自分の両りょう頰ほおを叩たたいて気合を入れ、豊満な肢体を衣服へ突っ込んでいく。

　大慌てで下着をつけて、シャツのボタンを留めて、それから……。

　──ズボン、ズボンは……！

　そう太ったわけでもないのに、どうにも上手うまく入らない。慌てているせいか指がもつれる。


「ああん、もう……っ！」



　どうせ普段だってそう気にしてないのだから良いじゃないかと舌打ちをひとつ。

　牛飼娘は下着の上からシャツだけを着込んだ格好で、居間へ続く仕切り布を一気に開けた。

「──お、おはようっ！」

「む……」

　そこに、予想通り彼がいた。

　いつもと同じ安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた革鎧かわよろい、腰に中途半端ちゅうとはんぱな長剣、左腕には小振りな円盾。

　雑多な装備の詰まった雑囊ざつのうも下げて、いつでも出立できるその姿。

　彼女は「えっと」と何かを誤魔化ごまかすように呟つぶやいて、ぎゅっと自分の腕を自分で抱いた。

「……もう、行くんだ？」

「ゴブリンのねぐらは、十中八九川上だからな」

　彼はこっくりと頷うなずいた。

「毒でも流されたら敵かなわん」

「それは、やだねえ」

　そう言って、牛飼娘は曖昧あいまいに笑った。

　頭の中で天気のこととか、お日様のこととか、伯父おじのこととかがぐるぐると回る。

　回る、回るが──……。

「え、っと……。気をつけてね？」

　結局、喉のどから出てきたのは、そんな当たり障りのない言葉だった。

　彼は頷いて言った。

「ああ」

　そしてずかずかと無造作な足取りで戸口へと向かって歩き出す。

　牛飼娘はその背中に向けて幾度か口を開き、結局何も言えないまま閉ざした。

「お前も……」

　ドアに手をかけて何かを言いかけた彼は、僅わずかに首を横に振った。

「お前たちもな」

　そして音を立てて扉が開き、また音を立てて閉まった。

　牛飼娘は息を吐はいた。

　顔に手のひらを押し付けて、そのまま自分の髪を搔かき回まわす。

　ああ、もう。そんなか細い呻うめき声が口から漏もれた。

「……行っちゃいましたか」

　不意に、背後から微かすかな衣擦きぬずれと共に声がかけられた。

「……うん」

　牛飼娘は小さく頷き、ごしごしと顔を擦こすった。そしてゆっくりと振り返る。

「良かったの、挨拶あいさつしないで？」

　寝巻き姿の受付嬢は「いやあ」と困ったように頰を搔き、ふにゃりと力ない笑顔を浮かべた。

「お化粧してない顔……見せたくないんですよ」

「気持ちは、わからなくもないけど」

　化粧もせず髪も整ととのえていない。けれど受付嬢は見る限り、平素の美貌びぼうを保っている。

　だけど、牛飼娘とて年頃としごろの娘だ。

　気持ちはわかる。痛いほどに、わかる。だが、それでも。

「あたしはやっぱり、いつも通りの顔を見ておいてもらいたいな」


「…………その勇気が羨うらやましいですね」



　受付嬢が、どこか寂さびしげな様子で息を漏らした。

　牛飼娘は、誤魔化すように手をひらりと振る。

「考えないように、してるだけだよ」

　これが最後かもしれないから──とは。

　二人とも言えなかったが。
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　森人エルフの港──河中にまで桟橋の如ごとく枝の張り出した箇所に、既に冒険者は集つどっていた。


「ふ、みゅぅ……」



　くぁ、と猫の如く目を細めて大おお欠伸あくびをする妖精弓手エルフはまだ夢うつつ。

　しかし他の冒険者らはといえば、既に忙しなく船に荷を運び出立の準備を整えている。

　森人の船は、銀色の幹みきを持つ白樺しらかばの樹が優美な涙滴型るいてきがたに姿を変えたものだが、

「えっさ、ほいさと、こらしょと、よいせっとこいしょ」

　船べりへ鉱人道士ドワーフが木板を用いて拵こしらえた垣盾かいだてを並べ、無骨な戦船いくさぶねへと作り変えられていた。

「……もう少し優美にはできんのか？」

「こればっかりはしゃーないわな。突貫即席で数も足りんし、見てくれにゃ拘こだわれんよ」

　渋い顔をする輝ける兜の森人へ、鉱人道士は不満気に鼻を鳴らして白髭しろひげをしごいた。

「認めるのは癪しゃくだけんど、わしだとて好き好んで余計なつけたりをしたいわけじゃねえもの」

　時間があればともかくも、急場しのぎではこれが精一杯ということか。

　その点は森人も認めるところなのか、彼はそれ以上苦言を呈する事なく、風に手を伸ばす。

「《風の乙女シルフや乙女、接吻おくれ。彼らの船に幸ある為ために》」

　ひゅるり、ひゅるりと森人の歌にあわせて旋風せんぷうが踊り、船を囲んで巡り始める。

「私も森人故ゆえに精霊には近ちかしいが、本分は野伏レンジャー、狩人かりうどでな。過度な期待はしないでくれ」

「わぁっとる、わぁっとる」

　鉱人道士がにんまりと意地悪く笑って、横目でちらりと妖精弓手の方を見た。

「人にはできることとできんことがあるわいな」


「……ぅゅ……」



　くしくしと目尻めじりをこすって情けなく長耳を垂らす妖精弓手は、しばらく起きる気配がない。

「で、あれの姉は？」

「……昨夜は遅くまで姉妹しまいで話していたようでな」

「まだ夢の精ザントマンにとっ捕まったまんまかい」

　輝ける兜の森人は、深々と息を吐き、頭痛をこらえるように眉間みけんを押さえ、呻いた。

「只人ヒュームは勤勉だ。……うちの義妹にも見習って欲しいものだよ」

　彼の視線の先では、既に船へ乗り込んだ聖職者二名が各々おのおのの神へと祈りを捧ささげている。

「慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかその御手にて、地を離れし我らを御導きください……」

「白亜はくあの園を歩みし偉大な羊よ、永久に語られる闘争の功、その一端なりしを授さずけたまえ」

　錫杖しゃくじょうに縋すがり跪ひざまずいて地母神へ冒険の無事を願う女神官。

　奇怪な合掌から始まる身振り手振りで父祖へ戦功を約する蜥蜴僧侶リザードマン。

　そこには神々への奇跡嘆願こそなくとも、確かな神の加護があった。

「……ふぅ」

　ひとしきり祈りを捧げた女神官が、川の流れに揺れる船の上で汗を拭ぬぐって立ち上がった。

「神頼みってあんまり良くないんですけどね。自分で頑張って、足りないところを、ですし」

「ま、請い願うだけならばそう目くじらを立てられる事もありますまいよ」

　よろけそうになった彼女の細い身体を鱗うろこの手で支えつつ、蜥蜴僧侶が首肯する。

「乾坤けんこん一擲いってきの大戦おおいくさ、全身全霊尽くして尚なおも勝たせぬ神など祈る価値なし、と」

「そこまで言っちゃうとまた違う気もしますけどね」

　かたや地母神に仕つかえる敬虔けいけんなる神官。

　かたや恐るべき竜たる父祖を奉じる竜司祭である。

　二人の信ずる神が違う以上、その考えもまた異なる。

　しかし異なるからといって敵対するわけもない。

「でも頑張りましょうっ」

　彼女はうん、と気持ちを込めて頷き、錫杖を握り直してみせた。

「終わったか」

　のそり、と。ゴブリンスレイヤーが船倉から姿を現したのは、その時である。

　糧秣りょうまつや寝具の類たぐいを運び込んでいた彼は、ぐるりと船舷ふなばたに並んだ盾へ視線を巡らせる。

「あ、はい。盾も積みましたし、お祈りもしましたし、風の守りもつけて貰もらいましたから」

「そうか」ゴブリンスレイヤーは呟いた。「助かった」

「いえ！」

　健気けなげに微笑ほほえむ女神官に頷きかけ、ゴブリンスレイヤーはずかずかと桟橋へと降りる。

　彼の装備も合わさった重みを受けて、大ぶりの枝が僅かに揺れ、水面を波立たせた。

「世話になった」

「大したことではない」

　呼ばわれた輝ける兜の森人は平然とそう答え、しかし「だが」と僅かに言葉を濁す。

「感謝してくれるなら、義妹殿のことを頼む」

「良かろう」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく答えた。

　鉄兜を向けた先、当の本人である妖精弓手は、まだふらふらとして危なっかしい。

　鉱人道士が「いっそ川に蹴けりこんで」などと言うのを、女神官がなだめている。

「引き受けた」

「そうか」

　輝ける兜の森人は、傍目はためにもほっとしたように頰を緩ゆるめ、慌てて顔を引き締めた。

　そして腰に吊つった物入れを探り、とぷりと金色の蜜が詰められた小瓶こびんを取り出す。

「賦活剤エリクシルだ」

　森人らの焼き菓子共々、秘伝とされる秘薬であった。

　様々な薬草、樹々の樹液、果汁をあわせ、精霊への儀式を捧げた上で作られるという。

　瓶びんには王の葉を幾重にも重ねて封がされており、一度しか飲めぬようになっていた。

　ゴブリンスレイヤーはそれを黙って受け取り、腰の雑囊へと押し込んだ。

「俺おれが戻らなかったら、二人を頼む」

「引き受けた」

「それと、ゴブリンどもの事もな」

「無論だ」

　輝ける兜の森人は頷き、何と言ったものかと思案した後、慎重な口ぶりで続けた。

「……あれでも長い付き合いの、義理の妹だ。頼むぞ」

「できうる限りではな」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は、長き年月を生きた森人にとっても意外なものだったらしい。

　彼は「安請け合いはしないのだな」と僅かに表情を緩め、木々に聞こえぬよう声を潜ひそめた。

「古老どもが、水の街から何か報しらせを受けている」

「ほう」

「……私も上の森人ハイエルフとしては未熟だ。古老どもがいかなる手を打っているのか、まだ読めん」

　森人の思考は、遥はるかな時の最果てにまで至る。

　ささやかな一手、無意味と思えるものが幾年もの後になって意味を成すこともある。

　恐らく、此度こたびの行動もその一つなのだろう。輝ける兜の森人は歯嚙みした。

　報せが何であったのか、次代の長たる自分にも明かされていないのだ。

　無論、予測は立てられないわけではない。だが、予測は予測なのだ。事実ではない。

　水面に起こる波紋が何を描くのかわからない以上、彼は口を噤つぐむより他なかった。

　そうして黙り込んでしまった森人を見やると、ゴブリンスレイヤーは低く唸うなる。

　そしてゆっくりと、まるで何事もなかったかのように口を開いた。

「後は、川に気をつけろ」

「気をつけるのはそちらの方だ」

　淡々と続く言葉に、輝ける兜の森人はおかしみを覚えて軽口を叩いた。

「今日は、霧が出るだろうからな」

　彼は笹葉の如き長耳を揺らせて風を聞き、朝の薄暗がりに満ちた空を見やる。

「この森では小鬼どものみならず、自然さえも時として敵になる。心して向かえよ」

　なにしろ。低く唸るゴブリンスレイヤーと共に、輝ける兜の森人は密林の奥へ目を向けた。

「これから向かうのは、闇やみの奥だ」

「闇の奥」

　ゴブリンスレイヤーは、静かにその言葉を繰り返した。

　川の流れの源みなもとへと続く樹海は、ぽっかりと先の見えぬ暗がりとなって待ち受けている。

　じとりと湿った空気を、生暖かい風が運んでくる。

　まるでゴブリンの巣穴のようだ。ゴブリンスレイヤーは思う。そしてそれは事実だ。

　であれば、どうするべきか。彼は瞬またたきほどのうちに思案し、策をまとめた。

「……もう一つ頼みがある」

「なんだ？」

　小首を傾かしげた輝ける兜の森人へ、ゴブリンスレイヤーは言った。

「船をもう一艘いっそう用意してもらいたい」

「引き受けよう」

　輝ける兜の森人が頷き、森人の儀礼作法に則のっとった誓いの動作を取る。

　それを見たゴブリンスレイヤーは、ふと思い出したように「そういえば」と言った。

「前から気になっていたが、森人に片付けの概念がないというのは本当か」

「ある」

　輝ける兜の森人は、ひどく疲れたような声で、しかしはっきりと断言した。

「だが、ない姉妹もいる」

「……そうか」
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　霧はまさに天恵だった。

　陽光は遮さえぎられ、全すべて白い闇に塗りつぶされ、少し離れたものは曖昧あいまい模糊もことしてわからない。

　ゴブリンは霧を天の恵みなどとは思わず、むしろ当然のことと思うのだが。

　彼らは自分たちに何か良いことが起こったとしても、誰だれかに感謝した事はない。

　普段虐しいたげられているのだから、こういう事は起こるべき、起こって当然と考えるのだ。

　この時もそうであった。

　密林の中を流れる川、それを見張るよう言い含められていた小鬼が、真っ先に気づいた。

　その小鬼は仕事をサボってウトウトとしていたので、起こされた事にぎぃぎぃ唸った。

　薄靄うすもやに覆おおい隠された太陽は昇ったばかりの宵の口。

　川のせせらぎに混じって、ぎぃ、ぎぃ、と軋きしむ音が近づいてきていたのだ。

　小鬼の物見は汚らしい目を大きく見張って、霧の奥へと目を凝らし、耳を凝らした。

　──しめたぞ。

　ぎぃ、ぎぃ、と。その音は間違いなく下流、森人の里側から聞こえてくる。

　いつもいつも忌々いまいましくこちらを見下してくる森人どもが、呑気のんきに川を昇ってくる！

「ＧＲＯＯＲＢ」

　ひょろりと細長い水夫の輪郭りんかくを霧越しに認めた小鬼は、そっと舌した舐なめずりをした。

　男の森人なら叩き殺して喰くってしまおう。

　女の森人ならぶん殴って孕はらみ袋にしよう。

　──どっちにしろ自分が一番に見つけたんだから一番に楽しむ権利があるよな？

　仲間がいてこその結果であるとは、ゴブリンはちらとも考えなかった。

「ＧＲＯＲＯ！　ＧＲＯＯＢＲ!!」

　ゴブリンは指を咥くわえると下手くそな指笛をひゅいっと吹いた。

「ＧＲＯＢ!?」

「ＧＯＯＲＢＧＲＯＯＲ！」

　寝入り端ばなを起こされたゴブリンどもが、不平不満をぶつくさ垂らして動き出す。

　しかし彼らの眠気も、森人の船を見せられればいっぺんに吹き飛んだ。

　森人だ！　冒険者だ！　獲物だ！　餌えさだ！　女だ！

「ＧＯＲＢＢＲ！」

「ＧＯＢＧＯＲＯＢ！」

　彼らは声を潜めて口々に己おのれの欲望を囁ささやきあい、武具を手にして愛騎へと飛び乗った。

　いや、愛騎などと呼ぶのも憚はばかられよう。彼らは狼おおかみをそう大事にはしていないのだから。

「ＧＯＲＯＢ！」

　隊長気取りの物見が号令を下し、小鬼の騎兵隊はすみやかに川辺を走りだした。

　馬と違って狼は蹄音ていおんを立てない。口枷くちかせをはめれば吼ほえることもない。

　ホブゴブリンでもなければ馬にも乗れる体格のゴブリンどもだが、狼は馬以上に役立つ。

　ゴブリンどもは残虐な方法で狼の脇腹わきばらを傷めつけ、泡を吹かせながら走らせる。

「ＧＲＯＯＲＯＧＧＲ!!」

　まず船頭を仕留める。漕こぎ手を仕留める。それから乗り込んでじっくりと片付ける。

　ゴブリンどもは慌てふためく森人どもの無様な姿を想像して、にやにやと嗤わらった。

　高慢ちきな森人どもが腹から臓物を溢あふれさせて悶もだえる様は、さぞや愉快だろう。

　暗い妄想を脳裏のうりに描きながら、ゴブリンどもは手に手に武器を握り締めた。

　粗雑な石器を用いた槍やりと弓矢、それから投石。

　原始的とも言える武具の数々は、しかし命を奪うには足りるだけの威力があった。

「ＧＧＲＯ！　ＧＲＲＢ！」

　物見がきぃきぃと甲高い声で囁き、他のゴブリンどもは低く舌を打つ。

　あいつは調子に乗っているからいつか思い知らせてやらなければ。

「ＧＲＯＲＢ！」

「ＧＧＧＲＯＯＲＢ！」

　ゴブリンたちは物見の声を無視して思い思いに武器を構え、担かつぎ、弦を引き絞った。

　文句をつける物見だが、一向に誰も聞いてくれないとなると、憮然ぶぜんとして手槍を掲かかげた。

　狼を走らせながら、ゴブリンたちが一斉に攻撃を開始する。

　ぎぃぎぃという漕音こぎおとを頼りに狙ねらいをさだめた、統制の取れていない攻撃だ。

「ＧＯＲＢ！　ＧＢＲＲＯＲ！」

　ばらばらと降ふり注そそぐ矢雨の何割か、半分近くはバシャバシャと川面へ降り注ぐのみ。

　しかれども一部の矢と手槍、そして石礫いしつぶてが、船上の漕ぎ手たちへとぶち当たった。

「！」

　殺やった、と。その場にいた小鬼どもの誰もが思った。快哉かいさいをあげる者もいた。

　しかしだ。

「──？」

　漕ぎ手の動きは淀よどみなく、櫓ろを動かし続ける音も絶える気配がない。

　攻撃が緩かったか。それとも運良く致命傷にならなかったか。

　おや、と思いながらもゴブリンどもが次の攻撃のため、武具を手にとった次の瞬間。

「一つ……！」

　薄汚い革鎧の戦士が飛び込んできて、物見の喉笛のどぶえを一刀のもとに切り裂いた。

「ＧＢＢＯＯＲＯＢ!?」

　悲鳴をあげて崩折くずおれる物見を蹴り飛ばし、ゴブリンスレイヤーは川へ叩き込こむ。

　ざんぶと上がった水みず飛沫しぶきが合図となった。

「ぷ、ぁっ！」

　先行する船に曳航されたもう一隻。

　船舷に防盾を並べ、風精に守られたこちらの船には、一切いっさいの矢弾は跳んできていない。

　偽装用にとかぶさっていた毛布を跳ね除け、甲板に伏せていた妖精弓手が立ち上がった。

「あーもう、んにゃろ、よくもこんな私の家の近くまで来てくれたわね、ゴブリン！」

　彼女は片かた膝ひざ立ちになると用意していた大弓を優美な姿勢で引き絞り、木芽の矢を放つ。

　ひょうと風切って飛ぶ矢は合わせて三本。

「ＧＯＯＢ!?」

「ＧＲＯＢＯ!?」

　次々に眼窩がんか、喉を射抜かれた小鬼の乗り手どもが、溺おぼれるようにして狼から転げ落ちる。

　妖精弓手の熟達した技量は、船上の揺れや視界を隔てる霧など物ともしないようだ。

　ひくり、ひくりと細かく揺れる長耳は、余すことなく戦場の音を聞き取っている。

「オルクボルグ！　右から来るわよ！」

　返事の代わりに「ＧＢＯＲ!?」という小鬼の悲鳴があがり、妖精弓手は満足気に頷いた。

「しかし二艘を繫つないで漕ぐ音を囮おとりにさせるって、手間暇かけすぎっていうか……」

「竜牙水兵ドラゴントゥースセイラーさまさまだのう」

　視界が利きかぬと手斧ておのを抜いて防盾の内から外を覗のぞいて、鉱人道士が息を吐く。

　先行する船の甲板には、外套がいとうを被かぶせられた竜牙の兵士が一体、二体。

　忠実なる兵士たる彼らは攻撃に晒さらされて尚、櫓を手にして船を漕ぎ続けている。

　隙間すきまだらけの骨格は、いたるところに矢や槍が通り抜け、引っ掛かっていた。

「あ、でも速度を落とさないと……」

　おっかなびっくり身を縮めながらも錫杖を握りしめ、女神官が唇くちびるに人差し指をあてがった。

「ゴブリンスレイヤーさん、向こうへ行ってしまいましたし」

「うむ。拙僧も参ります故、良く言って聞かせてくだされ」

　戦いくさ支度じたくを整え《竜牙刀シャープクロー》を握った蜥蜴僧侶は岸辺の小鬼どもへ向けて、

「イィイィヤァッ!!」

　と、一声吠ほえるなり尻尾しっぽを振り回して跳びかかり、踏み潰つぶした小鬼の首骨をへし折った。

　跳躍の衝撃でぎしりと大きく船が揺れ、「ひゃっ」と女神官が悲鳴を上げて盾に摑つかまる。

「もそっと静かに跳ばんか！　落ちとらんな!?」

「だ、大丈夫です！」

　流れ弾を避けるため、女神官と鉱人道士の役目は船に小鬼が取り付いた時の後詰だ。

「ま、こっちには来させないから、安心してよ……ね！」

　しかして妖精弓手は射撃姿勢を小揺るぎもさせず、矢を三本霧中へと放っている。

　そして悲鳴が三度。森人の射撃は魔法とほぼ同等なのだ。

「九……十！」

「ＧＲＯＯＢＯＯ!?」

　先んじて霧の中へ挑んだゴブリンスレイヤーは、当たるを幸いに左の盾を振り回した。

　鋭く研ぎ澄まされた円盾の縁ふちが、ゴブリンの顔面をごっそりと抉えぐっていく。

　あがった悲鳴を頼りに踏み込んで、剣を繰り出し喉笛を一突き。

　小鬼が刃を抜こうと腕を振り回すのを蹴倒けたおしつつ、小鬼の腰帯から短剣を引ひっ摑む。

　狼の唸り声が迫ってくるのを、ゴブリンスレイヤーは短剣を奪いざまに振り返る。

　その間に左手が雑囊へ突っ込まれ、両端に石を繫いだ革かわ紐ひもを取り出していた。

「ふん」

　抜き打ちに投じられた紐は回転して地べたを這はうように跳び、霧の彼方かなたで狼の悲鳴があがる。

「ＧＯＲＢ!?」

　続けざま何かが転げる音がしてゴブリンの叫び声。

　狼の足を、投擲とうてきされた重石おもし付つきの革紐ボーラが絡からめとったのだ。

　すかさずゴブリンスレイヤーはそこへ飛び込み、落狼した小鬼の喉を突いて息の根を止める。

　彼にとっては洞窟どうくつの暗闇くらやみも、霧による視界の不確かさも、大して違いはないものだ。

「十と一」

　故に渦中かちゅうへと飛び込んでしまえば、いっそ有利なのはゴブリンスレイヤーの方であった。

　なにしろゴブリンどもは互いに互いが敵か味方かもわからないのだ。

　下手に武器を振り回せば同士討うつ。洞窟の中と違い、数を頼みに押し寄せる事が難しい。

　ゴブリンは別に仲間意識があるわけではないが、自分を守る盾が減るのを厭いとうのだ。

「……物見か、偶発的遭遇ランダムエンカウントの類だな」

「ＧＯＲＯＯＢ!?　ＧＲＯＢＯＲ!?」

「やはりそう思われますか！」

　蜥蜴僧侶は乗り手一匹を叩き落として踏み潰し、狼の顎あごに手をかけ力任せに引き裂く。

　声音こわねが嬉々ききとしているのは戦の興奮故だが、血中にあってこそ蜥蜴人リザードマンの頭は冴さえるもの。

「待ち伏せにしては」

　ゴブリンスレイヤーは十二と呟き、転げた小鬼の延髄を突き刺し抉る。濁った悲鳴。

「攻め手に欠けている」

　そして立ち上がりながら抜いた短剣を霧中へと投じると、ギャッと声が上がった。

「生かして帰す手はあるまい」

「はははは、元よりそのつもりでしょうや」

　蜥蜴僧侶が尻尾を振り回し、後方の小鬼を大木へ叩きつけ背骨をへし折る。

　十三。残りは六、七匹か。ゴブリンスレイヤーは足元の手槍を摑みとった。

「とすれば……」

　盾を掲げて前へ出たゴブリンスレイヤーは霧に隠れた小鬼の毒短剣を弾はじき、槍を繰り出す。

　手応えが甘い。すかさず掌中から槍を押し込んで動きを封じ、盾を顔面へ叩き込む。

　額ひたいを割り砕かれたゴブリンが倒れるに任せ、ゴブリンスレイヤーはその喉を踏み砕く。

　十四。息の根を止めたゴブリンから、ゴブリンスレイヤーは槍を引き抜いた。

「……霧が晴れるまでに終わらせるぞ」

　そして、その通りになった。
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「……花でも、咲いているのでしょうか」

　女神官がそうポツリと呟いたのは、一党パーティが小鬼騎兵隊の襲撃を凌しのいでしばし後である。

　物音といえば水音、櫓の軋む音、五人の冒険者の僅かな呼吸音。

　上流へ向かうにつれ、樹海に棲すまう生き物たちでさえ息を潜めているかのよう。

　日差ひざしは高く上り、霧は薄れつつあるというのに、覆い茂る樹々は暗い影を落とす。

　一向に明るさは戻ってこず、洞窟の奥底へと踏み入るかのような不気味さが漂っていた。

　だからだろう。不意に漂い、徐々に強まってくるその甘気に、女神官が声を漏らしたのは。

　縋り付くように錫杖を握ったままの彼女に、妖精弓手はふるりと首を横に振る。

「わかんないけど……。こんな匂においの花は、ないと思うわ」

「奴やつらの領域が近いな」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と言って、小鬼どもから奪った武器を腰帯に手挟たばさんだ。

　それは木を削りだしたと思わしき棍棒こんぼうで、所々に赤黒い染しみが点々と散らばっている。

　人の頭蓋ずがいを砕いた結果であり、小鬼の頭蓋を砕いた結果でもあった。

　結局、二十匹余りの小鬼と狼たちの骸むくろは川へと捨てられた。

　野晒のざらしにしておけば他の集団に見つかりかねないし、さりとて埋葬する暇はない。

　どうせ下流へ行くのであれば、上流のゴブリンどもには気づかれまいし……。

　粗方あらかた、肉食の魚が食い尽くしてくれよう。

　女神官はいささか難色を示したが、蜥蜴僧侶はそれこそが弔とむらいであると言い切っていた。

「霧も晴れてきておりますし、少し備えた方が宜よろしいか」

　その蜥蜴僧侶が霧の奥を見通そうとしながら、低い声で言った。

　彼は手振りでもって先導する船の漕手、竜牙兵二体のうち一体を下がらせる。

　骨の水夫は櫓を引き上げると、それを抱えるようにして座り込んだ。

「またぞろ漕音で気づかれても、面倒この上ないですからなぁ」

「あ、《沈黙サイレント》の奇跡を願っておきましょうか……？」

「まだ良い」

　おずおずと問うた女神官の問いに、ゴブリンスレイヤーは首を横へ振った。

「既に《竜牙兵》二回に、《竜牙刀》一回を使っている」

　確認するように兜を向けられた蜥蜴僧侶が、こくりと大きく顎を揺らして頷く。

　一党パーティの保有する奇跡は合わせて七回。残りは四回。他に魔術は鉱人道士の有する四回のみ。

　呪的資源に恵まれた一党パーティではあるが、奇跡と呪文じゅもんの数は貴重だ。

　そして《沈黙サイレント》だけで戦闘が確実に避けられるわけでもない。

「まだ温存だ」

「わかりました。……？」

　先の戦闘でもあまり役に立てなかった身である。女神官は、どこか力なく頷いた。

　そして目を瞬かせ、瞼まぶたを擦り、そっと船舷に並んだ盾の隙間から顔を出す。

「おう、あぶねえぞ？」

　彼女の腰帯を摑んで支えてくれた鉱人道士に「はい」と言いつつ、女神官は目を見張る。

　霧の中に、浮かび上がる細長い影を認めたからだ。

　木ではない。樹木の類にしてはあまりにも異質な輪郭だ。

　川岸に高く掲げられたそれは、いびつな、例えるなら百舌鳥モズの早はや贄にえのような──……。


「……あれは……トーテム…………ッ!?」



　言いかけた女神官の喉の奥より「ひゅっ」とかすれた悲鳴が漏れた。

　それは、人の死体であった。

　足の間から貫かれ、口より穂先の飛び出た、誰かの亡骸なきがら。

　生暖かな場所へ長く放置されたがため、腐り、汁を噴き、辛うじて人型であるというだけ。

　錆つきながらも原型を留とどめた鎧の形から察するに、女性であろうか。

　元の種族が何であったかさえ定かでないほどに、その屍しかばねは虫によって食い荒らされている。


「うぇ……ッ」



　思わず妖精弓手が嘔吐えずき、こみ上げてきたものを飲み下した。

　ゴブリンどもが死体を晒す理由は明白だ。

　悪意。

　ここは我が領土であると声高らかに叫び、迫り来る者を嘲あざけるための悪意。

　怯おびえ、騒ぎ、恐慌状態に陥おちいり、あるいは激高する様を見たいだけなのだろう。

　でなくば……こうも防衛に無意味な、戦利品トロフィーを門前へ掲げておく理由がない。

「生きながら串刺しにされたか、死んでから飾り立てられたか……」

　蜥蜴僧侶はそう言って、辺り一面に向けて奇怪な手つきで合掌を送った。

「……せめても自然の巡りに還れたのが幸いでありましょうなあ」

　何故なぜなら──トーテムは、一つには留まらなかったからだ。

　トーテムは、ずらりと並べられていた。

　川の両岸、串刺しにされた人の死体が、まるで街路樹か何かのように、ずらり。

　もはや骨しか残っていないものもあれば、肌が腐っていないものもあった。

　生々しい傷跡が多く残っているものもあれば、滑稽こっけいなほどガスで膨ふくらんだものもあった。

　商人らしい姿の屍があれば、冒険者と思わしき白骨も飾り立てられている。

　幾人が殺されたのか。

　幾人がゴブリンの玩具にされたのか。

「う……」

　思わず女神官が口元を押さえたのも無理はあるまい。

　血の気の引いた顔でうずくまり、取り落とされた錫杖がころりと甲板を転がった。


「ぅ、ぇえぇぇぇ……ッ」



　船縁に縋り付くようにして、とうとう女神官が胃の中身を吐いた。

　甘ったるい臭いが、腐り果てた死体の放つものと、わかったからだろう。

　一年半ゴブリンの残酷さを目まの当あたりにして麻痺しかけていた感性でも、耐えられまい。

　びちゃびちゃと吐き出された吐瀉としゃ物ぶつは、川の流れに沈んでいく。

「ほれ、これでも嚙かんでな。水を飲んどけ」

「……ぅ、ぇ。……す、すみま、せん」

　その背を擦る鉱人道士に応じるのは、焼けた喉から掠かすれた声。

　差し出された香草と水筒を、女神官は両手で受け取り、そっと葉を口に含んだ。

「……私たちも、負けたらこうなるってわけ？」

　気分の悪さは女神官とほぼ同等だろう。

　ただでさえ白い肌から血の気の失せた妖精弓手が、わざとらしく悪態を吐いた。

「冗談じゃないわね」

「そうとも」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「冗談ではない」

　安っぽい鉄兜は、真まっ直すぐに行手へと向けられていた。

　そこには──霧むせぶ中に、山の如き異様が聳そびえ立っていた。

　黒々とした影として白霧の中に浮かび上がるその姿。

　不意にゆるやかに湿った風が吹き、霧を押し流していった。

「……そっか」

　妖精弓手が、口元を押さえたままひどくぼんやりとした声で呟く。

「──川を堰せき止めるものって、そういうことか……」

　それをはたして、どう形容すれば良かろうものか。

　白亜石を積み上げて築かれた神殿、寺院──あるいは堤防。

　神代かみよの頃ころからの歳月はその壮麗な彫刻を削り、苔こけで彩いろどり、蔦つたを這わせてしまっているが……。

　川を塞ふさぐようにして築き上げられたそれは、およそ小鬼には似つかわしくない遺跡であった。

「お前さん、故郷のすぐ傍そばじゃねえか。知らんのかい」

「だって、この辺りはモケーレ・ムベンベの領域だったんだもの」

　妖精弓手は唇を尖とがらせ、鉱人道士へ抗議するようにふるりと長耳を振ってみせた。

「そりゃあ里の爺様とか婆様は知ってるだろうし、ねえ様も聞いてるかもだけど」

　鉱人道士が「ああ、聞いてなかったのか」というと、妖精弓手が「きぃっ」と声をあげた。

　喧々囂々けんけんごうごうのいつも通りのやりとり──おそらくは意図的なものだ。

　無残な末路を見せつけられた直後。空気を変えたいのは、誰もが同じだった。

「今となっては、小鬼の城塞だ」

　ゴブリンスレイヤーは吐き捨てるように言って、ぐるりと兜を巡らせた。

「船を止めろ。霧も晴れるぞ」

「承知、承知」

　すかさず蜥蜴僧侶が手振りで竜牙兵へと指示を飛ばし、骸骨がいこつは櫓を使い船を岸へ近づける。

　ゴブリンスレイヤーは腰に下げた棍棒に手を添えつつ、女神官の傍へひざまずいた。

「……どうだ」

「ぅ……なん、とか」

　彼女はひどく青ざめた表情で、ふるふると力なく顔を横に振った。

「……何とか、しないと」

「ああ」

「こんなの、放って……おい、たら……」

「ああ」

　か細い声にゴブリンスレイヤーは低く応じる。

「放っておくものか」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、女神官はこくりと頷いた。

　彼女の手が甲板に伸びるのを見て、ゴブリンスレイヤーは転がっていた錫杖を寄せてやる。

　両手でしっかと握り、抱き締めるように胸へ寄せた女神官は、ふらりと立ち上がった。

　強張こわばった頰を無理やり緩め、そっと彼の鉄兜を見上げる。

「……ゴブリン、ですものね」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「ゴブリンだ」

「けんどもよ、かみきり丸よ」

　森人の船が音もなく接岸し、鉱人道士は重たい身体をどさりと陸へ持ち上げて降り立つ。

　彼は太い手指で器用に綱を操あやつって、手近な木へとそれを縛り付けて船を固定にかかった。

「霧も晴れっちまう。じきに夜になる。近づいて忍びこむのは、ちと骨じゃぞ」

「それなら」

　妖精弓手は指を鳴らそうと二、三度努力し、情けない音しか立たないのに舌打ちをした。

「……それなら、私に良い考えがあるわ！」
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　しばし後。

　双子の月がこうこうと照る下を、影のように進む一党パーティがあった。

　下生したばえを踏み越え、枝葉を搔い潜くぐり、腰を深く落として疾風の如く足早に。

「《いと慈悲深き地母神よ、遍あまねくものを受け入れられる、静謐せいひつをお与えください》……」

　僅かな女神官の囁きが、祈りが、詠唱だけが、彼らの立てる唯一の物音である。

　完全な静謐に満たされた中、彼女は額に汗滲にじませ、両手に錫杖を握りながら懸命に走る。

　そうして近づくにつれ、小鬼らの堤防、城址じょうしの異様が覆いかぶさるように迫ってくる。

　石を積み重ね彫刻を施ほどこしたのは鉱人ドワーフの技。

　木々をそのままに建築へ取り込んだのは森人の術。

　戦に備えた佇たたずまいは蜥蜴人か、只人の知恵だろうか。

　ところどころの石は小鬼らによって外され、小汚く穢けがされてしまっていたけれど。

　──何のための建物だったのでしょうか。

　ふと女神官の脳裏に、そんな疑問が過よぎる。

　神殿、寺院、砦とりで、城、堤防、橋……。そのどれでもあるようで、どれでもないような。

　いずれにせよ小鬼の根城へ挑むには、慈悲深き地母神のもたらした奇跡だけでは足りまい。

　故に冒険者たちの身の守りはもう一つ。

　しゅう、しゅう、と自おのずから湧わき上がるように立ち込める、白い煙だった。

　ばかりか──ひどく、暑い。

　密林の中であるから多少は仕方ないとはいえ、度を超えて蒸むしている。

　女神官の法衣は水を吸ってじとりと重く、滲んだ汗が服を貼はり付け絡めて鬱陶うっとうしい。

　彼女ははしたなくも裾すそを捲まくり上げて、しかし祈りを絶やすことなく進んでいく。

　絶やすことなく──といえば、鉱人道士も同様であった。

　彼は無骨な両手で包み込むようにして、赤々と焼ける火石を捧げ持っていた。

　熱の源、気の源こそはそこにある──そこにいる火蜥蜴サラマンダだ。

　──《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》

《着火ティンダー》の術で行使された火の精霊は、気の精霊が孕む水を蒸発させている。

　なるほど、これならば確かに霧で以もって姿を隠しているのと相違ない。

　妖精弓手が鼻高々に「ふふん」と息を漏らすのを、鉱人道士は胡乱うろんげに見やった。

　──こいつも大概、かみきり丸に毒されてきたのう。

　ともあれ蜥蜴僧侶は南方出身、妖精弓手は地元、鉱人道士は火に親しんだ種族である。

　むしろ熱気に当てられた冒険者たちの動きは俊敏でさえあった。

　女神官ははぁはぁと喘あえぎ喘ぎではあったし、ゴブリンスレイヤーの表情は判別つかないが。

　上方、小鬼の堤防要塞にある物見塔を蜥蜴僧侶が振り仰あおいだ。

　熱を見る力を秘めた瞳ひとみが、呑気に槍を抱えて居眠りするゴブリンの姿を認める。

　問題なし。蜥蜴僧侶が頷いたのを確かめ、ゴブリンスレイヤーはさらに歩を進めた。

　城塞の門は、もう目と鼻の先だ。

　それは森人らしい古く頑丈な木で造られた、重厚な大扉であった。

　金具の類は一切見受けられないが、その頑丈さは考えるに及およぶまい。

　さながら一枚岩の如くだが、その大門の右隅には僅かな四角い区切りが見て取れる。

　小門──切戸、おそらくは通用口だろう。

　ゴブリンスレイヤーは仲間たちに茂みで待つよう手振りで伝え、腰帯から棍棒を抜いた。

　妖精弓手が長耳をふるりと揺らして木を駆け上り、葉も落とさず枝上に腰を据すえる。

　大弓に矢を番つがえて弦をきりりと引き絞るその下では、蜥蜴僧侶が牙刀を握り直す。

　そして女神官と鉱人道士は、祈禱きとうと詠唱の継続である。静謐は保たれ、霧は立ち込める。

　女神官の唇が僅かに「気をつけて」と動いた。ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　静けさに満たされた空間を離れると、とたんに密林の中、生命のざわめきが蘇よみがえる。

　葉を揺らして吹き抜ける風の音。川のせせらぎ。兜の内側に響く自分の呼吸音。

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは門の前にしばし佇んだ後、がつがつと乱暴に扉を叩いた。

　そして全身鎧とは思えぬ敏捷さで門の木目へ指をかけ、ぐいと身体を引き上げる。

　ほどなく、反応があった。

「ＧＲＯＢ？」

　切戸をあけて、歩哨ほしょうと思わしきゴブリンが一匹顔を覗かせた。

　妖精弓手はしめたとばかりに矢を放とうとするが、ゴブリンスレイヤーが動かない。

　続けて二匹目、三匹目のゴブリンがぞろぞろと切戸から表へと出てきたからだ。

　妖精弓手の舌打ちは女神官の祈りによって遮られ、響くことはない。

　やがて四匹目が扉から現れ、それから五秒待ち、ゴブリンスレイヤーは動いた。

「ＧＯＲＡＢ!?」

　上から飛び降り、最後尾のゴブリンの背中を思う様に踏み潰したのだ。

　背中を襲う突然の衝撃に小鬼は息が詰まり、声が出ない。

　ゴブリンスレイヤーは棍棒を振り下ろした。

　乾いたものを砕く音が響いて、あっさりと小鬼の頭はあらぬ角度、あらぬ方向へ曲がる。

　ゴブリンスレイヤーは痙攣けいれんする小鬼の腰帯から、剣を引き抜き鞘さやへと叩きこむ。

「一」

「ＧＢＢＲ？」

　突然の悲鳴に驚いた最初の小鬼が、思わず背後を振り返ろうとし──。

「ＧＯＲＢ!?」

　ひょうと風切って放たれた木芽の鏃やじりが、その右耳から左耳までを一直線に貫いた。

　がくりと糸の切れた人形のように力なく膝をつき、瞬く間に二匹の小鬼が息絶えた。

　無論、残り二匹のゴブリンとて奇襲に慌てふためきながら行動をはじめる。

　しかしそれよりも冒険者たちは素早かった。

　ともかく背後の敵に立ち向かおうとしたゴブリンは、その顔面に棍棒を叩き込まれた。

「二と……」

「ＧＲＲＢ……!?」

　砕けた鼻を押さえながら仰向あおむけに倒れる小鬼へ、ゴブリンスレイヤーは躊躇なく飛び掛かる。

　既に右手は棍棒を手放し、鞘から奪い取ったばかりの剣を引き抜いていた。

　彼は左手で小鬼の口をぐいと押さえ、右の剣を無慈悲に喉笛を突き刺し、抉った。

「これで三……」

　そして残るもう一匹。

　その小鬼は他よりも多少賢く、少なくとも仲間が二人も殺された事を解していた。

　故に彼は増援を呼ぼうと大口を開けて息を吸い、声をあげる暇もなく口奥を射抜かれる。

　後頭から鏃やじりを突き出したゴブリンは射撃の勢いのまま、どさりと仰向けに崩れ落ちた。

「……四」

　全員が息絶えてるのを目視で確認し、ゴブリンスレイヤーは素早く切戸から内部を覗く。

　暗闇の中とはいえ双月の明かりは届いている。門の奥は広場となっていた。

　近くにゴブリンの姿はない。

　が、いくら勤勉でないとはいえ長時間の見張りの不在を是とすることもないだろう。

　ゴブリンスレイヤーは切戸の下に楔くさびを挟んで固定すると、茂みに向けて手を振った。

「……大丈夫ですか？　お怪我けがは──」

「していない」

　ふぅと息を吐いた女神官が、まず小走りにゴブリンスレイヤーへ駆け寄った。

　彼の返答を聞いた彼女は安堵あんどしたように薄い胸を撫なで下ろす。

　次いで蜥蜴僧侶が地を這うようにして駆け、鉱人道士がどたどたとその後に続く。

　最後にひらりと木から飛び降りた妖精弓手が、影も残さぬ速さで切戸へ駆ける。

　皆が無事に辿り着くまで見張っていた者が見つかっては、笑い話にもならない。

「斥候スカウトってよか暗殺者アサシンよね、今の。で、この後は？」

「気に喰わんが、正面から乗り込む」

　ゴブリンスレイヤーは小鬼の腰布で刃を拭い、鞘へと納める。

　そしてゴブリンの手にしていた鉈なたを取り上げると、ぶんと素振そぶりをして腰帯へ手挟んだ。

「悪いが休息を取れそうにない。前衛を頼む」

「承知、承知。もとより戦とならば、拙僧も前に立たぬわけに参りますまい」

　蜥蜴僧侶が保有する奇跡はあと一度。

　竜牙兵を船の守りにと残した以上、彼が頼むのは手中の竜牙刀と己が肉体のみであった。

　そして蜥蜴人にとってはそれだけあれば何の問題もないのである。

「こっちは後三回ってとこだの」と鉱人道士が髭をしごきながら言う。

「私は、えと」女神官は細い手で指折り数えた。「あと、二回です」

「わかった」

　都合、あと六回。

　普通の冒険者一党パーティとすれば多い方だろう。だがこの城塞を攻略するのに足りるのか。

　元が十一回であるから、ここまでに二分の一を消耗した計算になる。

「……」

　女神官は脳裏に過ぎったいくつかの嫌な考えを、ふるふると首を横に振って追い払う。

　初めて冒険した時のことも、ここに来るまでに見た早贄も、今は関係のない事だ。

「あの、明かりはどうしましょうか……」

「中に入るまではつけられん」

　ゴブリンは夜目が利く。火を焚たいて移動する必要はない。

　門庭を松明たいまつ掲げて歩きまわるのは、見つけてくれと言うようなものだ。

「中に入れば、後は洞窟と同じだ」

「じゃあ、松明たいまつの用意、しておきますね」

「頼む」

　そう言いながら、ゴブリンスレイヤーは自身の短剣を引き抜いていた。

　女神官は「あ」と声を漏らした。顔がやや引きつり、諦あきらめ混じりに口から吐息が漏れる。

「あれですか」

「決まっている」

　ゴブリンスレイヤーは短く答え、短剣を逆手に握って顔を砕かれた小鬼の死体へ歩み寄る。

　は、と気づいた様子の妖精弓手は、慌ててパタパタと自分の服を叩き、装備を検あらためた。

　顔から血の気がさっと失せる。妖精弓手は長耳を、情けなく垂らした。

「……え、ホンキ？」

「香袋がないのなら」

「だ、だって、帰ってくる時はだって別に、ゴブリン退治なんて……！」

「我慢しろ」

　考えてなかったしという言い訳を切り捨て、ゴブリンスレイヤーは小鬼の腹を引き裂いた。

　湯気の出るほどに温かな臓物を引きずり出し、無表情の女神官が差し出した手拭てぬぐいに包む。

　ひぃっという声を喉から絞り出して後ずさった妖精弓手の手を、鉱人道士が素早く摑む。

「諦めが肝心じゃぞ」

「肝きもだけに、という奴ですな」

　退路を断った蜥蜴僧侶がもっともらしく相槌あいづちを打って、ぐるりと目玉を回して見せた。

「え、ちょ、ちょっと、やだ、せめて何かもうちょっと他に──……！」

「騒ぐな」

　妖精弓手が悲鳴を堪こらえたのは、経験の賜物たまものであろう。
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　冒険者たちは妖精弓手を斥候に、そろりそろりと壁際かべぎわを這うように進んだ。

　遺跡、あるいは砦の門庭は荒れ果て、草木が生を謳歌し、隠れる陰には事欠かない。

　──つまり、隠す場所もたくさんってわけよね。

　妖精弓手はちろりと唇を舐めると、茂みを揺らさぬよう、足元の地面を探っていく。

　小鬼の歩哨に見つかるのはもちろん、鳴子に引っかかるなどしては面白おもしろくもない。

「すまんな」

　あらやだ、と妖精弓手は目を瞬かせた。オルクボルグが礼を言うなんて。

　朧おぼろな月光と星明りだけでは只人が進むにはおぼつかない。

「こういう時って、只人は不便よね」

「す、すみません……」

「良いわよ。平気」

　女神官がか細く呟いた謝罪へ、妖精弓手は後ろ手にひらりと手を振って見せた。

「……と」

　その時、彼女の長耳が風にそよぐように、ひくりと揺れた。

　すっと細めた視線の先には、槍を担いで呑気にぶらついているゴブリンが一匹。

　距離はある。まだ気づかれていない。けれどこちらへと近づいてくる。歩哨。

　妖精弓手は矢筒から矢を抜き、弓へ番えながら囁いた。

「どうする？」

「射て」

　返事よりも先に弦が鳴いた。

　喉笛を貫かれた小鬼が、わけもわからず手を振り回しながら斃たおれる。

　がさりと草が揺れたが、しかしそれだけ。他の歩哨は気づいた様子がない。

　ふ、と唇から呼気を漏らした妖精弓手が移動を再開し、ゴブリンスレイヤーらが続く。

　妖精弓手は近づいた小鬼の死体から、ぐっと自分の矢を引き抜いた。


「うぇ……っ」



　どす黒いゴブリンの血に顔をしかめながら、ぶんぶんと矢を振って払う。

「これ以上汚れたくはないですものね……」

「ホントね」

　女神官がひどく哀れっぽく声を漏らすのに、妖精弓手も深々と頷いた。

　年若い娘二人だというのに、その全身は赤黒い汚物でもって無残なほどに汚されている。

　臭いやねとりと粘ねばついた感触、慣れたとしても気分が悪い。必要だとしても納得しかねた。

「あーもう、鏃が欠けちゃってるし、もう……最悪」

「さて、さて、最悪というなら、端を回る分にはこの調子で見つからぬでしょうが」

　四つ這いになって進む蜥蜴僧侶が、爬虫類さながらに首をもたげた。

「砦の中に入るとなると、ちと手間ですやな」

　彼の瞳は、砦の内門として構えられている巨大な木の扉へと向けられている。

　見るからに分厚そうな扉だが──それは一つではないのだ。

　建物の外壁を取り巻くように、いくつもいくつも、ずらりと並んで聳え立っている。

「陵墓には偽りの入口を設けるものと聞いたことがありまする。その類かと」

「あれが、全部偽物にせものなんですか？」

　女神官は、ゴブリンに気づかれないように、そうっと顔を出して目を見張った。

　薄暗い中では歳月の重みを背負い荘厳とも言える佇まいの門が、偽物とはとても思えない。

「とてもそうは見えませんけど……」

「彫刻の類であればまだ良し。罠わなであれば目も当てられませぬな」

「……」

　ほんの数秒、女神官は黙ってじいっと遺跡の門群へと目を向けていた。

　何か言いようのない違和感があったのだ。それが何なのか、彼女は突き止めようとし……。

「……でも、そんなに悩まなくても済みそうですよね」

　ほどなく彼女はくすりと微笑んで、その白く細い指先で門の一つを指差した。

「あそこだけ下生えが踏み荒らされてますし」

「おっと、これはしたり……！」

　古代の森人か誰かが考えた偽りの扉も、月日と小鬼の愚かさの前には水泡に帰したか。

　ゴブリンどもが何も考えずに入口を使っているため、そこだけ確かに茂みが荒れていた。

「それじゃ、あとの問題は……結局ゴブリンか」

　妖精弓手が悪態を吐く。

　呆けた顔つきをした小鬼の門番が一匹、二匹、ぶらぶらと歩き回っていたのだ。

「見張りを殺して鍵かぎを奪って門を抜けるのが早い」

「ゴブリンどもが鍵をかけるってことを知っとりゃあ良いがのう」

　鉱人道士が髭に引っかかった葉っぱを取り払い、ふうむ、と声を漏らした。

「少なくとも右、左、同時に殺らんとバレて騒がれっぞ」

「問題ない」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「俺は音を立てずにゴブリンを殺す方法を八つは知っている」

「本当ですか？」

「冗談だ」

　目を瞬かせた女神官へ、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと鉄兜を左右に振った。

「もっと多い」

　妖精弓手の「矢が貴重だ」という主張に、攻手はゴブリンスレイヤーと鉱人道士となった。

　二人は手に投石紐スリングを構え、そろりと距離を詰めると、ほぼ同時に礫を放った。

　ひょうと風切って飛んだ礫は、狙い違わず小鬼の喉と頭へとぶち当たった。

「ＧＲＯＲＢ!?」

「ＧＢＢＯ!?」

　一匹は首を無残に砕かれて崩折れたが、もう一匹は額を押さえてふらりと立ち上がる。

　しかしそのゴブリンが何かを叫ぶよりも早く、そこへ蜥蜴僧侶が躍おどりかかった。

　喉笛を竜牙刀に食くい千切ちぎられては声も息も発することはできまい。

　門番どもは音もなく息絶え、門庭には静けさが変わらずとどまり続けている。

「……わたしも投石紐は覚えましたけど、あまりお役に立てないですね」

　女神官がしゅんと気落ちした様子で呟くと、その背を妖精弓手が軽く叩いた。

「なぁに、適材適所よ適材適所」

　蜥蜴僧侶も牙刀を大きく素振りして血払いをし、小鬼二匹の骸むくろを引きずりながら首肯する。

「己にできる事をすればよろしい」

　彼はそう言って、ゴブリンの死体を藪やぶの奥へと押し込んだ。

　それを妖精弓手が隠蔽いんぺいする間、鉱人道士がひょいと小鬼の武器、手槍を拾い上げる。

　月光に穂先を透かせば鉄製の槍は十分に鋭く、きらりと光を反射させた。錆もない。

「にしても、ゴブリンばらにしちゃあ武器がええの。冒険者から奪ったかね」

「殺られた連中の中に、武器商人の類でもいたか、この遺跡に転がってたか……」

　あるいは、と考えるゴブリンスレイヤーへ「うんにゃ」と鉱人道士が首を横に振る。

「何とも言えんの。ちくと造りは古いが、遺跡でめっけたもんが商品って事もあらぁよ」

「ここで連中が鍛えた可能性は」

「そらぁねえな」

　鉱人道士の答えは短く端的であった。

「ここじゃ火は使えねえもの。森人お得意の呪まじないでもなきゃ、鍛冶仕事は無理だわな」

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

「いずれにせよゴブリンが武装しているのは確かだ。鍵はあったか？」

「はい、これ」

　妖精弓手が放ってよこしたのは、ゴブリンが首から下げていたと思わしき古い鍵だ。

　粗く編まれた麻紐が通してあって、数字の刻まれた札がぶら下がっている。

「良し」

　ゴブリンスレイヤーは鍵を丹念に調べると、それをしっかと握りしめた。

「中に入り、一番奥まで行くぞ」

「それが、その、作戦ですか？」

「そうだ」

　女神官は相変わらずの彼の態度に、僅かに頰を緩めた。そして素早く跪いて錫杖へ縋る。

「慈悲深き地母神よ、どうかその御手にて、地を離れし者の御魂を御導きください……」

　ここまでの道中で死んだゴブリン、ゴブリンに殺された者たちの魂の平安を願う。

　冒険者一党パーティはその鎮魂の祈りが終わるのを待ち、それから素早く門へと駆け寄った。

　ゴブリンスレイヤーが錠前へ鍵を差し込み、回す。がちりと音が鳴る。

「あわんな」

　とすれば、どこか別の場所の扉ということか。彼は舌打ちをして鍵を抜いた。

　それを見た女神官がぱたぱたと鞄かばんを開けてスペースをつくりながら声をかける。

「あ、それ、お預かりします」

「頼む」

　手渡された鍵をきちんと収納して一息。

　妖精弓手が「なら私の出番ね」と、意気揚々に錠の前へしゃがみ込む。

　彼女が手慰てなぐさみに覚えたという鍵開けの技術も、一党パーティの中では貴重な手業だ。

　ピックで穴を探り、かすかな物音に注意するように長耳がひくひくと揺れる。

　やがてカチリと音がして錠が回ると、彼女は「よし」と得意気に薄い胸を反そらした。

「開いたわよ」

「ほいなら、開ける前にと……」

　鉱人道士がひょいと屈かがみこんで触媒の鞄を漁あさり、布を引っ張りだす。

　女神官はそれを不思議そうに首を傾げて、おずおずと問いかけた。

「何をするんです？」

「油ァ差しとかんと」鉱人道士は片目を瞑つむった。「ギイギイ音を立てられちゃたまらんもの」

「あ、手伝います！」

「んじゃ、わしは右、お前さんは左側な」

　ほいきたと鉱人道士が放ったボロ布に油を染み込ませ、女神官は作業に取り掛かった。

　流石さすがに神殿での勤めで慣れているのか、掃除する姿は様になっていて淀みがない。

　ほどなく丹念に磨かれ油を差された扉は、音もなく開いて冒険者らを招き入れた。

　彼らは影のように隙間から滑り込み、後ろ手に扉を閉める。

　ゴブリンどもは仲間が殺されたことにさえ、ついぞ気づかなかった。

　気づいたところで、嘆き悲しんだりはせず、冒険者を嬲なぶることしか思わなかったろうが。







[image: ]




「うわぁ……カビ、くさぁ……」

「ふ、ふるい建物ですから……。あ、いま、火をつけますね」

　小鬼の巣穴と遺跡の臭いが入り混じった腐臭に妖精弓手エルフが嫌そうな声をあげた。

「よいしょ」と可愛かわいらしい声と共に、女神官が火打石を叩たたいて松明たいまつへ火を点つける。

　遺跡に施ほどこされた森人エルフによる火除けの加護、その真まっ只中ただなかだ。明かりはか細く弱々しい。

　しかし一党パーティ全員を照らすには事足りる。女神官は皆の顔を見回し、ほっと息を吐はいた。

　大門を抜けた先は、ひどく狭苦しい通路であった。

　這はい進むほどではないが、広く隊列を組むことなどできそうにもない。

　小鬼には、ちょうど良いかもしれないが……。

「串刺しの罠わなで一網いちもう打尽だじんとかなりそうで、やぁね、これ」

「むしろ拙僧が突っかからずに進めるかが心配ですな」

「鉱人ドワーフのが詰まりそうよね」

　なにおう、と鉱人道士ドワーフが反論するが、さすがに声は控えめだ。

「進むぞ」

　ゴブリンスレイヤーがそう低く言って、一行は陣形を組んで歩き始めた。

　先陣を妖精弓手が務め、その次にゴブリンスレイヤー、蜥蜴僧侶リザードマンとこれが前衛。

　後衛は錫杖しゃくじょうを握っておっかなびっくりの女神官、そして最後尾を鉱人道士が担になう。

　息詰まるような通路は、ゆるく左右に曲がりながら、どこまでも深く伸びている。

　どうどうと木霊こだまするように響く音は、恐らく堰せき止められている川の水によるものだろう。

　──一本道は、いやだな。

　ふと、そう思う。前からゴブリンがきたら逃げられない。後ろから来てもそうだ。

　湿った空気。ひやりとしたその感触。いつかどこかで嗅かいだことのある臭い。

　女神官は気を緩ゆるめると自分がどこにいるかもわからなくなりそうで、慌てて首を振った。

「足音の心配はしなくて良さそうね」

　妖精弓手がぼそりと叩いた軽口に、思わず安堵あんどの息を吐いてしまったのもそのせいだ。

　ふ、と僅わずかに空気が軽くなったようだった。

「壁抜きで後方からの不意打ちも、心配せんで済みそうだの」

「隠し扉がなければな」

「あるいは外の死骸しがいが見つからなければ、ですな」

　鉱人道士が軽口を返し、ゴブリンスレイヤーが低く応じ、蜥蜴僧侶が注釈をつける。

「気をつけて」こくんと女神官が唾つばを飲み込み、震えを抑えた声で言った。「行きましょう」

「ああ。……特にあの、なんと言ったか……」

「モケーレ・ムベンベ」妖精弓手が足元を探りながら言った。「でしょ？」

「それだ」とゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。「あれに鞍くらをかけた奴やつがいる。油断はできん」

　蜥蜴僧侶が牙刀の握り具合を直しながら首を巡らせる。

「小鬼ですかな？」

「ゴブリンに竜を任せる者など、ゴブリン以外にいるものか」

「物の価値をわからんという意味じゃ、小鬼はピカイチだかんの」

　鉱人道士が狭い通路の壁をそっと撫なでて、諦あきらめたように首を左右へ振って見せた。

「見てみぃ。壁画に装飾もあったろうに、奴らときたら……」

　おそらくはこの遺跡の来歴を記しるしたものか、あるいは侵入者への警句であったのだろう。

　壁に刻み込まれた色取り取りの壁画は、小鬼どもの暴虐の前に塗ぬり潰つぶされ、砕かれていた。

　忌むべきはこれをゴブリンどもが冒瀆ぼうとくしようとしてやったわけではない、という事だ。

　もし仮に小鬼どもが混沌こんとんの輩やからとして秩序を貶おとしめんとしたなら、もっと徹底的にやったろう。

　あちらを壊し、あちらを塗り、あちらを割って、一部は放り出したまま、など……。

「……遊び飽きた子供みたい、ですね」

　女神官が薄ら寒く呟つぶやいたのも、無理はない。

　面白おもしろくて楽しくて、ただそれだけで他人の作ったものを破壊しただろう事は明白だった。

　それが生きる者に向けられた時にどうなるかを、女神官は身を持って知っていた。

「……」

　恐怖か緊張か、強張こわばって震える右手でしっかと錫杖を握り直し、左手の松明を持ち直す。

　彼女は口の中で、繰り返し繰り返し、地母神ちぼしんへの祈りを呟いた。

　だから、だろうか。

　水音に入り混じり、遺跡の奥から吹く風に乗って届いたそれに、最初に気づけたのは。

「……声？」

「どうした」

　ぽつりと呟いた女神官が立ち止まったのに、ゴブリンスレイヤーは気づいたらしかった。

　女神官はただそれだけで、どうしてか安心したようにほっとしてしまう。

　彼はこちらのことを気にしてくれている。他ほかの皆も、同じ。

　無意識に彼らと比べている事に気づいて、女神官は恥じ入るように俯うつむいた。

「いえ、その、声が……」

「聞こえたか」

「……前の方から、と思いますけど」

「ふむ」

　女神官の自信なさげな言葉に、ゴブリンスレイヤーは低く唸うなった。

「どうだ」

「っと、ちょっと待ってね。床ばっか気にしてたから……」

　ひょいと顔をあげた妖精弓手が、その長耳をぴんと張って耳を澄ませた。

　ふるり、ふるり。微かすかに長耳を揺らして聞き入ることしばし。

「……うん、聞こえる。人の声。男か女かまではわかんないけど」

「生きとるもんがゴブリンばら以外におったってことか」

　鉱人道士が思い切り顔をしかめた。

「喜ぶべきっちゃ喜ぶべきだけんど、助ける手間を考えっとな」

「虜囚りょしゅうと決まったわけではありませぬよ」

　蜥蜴僧侶がぐるりと目を回し、舌で鼻先を舐なめた。

「……でも、捕まってる人がいるなら」

　女神官は松明を精一杯に掲かかげて、怯おびえと迷いを振り払うように言った。

「助け、ないと……！」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、一瞬の躊躇ちゅうちょなく頷いた。

　左手の盾を確かめ、右手首を一度ぐるりと回して剣を握り直した。

「やるべき事は変わらん。行くぞ」

　ほどなく一行がたどり着いたのは、遺跡の天井てんじょうから地下まで続く吹抜ふきぬけと螺旋らせんの回廊。

　そしてそこから四方八方へと伸ばされた、網目の如ごとき無数の通路、その入口。

　木霊す声は遥はるか下方──奈落の底から聞こえてくるらしかった。
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「……ゴブリンの巣穴特有の臭いね」

　妖精弓手の聴覚を頼りに、一党パーティは吹抜を下っていく事にした。

　石造りの内壁をぐるりと廻まわるような螺旋状の階段だ。足場は狭く、手すりはない。

　自然、壁に手をつくようにしてそろり、そろりという慎重な歩みとなっていく。

「まるで蟻塚か何かのようですな」

「ありゃあ、あれでなかなか砦とりでとしちゃ良いもんだわいの」

　その内壁から砦の中へと通じるいくつもの側溝に、蜥蜴僧侶と鉱人道士が声を漏もらす。

　堤防と組み合わさった河川城塞が、少なくとも古来より戦いくさに備えたものであるのは確か。

　それを少数、たった五名で陥落させようというのだから、いささか気が重くもなる。

「ひゃっ」

　びゅうと伽藍がらんを通り抜けていく風に、思わず女神官は目を瞑つむって壁に縋すがり付いた。

　その風の勢いもさることながら、運ばれてくる生臭い空気が、異様なものを連想させる。

「い、命綱を通すべきじゃ……」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは低い声で、女神官の提案を却下した。

「一本道だ。前後どこからゴブリンが来るかわからん」

「これ以上、動きを妨げられては危ういですからなぁ」

　最後尾の蜥蜴僧侶が、ぐるりと目玉を回して尾で床を叩いてみせた。

「なに、落ちても拙僧が尾で摑つかまえて進ぜよう」

「できれば落ちたくないんですけど。……うん、頑張ります」

　錫杖と松明とを取り落とさないよう、両手にしっかと握りしめて、女神官は頷いた。

　と──その時、ぴくりと妖精弓手の長耳が震えた。

「ゴブリンか」

「以外にいないでしょ」

　すっと掌てのひらを突き出してきた彼女に従い全員が足を止め、各々おのおのの武器を握り直す。

「灯があるから距離を詰めたら気づかれるわね」

「やりすごせんな」

「どうします、ゴブリンスレイヤーさん？」

「下に捕虜がいようがいまいが、下まで降りる必要はある」

　ゴブリンスレイヤーは低い声で呟き、忌々いまいましげに続けた。

「その後、上まで戻らねばならん」

「行きは良い良い帰りは怖いたぁ、迷宮探索の基本だからのう」

　鉱人道士が戯ざれ歌を口ずさみ、蜥蜴僧侶が「うむ」と重々しく頷いた。

「戦いは回避できませんし、それで、もしバレたら……」

　──どうなってしまうのか。

　女神官は頰ほおから血の気が引くのを感じた。ふらりと足元が不確かになってよろめきかける。

　引き裂かれる衣服。女武闘家の悲鳴。叫び声。囚とらわれた森人の惨むごたらしい姿。串刺し。

　閃光せんこうの如く浮かび上がる記憶の数々に息が上がる。歯の根が震えた。

　それを精一杯に押さえこみ、女神官は懸命に呼吸を整ととのえた。砕けそうな膝ひざに力を込める。

「……もう一度《沈黙サイレント》、お願いしてみます」

　貴重な奇跡の一回である。

　ゴブリンスレイヤーは素早く頭の中で算段をまとめていく。

「上手うまいこと下までいけりゃ、休めるかもしらんぞ」

　鉱人道士が触媒の詰まった鞄かばんに手を突っ込みながら、油断なく階下の奈落へ目を向けた。

「なにせ小鬼ばらにとっても、この要塞は広かろう」

「略奪の規模からして、敵の数は……どうですかな、小鬼殺し殿」

「狼おおかみもいる」蜥蜴僧侶にゴブリンスレイヤーは応じた。「大規模なのは間違いあるまい」

「が、この城址じょうしを完全に維持できるほどではありますまい」

「ああ」

「なら、決まりね」

　妖精弓手がにこりと笑い、ひょいと腕を伸ばして女神官の肩を叩いた。

「頼んだわよ」

「はいっ」

　女神官が唇くちびるを嚙かみしめて頷く。やらなければ、どうなるか、わかっているはずだ。

　彼女は必死になって首を振り、髪ごと嫌な想像を振り払う。深呼吸を一度。

　両手で錫杖に縋りながら、天上に座す地母神へと魂を繫つなげていく。

「死体は？」

「落とせ」

　蜥蜴僧侶の問に、ゴブリンスレイヤーは無慈悲なほど躊躇なく答えた。

「ゴブリンが、ここから転げ落ちるのは自然なことだ」

「祈ります！」

　女神官が、錫杖と松明──その灯ひを頼りにして、祈りの声を張り上げた。

「《いと慈悲深き地母神よ、遍あまねくものを受け入れられる、静謐せいひつをお与えください》！」

　それきり音が途絶える。

　松明の灯のみを従えて駆け出した一党パーティに、側溝から出てきたゴブリンが目を見開く。

　しかし小鬼が仲間を呼ばわる声も悲鳴も言葉にならず、妖精弓手の矢が貫いた。

　宙を泳ぐように手を振り回して仰向あおむけに斃たおれた小鬼を、ゴブリンスレイヤーは蹴けり飛ばす。

　どこまでも深く暗い奈落の底へとゴブリンは落ちて、そして消えた。

　階段を駆け下りながら妖精弓手が長耳を振る。聴覚は頼りにならない。

　彼女は目を凝らし、彼方かなたから迫り来る小鬼の姿を捉とらえようとする。

　──いた。

　素早く片手の指を三本立てて見せ、矢筒から矢を取って弦を引き絞り、放つ。

　音もなく飛んだ矢は、槍やりを手にした歩哨ほしょうの目から飛び込んで兜かぶとに突き立った。

　ぐらりと仲間が傾かたむいて転落したのを指差して笑うゴブリンは、声が出ない事に首を傾かしげる。

　その横を妖精弓手が駆け抜け、続くゴブリンスレイヤーが鉈なたで薪まきを割るように頭を打った。

　頭蓋ずがいが砕け、脳漿のうしょうが散る。ゴブリンスレイヤーは二匹目の小鬼を奈落へ蹴落とし、前へ。

　三匹目は突然の事態に目を白黒させながらも、その手に取った槍を握り締めた。

　鉱人と只人ヒュームの娘。二人から瞬時に娘へ狙ねらいを定めた彼だが、その攻勢を鉱人の掌が阻はばむ。

　握りこんだ砂を目前に撒まき散らされて小鬼は仰のけ反ぞり、蜥蜴僧侶の尾に足を払われた。

　そのまま、後は堕おちるのみ。

　螺旋の回廊はまだまだ続く。気が遠くなるような長さ。

　音が消え、見えるものといえば手元の灯のみ。渦巻うずまく水と自分の汗の臭い。

　女神官は目眩めまいのするような感覚に襲われ、一瞬ふらりと身体が傾かしぐ。

　あ、と思った時には宙に浮きかけた身体を、蜥蜴僧侶の尾が巻き付いて引き上げてくれた。

　慌てて後を振り返ると、蜥蜴人リザードマンはぐるりと目玉を回し、鼻先を舌で舐めている。

　──気にするな、という事なのでしょうか。

　女神官はふるふると顔を振り、錫杖と松明を手に前を向き直り、必死に前の背を追った。

　鉱人道士が足を緩めてくれている。ゴブリンスレイヤーと妖精弓手は警戒を緩めていない。

　──祈りを、続けないと……！

　雑念を振り払い、はっ、はっ、と息を切らせながら、女神官は地母神へと祈りを捧ささげ続ける。

　仲間の後でただ祈りを捧げているだけだと、役に立っているのかと迷いが生まれる。

　迷いは時としてこのように死へと通じるものだ。

　ましてや神々へ祈りを届ける事など叶かなわない。

　──皆がいて、皆の中にわたしがいて、だから守って、守れる。

　深呼吸をもう一度。

　この暗い闇の底でも傍そばに友がいて、天上に座す地母神と魂が繫がっている。

　怯えることは、ないはずだった。
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　ぷかり、ぷかり。水面に浮かぶゴブリンの死体が五つか六つ。

　奈落の果ては水路であった。

　落下した小鬼たちの水音が響かなかったのは《沈黙サイレント》の賜物たまものか距離のせいか。

　堰き止められ、蓄えられ、その上で余剰分が通される河水は、そのまま下流へと向かう。

「小鬼ども、毒を流すことは考えなんだか」

　音の蘇よみがえった世界で、ぼそりぼそりと蜥蜴僧侶が呟いた。

　川上を制圧したのであれば、必然その手の事は考えるだろう。

　ましてや森人の里、その先には水の街があるというのに。

「ゴブリンどもじゃのうて、連中の親玉がなんぞ考えとるのかもな」

「いちいちゴブリンの考えることばっか考えてたって、どうにもならないわよ」

　妖精弓手がややこしそうな事に顔をしかめ、こつこつとゴブリンスレイヤーの鉄兜を叩く。

「こんな風になっちゃうじゃない」

「お前さんは、もちっと考えた方が良い気がすっけどの」

　故郷の事じゃろがと零こぼす鉱人道士に、妖精弓手が「なによう」と喰くってかかる。

　蜥蜴僧侶がなだめに入らぬあたり、お互い声の大きさは弁わきまえたものなのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは一切いっさい気にした風もなく、腰の雑囊ざつのうから水袋を取り出し、栓を抜く。

　兜の隙間すきまからがぶりと水を呷あおり、彼はそれを、しゃがみこんだ女神官へ放った。

　青ざめた顔で必死に呼吸を整えようとしていた彼女は、ぼんやりとそれを受け取る。

「飲んでおけ」

「あ、す、すみません」

「いや」とゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「助かった」

　女神官は両手で持った水袋に、僅かな気恥ずかしさを伴いながら口付ける。

　えへへ、と僅かに頰が緩んだ。少し緊張が解けたが、悪いことではない。

　難所一つを抜けたのだ。まずは一段落。

　こく、こくと喉のどを鳴らして二口、三口。ほっと息を吐いて、水袋に栓をする。

「ありがとうございます」と言って返すと、彼は黙ってそれを雑囊へ押し込んだ。

　ゴブリンスレイヤーは手近に漂うゴブリンの軀を鉈で引き寄せ、腰帯から剣を奪う。

　それを鞘さやに叩き込こむと、ゴブリンの帯へ鉈を差し込んで蹴り飛ばした。

「声は途絶えたな」

　ぼそりと呟かれた言葉に、妖精弓手がひょいと顔をあげて「そうね」と頷く。

「降りてる途中はわかんなかったけど、今は聞こえない感じ」

「手遅れだな」

　ゴブリンスレイヤーの低い言葉に、意味を察した妖精弓手が顔をしかめた。

　彼女は素早く弦の具合を確かめ、張り直し、矢筒の中身を検あらため、立ち上がった。

「……だからって急がなくて良いわけじゃないでしょ？」

「然しかり、然り」

　蜥蜴僧侶が首肯し、牙刀をぶんと素振そぶりして気合を入れた。

「拙僧らは戦の心づもり、向こうは気が緩んでおる。それを狙わぬ理由はありませぬ」

　どれ、と蜥蜴僧侶が鱗うろこの生はえた無骨な手を女神官へ差し出した。

　女神官は「いえ」と気丈に微笑ほほえみ、錫杖を支えにしてゆっくりと立ち上がる。

「あ、松明は……」

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、やがてゆるくその鉄兜を左右へ振った。

「任せる」

　ずかずかといつも通り先陣を切って行く姿に、女神官はひっそりと溜息ためいきを吐ついた。

　が、しかしすぐに彼が光源を任せてくれたという事に思い至って、うん、と力強く頷く。

　女神官は「ちょっとお願いします」と松明を鉱人道士へ預けた。

　そして自分の荷物の中からランタンを取り出すと、それに炎を移し替える。

「ほ、準備が良いの」

「冒険の時は忘れずに、ですよ」

　ほんの少しだけ自慢気に、女神官は薄い胸を張ってそう言った。

　冒険者セット──役立つようでいて案外役に立たない事もあるが、今回は別だ。

　灯がもれぬようにシャッターを絞ると、女神官は「えい」と松明を水路に浸ひたす。

　じゅっと音がして白い煙があがり、それで終しまいだ。

「……じゃあ、行きましょう」

　一党パーティは頷き合い、足音を立てぬようゴブリンスレイヤーの後を追った。

　幸いにして水路を流れる水の音で、多少の気配は隠れそうである。

　薄暗い中、ゴブリンスレイヤーは静かな声を妖精弓手へ向けた。

「前方、どうだ」

「いるわ」

　妖精弓手は野兎のように腰を落とし、そろそろと、けれど素早く足を進める。

「なんか大きな臼うす？　みたいなのの傍に、五、六匹……お楽しみ中、みたいね」

「術は使うな」

　ゴブリンスレイヤーは、右手に剣を握り直した。

「片付けるぞ」

「しかし……」蜥蜴僧侶が、ちろりと舌で鼻先を舐めた。「どう攻めたものか」

「またさっきの《沈黙サイレント》使う？」

　私はそれでも良いけど。そう言って妖精弓手は矢筒から矢を引き抜いた。

　ゴブリンスレイヤーはちらりと血の気の失せた女神官を見やり、首を横に振った。

「他の手を使う」

「わ、わたしなら……！」

「同じ手は連用したくない」

　大丈夫ですという女神官の声を切り捨て、ゴブリンスレイヤーは雑囊を漁った。

「にかわはあるか？」

「おうよ。そんなもん、なんぼでもあるぞ」

　鉱人道士が「ちくと待っとれ」と言い、自身の触媒が詰まった鞄を引ひっ搔かき回す。

　やがて彼はうむと頷くと、封の施された小瓶こびんをいくつか手にとって出してみせた。

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく言った。

「全員、靴下を出せ」

　女神官が顔を赤らめてバッと太股ふとももを押さえ、妖精弓手が不思議そうに小首を傾げる。

「何にするのよ、そんなの」

「使う」

　蜥蜴僧侶が重々しい動きで頷いた。

「拙僧のもですかな」

「持っていればな」
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　一仕事を終えたその小鬼は、ゴブリンにしては実に上機嫌であった。

　彼は酒に酔ったことはほとんどなかったけれど、酔っ払ったような気分である。

　略奪品の酒類は、とてもとても、こんな地の底の持ち場まで回る前に飲み干されてしまう。

　もしかしたら砦の上の方ではちゃんと割当が決められているのかもだが、そこはゴブリン。

　後の仲間のことなど考えもせず、ちょっと多めに頂いて回して、あっという間に底をつく。

　だがしかし、この地下にいるゴブリンは寛大にもそれを許してやるつもりでいた。

　無論、自分が他の階層にいたら同じことをするから──などという理由ではない。

　当然彼は自分もちょろまかすだろう事を棚に上げ、なんて酷ひどい奴らだと腹を立てていた。

　それでも許す気になっていたのは、最下層の仕事ならではの役得があったからだ。

　彼は大仰おおぎょうな仕草で、首から鎖を通してぶら下げている飾りの向きを整えた。

　そして仲間たちが座り込んでる車座にどっかと腰を下ろし、中央の食事に手を伸ばす。

　腐りかけた腕から指を引きちぎって口へ放り込み、嚙み砕くだいて一息。

　彼は「こんな地下での仕事は大変で困る」と。至極格好つけた調子で愚痴ぐちを零した。

　仲間たちが途端に「そうだ」「そうだ」と声をあげ、食事から足を強引ごういんに抜き取った。

　それを見過ごせぬ一匹が文句をつけて奪い合い、膝をぶち割って取り分を確保する。

　小鬼どもは「えらい奴らはわかってない」など不貞腐ふてくされながら肉を齧かじる。

　誰だれかが食事から綺麗きれいな金の目玉をほじくりだし「まったくだ」とそれを丸呑まるのみにした。

　ゴブリンの愚痴はぎゃいぎゃいと盛り上がって続くが、当然そんな過酷かこくな仕事ではない。

　だが「他のやつは俺おれたちよりも楽をしてる」と、決めつけるのがゴブリンだ。

　やがてひとしきりだらだらと食事を食べ終わると、ゴブリンたちはのたのた立ち上がった。

　何にしてもやはり圃人レーアよりは森人、森人よりは只人の方が食べごたえがあって宜よろしい。

　腹もくちくなったし、さて次の仕事が来るまで、適当に一眠りでもしていようか。

　そう思って大おお欠伸あくびを一つ、と──……。

「────？」

　はてな。

　その足元に、ころころと火の消えた松明が転がってきたではないか。

　なんだこれは？　ゴブリンがきょとんと呆けた間抜け面づらを晒さらす。

「!?」

　次の瞬間、その顔面にびたりと何か濡ぬれて重たいものが飛びついてきた。

　思わず声をあげようとしたところ、今度はそれがもう一つ、口へと飛び込んでくる。

　引き剝はがそうと手をかけると、その手が妙にべたついたそれに張り付いて取れない。

「ＧＲＯＢＢ!!」

「ＧＲＢ！　ＧＢＢＯＲＯＢ!!」

　思わず姿勢を崩して転げた彼を、仲間のゴブリンは指差してげたげたと笑った。

　彼らは今日やけに上から落ちてきた同胞に対しても、馬鹿ばかな奴らだと嘲あざけるのである。

「ＧＢＯＲＯＢ!?」

　と、今度はそのゴブリンの笑い顔へと、何かが激突し張り付いてきた。

　慌てて顔に手をやって痛みと苦しみに悶もだえるゴブリンがさらに二匹。合計三匹。

　ようやく嘲るどころではないと気づいた残り二匹が、手に略奪した剣を執って抜き放つ。

　そして片割れが呼子らしき小笛を口に咥くわえ──、

「ひとつ」

　──ようとしたところ、闇の奥から飛来した短剣がその喉を貫いて仰け反らせた。

　噴き出す血がぴゅうぴゅうと笛のような音を立てて風に乗る。

「ＧＯＢＢＲＢ!?」

　その音を切り裂いて、薄汚い鎧よろい姿の冒険者が水路の奥より駆け込んできた。

　手には剣。左手には盾。ゴブリンは目を剝むいた。冒険者！　怨敵！　こいつだ！

「ＧＢＲＯ！　ＧＧＢＯＲＲＯＢ!!」

　仲間を呼ばわることも助けることも頭からは抜け、ゴブリンは躍おどりかかった。

　彼の剣は冒険者から奪って間もない切れ味鋭い逸品いっぴんだ。錆さびた短剣とは比べ物にならない。

「ふん」

　しかしそれをゴブリンスレイヤーは無造作に盾で受けた。いや、叩き落とした。

　小鬼の勢いの衝撃を、盾に剣の切っ先を食い込ませつつ後方へ逃し、払う。

「ＧＯＢＢＲ!?」

　地に落ちたゴブリンが受け身も取れず無様によたよた起き上がる。

　どすりという鈍い音を聞いたのはその直後。そしてゴブリンはわけもわからずに息絶えた。

　自分の後頭に木芽の矢が突き刺さったとは、ついぞ思わなかったはずだ。

　うつ伏せに斃れたゴブリンの瞳ひとみは、仲間たちの有様ありさまを見ても動かない。

「ＧＯＢＢ……ＧＲＢ!?」

「ＧＲＯＢＢＲ!?」

　ようよう顔と口に張り付いた粘着ねばつく塊を取っ払った小鬼たちは、声もなかったろう。

　次の瞬間には胴と腹を蜥蜴僧侶の牙刀が両断し、喉はゴブリンスレイヤーに貫かれた。

　五匹のゴブリンを仕留めるのに、僅か数十秒。流石さすがの手並みと言えた。

「三。……四、五か」

　ゴブリンスレイヤーはゴブリンの屍しかばねを数えると、暗闇を振り返った。

「しかし、上手く当てたな」

「練習、してますから」

　闇の奥から、とととっと女神官が錫杖を手にして姿を現した。

　彼女はゴブリンスレイヤーの淡々とした声に、てれてれとはにかんだような表情を見せる。

　いくら松明の燃えさしで気を引いたとはいえども、投げてぶつけたのは自身の成果。

　褒ほめられるのは、そう滅多めったにあることではない──とはいえ。

「……もう、これ使えませんよねぇ……」

　彼女はげんなりとした表情で、ゴブリンが引き剝はがして放り捨てた、予備の靴下をつまむ。

　にかわに、血に、よだれに、鼻汁。正直に言って洗っても履はきたいとは思えなかった。

「靴下に石詰めてにかわ塗りたくって投げてぶつける？」

　同じく自分の着替えを提供した妖精弓手が、小鬼の死骸から矢を抜きつつ長耳を揺らす。

「発想が悪戯いたずらっ子のそれと同じよね」

「だが効果的だ」

　ゴブリンスレイヤーは短く言って、食い散らかされた死骸の方へ目を向けた。

　男女の区別もつかない血だまりの中から、青色の認識票を拾い上げる。男だった。

「家族はおったんかな」

　ひょいと横合いから覗のぞき込んだ鉱人道士が、その赤黒く汚れた青玉の板をつまみ上げる。

「あるいは、一党パーティ……単独ソロってこたぁなかろうが」

「恐らくはな」

　彼は鉄兜を巡らせ、ゴブリンたちの仕事道具へと目を向けた。

　なぁにこれ、などと言って突いていた妖精弓手が、やがてその正体に気づいて飛とび退のく。

「……ひっ!?」

　それは、石臼──いや、圧搾機とでも言うべきものだった。

　車輪状の取っ手を回せば機構が動き、装置に挟まれたものをじわじわと押し潰し、搾る。

　阿列布オリーブの実からは油を、葡萄ぶどうの実からは果汁を。

　では、ゴブリンどもはなにを搾ろうとしていたのか。

　答えは、一目いちもく瞭然りょうぜんだ。


「ぅ、ぁ……っ」



　女神官が、喉から引きつった声を漏らした。辛うじて取り落としかけた錫杖を握り直す。

　装置の隙間からは、びくびくと未いまだ生命の残滓ざんしに震えている細い手、足。

　そして硝子ガラス球のような瞳で宙を見、だらりと舌を垂らした女──少女の首だ。

　ゴブリンどもが何をどう圧搾したのかは、もはや言うまでもない事だろう。

　拷問というには、あまりにも粗雑。処刑というには、趣味的に過ぎる。

　──ううん。

　女神官は、これが何を意味するのか、すぐにわかった。

　隅に積まれたのは、無残に引き裂かれた女性向けの革鎧。

　ゴブリンスレイヤーがゴブリンから取り上げた、研ぎ澄まされた小剣。

　斃れた小鬼の胸元むなもとに下がっていた、翠玉の認識票。

　ついに力を失って垂れ下がった腕の鍛え方。

　彼女は間違いなく冒険者だ。

　とすれば導き出される答えは──ただの娯楽。

「……」

　吐き気を催もよおす光景であったが、青ざめた顔をしつつも女神官はぐっと苦い水を飲み下した。

　慣れたのか、慣れてしまったのか、慣れなければならないのか。彼女にはわからない。

　地母神への祈りを囁ささやく足元で、ばしゃりと粘ついた液体が跳ねて、彼女の白い長靴を汚す。

　装置によって搾り出された赤黒い汁はどろどろと床の溝を垂れ、水路へと滴したたり落ちている。

「ふぅむ」と蜥蜴僧侶が目玉を回した。「川に流すなら毒の類たぐいではありませぬかな」

「毒では、あるのだろう」

　ゴブリンスレイヤーは屈かがみ込み、水路を流れる粘液を指先で掬すくい取り、擦こすった。

　大河の水に対してはあまりにも微量で、一個人にとっては致命的なほどの量。

「貴様らは仲間の糞尿と血の入った水を飲み、身体を洗い、生活してるのだ、と」


「う、ぇ……っ」



　思わず妖精弓手がえづいた。

　咄嗟とっさに女神官が差し出した水袋を、彼女は「平気」と遠慮して踏みとどまる。

「とすると、一種の呪のろいと見たほうがよぉ御座いますな」

「やはり間違いはないか」ゴブリンスレイヤーは呟いた。「例の、あー……」

「モケーレ・ムベンベですかな？」

「そうだ」とゴブリンスレイヤーは頷く。「奴を捕らえたのは、呪文じゅもん遣いの類だ」

「ゴブリン……」

　女神官は喉を震わせた。

　薄暗い洞窟どうくつ。倒れ伏した女たち。玉座でわめくゴブリンシャーマン。

　脳裏のうりに焼き付いた記憶の数々。ぎゅっと錫杖を握りしめる。

「……シャーマン？」

「何にせよ、なかなかの使い手だ」

　二人の様子に、鉱人道士が呟く。

「お前さんら、よく平気だのう……」

「生かして嬲なぶるのは我らの流儀ではありませぬが、殺しは我らの生業なりわいですからな」

　蜥蜴僧侶は彼なりのひそめ面なのだろう、渋い顔をしてゆるく首を左右に振った。

「優れたる戦士のはらわた搔っ捌さばいて心臓を喰らうは、嗜たしなみかと」

「わしゃ、今日明日いっぱいは肉だの喰いたかねえのぉ」

　妖精弓手が「これだから鉱人は」と気丈に笑った。

　ゴブリンスレイヤーは鉱人道士に目を向け、頷きかける。

　そして女神官の元へとずかずかとしたいつもの歩調で近づき、顔を見下ろした。

「ゴブリンスレイヤーさん、その……」

「ここで休息を取る」

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと言った。

「弔とむらったら、少し休め」
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　擦すり潰され絞り尽くされた冒険者の遺骸は、結局水葬されることになった。

　無残な姿を隠すように布を巻き付けた上で、川へ通じる水路へと流す。

「慈悲深き地母神よ、どうかその御手にて、地を離れし者の御魂を御導きください……」

　女神官の祈りによって魂は天へ還り、蜥蜴僧侶の祈禱きとうで天地を廻る事になるだろう。

　この城址の最下層まで見回りに来る──そも小鬼は勤勉ではない──者もおるまい。

　一行は、多少なり清潔な場所を見つけると、思い思いに毛布に包まって眠りについた。

　休めて……休めたとして、数時間。どれほど体力が戻るだろう。

　だが、とにかく消耗した術者たちの精神力を回復することが、何よりも先決だった。

「……」

　ゴブリンスレイヤーは拷問部屋の壁に寄り掛かり、回収した剣を抱えるように座っていた。

　森人の結界による減退もあるが、煙が立ち上ることを考えれば火も焚たけぬ。

　シャッターを閉じて光を絞ったランタンを中心に、一同は思い思いに休息を取っていた。

　趺坐ふざを組んで指に印を結び、瞑想するかのように目を閉じている蜥蜴僧侶。

　酒をかっくらった上で、遠慮なくごろりと横になって腕うで枕まくらで高いびきの鉱人道士。

　そして隅の方で毛布に包まり、小さな身体をさらに縮こませている女神官。

　遠目にも、あの少女の顔は血の気が失せて、青ざめている。

「……なんで寝てないの？」

「休んではいる」

　と、不意にかけられた声に、ゴブリンスレイヤーは淡々と応じた。

　先に見張りの役を担当する妖精弓手が、不機嫌そうに彼の前に立っている。

　ゴブリンスレイヤーはゆっくりと鉄兜をもたげ、彼女を見上げた。

「片目を閉じてな」

「わかんないのよ、あんたの見た目じゃ」

　呆あきれたような調子だった。

　腰に手を当てふんすと鼻を鳴らし長耳を振った彼女は、すとんと隣に腰を下ろす。

　ゴブリンスレイヤーへ許可を取ろうという気配もなく、さも当然といった仕草。

「あの子、随分と参ってたわね」

「それは、そうだろう」

　妖精弓手が矢の弦を緩め、ぐいぐいとまたきつくするのを横目に、彼は頷く。

「行動だけなら、ゴブリンどもと変わらんからな」

　同胞の死体を川に流すという行動その一点のみを見れば、である。

　いずれにせよ彼らはほんの数分か、数時間か、数日ばかり遅かった。

　そうでなければ、虜囚とされた冒険者らの一人二人でも、まだ息はあったに違いない。

　いつでも、どんなときでも、あの神殿や修道女たちのようにはいかない。

「死なせて川に捨てる。変わらん」

　ゴブリンスレイヤーは、端的にそう結論づけた。

　妖精弓手は僅かに口ごもり、唇を嚙みしめ、処置なしというように首を横に振った。

「……違うわよ」

　む、と。ゴブリンスレイヤーが低く呻うめいた。

「ゴブリンとは違うわよ。っていうか、似たようなこと言ったら怒るわよ？」

　じろり、と。妖精弓手の瞳が半眼になってゴブリンスレイヤーを睨にらみつけた。

　ていうか蹴るわよ。そう呟く口調は本気のそれだ。

　いつかの遺跡で、彼女が思い切り蹴りつけてきた事を、ゴブリンスレイヤーは覚えている。

　一年ほど前だ。懐なつかしささえあった。

　しかし森人にとっては、どれほどの時間なのだろうか。

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。頷いて、深々と息を吐いた。

「……そうだな」

「そうよ」

　それきり、二人は口を閉ざした。

　さらさらと水の流れる音が、場違いなほどに涼やかに響く。

　しかし時折頭上遥か高みからゲタゲタと小鬼の嗤わらう声が届き、現実を忘れさせてくれない。

　妖精弓手の長耳が、ふとひくひくと揺れ動いた。

　ゴブリンスレイヤーがちらりと見やると、彼女はなんでもないと首を横に振る。

「そうか」と息を吐いたゴブリンスレイヤーは、一度むっつりと口を閉ざす。

　妖精弓手が「ん？」と小首を傾げたのに、彼は僅かに兜を動かして、こう言った。

「悪かった」

　ぼそりとした一言だった。

　妖精弓手は目をぱちくりと瞬またたかせる。

　──オルクボルグが謝るなんて。

　そう滅多にあることではない。

　僅かに頰が緩むのを隠すべく、彼女はことさらしかつめらしく、ぶっきらぼうに言った。

「……何が」

「……結局、またゴブリンだ」

　馬鹿ね。妖精弓手はくすりと笑った。水の流れと同様に、場違いなほど軽かろやかに。

「なぁに？　そんなこと気にしてたわけ？」

　答えはない。

　付き合いは一年と少しだけれど、なに、人となりを見るならそれで十分。

　──図星ね。

　妖精弓手は鈴のように喉で笑いを転がすと、大弓をそっと傍かたわらの床に置いた。

　そして自身の膝を抱えると、こつんとゴブリンスレイヤーの肩へ頭を寄せる。

「そりゃあ……ゴブリン退治は嫌だけど、さ」

　当たり前だ。

　オルクボルグと出会う前、まだ白磁はくじだった頃ころにもゴブリン退治はした事がある。

　彼と一緒に行動するようになってからは、加速度的にその回数も増えた。

　洞窟探索は別に良い。怪物と戦うのも良い。さらわれた人を救うのも悪くない。

　──けど、やっぱり違うのよね。

　オルクボルグと赴おもむくゴブリン退治は、他の冒険とは何かが違う。

　達成感などまるでない。妖精弓手からすれば、とてもとても冒険と呼べたものではない。

　けれど。

「故郷のことだもん」

　妖精弓手は、何を当たり前の事を、と。そう言った。

　ゴブリンスレイヤーの鉄兜が僅かに動くのを、髪の毛で感じる。

　妖精弓手は一瞬だけ目を閉じた。油と血の臭い。本当に、酷い臭い。

「ねえ様も結婚するってのに、近くに小鬼がいたら困るわ」

「……そうか」

「むしろ普段こっちから色々文句つけて──……ああ、いや、悪いとは思ってないんだけど」

「いや」

　ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「気にしてはいない」

「そう？」

　妖精弓手は、意外そうに小首を傾げた。長耳がふるりと揺れる。

「ああ」とゴブリンスレイヤーは短く言った。「俺は冒険のやり方を知らないからな」

　そっか。妖精弓手が小さな声で呟き、ゴブリンスレイヤーはそうともと、低い声で応じる。

「じゃあさ」

　不意に妖精弓手は歌うようにそう言って、ぴんと立てた人差し指をくるりと回した。

「貸し借りなしってことで、どう？」

「俺は」

　ゴブリンスレイヤーは、何を言おうとしたのか、僅かに言いい淀よどむ。

　しかし探し求めていた言葉は、結局見つからなかったらしい。

　彼はいつもと同じように、淡々と言った。

「構わんが」

「よっし」

　妖精弓手はそれを聞いて、弾はずむように立ち上がった。

　んんっと声を漏らしながら猫のように大きく伸び。しなやかな身体を軽く解ほぐす。

「で、これからどうするの？」

　ふぅと息を吐いてからの問いかけに、ゴブリンスレイヤーは即座に答えた。

「仕掛けをして、上へ向かう」

「仕掛け？」

　妖精弓手は目をきらめかせ、耳を揺らした。

「すぐにわかる」

　ゴブリンスレイヤーが至極面倒くさそうに言う。妖精弓手は鼻を鳴らした。まあ良い。

「でも……今度は上がるの？」

「この手の建物に陣取るゴブリンだ。考えることは凡およそ想像がつく」

「──？」

「一番偉い奴は、一番下か一番上と相場が決まっている」

「ああ」

　合点が言った。妖精弓手はにこりとして頷く。悪いやつほど高いところが好きなものだ。

「問題は例の……」

「モケーレ・ムベンベ？」と妖精弓手は溜息を一つ。「いい加減、覚えなさいよね」

「……それを操あやつった奴が、恐らくは呪文遣いだというところだ」

「呪文遣いね。……ふむん」

　妖精弓手はそれらしい顔つきで腕組みをして悩み、即座に考えることを放棄した。

　今必死に考えたって答えが出るわけでもなし。

　どうせ対決するなら、その時に考えれば良いのだ。

　──ゴブリンシャーマンだろうと、なんだろうと、射抜けないわけじゃないし。

「出たとこ勝負じゃない？」

「そうもいかん」

　きっぱりと首を横に振るゴブリンスレイヤーへ、妖精弓手は仕方ないなと首を横に振った。

「そうもいくの。今のオルクボルグはちゃんと寝るのが優先。唯一の専業前衛なんだから」

「……ああ」

「両目閉じてね」

「……努力はしよう」

「しばらくしたら、起こしたげるから」

「すまん」

「っていうか、じゃなきゃ私が寝れないし」

「頼む」

　妖精弓手は気にしないでとひらりと手を振り、つま先でひょいと持ち上げた大弓を手にする。

　そして軽やかな足取りで皆の周りを歩き、やがて部屋の隅を自分の位置として腰を下ろす。

　傍らで眠る女神官の包まった毛布を、とんとんと軽く叩いてやる。

　僅かに震えていた毛布が、ぴくりと揺れて、ほどなく静かになった。

　森人の耳を前にしては、どんなに毛布で押さえても、感情を隠すのは無理というものだ。
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「なんで昇降機エレベーターを作らなかったのかしら古代人……！」

　数時間後、いくつかの細工を済ませた一行は、階段を延々昇るはめになった。

　妖精弓手の愚痴もむべなるかな。昨日下ったのに、またひぃこら登っているのだから。

　いくら違う道順であるとはいっても、何の慰なぐさめにもならない。

「あ、あんまり声が大きいと……！」

　聞こえちゃいますよ。女神官の心配も当然、小鬼が出れば迎え撃つより他に逃げ場がない。

　一党パーティの隊列は休憩前──昨日か？　時の感覚は曖昧あいまいだ──より変わらないとはいえ……。

「ま、この城址は広いかんの。探せばあんのかもだが……」

　鉱人道士が、ぜいぜいと息を吐いて言った。短軀の彼が一番移動に難儀しているらしい。

　彼は腰から酒さか瓶びんを取り出すと栓を抜いてぐびりと呷り、髭ひげについた雫しずくを腕で拭ぬぐった。

「わしゃ一仕事やった後にまたひぃこら探し回るのは、勘弁だわ」

「それに動かすためには鍵かぎがいるやもしれませぬしなぁ。青い飾り紐ひもだとか」

「ああん、もう……！」

　蜥蜴僧侶の冷静な言葉もあわせて三人から反対され、妖精弓手は耳を苛立いらだたしげに振った。

「オルクボルグ、何とか言ってよ！」

「あれば使うが探す時間が惜しい」

　取り付く島もない。ばっさりと切り捨てられ、妖精弓手は「ふんだ」と呟いて階段を進む。

　誰一人として警戒は怠おこたっていない。

　女神官でさえおっかなびっくり、両手で錫杖を握りしめながら周囲の様子を窺うかがっている。

　ちらり、ちらりと後方を確認するのは──かつての嫌な思い出が蘇るからだろう。

　後ろから来るかもしれない。

　ゴブリンが気づかぬうちに壁を破って押し寄せてくるかも。

　隠し扉は？　見落としていないか？　皆気がついていないだけで──……。

「……あら」

　と、妖精弓手の声がかかり、女神官はびくりと身を震わせた。

「ど、どうしました？」

「階段、途切れてるわ」

「あ……」

　言われて見ればなるほど。

　内壁をぐるぐると螺旋らせん状にたどる階段は、少し先で崩れて欠けてしまっている。

　飛び越えようと思えば越えられなくもないが、落ちた時を思えばぞっとしない。

　遥か下方からは、水のどうどうという音が幾重にも反響して響いてくる。

　一段下の階段に摑まれればともかく、そうでなくば、落下の痛痒つうようから命は拾えまい。

　良くて即死。悪くすれば腰骨を折って、飢えて死ぬ。いずれにせよここで冒険は終わりだ。

　小鬼どもは回り道をしているのか、それとも無謀な試みを続けているのか。

「……歩哨が出てこないな」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、低く呟いた。

「今が昼間ならばまだわかるが、気に入らん」

「どっちにしたってそれより先にここをどうするか、でしょ？」

　妖精弓手は顔をしかめて、親指を一本立てた腕を伸ばし、目測で対岸との距離を測はかる。

「私なら一跳びでいけるけど、ダメな人もいるかも。鉱人とか鉱人とか鉱人とか」

「おいこら」

　鉱人道士の抗議もなんのその。妖精弓手は腕を組んで、うーんと唸った。

「ロープ通しましょっか。回り道しても良いけど、時間ないでしょ」

「そうですね。今、用意します！」

　こくこくと頷き、手早く女神官が荷物の中から鈎縄かぎなわを取り出してくる。

　冒険者セット。とりあえずと思って購入した装備が役立っているのは、何とも嬉うれしい。

　加えて自分が皆の役に立っているというのは、女神官にとっては慰めのようなものだ。

「これで、届きますか？」

「やってみろ」

　ゴブリンスレイヤーにはぁいと返事をして、妖精弓手は鉤縄を摑んで軽やかに飛んだ。

　こと俊敏さでは、一部の獣人パットフットと闇人を除き森人に敵かなう者はいない。

　妖精弓手は牝鹿を思わせる動きで対岸へ降り立ち、「おっと」などと言いつつ姿勢を保つ。

「これ、引っ掛ければ良いのよね」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、自分側の末端であるロープを手に取った。

「腰帯に通して結び、跳ぶか」

「わしは落っこちたら術を使わなならんの」

　鉱人道士が奈落の底を覗き込み、難しい顔をした。

「ぶっちゃけ作戦を考えんなら、使いたくねえけど。……鱗のはどうする？」

「なに、壁には手がかり足がかりがありますれば、拙僧はどうにか」

　蜥蜴僧侶は両手足の鋭い爪つめを披露し、わきわきと指を動かして見せた。

「むしろ術師殿、神官殿を跳ばせるのはちと危うい。拙僧が連れて行くのがよろしかろう」

「なら、一人ずつだ」ゴブリンスレイヤーは言った。「行けるか？」

「あ、はい！」

　真っ先に差し出されたロープを握ったのは、女神官だった。

　彼女は「んしょ」と丁寧に慎重に、細い腰にロープを回してしっかりと結びつける。

　錫杖も落とさないように、ロープと背中の間に挟んでおく。

「じゃ、じゃあ、お願いします……！」

「うむ。軽い、軽い。どれ……」

　女神官を背負った蜥蜴僧侶は両手に生えた爪をぐいと石壁に引っ掛け、身体を持ち上げた。

「ひゃっ!?」

「しっかと摑まってくだされ。おお伶盗龍リンタオロンよ、我が手業を御照覧あれ！」

　その後はまあ、見事なものだ。

　蹴爪けづめと手爪とを器用に石材の隙間に差して、まさしく壁を這う蜥蜴さながらの動き。

　とはいえ俊敏とはいえぬため、螺旋階段のどこかに弓兵がいれば、良い的だろう。

　ゴブリンスレイヤーと妖精弓手は、互いに闇の奥へと目を向け、見張りを続ける。

　ほどなく対岸の階段へとたどり着いた女神官は、ぺこりと蜥蜴僧侶へ頭を下げた。

「す、すみません。ありがとうございました……」

「なんのこれしき。むしろ、もそっと肉をつけた方がよぉ御座いますな」

「……ど、努力します」

　恥じ入って俯いた彼女へ「うむ」と頷き、解いたロープを手にとって蜥蜴僧侶は復路を辿たどる。

　次いで鉱人道士を負って運び、全員の到着を確認してからゴブリンスレイヤーが跳ぶ。

　鎧兜に鎖くさり帷子かたびらと一行の中では一番の重武装な彼だが、飛距離は十分。

　それでも着地の時に僅かによろめいたのを、慌てて女神官が腕を引いて支える。

「だ、大丈夫ですか？」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは短く応じ、それから付け加えた。「問題ない」

「いいなぁ。私も背負ってもらえば良かった」

「はっはっはっはっは、いずれまた機会もありましょうや」

　かんらかんらと笑う蜥蜴僧侶に「絶対ね！」と言っていた妖精弓手が、不意に足を止める。

　と、彼女の長耳がひくりと大きく揺れ、ぴんと形の良い白指が、壁の一角へと伸びた。

「あ、ほら、あった！　これ、昇降機！」

「ほう」

　ゴブリンスレイヤーは興味深げに声を漏らし、しげしげとその装置を覗き込んだ。

　両開きの引き戸が壁に埋没しており、すぐ傍には操作盤と思わしきものが据すえられている。

　なるほど、確かに遺跡でよく見かける類の昇降機だ。

「ゴブリンどもはこれを使っていた、か？」

「どうかの。何とも言えぬなぁ……」

「動いては、おるようですな。とはいえ……む、これは？」

　はたと気づいた蜥蜴僧侶が爪先つまさきで突いて調べだしたのは、操作盤に備わった鍵盤である。

　マス目が区切られたそこには数字が刻まれており、どうやらそれを打ち込む仕組みのようだ。

「これはしたり。鍵でなく、暗号の類であったか」

「あ」

　それを見た女神官がぽんと手を打って、ごそごそと荷物の中を探った。

　取り出したのは城址の入口でゴブリンから奪った鍵だ。

　そこには数字の刻まれた金属板が、紐で通されてぶらさがっている。

「これ、どうでしょう？　最初はこの数字、鍵の管理番号かなと思ったんですけど……」

「ゴブリンどもがそんな小器用なことをするわけがないわね」

　妖精弓手が肩を竦すくめ、ゴブリンスレイヤーは首肯する。となれば、間違いはあるまい。

「試してみろ」

「はいっ」

　女神官は金属板を手に、慎重な面持おももちで三桁けたの数字を打鍵した。

　僅かな振動と共に低い所で唸り声があがり、やがて軽やかな音色ねいろと共に機械が止まる。

　そして昇降機の扉が、すっと音もなくひとりでに開いた。

「正解、みたいですね」

　ふぅ、と女神官は薄い胸を撫で下ろして息を吐く。

　昇降機の中は内壁と同じ石造りの箱型をしていた。

　棺桶を思わせるような狭さだが、一党パーティ全員が乗れなくはない。

　動いているのが魔術によるものか機械によるものか判別はつかないが……。

「罠、あると思う？」

「少なくともゴブリンが弄いじくり回せるほど、簡単な構造ではあるまい」

　中を覗き込み、手にした剣の切っ先をフィート棒代わりに突いて、彼は結論づけた。

「だが、井戸につるべをこさえていた手合を見たことはある」

「ぞっとするわね、それ」

　やめてちょうだいと妖精弓手が手を振った。

　乗っている最中に装置を切られ、最下層まで落下など想像したくもない。

「……行きましょう」

　女神官が、ぎゅっと両手で錫杖を握りしめ、決断的な口調でそう言った。

　表情はやや青ざめ、強張り、微かに震えてはいたけれど。

「ゴブリンは、やっつけ、ないと……」

　はっきりと言われたその言葉に、ゴブリンスレイヤーは迷うことなく返した。

「ああ」

　女神官の顔が、僅かに緩む。

　ゴブリンスレイヤーは、ぐるりと一同を見回した。

　当然と言わんばかりに薄い胸を張る妖精弓手。

　気にした風もなく触媒の鞄を検める鉱人道士。

　奇怪な手つきで合掌をし、目を回す蜥蜴僧侶。

　皆の顔を眺め、自身の盾、鎧、兜、剣を検める。

　問題はない。

　手は打った。

　ならば答えは一つ。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」

　冒険者たちは頷き合い、昇降機へと乗り込んで行く。

「上に行くんだろうけど、大変なことになりそうよね」

「だろうな」

　そう頷くゴブリンスレイヤーへ、妖精弓手が僅かに唇の端を持ち上げて、皮肉げに呟いた。

「地獄だ、地獄だ。……なんてね」

　そして、音もなく扉が閉まった。
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　昇降機エレベーターが低い唸うなり声をあげて、冒険者らを上へ上へと運んでいく。

　速度が早いのか遅いのかもわからず、ぐいと床へ押し付けられるような感覚が一党パーティを襲う。

　狭い箱の中、思い思いの位置に立つ彼らは、各々おのおのの装備を手にしたまま緊張の面持おももちである。

　ともすればこの昇降機の中でさえ、小鬼どもの奇襲を受けないとも限らないのだから。


「……ぅ？」



　と、不意に妖精弓手エルフが「ん？」とか「んん？」と、悩ましげな声をあげて耳に手を当てた。

　もじもじと落ち着かなさ気に長耳をいじくり回しては、不快そうに顔をしかめている。

「……なんじゃい。小鬼ばらの足音でも聞こえたんか？」

「ん、そうじゃなくて。……ぁあん、もう……っ」

　鉱人道士ドワーフの言葉に言い返す事もなく、妖精弓手は苛立いらだたしげに、ふるりと長耳を振った。

「唾つばを飲め」

　昇降機の隅で雑囊ざつのうの中身を検あらためていたゴブリンスレイヤーが、ぼそりと言った。

　妖精弓手が怪訝けげんそうに小首を傾かしげる。

「つば？」

「耳が楽になる」

　ホントかしら。不審げにしつつも、妖精弓手は素直にこくりと喉のどを鳴らして唾を飲む。

「……あ、ホントだ」

　すると耳から気が抜けたのか一転彼女は頰ほおを緩ゆるめ、長耳を上下に動かして見せた。

　それを見た女神官もこくんと唾を飲み込んで、おお、と目を瞬またたかせる。

「うん。耳、楽になりますね」

「この城址じょうし、外から見る分にはかなりの高さでしたからな」

　蜥蜴僧侶リザードマンが昇降機の内壁に手をあて、その位置を測はかるような仕草を取る。

　無論それではっきりと位置が摑つかめるわけでもないが、耳に違和感を覚えたなら答えは一つ。

「無事に上へ昇っている証左、と。善よき哉かな善き哉」

「でも」と、女神官が細い指先を唇くちびるにあてがった。

「途中で止まってしまったら、どうしましょうか……」

「その時は扉を開けて、縦穴を登攀とうはんするまでだ」

　ゴブリンスレイヤーはきっぱりと断言した。

　既に高みにあるのであれば、さほどの手間でもないだろう。

　迷わぬその答えは予想通りと見えて、女神官は妖精弓手と目配せをして、頰を緩める。

「お前のロープを借りるぞ」

「あ、はいっ」

　女神官は焦あせったように慌てて、こくこくと何度も首を縦に振って頷うなずいた。

「なんだか今回、大活躍な気がしますね。冒険者セット」

「冒険の時は忘れずにってなぁ、金言だのう」

　鉱人道士がそう言って呵々かかと笑うと、女神官は「はいっ」と笑顔で頷いた。

　そしてそれきり、会話が途絶える。

　昇降機の唸る音ばかりが幾重にも木霊こだまし、足元から迫る水の流れる音と混ざり合う。

　うんざりするような数秒間。誰だれも何も言わず、ただ次に対処すべき事態に思いを馳はせる時間。

「……ごめん」

　不意にぽつりと零こぼれ落ちたその言葉は、妖精弓手の唇からであった。

　一党パーティの視線が自分に集まったのを感じたのか、彼女はもじもじと身じろぎをする。

「それから、ありがとね。その……みんな」

　妖精弓手は僅わずかに頰を染め、はにかんだように微笑ほほえんだ。

　面と向かって誰かに礼を言うというのは、照れくさいものだ。

「ねえ様の結婚式だーって呼んだのに、なんかもう、こんななっちゃって」

「なぁに、大したこっちゃねえよ」

　真っ先に、一瞬の躊躇ちゅうちょなくそう答えたのは、鉱人道士だった。

　彼はごそごそと触媒の詰まった鞄かばんをこれ見よがしに漁あさり、妖精弓手の方を見ようともしない。

「森人エルフの里に貸しができるってな、気分が良いかんの。それにま……なんだ」

　鉱人道士はぐいと自分の白髭しろひげを引っ張り、ことさらぶっきらぼうに吐はき捨てる。

「仲間だろが」

「あ……」

　妖精弓手が目を見開いたのを見て、蜥蜴僧侶がごろりと喉を鳴らし、重々しく頷いた。

「いつも野伏殿には何くれと世話になっておりますからな」

　彼はユーモアをたっぷりに含んだ愉快そうな仕草で、ぐるりと目玉を回して見せる。

「これぐらいは、軽い軽い」

「それに、ほら」

　女神官がぽんと両手を重ね、柔らかく微笑んだ。

「ゴブリンだって聞いたら、絶対にゴブリンスレイヤーさん飛んでいっちゃいますもん」

「む」と低く唸ったゴブリンスレイヤーへ、彼女は「ですよね？」と屈託くったくなく笑いかける。

「……そうだな」

　ややあって、ゴブリンスレイヤーはゆっくりとその安っぽい鉄兜てつかぶとを縦に揺らす。

「ゴブリンは、皆殺しにしなければならん」

「……まったく」

　ふ、と。妖精弓手は肩から力が抜けたように息を漏もらし、頰を緩めた。

「実際、付き合い一年と少しだけどさ。濃いわね、ホント」

「百年は忘れんじゃねえぞ？」

「馬鹿ばかね、鉱人ドワーフは」

　妖精弓手はくすくすと笑った。ぴんと細く長い指先を伸ばし、くるりと宙に円を描いた。

「忘れられるわけないじゃない」

　よし、と。妖精弓手はぴしゃりと両頰を叩たたいて気合を入れなおす。

　弓を手に取り弦を検め、矢筒から木芽鏃やじりの矢を引き抜いてゆるく番つがえる。

　そして天を睨にらんで長耳をひく、ひくと揺らし、彼女は真剣な面持ちで言った。

「風の音。足音。ざわめき。たぶん屋上か吹抜ふきぬけ。いっぱいいるわね」

「一気に突っ切りたい所だ」

　ゴブリンスレイヤーは鞘さやから剣を抜き、ぐるりと手首を回して構え直した。

「どう見る」

「とすればここは一番、伝統的な手で行きましょうや」

　蜥蜴僧侶は一瞬目を瞑つむって思案すると、うむ、と頷き、算段を纏まとめあげる。

「良いですかや。小鬼殺し殿が前衛、拙僧と術師殿が両りょう脇わき、神官殿は野伏殿の後ろへ」

「は、はいっ」

　──最後尾。

　背後からのゴブリン。引き倒される。喚わめいて。暴あばれて。腹に短剣が突き刺さる。

「……ッ」

　脳裏のうりにちらつく光景を振り払うように、女神官はふるふると頭を左右に振った。

「その位置が一番敵の攻撃が届かぬ故ゆえ、心配されるな」

　ぎゅっと唇を結んだ緊張の面持ちの女神官へ、蜥蜴僧侶は頷きかける。

「で、私は四方を睨んで声かけて援護すれば良いわけね」

「要かなめですぞ」

　妖精弓手は「わかってるわよ」と薄い胸を張って答えた。

「やれやれ。わしゃあ、一応魔術師なんだがのう」

　ぼやきながら触媒の詰まった鞄をしっかり肩にかけ、鉱人道士は手斧ておのを引き抜いて構える。

　呪文じゅもん遣いであるが故に鎧よろいこそ身につけていないものの、一端の戦士にも似た風格。

　ゴブリンスレイヤーはちらりと兜をそちらに向けると、短くぼそりと呟つぶやいた。

「だが頼りにはしている」

「わぁっとる、わぁっとる。鉱人の男は益荒男ますらおだってとこ、見せちゃるわい」

「ははははは、拙僧ら蜥蜴人リザードマンは一族すべからく戦士でありますぞ」

　軽い調子で笑い合う男どもに、女性陣は仕方ないなと目を交わし合う。

　やがてガタンと音を立てて、昇降機が止まった。

「行けるか？」

　鉄兜ごし、女神官は自分へと向けられる視線に気がついた。

　警戒するのと緊張するのは違う。熱くなるのと頭に血が上るのも違う。

　女神官はすぅ、と息を吸い込み、はぁ、と吐いた。薄い胸に手を当て、深呼吸をもう一度。

「……大丈夫。やります」

「開いたら走る。備えろ」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。前を向く。仲間たちが頷くのは、見なくてもわかる。

「呪文遣いは？」弦の具合を確かめながら、妖精弓手が囁ささやいた。「いるでしょ、たぶん」

「見つけたら最優先」ゴブリンスレイヤーは言った。「それしかあるまい」

「わしが言うこっちゃねぇけんど、面倒臭い相手だのう」

「状態異常を引き起こす術を使われても、一人でも無事ならそいつが立て直せ」

　ゴブリンスレイヤーは平然と言った。

「全滅しなければ、手はいくらでもある」

「全滅したら……」と女神官が声を震わせると、鉄仮面がじろりと彼女を見た。

「するな」

　無理のある言葉に、女神官は思わず目を剝むいてしまった。

　それから頰を緩めて、くすりと笑う。無理やり、であったかもしれないが。

「……仕方ないですね。じゃあしないように、します」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「術は使うな。奇跡だけだ」

「うむ」

「はいッ！」

　頷いた二人の聖職者が、各々の印を結んで神へと祈り、奇跡を嘆願する。

「《伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬きり裂き、空飛び、狩りを為なせ》」

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》」

　やがて扉が開き──……。

「行くぞ！」

　彼らは、走りだした。
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　ゴブリンシャーマンは、屋上に集まった寝ぼけ眼まなこの配下どもを眺め、満足気に頷いた。

　誰も彼もがピカピカとした胸当てや、槍やりだの剣だのを持って武装を整ととのえている。

　ひとえに彼は幸運だったと言って良い。

　たまさかに魔法の力を授さずかり、群れを率いる立場になり、そして城址を手に入れた。

　術で竜を朦朧もうろうとさせ（眠らなかったのは予想外だ）、森人どもにけしかける事もできた。

　彼はこれを全すべて自分の実力で勝ち取った結果だと信じて疑わないが、運が良かったのだ。

「ＧＯＲＢＢ！　ＧＯＢＲＯＢＢＲＢＯＧＢ!!」

　愚かで間抜けな同胞たちが、自分にひれ伏す様を見るのは何とも心地が良い。

　皆を新天地へ導いてやると説教を垂れることの、なんという優越感だろうか。

　今ならば遥はるか下方でどうどうと荒れ狂う水の流れさえ、感じられそうであった。

「ＧＯＲＲＯＢ！　ＧＯＲＯＯＲＯＯＢ！」

　夜明けの薄闇うすやみが、地平の彼方かなたから薄い紫へと移り変わりだす。

　樹海からの生暖かく湿った風は、ゴブリンどもにとってひどく心地よかった。

「ＧＢＢＯＲＢ!!」

　準備はなった、と。ゴブリンシャーマンは喚わめいた。

　あの高慢ちきで他人を見下してばかりの澄まし顔の虫むし喰くいどもに思い知らせてやる、と。

　自分たちだって虫を喰うことを棚にあげての大演説である。

「ＧＯＲＢ！」

「ＧＢＢＲＯ!!」

　そうだそうだと騒ぐ間抜けどもを見回し、ゴブリンシャーマンは手にした杖つえを掲かかげた。

　かつて彼が殺した冒険者の頭骨を嵌はめた、お気に入りの杖だ。あの娘は良い頭をしていた。

「ＧＯＯＢＲＧＧＯＧ！」

　彼の考案した（と思い込んで、その閃ひらめきに何の疑いも抱いていない）呪のろいは成った。

　森人どもも、さらに下流の只人ヒュームどもも、自分たちの同胞の血と糞尿を飲んでいやがる。

　商人も狩人かりうども冒険者もみんな食わせてやった。ざまをみろだ。

　ゴブリンシャーマンは、自分の呪いが成功したものと信じて疑わない。

　故にこそ今なら森人を叩き潰つぶして犯して殺して滅ぼしてやれると騒ぐのだ。

　もしダメならダメで──その原因は、この同胞どもが馬鹿だったからに違いない。

　愚図どもに足を引っ張られなければ、きっと何もかもが上手うまくいく。

　ゴブリンは恨みを決して忘れない。

　先祖から延々と馬鹿にしてきた森人のことを。

　十年前に自分たちと敵対して魔神を討うった剣つるぎの乙女おとめのことを。

　己おのれの所業一切を棚に上げて、ただひたすらに恨み続ける。

　直接されたことでなく、伝聞で聞いたことでさえもだ。

　故に彼は心から決意していた。

　森人どもを蹂躙じゅうりんし虐殺し、例の美姫を夫の首級の前で孕はらみ袋にしてやることを。

　水の街を落として燃やし、剣の乙女を二度と立ち上がれぬまで嬲なぶりものにすることを。

　それは願望であり夢想であり、ただ欲望を垂れ流しているだけに過ぎない。

　だがしかし、ゴブリンに欲望以外の何があろう？　憎悪、保身、それ以外の何がある？

　ゴブリンシャーマンは、正しくゴブリンであった。

「ＧＯＲＯＢＯＯＧＯＢＯＲ!!」

　杖を振り上げて、ゴブリンシャーマンは叫んだ。さあ、出陣だ。

　その戦叫ウォークライを祝福するかのように、ぽーんと場違いに軽かろやかな音が響く。

　──なんの音だ？

　次の瞬間、壁に埋没していた開かぬ扉が開放され──……。

「まず、一つ……！」
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　飛び出したゴブリンスレイヤーがまず盾から小鬼へとぶつかっていった。

　円盤状の屋上には、ゴブリンばかりが百はいようか。それは錯覚か。だが数十。

　その真まっ只中ただなかへと冒険者たちは放たれた矢の如ごとく突き進んでいく。

「ＧＯＲＯＢ!?」

　事態に追いつかず喚く小鬼を殴打して左へ流し、目前に迫るゴブリンの喉へと剣を繰り出す。

「ＧＯＲＯＢＯＯＢＧＲ!?」

　血泡を噴いて悶絶もんぜつするゴブリンは、そのまま自分の血でもって溺おぼれ死ぬ。

　ゴブリンスレイヤーは剣を引き抜きながら、小鬼の死体を蹴けり倒す。

　そして振りかぶったその剣を、後方でもたもた投石紐スリングを構えようとした小鬼へと投擲とうてき。

「ＧＲＯＯＢ!?」

「二つ」

　仰向あおむけに斃たおれる様へ一瞥いちべつもくれず、ゴブリンスレイヤーは足蹴あしげにした骸むくろの腰帯へ手をかける。

　鉈なたを奪い取り、一振り。悪くはない。

「白亜はくあの園を歩みし偉大な羊よ、永久に語られる闘争の功、その一端なりしを授けたまえ！」

　左方ではけたたましい怪鳥音と共に、蜥蜴僧侶が両手の《竜牙刀シャープクロー》を振り回していた。

　爪つめ、爪、牙、尾。

　なにせゴブリンスレイヤーが盾で捌さばいた小鬼を、一手に引き受けているのだ。

　数も多ければ躊躇する余裕もなく、蜥蜴僧侶は戦士としての本能剝き出しに吠ほえ猛たける。

「イィイィイィアアァッ!!」

「ったく、こら一生分のゴブリンは見たっつう気分なのに、鱗うろこのは良い気なもんじゃい」

　対する右方では鉱人道士が、手斧を確実に一撃ずつ見舞って撃ち漏らしを屠ほふっている。

　彼自身白兵戦は言うほど得手ではないとはいえ、多少なりとも余裕を持てていた。

　既に一度ゴブリンスレイヤーの剣によって、相対するゴブリンは減らされているのだ。

　ばかりか、女神官の祈禱きとうによってもたらされた神なる守りは、小鬼の攻撃を防いでいる。

　専門の前衛でない鉱人道士にとって、それは大分とありがたい。

「向こう！」

　と、ここが踏ん張りどころと斧を揮ふるう彼の横で、妖精弓手が声をあげた。

　彼女は三本の矢を同時に放ち三匹を仕留め、さらに長耳を小刻みに動かし索敵を怠おこたらない。

　その森人の目が何を捉とらえたかといえば、群れの最奥でこそこそと身を屈かがめている一匹。

「杖持ってる奴やつがいる！　趣味悪いの！」

「シャーマンか」

　ゴブリンスレイヤーは六匹目の脳天に鉈を打ち込みながら、背後の妖精弓手に応じた。

　小鬼が崩れ落ちるに任せて鉈を手放し、その腰帯から剣を引ひっ摑んで奪い取る。

　抜剣の動作、その返す刀でゴブリンスレイヤーは手近なゴブリンの首を叩き斬った。

「七。狙ねらえるか？」

「厳しい！」と叫んだ妖精弓手は、既に矢を番えて引き絞っている。「やってみるけど！」

　必死に走って追いすがりながら、女神官はその全てが、まるで現実のこととは思えなかった。

　敵の数は多く、冒険者らはあまりにも少ない。

　これほどの大群と直接相対したことは──……。

　──ない。

　女神官は、ひぃ、はぁと必死に息を整え皆の後に続きながら、その事に気づいて愕然がくぜんとした。

　目前押し寄せてくるゴブリンたち。稲妻いなずまか何かのように明滅する記憶。

　ゴブリンロードとの戦い。あの時、彼女はゴブリンスレイヤーと共に敵の首魁しゅかいを襲った。

　収穫祭が襲われた時、ゴブリンは分散していて、一度に戦った数自体は少ない。

　雪山の砦とりでの時は、走り回って後退していた。真正面から切り込んだわけではない。

　大群の中に、真まっ直すぐ飛び込む。周囲で鳴り響く剣戟けんげき。悲鳴。絶叫。血と臓物の臭い。

　──ゴブリン退治さ！

　──はやく、にげて。


　──…………ぉ、ろ、…………て。



　わぁんと頭の中に木霊するように蘇よみがえる悲鳴。女神官の歯がカチカチと音を立てる。

　幾度も幾度も繰り返してきたことなのに、どうしてか足が竦すくむ。息が詰まる。


「ぅ、ぁ……ッ!?」



　ひょうと自分の頰をかすめて礫つぶてが飛んで、女神官の頰を薄く切り裂いた。

　頰に走る熱と痛み。垂れる血のぬめった感触。

　祈りが途切れたせいで、《聖壁プロテクション》の効果が薄れつつあるのだ。


「……ッ！」



　不意に覚えた下半身の生暖かい湿り気に、女神官はぐっと唇を嚙かみしめた。

　何故自分が最後尾なのか。

　なにを期待されているのか。

　それがわからないほど、もう彼女は未熟ではない。

　ぎゅっと両手で錫杖しゃくじょうへ縋すがるように握りしめ、掲げ、天上の神々へと心から祈りを捧ささぐ。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇やみに迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》!!」

　それはさながら、日光の爆発ばくはつが如き輝きだった。

「ＧＯＢＯＧＢＯ!?」

「ＧＯＯＢＲ!?　ＧＯＢＯＧＲ!?」

　地母神の聖なる光に照らされて、醜悪な顔つきの小鬼どもは悲鳴をあげて悶もだえ苦しむ。

　顔を覆おおって逃げ出そうとして屋上から転げ落ちるもの、仲間に踏み潰されて息絶えるもの。

　阿鼻あび叫喚きょうかんの有様ありさまに女神官は息を飲み、しかしそれでも尚なお、懸命に《聖光》を掲げ続ける。

　それは逆光となって冒険者らの背後から降ふり注そそぎ、彼らの行動を阻害するものではない。

「っし、もらった……！」

「ＧＯＢＢＲＧ!?」

　妖精弓手の卓越した技量でもって、矢が放たれる。

　それは生きているかのように群れの隙間すきまを縫い、小鬼呪術師の肩口へと突き刺さる。

「ＧＯＲＢＢＢＲ……!!」

　それと、ほぼ同時だった。

　ゴブリンシャーマンが、仲間に隠れるように突き出した杖から呪文が迸ほとばしったのは。

「ＯＤＵＵＵＡＡＡＡＲＵＫＫＫＫＵＰＩＲＵＵＵＵＳ!!」

　薄紫の甘ったるい煙が勢い良く噴き出して屋上に渦うずを巻く。

「……ッ、やば……ッ!?」

　妖精弓手がくらりと傾かたむいて膝ひざを突くよりも早く、巻き込まれた小鬼がバタバタと倒れていく。

「こりゃ、《眠雲スリープクラウド》だの……！」

「ぬ……。気を確しっかりともたれませい！」

　口元を押さえる鉱人道士も、妖精弓手を起こそうとする蜥蜴僧侶も、目に見えて動きが鈍い。

　──まるで水の中にいるみたい。

　瞼まぶたが重く、錫杖に縋り付いてかろうじて身体を支えながら、女神官はぼんやり思う。

　旅路の中、皆で一緒に水浴びをした時は楽しかった。

　ぐらり、ぐらり、世界が右に左に、傾いて、どうにも立っていられない。

　──もう、良いでしょうか。

　ふ、と意識が一瞬途切れたように思う。その一瞬で《聖壁プロテクション》が完全に消え失せた。

　ひどく暗くなりつつある視界の中で、膝をついた妖精弓手の向こうに、誰かの背中が見える。

　呪文の範囲外にいたゴブリンどもが、寄ってたかって引きずり倒そうとしている、彼。

「ぁ……」

　妖精弓手が引きずり倒された。服が裂かれる。ぼんやりとした彼女が、のろのろと腕を振る。

　鉱人道士の肩口に、棍棒こんぼうが振り下ろされた。緩んだ手からは斧が零れ落ち、床に弾はずむ。

　蜥蜴僧侶の首元に小鬼が飛びついた。手にした短剣が、鱗の隙間にねじ込まれつつある。

「……ぅ」

　ゴブリンスレイヤーの肩に剣が。

　血が。

「ゴブリンスレイヤーさん」

　微かすかな呟きだった。けれど、それで十分だった。


「……ッ！　ぅ、」



　息を吸う。とにかく吸う。小さな胸一杯に吸い込んで、吐き出す。


「うああぁああああぁあああぁぁあぁあぁ……ッ!!」



　自分にこれほどの大声が出せるのだろうかと、驚くほどの声が、喉から迸った。


「みんな……！　ゴブリン、スレイヤー、さん……ッ！」



　返事はない。

　錫杖を振りかざす。

「ゴブリンスレイヤーさんッ!!」

　返事はない。

「……ッ!!」

　歯を食い縛って懸命に意識を保つ女神官の視界に、彼方、こそこそと動く小鬼の姿が映る。

　杖を持ち、肩口から血を滴したたらせながらも、にんまりと嘲あざけり嗤わらうその姿。

　矢傷から腕を伝い落ちた血が、ぴちゃりとゴブリンシャーマンの足音に滴っている。

　──不浄だ。

　それはもう、直感以外の何物でもなかった。

　地母神からの天啓などでは断じてない。

　齢よわい十六の少女が、ゴブリンスレイヤーという冒険者と共に歩んだ経験が導き出した答え。

　自分に何ができて、何をすれば良いのか。

「《慈悲深き地母神よ、どうかその御手で、我らの穢けがれをお清めください》!!」

　はたして、奇跡は起こった。

「ＧＯＲＢ!?」

　異常に気づいても、もう遅い。

　その瞬間ゴブリンシャーマンの血が、真水へと変わったのだから。


「ＧＯＢＯＧＧＢＯＧＯＢＯＯＧＯＧＯＢＯＧＯＯＧ！？！？！？」



　自らの内側を搔かき回まわされるような苦痛に、ゴブリンシャーマンが絶叫をあげる。

　おぞましい悲鳴に女神官は魂が揺さぶられるような感覚を覚え、はっと我に還った。

「え、あ、あ……!?」

　ブツンと何か、糸を断ち切られるようにして、天上との繫つながりが消え失せたのだ。

　途端、一気に彼女の耳に音が、世界が蘇ってくる。

　──もう二度と今の御業みわざ、《浄化ピュアリファイ》は、このように使ってはいけない。

「あ、あ……ッ!?」

　魂を直接打ち据すえられたかのような衝撃は、彼女の精神を根底から揺さぶっていた。

　とんでもないことをしてしまった。

　慈いつくしみ深い地母神様が、魂の接続を受け入れてくださったあの御方が。

　彼女の行いに対して、厳しく険しい声を発されたのだ。


「あぁ……ッ！」



　からり、からりと錫杖が屋上に落ちて弾んだ。

　奈落へと流れ落ちるように、さっと血の気が失せる。

　呆然ぼうぜんと胸を押さえた女神官は、初めて自分が目から涙を溢あふれさせている事に気づいた。


「うぁ、あぁあぁああぁぁ……ッ！」
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　だが。

「よくやった」

　子供のように泣きじゃくりかけた彼女の耳に、その言葉が届いた。

　たった一言だった。

「ぁ……」

　それだけで。

　ただそれだけで、今にも崩れ落ちそうだった彼女の足に力が入る。


「……は、はい……っ！」



「よし」

　ゴブリンスレイヤーは、一言で言えば満身創痍まんしんそういであった。

　鎧のつなぎ目、鎖くさり帷子かたびらを破るように突き込まれた短剣。殴打の痕あと。

　肩口の短剣を引き抜き、その刃にべとりと粘液が混ざっているのを見て、彼は舌打ちを一つ。

　そして腰のポーチから紐を巻いた瓶びんを抜き、がぶりと一息に呷あおった。立て続けに二瓶。

　賦活剤エリクシル。毒消しアンチドーテだ。

　その空あき瓶を、手近な小鬼の頭へ思い切り叩きつけた。

「ＧＯＯＢＯＧ!?」

　振り返り、左の盾を叩きつけるようにして妖精弓手を組み伏せた小鬼を撲殺。

「ＧＲＯＢＯ!?」

「二十一。立て！」

「っ、あ……お、オルクボルグ……？」

　よろよろと起き上がった彼女は無残な有様だ。

　血に濡ぬれ、傷つき、小鬼の脳漿のうしょうを浴びせられ、服も裂かれている。

　だが生きている。

　十分だった。

「飲め。──使え！」

　ゴブリンスレイヤーは彼女に左手で水薬を放り、右の剣を鉱人道士の方へ放る。

「お、ぉッ!!」

　剣を逆手に受け取った鉱人道士は、振り上げ、振り下ろし、一挙動で小鬼の腹を割いた。

「ＧＯＢＯＧＯＯＢＯＧ!?」

「こっちゃ良いぞ、かみきり丸！」

　臓物をさらけ出した小鬼を蹴り倒し、鉱人道士が叫び、次のゴブリンへ剣を揮う。

　右腕はだらりと垂れているものの、戦意十分。左の剣は、また一匹の小鬼を屠った。

「ぬぅん……！」

　そして正気に戻れば蜥蜴僧侶の膂力りょりょくは無双のそれだ。

　首に刃を刺さんとするゴブリンの頭を手で摑み、そのまま床へと叩きつける。

「ＧＯＢＯＲＯ!?」

　首を異様な方向に捻じ曲げて、ゴブリンはびくびくと痙攣けいれんしながら息絶えた。

　その間にも爪が、爪が、牙が、尾が。唸りをあげて文字通りゴブリンを吹き飛ばす。

「よぉも、好き勝手にやってくれましたな……！」

　小鬼の血で染まった顎あごをぐいと袖口そでぐちで拭ぬぐい、蜥蜴僧侶がふしゅうと息を吐く。

「小鬼殺し殿、立て直しますぞ！」

「頼む」

　ゴブリンスレイヤーは、へたり込みかけた女神官の腕を摑んだ。

「あ……。ゴブリン、スレイヤー……さん」

　女神官が呆然と見やる彼の姿。

　鉄兜は割れかけ、革鎧も損傷し、血の臭いも濃い。

　けれど彼は兜の隙間から、赤い瞳ひとみで彼女を真っ直ぐに見てくれた。

「よくやった」


「……っ、は、はい……ッ！」



　繰り返される言葉に、ごしごしと目尻めじりの涙を拭い、乱戦で落ちた帽子と錫杖を拾い上げる。

　まだ終わりではない。まだゴブリンは多くいる。戦いは、終わってなどいない。

「《傷つき尚も美しい、猛々たけだけしきは蛇發女怪龍ゴルゴスよ、その身の癒いやしをこの手に宿せ》」

　蜥蜴僧侶の祈りが、暖かな光と共に一党パーティのうちへと活力を蘇らせる。

《治癒リフレッシュ》の奇跡だ。おお、恐るべき竜の加護ぞあれかし。

　ゴブリンスレイヤーは傷の治癒具合を検めがてら、手近な小鬼の喉へ剣を繰り出した。

「ＧＯＲＯＢＯＲＯ!?」

「二十と二。前へ行くぞ、走れ。……走れるか？」

「へーき。……って言うか、これ苦いわね」

　血泡を噴いて藻搔もがく小鬼を蹴倒けたおすゴブリンスレイヤーへ、妖精弓手がぼやく。

　彼女は裂かれた服の胸元むなもとをかき寄せて舌打ちし、空からの瓶を放り捨て、女神官へ片目を閉じた。

「ほら、行きましょ！」

「はいっ！　わたしも……行けます。……行きます！」

　女神官も懸命に声を張り上げる。後方から迫る小鬼へ、牽制けんせいがてら錫杖を振り回して。

「術師殿、準備は宜よろしいですかな？」

「おうとも。このために節約して、わっざわざ苦労したんだかんの！」

　蜥蜴僧侶と鉱人道士からの返答もあり、一党パーティはさらに前へ進む──いや。

「ＧＯＲＯＢ!!」

「ＧＲＯ！　ＧＲＢ！」

　とうとう塔の屋上、その末端へ追い詰められたと言うべきか。

　数歩先には遥か高みから樹海を一望できる、断崖絶壁の如き空間が広がっている。

《浄化ピュアリファイ》の混乱より回復した小鬼どもは、顔一杯にニタニタと厭いやらしい笑みを浮かべ、迫る。

　取り逃がした森人をまた組み伏せて犯せ。小賢こざかしい真似まねをした小娘を引き裂いてやれ。

　男は殺せ。女は犯して殺せ。死んだ同胞は間抜けだが、それはそれとして応報せよ。

　ともすれば小鬼どもにとって、同胞の死は自らの欲望を肯定する理由にすぎないのやも。

　手に手に武器を握り、股間を膨ふくらませ、目に欲望を灯ともした怪物ども。

　その大群に囲まれ、ゴブリンスレイヤーは平然と言った。

「跳べッ!!」

　冒険者らは、次々に虚空こくうへと身を躍おどらせた。

　下から上へ流れる空気が、湿気を追い払い、戦いくさに火照ほてった身体を冷やしていく。

　夜明けの光が地平の彼方より昇り始め、空を、樹海を、一同に光を投げかける。

　しかしいずれは重力が一行を地面へと叩きつけ、無残に潰してしまうのは明白だ。

「ＧＢＢＲＢ！」

「ＧＲＯＧＧＢ！　ＧＯＲＲＢＧＲＯＢ!!」

　見下ろすゴブリンどもがぎゃいぎゃいと嘲る中、鉱人道士がにやりと不敵に笑みを浮かべた。

　太く短いその指先が宙空にあって素早く閃いて複雑な印を結び、叫ぶ声も朗々と。

「《土精ノームや土精、バケツを降ろせ、ゆっくり降ろせ、降ろして置いてけ》！」

　途端、落下の勢いが見る間に衰おとろえた。

《降下フォーリング・コントロール》の呪文──節約しておいた甲斐かいがあったというもの。

　ふわりと空に浮かんだ一党パーティは見えざる掌てのひらで受け止められるように、ゆるやかに降下する。

　これならばもはや地面に落ちたとしても、傷一つ負うことはあるまい。

「わ、わ、わ……ッ」

　ふわりと風圧で服の裾すそがめくれるのを、女神官は大慌てで押さえこもうとする。

　その様を見た妖精弓手は、ほっとしたように頰を緩めた。

　先程までの張り詰めたような、ぎりぎりの表情は彼女には似合わない。して欲しくはない。

　──やっぱりゴブリン退治ってアレね。

　妖精弓手はひょいと手を伸ばし。女神官の手を握りしめた。

「あ……」

「大丈夫？」

「す、すみません……っ」

「良いわよ、平気。──やったわね、鉱人！」

「ったりめぇじゃろが」

　鉱人道士は鼻高々。妖精弓手のにんまり顔に目を細め、腰から酒の瓶を取り出し、呷る。

　朝日、朝焼け、朝の光、風、森、世界。

　これほど酒の旨味うまみを感じられる光景があろうものか。

「上手く行きましたな」

　蜥蜴僧侶が、やれやれと大義そうに全身を弛緩しかんさせ、大の字に浮かびながら言葉を漏らす。

　気の抜けたような姿勢だが、しかし目だけは上方、小鬼どもへ向けられている。

　ゴブリンがこちらを指さし、喚いているのが良く見えた。

「一時は、どうなるやと思いましたが」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは見上げて、言った。

「ゴブリンどもを片付けるには、これが一番だ」
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「Ｇ……Ｂ……」

　ゴブリンシャーマンの意識が覚醒かくせいしたのは、その時であった。

　やたらと川の音が大きく感じる。耳鳴りでもするようにぐらぐらと頭が揺れた。

　息苦しく、視界が暗い。ぜぇぜぇと喘あえぎながら、ようやく杖を支えに身を起こす。

　血の一部が水となり、呼気が身体を巡らなくなった事が原因だが、彼にはわかるまい。

　見れば同胞どもは、屋上の端から下を覗のぞき込んでぎゃいぎゃいと騒いでいた。

「ＧＯＢＯＯＧＢ……！」

　なんて奴らだ。指導者を助けようとか敬うやまおうとかいう気持ちはないのか。

　つい先程自分が彼らを盾にしたのを棚に上げて、ゴブリンシャーマンは毒づいた。

　おまけに冒険者も取り逃してしまっているようだ。まったく、使えない奴ばらだ。

「ＧＯＲＢ！　ＧＲＯＢＯＯＧＯＢＯＧＲ!!」

「ＧＢＢＧＲＯＢ!?」

　ゴブリンシャーマンが杖を振り回して怒鳴ると、数匹がこちらを振り返った。

　彼は答えた者がいたことを喜ぶより、答えぬ者がいることに対して怒りを募つのらせる。

　やはりこいつらはダメだ。

　あの森人か只人の娘、あるいは森人の里で姫を捕えたら、自分の子で群れを作り変えねば。

　もちろん一番偉いのは自分なのだから、好きな雌を好きなだけ孕み袋にして良いはずだ。

　そのくらいの権利はある。

「ＧＲＯＲＯＢ……？」

　それにしても──……この水音は、なんだ？


「ＧＲＯＲＯＢＯＲＯＧＢＯＲＯ！？！？！？」



　次の瞬間、ゴブリンシャーマンの身体は昇降機の口から噴き出した濁流に吹き飛ばされた。

　鉄砲水に押し流され宙に放り出された彼は、生涯最後の数秒を困惑のままに過ごしたろう。

《隧道トンネル》によって堤防要塞に穴が穿うがたれていたとは、終ついぞ理解できなかった。

　よもや城址の内を最下層から最上層まで水圧によって水が駆け上がってくる、などとは。

　水が低きより高きへ昇るなどとは、ゴブリンどもには想像もできぬ事だったに違いない。

　この遺跡を作り上げた者がこの顚末てんまつを知れば、祈らぬ者どもの末路を喜んだろう。

　水も漏らさぬ施工せこうだったからこそ、水がたまり、噴き出すまで、誰も気づかなかったのだ。

　そしてゴブリンシャーマンは藻搔きながら墜落し、地面に脳漿をぶちまけて死んだ。

　彼がそこに在ったという痕跡も、即座に水流によって洗い流され喪うしなわれる。

　相応ふさわしい最期さいごだった。
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　雨の如く水みず飛沫しぶきが降り注ぐ。きらきらと陽光に煌きらめきながら落ちていく。

　ちらほらと押し流されたゴブリンが落ちていくけれど、この高さでは助かるまい。

「だ、大丈夫なの、これ……？」

　妖精弓手が濡れた髪をぶるぶると振るって水を払いながら、戸惑とまどい気味に呟く。

　ゴブリンスレイヤーが、大きく息を吐いて言った。

「《隧道》は、じきに縮まって埋まる。建物が壊れることはない」

「そうじゃなくて」耳が苛立たしげに揺れた。「中に溜たまった水の方」

「そればかりはな」

　ゴブリンスレイヤーの答えは平然としたものだ。

「あとで森人の里に伝えて、対処してもらう他ほかあるまい」

　妖精弓手は「ふん」と鼻を鳴らして黙りこみ、それを見た鉱人道士が呵々と笑った。

「で、戻ったら結婚式か」

　彼はふわふわと宙に漂いながら、朝焼けを堪能して酒精を楽しんでいる。

　この状況を保っているのは鉱人道士だ。ふと気を緩めたら全員落下死は免まぬがれまい。

　妖精弓手が信じられない者を見るような目を向け、鉱人道士はあっさりそれを受け流した。

「お前さんは結婚とか考えんのか？」

「あと千年は考えないわよ」

「嫁いき遅れっぞ？」

　その一言に妖精弓手は「なにおう！」と怒鳴り返す。

　朝の空に喧々囂々けんけんごうごう、いつものやりとりが響くのを、蜥蜴僧侶は愉快そうに目を回した。

「拙僧が竜になった暁あかつきには、竜の花嫁として迎えても宜しいか？」

「なぁに、それ」

　と、妖精弓手の長耳はそんな冗句を聞き逃さない。

　新しい玩具か何かを見つけたように、にんまりと猫の如く目が細められる。

「告白？　本気？」

「さぁて。千年後になってみませんと、こればかりは」

　そうした仲間たち三人のやりとりを、女神官はぼんやりと見つめていた。

　先ほど繫がれていた妖精弓手の手はもう離れ、彼女の手を取るものはない。

　宙に浮かび、帽子と服の裾とを押さえながらたゆたうばかり。

　ほぅ、と何気なく漏れたその吐息に、ゴブリンスレイヤーの鉄兜が動いた。

「疲れたか？」

「あ、いえ！　そんな……」

　慌ててぱたぱたと手を振って女神官はそれを否定ひていする。

　だけれど──だけれども。

　振っていた手は、やがて力なく垂れた。

　なんと言って良いものかわからず、ただ、ぽつりと言葉が漏れた。

「……でも、少し」

「そうか」

　はたして、あれで良かったのだろうか。《浄化ピュアリファイ》の奇跡の、使い方は。

　──ううん。決して、良くなかった……。

　水を清めるための奇跡を、ゴブリンといえど、他者の命を奪うために用いるということ。

　地母神様が応こたえてくださったのは、それが他者の命を救うための祈禱であったからこそ。

　だから慈しみ深い地母神様が、自分の行いを糺ただしたのだ。

　この一度だけだ、と。

　それほどの事をしてしまった。

　でも……。

　──祈りに応えて、奇跡を起こしてくださった。

　それをどう解釈し、理解すれば良いのだろう。

　一年前、初めての冒険に挑んだ彼女はわからない事ばかりだった。

　結局、彼女にわかっている事は、たったの二つしかなかった。

　自分は、未いまだ冒険者を続けているという事。

　ゴブリンスレイヤーは、間違いなくゴブリンを皆殺しにした、という事。

　──わたしは……。

　地母神様を信じ続ける事ができているのだろうか。

　地母神様より奇跡を授かるに値する存在なのだろうか。

　わからない。わかりようがない。

　自分は一年前と比べて、何か少しでも、成長する事ができたのか──……。

「見ろ」

「え……？」

　不意にぽつりと囁かれた言葉に、女神官は慌ててぱっと顔をあげた。

　朝日が眩まぶしく、思わず涙の滲にじんだ目を瞬またたかせる。

　白んだ空。どこまでも広がっているように見える緑。そして──……。

「虹だ」







[image: ]







[image: ]




「と、あぁーっ!!」

　跳躍した少女の叫び声と共に、深淵の闇やみに閉ざされた地底世界を太陽が燦然さんぜんと照らしだした。

　そこはまさしく地獄そのものだ。

　大地の暗黒は三分、残りの七分は赤黒い悪鬼デーモンども。

　さらに頭上よりは、この盤上世界を食い荒らす、大百足おおむかでと見まごう岩喰怪虫ロックイーターども。

　しかし高く飛んだ少女はにぃと唇くちびるの端を吊つり上げ、愛らしい顔に不敵な笑みを浮かべる。

「夜明けの、一撃ィッ!!」

　太陽の爆発ばくはつ！

　彼女の手にした聖なる剣、その刃が翠玉色の光を放ち、容赦なく怪物どもを穿うがった。

　少女を一飲みに喰くらわんと体軀たいくを伸ばした岩喰らいの群れが、瞬またたく間に破裂する。

　娘の黒髪を汚さんと飛び散る体液は、しかし緑光を纏まとった聖剣の余熱により蒸発。

　地獄にはびこる悪鬼どもを相手取って一歩も引かぬ少女は、未いまだ無傷であった。

「地獄ドゥームだ、地獄ドゥームだ！」

　空中でくるりと回転、一挙動で着地点を見定めた勇者は、ひらりと岩棚に降り立つ。

　そしてすかさず這はい上がる悪鬼どもへと聖剣を突きつけると、左手で呪印を結んだ。

「《カリブンクルス火石……クレスクント成長……ヤクタ投射》!!」

　轟音ごうおんと共に膨ふくれ上がった火球が、立て続けざまに二度、三度と投じられる。

　吹き飛ばされた悪鬼どもの焼け焦こげた肉体が空中で散らばる中、勇者は声をあげた。

「ボクはまだやれるけど、そっちは後どれくらーい!?」

「まだもう少し……かかりそうですね！」

　答える声は悪鬼の群れの只中ただなかから。

　両手で長剣をしっかと握り、寄らば斬きるとばかりに踏ん張っている剣聖である。

　いや、事実──寄れば斬られるのだ。

　間合いを詰めようと身じろぎをしたデーモンが、次の瞬間には首を飛ばされている。

　真に熟達した戦士なればこそ、機会攻撃の好機を逃すことはない。

　注視せねばわからぬほどの摺足すりあしで相手の攻撃線を外し、迫り来る敵を突き返す。

　およそ派手さの欠片かけらもない戦いだが、そこには確固たる技量が光る。

　そうして彼女が守っているのは、大振りな杖つえを携たずさえ、意識を集中させる一人の魔術師。

　賢者と呼ばれる彼女はふと閉じていた目を開き、遥はるか上方の岩盤を見やった。

「……上の方で水の流れが変わった。相手の魔法陣が壊れたようだ」
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「ふぅん？　他ほかの冒険者でもいたのかな」

　勇者はひとしきり呪文じゅもん斉射せいしゃで雑魚ざこを散らした後、その隙間すきまへと飛び込んでいく。

『地獄の門が開かれようとしている』。

　粘土板に刻まれたその言葉は、神代かみよに近ちかしい頃ころの魔術師が残した警告文であった。

　かつて《転移》の呪文を研究していた彼らは、ひとつの失敗を犯していた。

　繫つないではいけない場所──地獄へと《転移》の門を開いてしまったのだ。

　封印こそ施ほどこしたものの、いずれまた開くだろう。予測した年、予測した日に──……。

　──それがこのタイミングっていうのは、ボクの運が良いんだか悪いんだか！

　勇者は背後を振り返ることなく一直線に走る。

　彼女は勉強こそしたものの、世界の理ことわりを完全に理解できるとはとても思えない。

　分厚い本を前にして法則ルールを読んでいると、頭が痛くなってくるのだ。

　だから、《転移》の門を封じれるのは賢者だけだ。

　頼もしい仲間である彼女は、未だ頂点には立てないと漏もらしているけれど──……。

「……森人エルフたちでは？」

「どうでしょうね。彼らの腰は重たいですから、そう機敏に手を動かしますかね？」

「……森人の指す手は、思いも寄らぬ時と角度から急所を突くものだから」

　到底理解できないと呟つぶやく賢者が誰だれよりも勉強している事を、勇者は良く知っている。

　ただ剣を振り回していただけの自分に術理を説いてくれたのは、剣聖だ。

　勇者は、この四方世界は素晴らしいと心の底から思う。

　それは何も、彼女が強いからではない。勇者だからではない。決してだ。

　そんなもので世界の価値が変わってたまるか。

　友達がいて、故郷があって、好きなものがあって、空は綺麗きれいで、虹なんかも見れて。

「ま、なんでも良いや！　こいつらをやっつければ、全部解決だ！」

　だからこそ、こんな奴やつらに渡してはいけない。

　目前──雑魚の悪魔を蹴散けちらしたその先には、蜘蛛くものようなおぞましい怪異が見える。

　巨大なそれが、デーモンどもを統合する存在なのは明白だ。

　恐るべき怪物。金属の脚はきっと自分を簡単に貫いて殺すだろう。

　口さがない奴は言う。そんな恐ろしいものと彼女が戦えるのは、彼女が勇者だからだと。

　──そんなわけないじゃん。

　少女の唇が歯を剝むき出し、獰猛どうもうな笑みを浮かべる。獲物を食い殺す鮫さめの笑み。

　賢者が《転移》の門を閉鎖するまであと僅わずか。

　それまで一秒たりとて、この世界をこんな奴らの手に委ゆだねるものか。

　そのために自分が戦える理由は、自分と友達だけが知っていればそれで良い。

「いっく、ぞおぉぉっ!!」

　勇者は雄叫おたけびをあげて、我ながら会心の一撃クリティカル・ヒットを叩たたき込こんだ。
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「では各々おのおの方がた、誓約の御言葉を」

　年長の、それでも尚なお若々しい森人エルフの古老が高座に向けて、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　蛍かなにかの夜光虫が燐光りんこうを纏まとって飛び交う中、森人と冒険者らは大広間へと集つどっていた。

　地べたに胡坐あぐらをかいて腰を下ろし、葉皿の上には料理と果物、酒杯は巨大な木の実。

　ずらりと並んだ来客を睥睨へいげいするような高座は、大きく張り出した大樹の根上にある。

　そこには透き通るような絹糸と花々、蝶ちょうや蜻蛉とんぼの羽で彩いろどられた、新郎新婦の姿があった。

　彼ら二人はどことなくはにかむように視線を交わらせ、そっと互いの手と手を握り合う。

「ウサミアキトヲトク　リイノモチンネイエ　イノユルンアホヲ　チヒオノカヒサタワ！」

「ウサミアキトヲトク　オシロユイナヲト　イソトトヲ　チホノカヒサタワ」

　輝ける兜かぶとの森人は堂々と、花冠の森姫は薄く染まった頰ほおを隠すように俯うつむいての言葉。

　唄うような二人の言葉を受けて、夜に葉を伸ばす大樹は枝を大きく揺らす事で応じた。

　ざわり、ざわり。森が笑う。森が唄う。二人の命に祝福あれかし。二人の生に幸いあれ。

「森よりの言祝ことほぎ、聞かれましたかな」

　しずしずと歩み出た祭祀さいしの言葉に、二人の男女は幸福そうに目配せをして、頷うなずいた。

「うむ」

「確かに」

「では、答礼を」

　そうして祭祀が捧ささげ持った大弓と矢を、二人へと差し出した。

　この日のために誂あつらえられた、イチイの弓と木芽鏃やじりの矢だ。

　輝ける兜の森人が弓を取り、花冠の森姫が矢を手に取る。

　祭祀が深々と一礼して退くと、二人はまるで抱き合うように寄り添い、弓を構えた。

　夫の持ち上げた弓に、妻が矢を番つがえ、二人で共に弦をきりりと引き絞る。

　狙ねらいは天に。

　双ふたつの月と星々のきらめく夜の空へ。

　見れば広間の屋根であったはずの枝葉は道を開け、ぽかりと吹抜ふきぬけになっている。

　夜空は、綺羅きらびやかな宝石箱のように輝いている。

　星が神々の瞳ひとみであるならば、これほどの祝福が四方世界のどこにあろうか。

　りぃんと竪琴の如ごとき音色ねいろを立てた弦から、矢が放たれる。

　夜天の彼方かなたへ逆しまの流れ星の如く昇った木芽鏃の矢は、落ちてくることがない。

　矢の届いた先では、また新たな木が育ち、生はえ、やがて森の一員となっていくのだろう。

「誓約はここに成った！」

　控えていた祭祀が、声も高らかに宣言する。

　森人と、森と、神々との間で、この婚礼は認められ、祝福されたのだ。

「今宵こよいは『虹が出た月の夜』として長く語られる事となろう！」

　途端、森人たちは盛大に声をあげて手を打った。




　愛はさだめ　さだめは死

　乙女おとめを侍はべる騎士とても　いずれは死の淵ふち落ちるもの

　空竜くうりゅうを友とす王子さえ　想おもう娘を遺のこして果つるもの

　聖女を愛した傭兵ようへいすら　野望を夢見て討死うちじぬるなら

　巫女みこを愛する国王にも　離別の時だけは変えられぬ

　英雄譚えいゆうたんの幕引きは　人生の終わりではない故ゆえに

　生きるという冒険は　その終わりまで続くのだ

　恋も愛も　生も死も

　逃れることなど　できようものか

　されば何を恐れる　ことがあろう

　愛はさだめ　さだめは死




　どこからともなく森人の民が持ち出してきた竪琴や太鼓たいこが並び、皆が賑にぎやかに歌を唄う。

　元来森人は音楽と踊りを楽しみ、愉快な事を好む人々である。

　ただただ日々を過ごすだけでは、その寿命は長きに過ぎる。

　精神は老成し、達観しているにしても、祝祭の口実となる記念日は数多い。

　若き森人たちの結婚もさることながら、『何もない日』がさらに減る事を彼らは盛大に祝う。

　世に特別でない日などあるものか。

　誰だれもが特別、今宵は特別。百年後のこの夜も特別に違いない。それは未来永劫みらいえいごう続いていく。

「それで、小鬼どもの罠わなにかかった時はどのように？」

「う、うむ。や、わしと耳長……もとい、そちらの姫君がな、こう、毒気の穴に……」

「名状しがたき目玉の怪物というと、さぞや恐ろしかったのでしょうな！」

「む。いや、あれはなんつーかこう……そらあ、おっかないし、変な鳴き声だしでなぁ」

「うちの姫君がいつもいつもご苦労をおかけして申し訳が……」

「や、や、そのような。あらぁ、なかなか目端が利きくでな……」

　あの鉱人道士ドワーフでさえ、若い──と言っても彼よりは年上の──森人たちに囲まれていた。

　先祖代々の喧嘩けんか相手という事は知っていても、実際に鉱人ドワーフを目にしたことがないのだろう。

　まして冒険者となれば！

　四方八方を森人に囲まれ、冒険談やらなにやらを聞き出され、鉱人道士はしどろもどろ。

　ただでさえ鉱人にとって森人の酒は弱すぎるのに、これではとても酔えたものではない。

　ついには悲鳴をあげて、彼は太く短い両手を大きく掲かかげた。

「おうい、鱗うろこの！　ちくと手を貸してくれ！」

　呼ばわれた蜥蜴僧侶リザードマンはといえば、宴会場の隅にどっかと座って、大いに舌鼓したつづみを打っていた。

　虫の蒸むし焼きをぺろりとたいらげ、がぶりと葡萄ぶどう酒しゅを呷あおり、橙だいだいの果実を摑つかんでは一飲みに。

　大おお顎あごを開いての豪快な食べっぷりに、森人の婦人が幾人か、目を丸くして驚いている。

「なに、拙僧は草食ではありませぬが、何もとって喰くいは──おう、どうなされた、術師殿」

「わし一人で此奴こやつらの相手をすんのは、とてもとても無理だわい！」

「どぉれ」

　のそりと重い腰を持ち上げた蜥蜴僧侶は、のそのそと森人の合間を縫って救援に馳はせ参じる。

　森人と鉱人の車座に、どっかとその巨体を座り込ませ、蜥蜴僧侶は「さて」と顎を開いた。

「したならば、森人殿よ。我が蜥蜴人リザードマンの強者たる黒き鱗、嵐あらし呼ぶ者の物語などいかがかな」

「ああ、やつなら知っているぞ！　会ったことがある」

　やや年かさの森人が手をあげて言えば、蜥蜴僧侶はぐるりと大きく目を回して見せた。

「はははは。では百と千年昔の事実と伝説、その違いをゆるりとお楽しみくだされ」




　折しも雨季の訪れを教える一滴が　ぽたりと葉に落ちたその日の事

《赤き雲ジガゲイ・ウロギルヴ》王と《甘き風マーカ・ワータ》が交わりて

　王子の玉子を産みしその後に　妾姫しょうき《黒き鹿ヘハカ・サパ》が孕はらみしは

　廃棄されるが運命さだめの御子　砕かれ割られた殻より這はい出でたる

　影の鱗を持ちし者　やがて青き火を噴き　兄竜さえも屠ほふる　さだめの子

　ついに魔王の喉笛のどぶえ嚙かみちぎる　その名も高き《嵐呼ぶ者エヘナウノル》──……。




　蜥蜴人特有の喉のどの奥で唸うなるような詩吟しぎんに、森人たちが「おお」と長耳をそばたてる。

　高座にいる新郎新婦とて例外ではないにせよ、他ほかと違ってやや気もそぞろ。

　というのも花婿はなむこが花嫁の手を摑んでいるからで、彼女は耳まで赤く染めて俯いている。

「ねえ様、あれは本気で恥ずかしがってるわねー」

　夜風の当たる節目の傍そばで、妖精弓手エルフはけらけらと笑った。

　彼女は細く白い体を、きらきらと輝く透き通った白布のドレスで覆おおっている。

　絹だろう。なんとなれば虫の扱いは、森人たちの方が玄人くろうとなのだ。

　葡萄酒の入った杯を手に目を細め、夜風に髪を撫なでさせるまま、彼女はふわふわとしている。

　壁の花という言葉はあながち間違ってはいないと、ゴブリンスレイヤーはそう思う。

「お前は、行かなくて良いのか」

　宴うたげから離れて壁に寄りかかっていた彼は、短く言葉を発した。

「んー？」

　帰ってくるなり古老たちへ「なんで教えてくれなかったの！」と食って掛かっていた彼女。

　酒精に頰をほのかに染めて小首を傾かしげる姿には、その剣幕などもはや欠片かけらもない。

　幼い頃ころに聞いたお伽噺とぎばなしの妖精をふと思い出しながら、ゴブリンスレイヤーは淡々と続けた。

「……故郷なのだろう」

「ああ、へーき、へーき」

　その言葉に込められた意味を、妖精弓手はどれほど理解していただろうか。

　彼女はちびりちびりと舐なめるように葡萄酒で唇くちびるを湿らせると、ひらりと手を振ってみせた。

「どうせあっちは、只人ヒュームの感覚じゃ、私が出てってから二、三日で帰って来た感じだし」

「そうか」

「ねえ様も、落ち着いたら手紙を書くって言ってたからね」

　新婚の邪魔しちゃ悪いでしょ？　なんて妖精弓手は薄い胸を張って自慢気に言う。

　──そういえば。

　ふと過よぎるのは、いつだったかの水の都。

　彼が手紙を書いていたのを、妖精弓手はぼんやり思い出した。

「手紙、書いてみたら？」

　だから彼女は思いついたように、ぽんと言った。

　そういえばこいつは、いつもゴブリンゴブリンで牧場とギルドと洞窟どうくつの往来ばかりだ。

「ふるさと、帰ってないんでしょ？」

「読んでもらえるとも思えん」

　彼は僅わずかに笑ったらしかった。鉄兜が、ゆっくりと左右に振られる。

「……不出来な弟だ。俺おれは」

「そうかしら？」

　妖精弓手はその返事にちらりと片かた眉まゆをあげ、それから白い指先でくるりと宙に円を描く。

「良くやってると思うけど？　っていうか、仮にも銀等級じゃないの」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは繰り返し、頷いた。

「……そうか」

「まったく、オルクボルグってほんと『そうか』ばっかりね」

　くすくすと鈴を転がすように笑った妖精弓手は、彼を残して踊るように窓辺を離れた。

「行くのか」

「女の子には女の子の楽しみってものがあるのよ」

「お前の」と、ゴブリンスレイヤーは、ぼそりと低い声で呟つぶやいた。
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　立ち去ろうとした妖精弓手は、その声を聞きつけて立ち止まる。

　小首を傾げて振り返ると、ゴブリンスレイヤーは一人立ち尽くしたまま、黙り込んでいた。

　妖精弓手は少しだけ待つことにした。森人に時間はいくらでもある。

　ややあって、彼はようやくと言った調子で言葉を摑みとった。

「お前の姉が結婚できて、良かったと思う」

　それは取るに足らず、面白おもしろみの欠片もない、どうしようもないほど平凡な祝いの言葉だった。

　しかし妖精弓手は立ち止まったまま目を見開き、長耳をふるりと振った。

「……ありがと」

　何故だか気恥ずかしくて、妖精弓手は足早に宴の喧騒けんそうの中を歩いて行った。

　オルクボルグがあんな言葉を言うとは思わなかった。言えるとは思わなかった。

　その足取りは宙を歩くようで、しかし彼女の鋭い目は獲物を見逃すことがない。

　森人らしい俊敏さで腕が伸び、はっしと摑んだのは彼女に輪をかけて細い腕。

「あ……」

　ぼんやりと壁際かべぎわに立ち尽くしていた、女神官の腕だった。

　森人らからドレスや衣装の誘いもあったが、これが正装だからと断って、神官衣のまま。

「もう、どうしたの？　元気ないじゃないの」

「いえ……」

　顔を一瞬俯かせた女神官は、無理くり強張こわばった頰を動かした。

「そんなことは、ないですよ？」

「噓うそおっしゃいな」

「あうっ」

　途端、ぱちりと妖精弓手の人差し指が女神官の鼻先を弾はじいた。

「ほら、塞ふさぎこんでる時は何でも良いから話す、話す。お祝いの宴なんだから」

「えと……」

　ひりひりする鼻先を押さえた女神官は、僅かに涙をにじませた目を瞬またたかせた。

「じゃあ……先ほどのお祈りの言葉は、どういう意味なのですか？」

「ああ、あれ？」

　妖精弓手は「別に、そう大した事じゃないのよ」と笑った。

「ただ単に、ずっと一緒にいるっていう約束をするだけ」

　──私はこの人を伴侶とし　永遠に共にいることを誓います。

　──わたしはこの人を夫とし、永久に寄り添う事を誓います。

「もちろん、森人にとっての『ずっと』だけどね」

　そう言って、妖精弓手は片目を瞑つむった。くいくいと女神官の袖口そでぐちを引く。

「ね、お祈りしてよ」

「お祈り……ですか？」

「そ、地母神様に。森人とだって、そう縁がないわけじゃないのよ、あの神さま」

　それこそが女神官にとっての苦しみの源みなもとであった。

　──わたしは……。

　はたして地母神に祈る資格が、まだあるのだろうか。

　幼い頃から決して祈りを絶やさずに来て、小鬼との戦いでも辛うじて踏みとどまった。

　けれど城塞での戦いで、ついに直接地母神の奇跡を以もって他者を傷つけてしまった。

　もちろんゴブリンだ。小鬼だ。倒さねばどんな目にあうかも知っている。

　今までだって間接的に命を奪ってきた。今更、殺してしまったことで後悔はしない。

　──でも、あれは決して、公正フェアではなかった……。

　だから地母神様はお怒りになり、自分はお叱しかりを受けたのだ。

「……わかりました」

　女神官は唇を血がにじむ程に嚙みしめ、錫杖しゃくじょうへ縋すがるようにしながら跪ひざまずいた。

　──仮にわたしが、もはや愛されるに値しないのだとしても。

　この場にいる友の幸せ、友の姉の幸せ、その伴侶の幸せは、どうか聞き届けて欲しい。

　それは虫の良い願いであるとは、もちろんわかっているのだけれど……。

「慈悲深き地母神よ、どうかその御手にて、あの方々の行く手に実り多きことを……」

　瞳を閉じて祈りを捧ぐ。その瞬間、女神官は「あ」と僅かに声を零こぼした。

　天上の神々と繫つながった彼女の魂が、大きく暖かな掌てのひらによって慈いつくしむように包まれたのだ。

　僅かに一瞬。奇跡を嘆願するほどの間もない刹那せつなであったが、決して錯覚などではない。

　女神官は呆然ぼうぜんとした顔をし、しかしすぐに頰をほころばせて笑みを浮かべた。

「地母神様に、祈りは届きましたよ……」

「よぉし、これでねえ様もバッチリね」

　女神官は「はい」と短く答えて、それからぐしぐしと目尻めじりを袖口で強く拭ぬぐう。

「それじゃあ、ほら、行きましょ！」

「え、あ、わ……っ」

　と、その腕をまたしても妖精弓手に摑まれて、あれよあれよと引っ張られる。

「ど、どうしたのですか？」

「すぐわかるって。……あ、いたいた。ほら、二人ともこっちこっち！」

　失礼と言って宴の料理を一跨ひとまたぎ、ぺこぺこ頭を下げつつ女神官が後に続く。

　賑やかな喧騒の中どうやって見つけ出したものか、着飾った受付嬢と牛飼い娘の姿。

　二人とも森人が用意した薄手のドレスに身を包んで、酒精のせいか頰を上気させていた。

　こうしてみると同じ衣装を着ているのに、その肢体は妖精弓手よりも遥はるかに豊かだ。

　む、と彼女は一瞬唇を尖とがらせたが、すぐにあっけらかんと笑みを浮かべる。

　自分だって、百年そこら経たてば姉と同じように──なるはずだ、たぶん。

「いやあ、なんだか緊張しちゃうね。こういうパーティって初めてだから……」

「堂々としていれば良いんですよ、堂々と」

　テレテレと気恥ずかしそうに頰をかく牛飼娘に対し、受付嬢は平然としたもの。

　自分の均整のとれた体に恥ずべき所はないとでも言うように、堂々と杯を傾かたむけている。

「あら、意外と慣れてるのね」

　妖精弓手が驚いたように呟くと、受付嬢は「ふふふ」と意味深な笑みを浮かべた。

「実家で躾しつけられましたから。それにお役人をやっていると、この手の催もよおしもありますから」

「ふぅん」と声を漏もらした妖精弓手は、続けて受付嬢と牛飼い娘の手をも取った。

「ま、良いわ。ほら、みんな、前に行きましょ！」

　そのままぐいぐいと引っ張って、前へ前へ、高座の方へと歩いて行く。

　引きずられるような格好になった三人は、慌てて姿勢を正して足早に後に続いた。

「ねえ、何がはじまるの？」

「男どもにはあんまり関係の……いや関係はあるのか。ま、見てればわかるわよ」

　言われた牛飼娘がちらりと辺りを見回せば、同じように森人の娘たちも前に詰めかけていた。

　もちろん森人の年齢なんてわからないけれど、妖精弓手とさほど変わらないように見える。

「ああ」と受付嬢が、得心行ったように頷いた。「花嫁からの贈り物、という奴ですか？」

「あ、それなら知っています」

　女神官が、引っ張られて乱れた衣服をぱたぱたと正しながら言った。

「確か、受け取った人は結婚できる……とか。式のお手伝い、したことありますし」

「どこでも似たような風習はあるのね」

　妖精弓手は知ったような顔をしてそう言うと、ふるりと長耳を振ってみせた。

「せっかく貰もらえるかもしれないんなら、貰っておかないと損じゃない？」


「へぇー……」



　──結婚かぁ。

　自分には縁遠いような、そうでないような。

　牛飼娘は幸せそうな高座の花嫁を、眩まぶしそうに目を細めて見やった。

　周りで目を輝かせて今か今かと待ち受ける、森人の娘たちの姿を。

　そして最後に遠くで壁際につっ立っている、何か変な鎧兜よろいかぶとの彼の姿を。

　彼女はくすりと自然に自分の頰が緩ゆるむのを知って、何故だか胸が高鳴るのを覚えた。

　すぐ隣にいる受付嬢と目が合うと、彼女も同じような表情をしている。

　牛飼娘は軽く肩を竦すくめた。何事も公平フェアにやらなくちゃね。

　そしてすぐ間近、興味はあるけど一歩を踏み出せない女神官の背中をそっと押す。

　一歩前に出た彼女が不思議そうにこちらをふりかえるので、牛飼娘はひらりと手を振った。

「こういう時は、遠慮しない方が良いの」

「あ、は、はいっ」

　やがて花冠の森姫──いや、今や森の后きさき、奥方となった女性が、ゆっくりと立ち上がった。

「愛はさだめ、さだめは死」

　歌うように口ずさみ、夫に手を引かれた彼女は、そっと自らの髪を彩る花冠を取り払う。

　そしてそれを豊かな胸元むなもとで抱きしめ、くちづけをひとつ。

「なれば次なる恋と愛は、死すべきさだめの乙女らに！」

　祈りと共に投じられた花嫁の冠は、夜風に乗ってよく飛んだ。

　恋と愛を結びつけるという冠。それは幸福な花嫁からの贈り物だ。

　それは綺麗きれいな軌跡を描いて娘たちのもとに運ばれ、そして──……。

　わっ、と歓声があがった。
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　それから三日三晩を楽しんだ後、冒険者たちは辺境の街へと帰還した。

　あれから随分と時が過ぎたが、未いまだ妖精弓手のもとに手紙は届いていない。

　だからきっと、今日も宴は続いているのだろう──……。










あとがき




　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです！

　ゴブリンスレイヤー七巻、森人エルフの森にゴブリンが出たのでゴブリン退治をするお話でしたね。

　しかし七巻ですよ、七巻。脅威、大戦、復讐、希望、逆襲、帰還で覚醒ですよ。

　森の木陰こかげでどんじゃらほいに終わる感じですから六巻でも良かったかもしれません。

　精一杯に書いたつもりですから、楽しんで頂けたのなら幸いです。




　最近は地下牢と竜や、天使大戦や、影を走ったり、弓矢上手うまいマンをしたりしています。

　つくづくＴＲＰＧというのは本当に良いものだなあ、と思うことしきりです。

　そしてゴブリンスレイヤーがＴＲＰＧになることが決まりました。やったぜ。

　今後一生なにがあっても「俺おれの作品はＴＲＰＧになったんだ」と胸を張っていられるでしょう。

　ＴＲＰＧを求める若者へ、鮫さめのように笑ってルールブックを出せる老人になりたいものです。




　ゴブリンスレイヤーはそんな自分の好きなものをこれでもかと詰め込んだ作品です。

　この世のどこかに一人はいるだろう、自分と同じものが好きな人のためにと書いていました。

　そんな人が一人どころではなく大勢いたことは、本当に幸せなことだなあと思っています。

　そんな皆様の応援のおかげでアニメ化が決定しました。なんてこった！

　コミカライズ、ドラマＣＤ、外伝、外伝コミカライズ、ＴＲＰＧ、もう一本コミカライズ。

　そしてアニメ。ホントにそろそろベッドの上で目が覚めるんじゃないかと思うばかりです。

　ゴブリンスレイヤーがゴブリンを殺すアニメになるかと思います。すごいぞ！　たぶん！




　ありがたいことに謝辞が書ききれないくらい大勢の人のお世話になっております。

　神奈月かんなつき先生、今回も素晴らしい挿絵をありがとうございました！

　黒瀬くろせ先生、格好良いコミカライズ、毎月わぁい！　と大喜びで読ませて頂いております。

　読者の皆様、ウェブから応援してくださる皆様、いつも応援ありがとうございます。

　まとめサイト管理人様、いつもいつもお世話になっております。ありがとうございます。

　ゲーム仲間のみんな、創作関係の友人たち、いつもありがとう……！

　編集部の皆様、その他関係者の皆様、本当にありがとうございます！




　おかげさまで次の八巻は、王国の都に行く話を予定していたりします。

　最も深き迷宮にゴブリンが現れたのでゴブリン退治をする話になるかと思います。

　今後とも精一杯作品を書いていきますので、どうぞよろしくお願い致します。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　最近は地下牢と竜だったり天使大戦だったり裏切りの証だったり大都会の影を走ったりしています。楽しい!!!




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　偶々訪れた本屋でゴブスレがある棚をのぞいてみると、店員コメントで「おっさんホイホイ」「30代男性に人気」と書かれていて、妙に納得しました。

　まぁ、ワイおっさんやし。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp

[image: ]




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「蝸牛くも先生」係

「神奈月昇先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫
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